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商標について 

ESMPRO と DianaScope は日本電気株式会社の登録商標です。 Linux は Linus Torvalds の朱国およびその他の国における 
登歸商標または商標でず。 UNIX は The 日 pen Group の登録商標です。 Microsoft、Windows、Windows Server, Windows 
NT、MS-D 日 S は米国 Microsoft C 饼 p 饼 ation の米国およびその化の国における登録商標または商標です。 Intel, Pentium, 
Xeon は米国 Intel Corp 日 ration の登録商標です。 AT は米国 international Business Machines C 曰「口〇「日1:1日1"1の米国および 
その化の国における登録商標です。 ROM-DOS および Datalight は Datalight, Inc. の登録商標または商標です。 Adaptec と 
その□ユ SCS に elect は米国 Adaptec, Inc. の登録商標または商標です。 LSI および LSI □ゴ-デザインは LSI 社の商標ま 
たは登録商標です。 DLT と DLTtape は米国 Quantum Corp 饼 ation の商標です。 Adobe、Adobe □ゴ、 Acrobat は、 Adobe 
Systems Incorporated (アドピシステムズ社）の商標です。 Red Hat および Red Hat をべースとした全ての商標と□ゴ 
は、 RedHat，lnc. の米国およびその他の国における登録商標あるいは商標です。 

その他、記載の会社をおよび商品をはを社の商標または登歸商標です。 

Windows Server 2003 x64 Editions は Microsoft® Windows Server™ 2003 R2, Standard x64 Edition operating 
system および (Vli 灯 osof 顿 Windows Server™ 200 3 R と Enterprise x64 Edition operating system、 または Micr 曰 sof 做 
Windows® Server 2003, Standard x64 Edition operating system および Microsof 顿 Window 敏 Server 2003, 
Enterprise x64 Edition operating system の略称です。 Windows Server 2003は Micros 日れ® Windows ServerTM 2003 
R2, Standard Edition operating sys お m および Microsoft® Windows Server"™ 2003 R2, Enterprise Edition 
operating system 、または Microsoft® Windows® Server 200 3, Standard Edition operating system および Microsoft® 
Windows® Server 2003, Enterprise Edition operating system の略称です。 Windows Vista は Microsoft® Windows 
Vista® Business operating system の略称です。 Windows XP x64Edition は、 Microsoft® Windows®XP Professional 
x64 Edition operating system の略称です。 Windows XP は Microsoft® Windows ⑥ XP Home Edition operating system 
および Microso 祗 Window 液 XP F^rofessional operating system の略称でず。 Windows 2000は Microsoft® 
Windows® 2000 Server operating system および Microsoft® Windows ⑥ SO 日日 Advanced Server operating system、 
Microsoft® Windows® 2000 Professional operating system の略称です。 Windows NT は Microsoft® Windows NT ⑥ 
Server network operating system version 3 .己 V4.0 および Microsoft® Windows NT® Workstation operating system 
version 3 .日 1/4.0 の略称でず。 Windows Me は Microsof 廠 Windows® Millennium Edition operating system の略称です。 
Windows 98 は Microsoft® Window3©98 operating system の略称でず。 Windows 9 日は Microsoft® Windows®95 
operating system の略称です。 

サンプルアプリケーションで使用しているを称は、すべて架空のものでず。実在する品を、団体を、個人をとは一切閱 
係あリません。 

本製品で使用しているソフトウエアの大部分は、巨 SD の著作と GNU のパブリックライセンスの案項に基づいて自由に配 
布することができます。ただし、アプリケーションの中には、その所有者に所有権があり、巧配巧に許可がお要なもの 
がありまず。 

ネ製品で使用している才ープンソースコードについては弊社サイト 『http://www.express.riec.co.jp/linux/』 をご参照く 
ださい。 


ごミち意 

(1) 本書の内容の一部またはを部を無断転載することは禁止されています。 

に）本書の内容に関しては将来予告なしじ変更することがあります。 

(3) 弊社の許可な<權製-改変などを巧うことはできません。 

(4) 本書は内容について万全を期して作成いたしましたが、万一ご不審な点や誤り、記載もれなどお気づきのことがあ 
リました6、お買い求めの販完店にご連絡ください。 

(日）運用した結果の影響については （4) 項にかかわ6ず責任を負いかねますのでご了承ください。 


◎ NEC Corporation 2008 



巧巧上のごを意(をずお読みください ) iii 


このユーザーズガイドは、必要なときずぐに参照できるよ5、お手元に置いておく 
よ5にしてください。 r 使用上のごを意」を必ずお読みください。 


使用上のご注意（必ずお読みください） 

本製品を安全に正しくご使用になるためにを要な情報が記載されています。また、本文中のを 
称については本書の「各部の名称と機能」の項をご参照ください。 


安をにかかわる表巧について 


本製品を安全にお使いいただくために、このユーザーズガイドの指示に従って操作してくださ 
い。 

この ユーザーズガイ ドには本製品のどこが危険でどのような危険に遭うおそれがあるか、どう 
すれば危険を避け6れるかなどについて説 S 月されています。また、装置巧で危険が想をされる 
箇所またはその付おじは警告ラベルが目より付け6れていまず（本体に印刷されている場合わあ 
ります）。 

ユーザーズガイド、および警告ラベルでは、危険の程度を表す言葉として、「警告」と「を意」 
という用語を使用しています。それぞれの用語は次のような意巧を持つものとしてを義されて 
います。 




人が死亡ずる、または重傷を負うおそれびあることを示しまず。 


A 注意 


义傷やけがなどを負5おそれや物的損害を負5おそれびあることを示しま 
ず。 


危険に対するを意' 表示は次の3種類の記号を使って表しています。それぞれの記号は次のよ 
うな意巧を持つちのとしてを義されています。 


A 

ま意の喚起 

この記号は危険が発生するおそれが 
あることを表しまず。記号の中の給表 
示は危険の内容を図案化したわので 

(例） 

A 



ず。 

(感電を意） 

Q 

巧為の禁止 

この記号は行為の禁止を表します。記 
号の中やおくの絵表示は、してはな6 
ない行為の内容を図案化したわので 

(例） グ、 


ず。 

(分紹禁止） 

• 

行為の強制 

この記号は行為の強制を表しまず。記 
号の中の絵表示は、しなければな6な 
い行為の内容を図案化したものです。 
危険を避けるためにはこの行為がを 
要です。 

(例） _ 

C 

(プラグを抜 <) 





















iv 使用上のごを意(免、ずお読み <ださい) 


(ユーザーズガイドでの表示例) 



本書と警告ラベルで使用する記号とその内容 


ま意の喚起 


A 

感電のおぞれのあることを示しま 
ず。 

A 

発煙または発义のおそれがあるこ 
とを示します。 

爪 

指がはさまれてけがをするおそれ 
があることを示します。 


けがをするおそれがあることを示 
します。 

A 

高温じよる傷害を負うおそれがあ 
ることを示します。 

A 

特定しない一般的なを意' 警告を示 
します。 

A 

爆発や破裂による傷害を負うおそ 
れがあることを示しまず。 



行為の禁止 


( 

§ 


水や液体がかかる場所で使用しな 
いでください。水じめ6すと感電や 
発义のおそれがありまず。 


本装置を分解' 修理' 改造しないで 
<ださい。感電や义巧のおそれがあ 

U ます。 

( 

§ 


义気におづけないで < ださい。発义 
するおそれがあります。 

(§) 

めれた手で触6ないでください。感 
電するおそれがあります。 

( 



指定された場所には触らないで< 
ださい。感電や义傷などの傷害のお 
それがありまず。 

Q 

特定しない一般的な禁止を示しま 
ず。 


行為の強制 



本装置の電源プラグをコンセント 
か6抜いてください。义災や感電の 
おそれがあります。 

〇 

特定しない一般的な使用者の行為 
を指示します。説明に従った操作を 
してください。 

〇 

'必ず接巧して < ださい。感電や义夕 
のおそれがあります。 




































使巧上のごを意(あずお読みください )V 


まを上のご注意 


本装置を安全にお使いいただくために、ここで説 S 月するを意事項をよ<読んでご理辭し、安全 
にご活用ください。記号の説明については iii ページの『安全にかかわる表示について』の説巧 
を参照してください。 

全般的なミち意事項 



Q 


瓜 蕾 


A 


Q 




人命に関わる業務や高度な信頼性を必要とする業務には使用しない 

本装置は、医療機器-原子力設備や機器、航空宇宙機器-輸送設備や機器など、人命 
に関わる設備や機器および高度な信頼性を必要とずる設備や磯器などへの組み込み 
やこれらの機器の制御などを目的とした使用は意國されておりません。これら設備や 
機器、制御システムなどに本装置を使用した結果、人身事故、財産損害などが生じて 
も弊社はいかなる責任も負いかねまず。 


煙や異臭、異音がしたまま使用しない 

万一、煙、異臭、異音などが生じた場合は、ただちに電源を OFF にして電源プラグ 
をコンセントから抜いてください。ぞの後、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社じご連絡ください。そのまま使用すると义災の原因となりまず。 


針金や金属片を差し込まない 

通気孔やフ□、ソピーディスクドライプ、光ディスクドライブのずきまから金属片や針 
金などの異物を差し込まないでください。感電の危険がありまず。 


規格 W 外のラックで使巧しない 

本装置は曰 A 規格に適合した19型（インチ）ラックにも取り付けて使用できまず。 
曰 A 規格に適合していないラックに取り付けて使用しないでください。本装置が正常 
に動作しなくなるばかりか、けがや周囲の破損の原因となることがあります。本装置 
で使用できるラックじついては保守サービス会社にお問い合わせください。 


指定 1 U 巧の場所で使用しない 

本装置を取りがけるラックを設置環境に適していない場所には設置しないでくださ 
し'!。 

本装置やラック[こ取り付けているその他のシステムに悪影警をおよぼずばかりでな 
く、义がやラックの転倒じよるけがなどをずるおそれがありまず。設置場所に関ずる 
詳細な説明节耐震工事についてはラックに添かの説明書を読むか保守サービス会社 
にお問い含わせください。 

















VI 使用上のごを意(あずお読みください) 



A 注意 

AA 

海がで使用しない 

本装置は、日本国内専用の装置でず。海外では使用できません。この装置を海外で使 
用すると义炎や感電の原因となります。 

AA 

装置巧に水や異物を入れない 

装置内に水などの液体、ピンやクリップなどの異物を入れないで<ださい。义災や感 
電、故障の原因となりまず。もし入ってしまったときは、ずぐ電源を OFF じして、 
電源プラグをコンセントから板いてください。分解しないで販売店または保守サーピ 
ス会社にご速絡ください。 









使用上のごを意(免、ずお読みください ) vii 


ラックの設置-取り扱いに関ずるを意事項 


A ミち意 


1 人で搬送•設置をしない 

AQ 

ラックの搬送’設置は2人 W 上で行って < ださい。ラックが倒れてけがや周囲の破損 
の原因となります。特に高さのあるラック (44U ラックなど）はスタピライザなど 
によって固をされていないときは不安をなが態にあります。かならず2人 W 上でラ、ソ 
クをちえながら搬送-設置をしてください。 


荷重が集中してしまラよラな設置はしない 


ラック、および取り付けたデパイスの重量が一点に集中しないようスタピライザを取 
りがけるか、複数台のラックを速結して荷重を分散してください。ラックが倒れてけ 
がをするおそれがありまず。 


1人で部品の取り付けをしない•ラック巧ドアのヒンジのピンを確認ずる 

AQ 

ラック用のドアやレールなどの部品は2人!:上で取りがけてくださし、また、ドアの 
取り付け時には上下のヒンジのピンが磕実に差し込まれていることを確認してくだ 
さい。部品を落として破損させるばかりではなく、けがをするおそれがあります。 

Q 

ラックが不ま定な状態でデパイスをラックか5引き出さない 

ラックから装置を引き出ず際は、必ずラックを安定させた状態（スクビライザの設置 
や耐震工事など）で引き化してください。 

Q 

複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

複数台のデパイスをラックから引き化すとラックが倒れるおそれがありまず。装置は 
一度に1台ずつ引き化してください。 


定格電源を超える配線をしない 

A \ 

やけどや义楽、装置の損傷を防止ずるためじラックに電源を供給ずる電源分岐回路の 
定格負荷を超えないようじしてください。電気設備の設置作配織に関しては、電源エ 
事を行った業者や管轄の電力会社にお問い含わせくだきい。 












viii 使用上のごを意(をずお読みください) 


電源-電源コードに関ずるを意事項 



池 磯 ) I 
A A 

Q 


めれた手で電源プラグを持たない 

姑れた手で電源プラグのあき差しをしないで<ださい。感電するおそれがあります。 

アース線をガス管につながない 

アース線は絶対にガス管じつながないでください。ガス爆発の原因になりまず。 


A ミち意 


指定け列のコンセントに差し込まない 

AA 

指をされた電圧でアース付のコンセントをお使いください。指走 W 外で使うと义楽作 
漏電の原因となりまず。 

また、延長コードが必要となるような場所には設置しないでください。本装置の電源 
仕様に合っていないコードに接続すると、コードが過熱して义烫の原因となります。 

A\ 

たこ足配線 it_ しない 

コンセントじを格 W 上の電流が流れることによって、過熱して义災の原因となるおそ 
れがあ y ます。 


中途半端に差し込まない 

AA 

電源プラグは根元までしっかりと差し込んでください。中遠半端に差し込むと接触不 
良のため発熱し、乂災の原因となることがあります。また差し込み部にほこりがたま 
り、水滴などが付<と発熱し、义雖の原因となるおそれがあります。 


指定 1U 外の電源コードを使わない 


本装置に添付されている電源コード W 外のコードを使わないでください。電源コード 
にを格と人 h の電流が流れると、义楽の原因となるおそれがあります。 

また、電源コードの破損[こよる感電皆义絮を防止ずるためじ次のま意をお守りくださ 
い。 

AA 

• コード部分を引っ張らない。 ♦ 電源コードをはさまない。 

• 電源コードをキ斤り曲げない。 ♦ 電源コードに薬品類をかけない。 

• 電源コードをねじらない。 ♦ 電源コードの上にものを載せない。 

• 電源コードを踏まない。 ♦ 電源コードを改造-化工-修復しない。 

• 電源コードを束ねたまま使わな ♦ 損傷した電源コードを使わない。（損傷 

し、 した電源コードはすぐ同じ規格の電源 

• 電源コードをステープラなどで コードと取り替えてください。交換に 

固定:しない 関しては、お買い求めの販売店または 

保守サービス会社じご連絡ください。） 


添付の電源コードを他の装置や用途に使用しない 

瓜爪 

添付の電源コードは本装置に接続し、使用することを目的として設計され、その安全 
性が磕認されている物でず。ミまして他の装置や用遠に使用しないでください。义災作 
感電の原因となるおそれがあります。 






















使用上のごを意(必ずお読みください )IX 


設置-装置の移動-保管-接続に関ずるを意事項 


A ま意 


指定 w がの場所に設置-保管しない 


本装置を次に示すような場所や本書で指走している場所 W 外に置かないでください。 
义楽の原因となるおそれがあります。 

• ほこりのをい場所。 

• 給湯器のそは’など湿気の多い場所。 

• 直射日光が当たる場戸斤。 

• 不安をな場所。 


腐食性ガスのを在ずる環境で使用または保管しない 

A り 

腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、福素、アンモニア、オソンなど） 
のを在ずる環境(こ設置し、使用しないでください。また、ほこりや空気中に腐食を促 
進する成分（塩化ナトリウムや硫黄など）や導電性の金属などが含まれている環境へ 
も設置しないでください。装置内部のプリント板が腐食し、故障および発煙-発义の 
原因となるおそれがありまず。わしご使用の環境で上記の疑いがある場合は、號売店 
または保守サービス会社にご相談ください。 


カバーを外したまま巧り付けない 

AA 

本装置のカバー類を取り外したが態でラックに取り付けないでください。装置内部の 
を却効果を低下させ、誤動作の原因となるばかりでなく、ほこりが入って义楽や感電 
の原因となることがあります。 

/fey 

指を巧まない 

ラックへの取り付け-取り外しの隙にレールなどで指を挟んピリ、切ったりしないよ 
う十分ま意してください。 


ラックか5引を出した状態にある装置に荷重をかけない 

Q 

ラックから引き化された状態にある装置の上か5重荷をかけないで<ださい。フレー 
ムが曲がり、ラックへ搭載できな<なります。また、装置が落下し、けがをするおそ 
れがあります。 


プラグを差し込んだままインタフェースケーブルの取り付けや取りがしをしない 

AA 

インクフェースケーブルの取りがけ/取り外しは電源コードをコンセントから抜いて 
巧ってください。たとえ電源を OFF にしても電源コードを接続したままケーブルやコ 
ネククじ触ると感電したり、ショートじよる义炎を起こしたりすることがありまず。 


指定む外のインタフ王ースケーブルを使用しない 

As 

インクフ X — スケーブルは、弊社が指走するものを使用し、接続ずる装置やコネクタ 
を磕認した上で接続してください。指を W 外のケープルを使用したり、接続先を誤っ 
たりずると、ショートにより义楽を起こすことがありまず。 

また、インタフェースケーブルの取り扱いや接続について次のを意をお守りください。 

• 巧損したケーブルコネクタを使用しない。 

• ケーブルを踏まない。 

• ケーブルの上にものを載せない。 

• ケーブルの接続がゆるんだまま使用しない。 

• 巧損したケーブルを使用しない。 


















X 使用上のごを意(かずお読みください) 


お手入れ-内蔵機器の取り扱いに関ずるを意事項 



瓜 /^ 

自分で分解-修理-改造はしない 

本書に記載されている場合を除き、絶対に分解したり、修理-改造を巧ったりしない 
でください。装置が正常に動作しなくなるばかりでなく、感電皆义楽の危険がありま 
す。 


リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさない 

A A 

®(g) 

本装置内部にはリチウムパッテリが取りかけ6れていまず（オプションデバイスの中 
にはリチウムバッテリ作ニッケルか素パッテリを搭載したものもありまず）。パ、ソテ 
リを取り外さないでください。リチウムパッテリ皆ニッケル水素パ、ソテリは义をおづ 
けたり、水に浸けたりすると爆発するおそれがあります。 

また、バッテリの寿命で装置が正しく動作しなくなったときは、ご自分で分解-交 
換■充電などをせず(こお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 


プラグを差し込んだまま取り扱わない 

A\A\ 

處 

お手入れや本装置内蔵巧オプションの取り付け/取り外し、装置内ケーブルの取りが 
け/取り外しは、本装置の電源を OFF にして、電源プラグをコンセントから抜いて 
巧ってください。たとえ電源を OFF にしても、電源コードを接続したまま装置内の 
部品に触ると感電ずるおそれがあります。 

また、電源プラグはときどき抜いて、乾いた布でほこり作ゴミをよくふき取ってくだ 
さい。ほこりがたまったままで、水滴などが付くと発熱し、义雖の原因となるおそれ 
がありまず。 


A を意 


局曲ま思 

A 

本装置の電源を OFF にした直後は、内蔵型の八ードディスクドライブなどをはじめ 
装置内の部品が高温になっています。十分じちめたことを確認してから取りがけ/取 
り外しを行ってください。 

A 

中途半端に取り付けない 

電源ケーブルやインタフェースケープル、ボードは磕実に取りがけてください。中遠 
半端に取り付けると接触不良を起こし、発煙や発义の原因となるおそれがありまず。 


コネクタカバーを取り付けずに使用しない 

AA 

内蔵デバイスと接続していない電源ケーブルのコネクタにはコネクタカバーが取り 
がけ6れていまず。使用しないコネクタにはコネクタカバーを取り付けてください。 
コネクタカパーを取り付けずじ使用すると、コネク女が内部の部品に接触して义災咕 
感電の原因となりまず。 




















使用上のごを意(をずお読み<ださい ) xi 


運用中のを意事項 


警告 


Q 

A\A\ 

AA 




/fey 


ラックか6引き出したままや取り巧したまま使用しない 

本装置をラックから引き化したり、ラックから取り外したりしないでください。装置 
が正しく動作しなくなるばかりでなく、ラックから外れてけがをずるおそれがありま 
す。 


雷がなった5触5ない 

雷が発生しそうなときは電源プラグをコンセントから抜いてください。また電源プラ 
グを抜<前に、雷が鳴りだしたら、ケーブル類も含めて装置には触れないでくださ 
い。义災や感電の原因となりまず。 


ぺットを近づけない 

本装置にぺットなどの生き物をおづけないでください。排泄物や体毛が装置内部に 
入つて义楽や感電の原因となりまず。 

光ディスクドライプのトレーを引き出したまま放置しない 

引き化したトレーの間からほこりが入り誤動作を起こずおそれがあります。また、卜 
レーじぶつかりけがをするおそれがあります。 

巻き込みミち意 

本装置の動作中は背面にあるを却ファンの部分[こ手や髪の毛をおづけないでくださ 
い。手をはさまれたり、手をはさまれたり、髪の毛が巻き込まれたりしてけがをずる 
おそれがありまず。 















xii 使巧上のごを意(をずお読み<ださい) 


警告ラベルについて 


本体内の危険性を秘める部品やその周2には警告ラベルが表示されています（警告ラベルは本 
体に EP 刷されているか、貼り付け6れている場合があります）。これは本体を取リキ及う際、考 
えられる危険性を常にお客様に意識していただくためのものです（ラベルをはがしたり、塗り 
つぶしたり，ミちしたりしないでください）。もしこのラベルが貼り付け6れていない、はがれ 
かかっている、ミちれている、本体に EP 刷されていないなどしているときは目反売店にご連給くだ 
さい。 


装置が観 


A ミち意 CAUTION 

高温になるコンポーネントがあ。ます。十かじをえてから酷れるようじしてください。 

As some components may become very hot during system operation, 

give ample time to allow cooling as well as use precaution 

when handling internal components immediately after powering down 


A 

電源を切ってもバ’ソテリで塚働している部分があります。 

保守をする前に各々のコンポーネントのおり圾い試巧書をお読みください。 

Some internal components may still be operational on battery power. 
Refer to instruction manuals for this system 
as well as options prior to maintenance. 


A 

オプションの取付け，巧かし時は電源プラグをコンセントか5巧き.か部装置と段続しているケーフルをかして下さい。 

Disconnect all AC power cords from both system 

and external peripherals prior to / 々 \ 

installing/removing options. 電源プラグをお < 感電ま意 

ネジは本体内部へ落とさない様，十分ごを意下さい。 

Do not drop any screws inside the system. 


A 

ボード及びオプション機器の接続の際は，必ずユーザーズガイドを参照し.正しく接続して下さい。 
誤った接続は，巧擇サ义巧の原困となリます。 

Refer to "User's Guide" when option board or penpnerals are 
installed. Incorrect installations may result in damage to the system 
and lead to accidents. 

A 

指をはさんピリ，ぶつけにりしないようにま意して下さい。 

To avoid the risk of personal injury, 

be careful when accessing the inside of the system. 

瓜 

手を採まれないようを意 

装置の持ち上げ.移動の際は.装置の庭面をしっかり持って持ち上げて下さい。 

Firmly hold the bottom of the system when required 
to lift and carry the system. 


A 


A 


ミち意 

CAUTION 


落下ま意 

これ U 上引くと落下します。 

Firmly hold the bottom of the system 
when removing from the rack cabinet. 


































使用上のごを意(かずお読みください) 


取り扱い上のご注意 


本装置を正し < 動作させるために次に示すミ主意事項をお守りください。これ6のを意を無視し 
た取り扱いをすると本装置の誤動作や故障の原因となります。 

• AC 人力電圧が10 0 V のコンセントじ添付の電源コードを接続してください。 

• 周辺機器へのケーブルの接続/取りかしは本体の電源を OFF になっていることをお認し、 
電源コードをコンセントか6外した後に巧ってください。 

• 電源の OFF やフ□、ソピーディスクの取り化しは、本体のアクセスランプが消财している 
のを殖認してか6巧ってください。 

• 本体の電源再お人圍隔は下記時園を遵守< ださい。 

- AC OFF 後、再び AC ON するとき： 30秒 

一 AC ON 後 、 DC ON するとき： 30秒じ(上 
- DC OFF 後、再び DC ON するとき： 30秒]; J 上 

無停電電源装置 ( UPS ) に接続している場合も上記の時聞間隔のお保をお願いします。 

• 本体を移動する前に電源を OFF にして，電源プラグをコンセントか6抜いてください。 

• 定期的に本体を清掃してください（清掃は7章で説巧しています)。定期的な清掃はさま 
ざまな故障を未然に防ぐ効果があ U ます。 

• 落雷等が原因で瞬圍的に電圧が低下ずることがありまず。この対策として無停電電源装 
置等を使用することをお勧めします。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガード付き CD 」 などのディスクにつきましては、 CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねまず。 

• オプションは本体に取り付け6れるものであること、また接続できるものであることを 
痛認して<ださい。たとえ本体に取り付けや接続ができても正常に動作しないばかり 
か、本体が故障することがあります。 

• 次のを件に当てはまる場合は，運用の前にシステム時計の確認■調整をしてください。 

一装置の輸送後 

一装置の保管後 

一装置の動作を保証する環境を件（温度：10で〜35で-湿度： 2096〜80%)か6外 
れたを件下で休止状態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で殖認して<ださい。また、高い時刻の精度を要 
ホずるようなシステムじ組み込む場合は、タイムサーバ （ NTP サーバ）などを利用 
して運用することをお勧めします。 

システム時計を調整して电時聞の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合は、お 
買い求めの目反売店、または保守サービス会社に保守を化頼してください。 


xiii 





xiv 使用上のごを意(おずお読みください) 


• 再度、運用ずる際、内蔵機器や本体を正し<動作させるためにわ室温を保てる場所に保 
管することをお勧めします。 

装置を保管する場合は、保管環境条件（温度：-10で~55で、湿度： 2096-80%)を 
守って保管してください（ただし、結露しないこと)。 

• 本装置、内蔵型のオプション機器、バックアップ装置にセットするメディア（テープ 
カートリッジ）などは、寒い場所か6暖かい場所に急に持ち込むと結露が発生し、その 
まま使用すると誤作動や故障の原因となります。保管した大切なデータや資産を守るた 
めにも、使用環境に十分になじませてか6お使いください。 

参考： 冬季 (室温と10度と J 上の気温差）の結露防止に有効な時闇 

ディスク装置：約2〜3時圍 
メディア： 約1日 

• オプションは弊社の純正品をお使いじなることをお勧めします。他社製のメモリや八一 
ドディスクドライブには本装置に対応したものもありますが、これ6の製品が原因と 
なって起きた故障や破損については保証期圍中でわ有債修 S となりまず。 



本装置の保审に関して專門的な知識を持つ巧守員によるを期的な彰断-イ呆守 
サービスを用意しています。 

本装置をいつまでもよいが態でお使いになるためにも、巧守サービス会社とを 
期イ呆守サービスを契約されることをお勧めします。 


本装置のそばでは携帯電話や PHS 、 ポケットベルの電源を OFF にしておいてください。 
電波による誤動作の原因となりまず。 




はじめに XV 


はじめに 

このたびは、 NEC の InterSec シリーズをお買いホめいただき、まことにありがとうございます。 

本製品は、インターネットビジネスに欠かせないファイアウォール機能、プ□キシ機能、メー 
ルサービス、 Web サービス、ウィルスチェック機能、□ー ドバランサ機能など、を機能をそ 
れぞれの専用八ードウェアに集約した NEC の InterSec シリーズの1つです。 

コンパクトなボディじ高性能と容易性を凝縮し、堅牢なセキュリティ機能が巧全で高をなネッ 
トワーク環境を提供いたします。 

また、セットアップのわず6わしさをまったく感じさせない専用のセットアッププ□グラムや 
マネージメントアプリケーシヨンは、お客様の一元管理の元でさらに細やかで高度なサービス 
を提供します。 

本製品の持つ機能を最大限に引き化すためにも、ご使用になる前に本書をよくお読みになり、 
装置の取り扱いを十分にご理解< ださい。 



XVI 本書について 


本書について 

本書は，本製品を正しくセットアップし、使用できるようにするための手引きです。セット 
アップを巧うときや日常使用する上で、わからないことや具合の悪いことが起きたときは、取 
りあい上の安全性を含めてご利用ください。 

本書は常に本体のそばに置いていつでも見6れるようにしてください。 


本文中の記号について 


本書では巻頭で示した安全にかかわるを意記号の化に3種類の記号を使用しています。これ6 
の記号と意巧をご理紹になり、装置を正しくお取りあいください。 



装置の取りあいや、ソフトウ I アの操作で守 6 なければならない事柄や特に 
を意をずべき点を示しまず。 

✓ 

1チェック1 

装置やソフトウェアを操作ずる上で磕認をしておく'必要がある点を示しま 
す。 


巧っておくと役に立つ情報や、便利なことなどを示します。 


本書の再入手にごいて 


ユーザーズガイドは、 In お 「 Sec シリーズのホームページからダウン□ー ドずることができま 
ず。 


http://nec8.com/ 











本書について XVII 


本書の横がにごいて 


本書は7つの章か6構成されていまず。それぞれの章では次のような説 S 月が記載されていま 
す。なお、卷ホには付録' 用語解説' 索引があります。必、要に応じてご活用 < ださい。 


r 使用上のごま意」をはじめにご覧ください 

本編をお読みになる前に必ず本書の巻頭に記載されている「使用上のごを意 J 
をお読みください。 r 使用上のご注意」では、本装置をま全に、正しくお使い 
になるために大切なを意事項び記載されていまず。 


第1章 InterSec シリーズについて 

本製品の特長や添付のソフトウ王アについて説巧しまず。 

第吕章八ードウ； L アの取り扱いと操作 

本体の設置や接続、各部のを称などシステムのセットアップを始める前や運用時に®っ 
ておいていただきたい基本的なことがらについて説 B 月していまず。 

第3章システムのセットアップ 

専用ツールによるセットアップなど装置を使用できるまでの作業とを意事項を説おしま 
ず。再セットアップの方法についても説明しています。 

第4章システムの管理 

クライアントマシンか 6 Web ブラウザを使って本装置にアクセスするち法や Web ブラウ 
ザ上に表示される 「Management Console 」 を使ったシステムの設定や状態のチェック 
のち法について説明します。 

第已章保守•管理ソフトウェア 

本体に添付の rEXPRESSBUILDERJDVD の使い方と DVD にあるツールやアプリケーシヨ 
ンの使用方法について説明します。また、本体添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD およ 
び r バックアップ DVD - ROM 」 にそれぞれ収納されている 「 ESMPRO / Se 「 ve 「 Manage 「」 
と 「 ESMPRO / ServerAg 飢 d の使用方法じついては、それぞれの DVD に格納されてい 
るオンラインドキュメントをご覧ください。 

第臣章システムの化張とコンフィグレーシヨン 

内蔵オプシヨンの取り付け/取り外しち法と、 B の S の設定内容の殖認と変更ちまなどに 
ついて説明します。 

第7章故障かな？と思ったときは 


r 故障かな？」と思ったときは、装置の故障を疑う前に参照してください。また、この章 
では故障を未然に防ぐための保ずのしかたや InterSec シリーズをご利巧のお客様に提供 
しているサービスについても紹介しています。 






xviii が属品の確認 


付属品の確認 

捆包箱の中には、本体 W 外にいろいろな付属品が人っていまず。添付の構成品表を参照してず 
ベてがぞろっていることを確認し、それぞれ点検してください。万一足りないものや損傷して 
いるものがある場合は、販売店に連絡してください。 



付属品について 

• 添付品はセットアップをずるときやオプションの増設、装置が故障した 
ときに必要となりまずので大切に保管してください。 

• フ□ッピーディスクが添付されている場合は、フ□ッピーディスクの 
バックアップをとつてください。また、添付のディスクをマスタディス 
クとして大切に保管し、バックアップディスクを使用してください。 

• 添付のフ□ッピーディスクまたは DVD-ROM などの煩体は使用ち法を誤 
るとお客様のシステム環境を変更してしまうおそれびありまず。使用に 
ついてご不明な点がある場合は、無理な操作をせずにお買い求めの販売 
店または保守サービス会社にお問い合わせください。 

• 本製品のセキュリティ機能を提供ずるメカニカル□ックキー（セキュリ 
ティキー）は、紛失や盗難などびないよラ大切に保管してください。 




第兰者への譲おじついて XIX 


第=者への譲渡について 


本体または、本体に添付されているものを第兰者に譲渡（または売却）ずるときは、次のを意 
を守ってください。 

• 本体について 

本装置を第兰者へ譲渡（または売却）する場合には、が属品も一緒にお渡し<ださい。 

wO A - ドディスクドライブ巧のデータについて 

譲渡ずる装置巧に搭載されている八ードディスクドライブに保存されている 
大切なデータ（例えば顧客情報やを業の経埋情報など）が第兰者へ漏洩ずるこ 
とのないよラにお客様の責任において確実に処分してください。 

オペレーティングシステムのコマンドなどを使用して削除ずると、見た目は消 
去されたよラに見えまずが、実際のデータは八ードディスクドライブに書き込 
まれたままの状態にありまず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフ 
トウェアにより復元され、予期せめ用送に転用されるおそれがありまず。 

このよラなトラブルを回避ずるために巿版の消去用ソフトウェア（有償）また 
はサービス（有償）を利用し、確実にデータを処分ずることを強くお勧めしま 
ず。データの消去についての詳細は、お買い求めの販売店または保守サービス 
会社にお問い合わせください。 

なお、データの赃分をしないまま、譲渡（または売却）し、大切なデータが漏 
读された場合、その責任は負いかねまず。 


• 添付のソフトウエアについて 

本装置に添付のソフトウ：]:アを第兰者に譲渡（売却）ずる場合には、 j ：_ rF の襄件を満た 
す必要があります。 

一添付されているすべてのものを譲渡し、譲渡した側は一切の複製物を保持しないこ 
と 

一各ソフトウェアに添付されている『ソフトウェアのご使用条件』の譲渡、移転に関 
ずる条件を満たすこと 

一譲渡、移転が認められていないソフトウェアについては、インス!-ールした装置か 
ら削除した後、譲渡ずること 






XX 消耗品-装置の廃棄について 


消耗品-装置の廃棄について 

• 本体、および八ードディスクドライブ、フ□、ソピーディスク、 CD / DVD などのディスク 
やオプションのボードなどの廃棄については各自治体の廃棄ルールに従ってください。 
また、本製品に添付の電源コードも他の製品への転用を防ぐために本体といっしょに廃 
棄してください。詳しくは、各自治体へお問い合わせください。 


• 本体の部品の中には、寿命により交換が必要なものがあります（冷却ファン、装置内蔵 
のバッテリ、内蔵光ディスクドライブ、フ□、ソピーディスクドライブなど)。装置を安 
定して穗働させるために、これらの部品を定期的に巧懊ずることをお勧めします。交換 
や寿命については、お買い求めの員反売店または保守サービス会社にご連絡<ださい。 


• 本体のマザーボード上にあるバッテリの廃棄（および交換）については 
お買い求めの販売店または保守ヴービス会社までお問い合わせください。 

• 八ードディスクドライプやバックアップデータカートリッジ、フ□ッ 
ピーディスク、その他書き込み可能なメディア （ CD - R / CD - RW など） 
に保存されているデータは、第云者によって復元や再生、再利用されな 
し、ようお客様の責任において確実に処分してか5廃棄してくださし、。個 
人のプライバシーや企業の機密情報を保護ずるために十分な配慮び必要 
でず。 


A A 

戀咳 


リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがをない 

本装置内部にはリチウムパッテリが取りかけられています（オプションデバイスの中 
にはリチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素パ、ソテリを搭載したものも 
ありまず）。パッテリを取り外さないでください。リチウムパッテリ作ニッカドパッ 
テリ、ニッケル水素バッテリは义(こ近づけたり、水に浸けたりずると爆発するおそれ 
がありまず。 

また、バッテリの寿命で装置が正しく動作しな<なったときは、ご自分で分解-交 
換■充電などをせず(こお買い求めの販売店、または保守サービス会社に連絡してくだ 
さい。 

その他、オプションボードに搭載されているバッテリの位置(こついてはオプション 
ボードに添付の説明書を参照してください。 
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XXVI ユーザー登録をしましょう！ /オンラインドキュメントについて 


-ユーザー登録をしましよう！- 

蜡社では、製品ご贈人のお客様に 「Club Express 会員」への登録をご案内しております。 
Club Express のインタ ー ネットホ ー ムぺ ー ジにてご登録くださし''。 

http://ciub.express.nec.co.Jp/ 


石 客 • 宜音 - Microsoft Internet Explorer 回国を ] 



rClub Express 会員」のみなさまには、ご希望じより Express 5800シリーズをご利用になる 
上で役立つ情報サービスを、無料で提供させていただきます。サービスの詳細は Club 
Express のインターネットホームページにて紹介しております。ぜひ、ご覧ください。 


-オンラインドキュメントについて- 

添付の 「EXPRESS 巨 UILDER」DVD には次のオンラインドキュ^ントが収められていまず。 
必要に応じて参照してください。 

• ESMPRO/ServerManager Ver.4.3 インストレーシヨンガイド 

• Universal RAID Utility (Linux 版）ユーザーズガイド 

• DianaScope オンラインドキュメント 

添付の「バックアップ DVD-ROM」 Iこはオンラインドキュメントとして 「ESMPR0/ 
ServerAgent (Linux 版） Ve「.4.2」 のユーザーズガイドが収められています。必要に応じて 
参照してください。 

パックアップ DVD-ROM:/nec/doc/3 日 0/esmpro.sa/users_v42.pdf 

また、プリインス!■''ールされている InterSafe OCAP 版）について InterSafe のドキュ^ント 
も格納されています。必要に応じて参照してください。なお、 InterSafe OCAP 版）の使用 
にはライセンスの追化が必要でず。 

バックアップ DVD-ROM : /nec/doc/intersafe/lnterSafev60Adnnin.pdf 

lnterSafev60QuickGuide ■ pdf 
LogLyzerv60Adrnin.pdf 
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NEC Express 日日00シリ-ズ 
InterSec 

Express 日日日日/ CS 30 Of 


InterSec シリーズについて 

本製品や添付のソフトウェアの特長や導入の際に巧っておいていただきたい事柄について説 
日月します。 



InterSec シリーズとは（吕ぺージ） 

InterSec シリーズの紹介と製品の特長.機能について説明しています。 

機能と特長 （4 ページ） 

本製品の機能と特長について説明します。 

添付のディスクについて （9 ぺージ） 

本体に添付のディスクの紹介とその説巧です。 





2 InterSec シリ~ズとは 


■nterSec シリーズとは 


お客様の運用目的に特化した設計で、必要の 
ないサービス/機能を省き、セキュリティ 
ホールの可能性をほミ威し、インターネットお 
よびイントラネットの構築時に不可欠なセ 
キュリティについて考慮して設計されたイ 
ンターネットセキュリティ製品です。 




1台のラックにそれぞれの機能を持つ装置を搭載 
(クラスタ構ぶ可能） 


InterSec シリーズの主な特長と利点は次のとおりです。 

• 省スぺース 

設置スペースを最小限に抑えたコンパクトな置体を揉用していまず。 

• 運用性 

運用を容易にする管理ツールを提供します。 

• クイックスタート 

Web ベースの専用設定ツールを標準装備。短時聞（お5分）で初期設定を完了します。 

• 高い信頼性 

単体ユニットに閉じた動作環境で単機能を動作させるために、障害発生の影響は個々の 
ユニットに巧えられます。また、絞り込まれた機能のみが動作ずるため、万一の障害発 
生時の原因の紋リ&みが容易です。 

• 高い拡張性 

専用機として、機能ごとに単体ユニットで動作させているために用途に応じた機能お張 
が容易に可能でず。また、複数ユニットでクラスタ構成にすることによりシステムを化 
張していくことができます。 

• コストバフォーマンスの向上 

運用目的への最適なチューニングが行えるため、単機能の動作において高い性能を殖保 
できます。また、単機能動作にお要な環境のみ提供できるため、余剰スペックがなくほ 
コスト化が実現されます。 

• 管理の容易性 

環境設定や運用時における管理情報など、単機能が動作するために必、要な設定のみです。 
そのため、導入' 運用管理が容易に行えます。 






















































InterSec シリ —ブじついて 3 


InterSec シリーズじは、目的や用途に応じて次のモデルが用意されています。 

• CS シリーズ（プ□キシ） 

Web アクセス要求におけるプ□キシでのヒット率の向上（フォワードプ□キシ ）、 Web 
サーバの負荷軽;咸■コンテンツ保畫（リバースプ□キシ）を目的とした装置です。 

• MW シリーズ（メール/ WEB ) 

Web や FTP のサービスやインターネットを利用した電子メールのを受信や制御などイン 
ターネットであ要となるサービスを提供する装置です。 

• LB シリーズ（□-ドバランサ） 

複数台の Web サーバへのトラフィック（要求）を整理し、負荷分散によるレスポンスの 
向上を目的とした装置です。 

• VC シリーズ（ウィルスチェック） 

インターネット経由で受け渡しされるファイル（電子メール添付のファイルや Web/FTP 
でダウン□-ドしたファイル）か5各種ウィルスを挨化/除まし、オフィスへのウィルス 
侵人、か部へのウィルス流化を防ぐことを目的とした装置です。 



4 機能と特長 


機能と特長 

本装置は、社内から外部 Web サーバへのアクセスをより効率化ずるフォワードキャッシュと、 
WWW サーバの前段に設置し、 WWW サーバの負荷軽減-コンテンツの保護を行うリバース 
キャッシュの機能を共にサポートします。運用管理ツール （ Web ブラウザベース）やレポー 
卜機能を標準で装備し TCO 削減にも役立ちます。ストリーミングキャッシュ機能（オプシヨ 
ン）をサポートしています。 



Web コンテンシ 

(HTML ファイルや画像ファイル) 


コンテンツをキャッシング（保存) 



キャッシュされた 
データを共有 





CS シリーズ 


ネットワーククライアント 








































































































InterSec シリ — ズに ついて已 


• フォワードキャッシュ機能 

クライアント側に P の xy サーバとま斤規/置換/併設して設置ずることにより、高性能キャ、ソ 
シュ機能を活かし、アクセスされたコンテンツを自動的に保を（キャッシュ）/再利巧し 
て' 素早いレスポンスの提供と、回線コスト&トラフィックを整ミ域/削ミ咸しまず。 



• U バースキャッシュ機能 

Web サーバ側の前段に設置しアクセス受付を代理させることで，高性能キャッシュ機能 
を活かし、コンテンツを自動でコピー保有（キャッシュ）し、複数台分の Web サーバと 
同じインターネットアクセス量を受け付けます。 
















































































巨 機能と特長 


• 運用管理機能 


単純な導入であれば30分で可能（①設走ディス 
クをセットして、③電源を ON にするだけ）。管 
理ツールも Web ブラウザ経由で GUI 化されてい 
まず。 


曼る 。 




: 日白お 8:00 IDDDt— - :' ~'jDD| 

ar 


• 統計情報表示機能 


アクセス□グを辭析し、 
式で表示します。また、 
ン□—ドスケジュール、 
うことも可能でず。 


統計情報をグラフ' 表お 
この統計情報を元にダウ 
アクセス制限の指をを巧 



• スケジュールダウン□-ド機能 


よく参照されるページをあ6かじめ指を時刻にダ 
ウン□-ドし、キャッシュに格納しておくことが 
可能でず。 



• IP フイルタリング機能 


プ□キシ機能を利用するクライアントを IP アドレ 
スで制限し、部外者の不正な利用を防ぎます。 


123.1吕3.123 .123 

































InterSec シリ — ズに ついてフ 


URL フイルタリング機能 

フィルタ機能を利用すると、有害な Web などへの 
アクセスを制限します。 



また、 L 4 スイ、ソチを導入し、 CS に透過プ□キシ設定を斤うことで、クライアントは、プ□キ 
シの設ををずる必要がな<なりまず。 





















































8 機能と特長 


• サーバ管理 

本体の八ードウエアの状態を管理するために 「 ESMPRO / ServerAgent 」 がプリインス 
卜ールされています。あ要に応じて起動.設をしてください。 「 ESMPRO / ServerAgent 」 
は本体の稼動状況などを監視するとともに万一の障害発生時 「 ESMPRO / 
ServerManager 」 と連携してただちに管理者へ适報します。 

ESMPRO / ServerAgent をインストールした場合、データビューアの項目ごとの機能可否 
は下記の表のとお U です。 


機能可否表 


機能名 

可否 

機能概要 

八ードウエア 


〇 

八ードウエアの物理的な情報を表示する磯能です。 


メモリパンク 

〇 

^モリの物理的な情報を表示する磯能です。 


装置情報 

〇 

装置固有の情報を表示する機能です。 


CPU 

〇 

CPU の物理的な情報を表示する磯能です。 

システム 

〇 

CPU の論理情報参照や負荷率の監視をする機能でず。 

メモリの論理情報参照や状態監視をする磯能です。 

1/日デバイス 

〇 

1/日デバイス（シリアルポート、キーボード、マウス、ビ 
デオ）の情報参照をする磯能です。 

システム環境 


A 

温度、ファン、電圧.電源、ドアなどを監視する機能で 
す。 


温度 

〇 

崖体内部の温度を監視する機能です。 


フアン 

〇 

ファンを監視する磯能です。 


電圧 

〇 

篇体内部の電圧を監視する磯能です。 


電源 

〇 

電源ユニットを監視する磯能です。 


ドア 

X 

Chassis Intrusion (置体のカバー/ドアの開閉）を監視す 
る機能です。 

ソフトウエア 

〇 

サービス.ドライバ . 0 S の情報を参照する磯能です。 

ネットワーク 

〇 

ネットワーク ( LAN ) に閱する情報参照やパケット監視を 
する磯能です。 

拡張バスデバイス 

X 

拡張バスデバイスの情報を参照する磯能です。 

BIOS 

〇 

BIOS の情報を参照する磯能です。 

□ーカルポーリング 

〇 

ESMPRO / ServerAgent が取得する任意の MIB 項目の値 
を監視する機能です。 

ストレージ 

〇 

ハードディスクドライブなどのストレージ機器やコント 
□ーラを監視する磯能です。 

ファイルシステム 

〇 

ファイルシステム構成の参照やが用率監視をする機能で 
す。 

ディスクアレイ 


〇 

RAID コント□-ラを監視する機能です。 

Windows 版 ESMPRO/Server Agent の機能とは一部異な 
リます。 

障害 S 報磯能のみのサポートでず。 




※別違、 RAID コント□-ラの RAID システム監視ユー 
ティリティが必要です。 

その化 


〇 

Watch Dog Timer による日 S ストール監視をする機能で 
す。 



〇 

0 S STOP エラー発生後の通報処理を巧う磯能です。 


〇:サポート A :—部サポート X :ホサポート 
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添付のディスクについて 

本装置にはセ、ソトアツプや保守' 管理の際に使用するフ□、ソピーディスクや DVD - ROM などの 
媒体が添付されています。ここでは、これ6のディスクに格納されているソフトウエアやデイ 
スクの用途じついて説おします。 


"~〇 添付のフ□ッピーディスクや DVD-ROM などの媒体は、システムのセットアッ 
プび完了した後でち、システムの再セットアップやシステムの巧守•管理の際 
に使用ずる場合びありまず。なくさないように大切にな存しておいてくださ 
し、。 


• バックアップ DVD-ROM 

システムのバックアップとなる DVD - ROM です。 

再セットアップの際は、この DVD - ROM と添付の「インストール/巧期導入設定用ディス 
ク」を使用してインストールします。詳細は3章を参照してください。 

バックアップ DVD - ROM には、システムのセットアップにを要なソフトウェアや各種モ 
ジュールの化にシステムの管理-監視をずるための専用のアプリケーシヨン 「 ESMPRO / 
ServerAgentJ が格納されています。システムに備わった RAS 機能を十分に発揮させる 
ためにぜひお使いください。 

• 「 EXPRESSBUILDER」DVD 

本体装置の保守-管理などじおいて使用するメディアです。 

このメディアには次のようなソフトウェアが格納されています。 

- EXPRESSBUILDER 

シームレスセットアップから RAID を構築したり、システム診断やオフライン保守 
ユーティリティなどの保守ツールを起動したりするときに使用します。詳細5章を参 
照してください。 

— D 旧 naScope 

システムが立ち上が6ないようなときに，リモート （ LAN 接続または RS -232 C ケー 
ブルによるダイレクト接続)で管理 PC か6本装置を管理ずる時に使用するソフト 
ウェアです。詳細は5章を参照してください。 

— ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / ServerAgent がインストールされた〕ンピュータを管理します。詳細は 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内のオンラインドキュメントを参照してください。 

• インストール/な]期導入設定用ディスク（フ□ッピーディスク） 

セットアップ、再インストール時に使用する巧期導人設定情報を書き込みます。設定情 
報の作成や変更を巧う「初期導人設定ツール」わ含まれていまず。 





NEC Express 日日 00 シリ-ズ 
InterSec 

Express 5800 /CS 30 Of 



八ードウエアの取り扱いと操作 


本体の設置や接続、各部のを称などシステムのセットアップを始める前や運用時に巧っておい 
ていただきたい基本的なことがらについて説 S 月します。 

設置 （1 吕ぺージ） 

本体の設置手順について説明します。 

さ部の名称と機能 （22 ページ） 

本体の各部のを称と機能についてパーツ単位に説明しています。 

接続について （32 ぺージ） 

本体にケーブルを接続する隐のを意事項を記載します。 

基本的な操作 （35 ページ） 

電源の ON や OFF のちま、およびフ□、ソピーディスクや DVD / CD - R 0 M のセッ 
卜ちまなどについて説明しています。 





12 設置 



本装置は曰 A 規格に適合したラックに取り付けて使用します。 


ラックの設置 


ラックの設置については、ラックに添付の説明書を参照するか、保守サービス会社にお問い合 
わせください。 

ラックの設置作業は保守サービス会社に化頼することわできます。 



警告 


Q 


装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。人が死こず 
るまたは重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説明をご覧くださ 
い。 

• 指定 J ； (外の場所で使用しない 
• アース線をガス管につなびない 


A 注意 


装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で搬送•設置をしない 

• 荷重が集中してしまラよラな設置はしない 

Q 

• 1人で部品の取り付けをしない-ラック用ドアのヒンジのピンを確認ずる 

• ラックが不を定な状態でデバイスをラックか6引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか目引き出した状態にしない 

• 定格電源を越える配線をしない 

• 腐食性ガスの発生ずる環境で使用しない 


次のを件に当てはまるような場所には，設置しないでください。これらの場所にラックを設置 
したり、ラックに本装置を搭載したりすると、誤動作の原因となリます。 

• 装置をラックから完全に引き化せないような狭い場所。 

• ラ、ソクや搭載する装置の総重量に耐えられない場所。 

• スタビライザが設置できない場所や耐震工事を施さないと設置できない場所。 

• 床におラとつや傾翁がある場所。 

• 温度変化の激しい場所（暖房機、エアコン、ち蔵庫などのお<)。 

• 強い振動の発生する場所。 
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• 腐食性ガス（二酸化硫黄、硫化水素、二酸化窒素、塩素、アンモニア、オゾンなど）の 
を在ずる場所。また、ほこりや空気中に腐食を促進する成分（塩化ナトリウムや硫黄な 
ど）や導電性の金属などが含まれている場所。 

• 薬品類の近< や薬品類がかかるおそれのある場所。 

• 帯電防止化工が施されていないじゅうたんを敷いた場所。 

• 物のを下が考え6れる場所。 

• 強い磁界を発生させるわの（テレビ、ラジオ、放ち/适信用アンテナ、送電線、電磁ク 
レーンなど）のぶく（やむを得ない場合は，保守サービス会社に連絡してシールドエ事 
などを行ってください）。 

• 本装置の電源コードを化の接地線（特に大電力を消費する装置など）と共有しているコ 
ンセントに接続しなければな6ない場所。 

• 電源ノイズ（商用電源をリレーなどで ON/OFF する場合の接点スパークなど）を発生す 
る装置の近< (電源ノイズを発生する装置の近<に設置するときは電源配綜の分離やノ 
イズフイルタの取り付けなどを保守サービス会社に連絡して行つてください）。 


ラック内部の温度上昇とエアフ □- について 

複巧台の装置を搭載したり、ラックの内部の通気び不十分だったりずると、 
ラック内部のミ品度が各装置か5発ずる熱によって上昇し、本装置の動作な証ミ品 
度 （10 で〜3已で）を超え、誤動作をしてしまうおそれびありまず。運用中に 
ラック内部の温度が保証範囲を超えないようラック内部、および室内のエアフ 
口一について十巧な検討と巧策をしてください。 

本装置では、前面か5吸気し、背面へ}非気しまず。 






14 設置 


ラックへの取り付け / ラックか 6 の取りかし 


本装置をラックに取りがけます用3りかし手順についても説巧しています)。 



AQ 


装置をを全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ W 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 規格外のラックで使用しない 

• 指定 W がの場所に設置しない 



A を意 



AA 

AQ 


装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上ばない 

• カバーを外したまま取り付けしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引を出した状態にある装置に荷重をかけない 


取り付け手順 

本装置は蜡社製および他社ラックに取りがけることができます。次の手順でラックへ取り付け 
ます。 


• ラック搭載前の準備 


装置運搬時の脱を防止のために、工場 
江!荷時にスライドレールは左ちとわに 
背面側と側面がテープで固定されてい 
ます。ラックへ取り付ける前に、テー 
プをはがしてください。 



テープ 
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• レールアセンブリの取りがし 


本体左ちに取り付けられているスライ 


ドまの レールを 取り外します。 


本体前面じある□ック解除ボタンを押 
しなが 6、レールを 持ってゆっくりと 
装置後方へスライドさせてください。 


しばらくずると、「カチ、ソ」と□ックさ 
れまず。本体側面にあるレリーズレ 
バー(白色）を矢巧のち向に引き、□、ソ 
クを解験しながら本体から取り外しま 
ず。 




引き化してください。 


レールアセンブリを取り外すと、本体 


はネジ止めされたインナーレールのみ 
が取り付けられた状態 I こなります。 



インナーレール 










取りかしたレールアセンブリは、レ 
バーを押しな 巧ら 矢印方向へ動かし、 
わとじ戻してください。 



• レール アセンブリは、取り列したイン ナーレールに 再度取り付けまず。 

• レバーやレールで指を巧まないよう十巧 ミ 主意してください。 


レールアセンブリの取り付け 


レールアセンブリの四角い突起を、19 
インチラ、ソクのち巧に入れて取り付け 
ます。この時に「カチ、ソ」と音がして、 
□ 、ソクされたことを殖認してくださ 
い。 

ち図はち側（前面）を示していますが、 
ち側（背面）、左側（前面/背面）も同 
様に取り付けてください。 

もう 一ちの レールを取り付ける時、す 
でに取り付けているレールアセンブリ 
と同じ高さに取り付けることを確認し 
てください。 





前後に多少のガタツキがありますが、賀品に支障はありません。 


レールアセンブリが巧実に□ックされて脱巧しないことをお認してください。 
































八ードウエアの取 y 圾いと操イ乍 17 


• 本体の取り付け 


A 注意 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 

• 1人で持ち上げない 

• 指を挟まない 



1. 左ちのレールアセンプ U のスライ 
ドレールを□ックされるまで引き 
出ず。 




If エック J 



2. 2人 L ソ上で本装置をしっかりと 
持ってラックへ取り付ける。 

本装置側面のインナーレールを 
ラックに取り付けたレールアセン 
ブリに確実に差し込んでか6ゆつ 
くりと静かに押し込みまず。 



レール アセンブリ 


装置側インナー レール 







































途中で本装置が□、ソ クされたら、 
側面にあるレリーズレバー(青色 
のレバーが左ちじあります）を手 
前または、奥に押しなが6ゆつく 
りと押し込みます。 

完全に装置を押し込むと装置前面 
の□ックがかかり装置を固をでき 
ます。 






• レバーやレールで指を巧まないよう十分ま意してください。 

• 差し込む時、インナーレールの両側をまっすぐ挿入してください。 

• 設置 時は、ちちのツマミを持ってゆっくりと確認しなび 5 取り付けてく 
ださい。 



• 巧めての取り付けではを機構部品がなじんでいないため押し込むときに 
強し、摩擦を感じることがありますが、製品にま障はありません。 

• 差し込みが不完全ですと、片側のレールが押し込み時にま中で止まるこ 
とがあります。その場合一を装置をロックがかかるまで完全に手前に引 
き出してください。ち右のロックが完全にかかつたのを巧認してから、 
その後ちちのロックを解除させて再び装置を巧し込んでください。 


本装置を何度かラックか5引き出したり、巧し込んだりしてスライドの動作に問題 
がないことを確認ずる。 


• ラック内の他装置と隣ちずる位置に本装置を取り付ける斷ホ、他装置と 

巨て巧] 本装置の匡体が干巧していないことを巧認して<ピさい。ちし干巧して 

いる場合は，化装置と干巧しないよう調整してレールアセンブリを取り 
イ寸け直してください。 

• スライドレール部分の動作をお認してください。スライド レールがラ、ソ 
クのフレームにあたり，引き化せない場合は、スライドレールを取り付 
け直してください。 
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• フ□ントべゼルの取り付け 


フ□ントべゼルの左端のタブを本体の 
フレームに引つかけるように しながら 
取り付けます。 


タブ 



取り外し手順 

次の手順で本体をラ、ソクから取り外します。 


A ミち意 


A\A\ 


装置をま全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ W 降の説 
明をご覧ください。 


• 1人で取り付け-取りがしをしない 

• 指を挟まない 

• ラックか5引き出した状態にある装置に荷重をかけない 

• ラックが不安定な状態でデバイスをラックか目引き出さない 

• 複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 

• 動作中に装置をラックか5引を出さない 


1. 本装置の電源が OFF になっていることを確認してか5、本装置に接続している電源 
コードやインタフェースケーブルをすべて取り外す。 


2. セキュリティ□ックを解除してフ 
□ントべゼルを取り外す。 

3. < オプシヨンのケープルアームを 

取り付けている場ちのみ> 

ケープルアームを本装置か5取り 
がす。 



セキユリテイキース□ツト 
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4. 本装置前面の左ちにある□ック辭 
除ボタンを巧しなが S 本装置を 
ゆっくりと静かにラックか S 引さ 
出す。 

「カチ、ソ」と音がしてラ、ソチされま 
す。 



已.左ちのレ U — ズレバー（青色）を 
手前または奥に巧して、□ックを 
解除しなが5ゆっくりとラックか 
S 引を出す。 



wO 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないでくださ 
し V 装置が落下ずるおそれびあり、危険でず。 


6. 本装置をしっかりと持ってラックか S 取り外ず。 



• 複数るで装置の底面を支えなが6ゆっくりと引き出してください。 

• 装置を引き出した状態で、引き出した装置の上部か5荷重をかけないで 
ください。装置が落下ずるおそれがあり、を険でず。 

• レバーやレールで指を挟まないよう十分ま意してください。 
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7. レールアセンブ U を取り外す場合 
はレバーを巧しなが S レールを矢 
印ち向に引いて外してください。 













22 各部のを称と機能 


( 16)-0 


( 17 ) 


( 17 ) 


( 16)-2 ( 17 ) 


各部の名祿と機能 


本装置の各部のを称を次に示します。ここで説明していない部品は本製品では使用しません。 



<フ□ントべゼルを取り付けたが態> 

( 3 ) ( 5)-1 ( 6 ) 




昏旦 



□□巨 
呂目 
目吕 



□□口 □ 

巨口 □ 



吾宣 
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(1) フ□ントべゼル 

日常の運用時に前面のデパイス類を保護す力 
バー。添付のセキュリティキーでロックすること 
ができる（^3己ぺージ)。 

(2) キース□ット 

フ□ントベセルの□ックを解除するセ丰ュリティ 
キーの 差し〇。 

(3) POWER ランプ（緑色） 

電源を01\1にすると緑色に点灯するに8ページ)。 

(4) □に K アクセスランプ（緑色/アンパ’一色） 

内蔵の八 ー ドディスクドライブや光ディスクドラ 
イフにアクセス時に緑色に点なする。 

RAID コント□ーラを使巧する時は、内蔵八ード 
ディスクドライブのうち、いずれか1つでも故障 
するとアンバー色に点灯し、リビルド中は点滅す 
るに9ページ)。 

(己） ACT/UNK ランプ（緑色） 

システムがネットワークと接渝されているときに 
点灯する （30 ページ)。 

(白） UID (ユニットの)ランプ（青色） 

UID スイ、ソチを押したときに点灯する（ソフト 
ウェアか6のコマンドによっても点なまたは点滅 
する （30 ページ)。 

(7) STATUS ランプ（前面）（緑色/アンパー 
色） 

本装置の状態を表示するランプに8ページ)。正 
常に動作している間は緑色に点なずる。異常がお 
きるとアンバー色に点灯または点滅する。 

(8) シリア ルポート B に OM B) コネクタ 

シリアルインクーフェースを持つ装置と接続する 
卜32ぺージ)。 

(9) USB コネクタ 

US 巨インターフェースに対応している磯器と接続 
する。 

(10) リセットスイッチ 

押すとリセットを実行ずる。通常は使用しない。 


(11) UID (ュニッ ND) スイッチ 

UID ランプを ON / OFF にするスイッチ。スイッチ 
を一度押すと、 UID ランプが点なし、もう一度押 
すと消灯ずる（一30ページ)。 

(12) POWER スイッチ 


電源を ON / OFF するスイッチ（一％ぺーシ‘)。 一 
度押ずと POWER ランプが点なし、 ON の状態にな 
る。もう一度押すと電源を 0 FR こする（ランプは 
消なずる)。4秒た J 上押し続けると強制的にシャッ 
トダウンする。スリープ機能を持つ 0 S では、ス 
リープスイッチとして使巧することもできる（一 
28ページ)。スリープモード（スリープ）で動作 
している間は点滅ずる（対応している 0 S でのみ 
動作ずる)。 


(13) DUMP(NMI) スイッチ 

押すとメモリダンプを実行する。 S 常は使巧しな 
い。 

(14) 光ディスクドライブ 

セットしたディスクの読み化し、または書き込み 
を巧う装置 （39 ページ） 

モデルや購入時のオーダじよって U 下のドライブ 
が搭載される。 

• CD - RW / DVD-ROM ドライブ 

• DVD Super MULTI ドライプ 
{14)-1 ディスクアクセスランプ 
(14)-2 トレーイジェクトボタン 
(14)-3 強制イジェクトホール 

(15) 巧蔵 US 巨フ□ッピーディスクドライブ 
3.5 インチフ□、ソピーディスクを挿人して 、デー 
なの書き込み/読み化しを行う装置。 

{15)-1 ディスクアクセスランプ 
{15)-2 イジェクトボタン 
{15)-3 ディスク挿人 □ 

(1 目)八ードディスクドライブベイ 

最大3台まで搭載可能 （127 ページ)。括强数字の 
傻の数字はチャネル番号を示す。 

標準構成では ID =1,2 のベイにダミートレイが搭載 
されている。 

(17)0に1<ランプ（緑色/アンバー色） 

八ードディスクドライフじあるランプ。八ード 
ディスクドライブ【こアクセス時に漏色に点灯す 

RAID コント□ーラを使用する時は、内蔵八ード 
ディスクドライフが巧障ずるとアンバー色に点な 
し、リピルド中は緑色とアンバーに点滅する。 
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装置背面 



(1) 電源コネクタ 

AC コードを接渝するコネクタ（一32ページ)。 

(2) マウスコネクタ 

PS /2 対応のマウスを接編するコネクタ。 

(3) シリアルポート A に OMA) コネクタ 

シリアルインターフェースを持つ装置と接編す 
る。 

(4) LINK/ACT ランプ（緑色） 

ネットワークポートが接続している八フなどのデ 
バイスとリンクしているときじ緑色に点なし、ア 
クティブな状態にあるときに緑色に点滅する（一 
3日ぺージ)。 

(已）マネージメント専用 LAN ポート 

1 日犯 ASE - TX / 1 0 BASE - T と接綿するコネクク 
卜32ぺージ)。 

(6) 100/10ランプ 

マネージメント専用 LAN ポートの転送速度を示す 
ランプ。 

(7) US 己コネクタ1 • 2 

US 巨インクーフェースに対応している機器と接続 
する。末尾の数字は「1」がコネクタ 1 で、に」 

がコネクク2を示す。 

(8) 1000/100/10ランプ 

LAN ポートの嚴送速度を示すランプト32ペー 
シ‘)。 


(日）キーボードコネクタ 

PS /2 対応の丰ーボードを接統するコネクク。 

(10) モニタコネクタ 

ディスプレイ装置を接続するコネク女。 

(11) UID スイッチ/ランプ（青） 

UID ランプを日 N / OFF にするスイ、ソチ。スイ、ソチ 
を一度押すと、 UID ランプが点灯し、もう一度押 
すと消なする（^30ぺージ)。 

導通のない細いネ奉で押して<ださい。 

(12) STATUS ランプ（背面）（緑色/アンバー 
色） 

本装置の状態を表示ずるランプに8ページ)。正 
常に動作している間は緑色に点なする。異常が起 
きるとアンバー色に点灯または点減する。 

(13) LAN コネクタ 

1 000 BASE - T /100 BASE - TX /1 0巨 ASE-T と接渝 
するコネクタ（^32ぺージ)。 LAN 上のネット 
ワークシステムと接続する。末尾の数字はポート 
番号を示す。 

* 日 S 上のポート番号と一致しない場合がありま 
す。 

(14) PCI ボード増設用スロット 

オプションの PCI ボードを取り付けるス□ット。 
(14)-1 □ープ□ファイル PCI ボード 
(14)-2 □-プ□ファイル PCI ボード 






























八ードウエアの取りあいと操作 2已 


装置内部 


標準構成の場含 


( 12 ) ( 11 ) ( 10 ) ( 9 ) 



(1) 光ディスクドライブ 

(2) フ□ントパネルボード 

(3) 八ードディスクドライブベイ（末尾の数字 
はドライブベイ番号を示ず）り V — ドディ 
スクドライブ1ぶはオプション） 

(4) フ□ツビーディスクドライブ 
(日）パックプレーンボード 


(6) を却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
す） 

(7) 電源ユニット 

(8) メモリ 

(9) ヒートシンク 

(10) エアダクト 

(11) PCI ライザーカード 

(12) マザーボード 
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冗長フアン構成の場合 



(1) 光ディスクドライブ 

(2) フ□ントパネルボード 

(3) 八ードディスクドライブベイ（末尾の数字 
はドライブベイ番号を示ず）（八ードディ 
スクドライブ1，吕はオプション） 

(4) フ□ッピーディスクドライブ 
(已）バックプレーンボード 


(6) を却フアン（末尾の数字はフアン番号を示 
ず） 

(7) 電源ユニット 

(8) メモリ 

(日）ヒートシンク 

(10) エアダクト 

(11) PCI ライザーカード 

(12) マザーボード 
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-( 1)-2 

-{ 2)-2 

■(4)-1 

- (3) 

-( 1)-1 

-( 2)-1 

-(5) 

- { 1)-0 


■(4)-2 
- {4)-3 

I ( 2)-0 


(1) HDD コネクタ（末尾の数字はコネクタ番号 
を示ず） 

(2) SATA / SAS コネクタ（末尾の数字はコネ 
クタ番号を示ず） 

(3) 光ディスクドライブ用電源コネクタ 

(4) 八ードディスクドライブ/冗長ファン設定 
ジャンパ 

(4)-1 ファン設定ジャンパ CJ 14) 

< 標準時 > < 冗長ファン実装時 > 


mo 

J14 

OEB 

〇 〇 〇 

J16 

〇 〇 〇 

0 0 0 

J18 

〇 〇 〇 

0 0 0 

J20 

〇 〇 〇 


(4)-2 八ードディスクドライブ設定ジャンパ 
* SATA 設定のままとしてください。 


<SATA HDD LED 時 > <SAS HDD LED 時 > 


〇 

LED R ， 

己 

□ 

JNVl ， 

B 

回 

3 

〇 


LED_R 

JNVl 


(4)-3 RAID コント□-ラ設定ジャンパ 


<Non RAID/SW RAID 時 > <DAC Boar 加き > 



J8 

J7 

J6 

J5 



J8 

J7 

J6 

J5 


(己）フ□ントパネルコネクタ 

(6) IPMB コネクタ 


(7) 電源コネクタ 

(7)-1 電源コネクタ8ピン 

(7)-1 のコネククには電源コネクタ P 3 を 
接続して<ださい。接続を間違えると動 
作しなくなります。 

(7)-2 電源コネクタ8ピン 

(7)-2 のコネククには電源コネクタ P 4 を 
接続して<ださい。接続を間違えると動 
作しなくなります。 

(7)-3 電源コネクタ4ピン 
(7)-4 電源コネクタ24ピン 

(8) システムファンコネクタ（末尾の数字は 
ファン番号を示ず）（コネクタ4、白、8、 
10、12は冗長ファン接続時に使用） 

(9) SGPI 02 コネクタ 

(10) プ□セッサソケット 

(11) IDE コネクタ 

(12) ； f スワードクリアジャンパ 

( 1 3) フ□ントノてネルボード接続巧コネクタ 

(14) SGPI 01 コネクタ 
(1 已) USB コネクタ 

(1 目） US 己コネクタ（内蔵オプション用） 

( 1 7) シリアルポート B ( C 0 M B ) コネクタ 

(18) CMOS 〕 ンフイグ レーショ ンジャンパ 

(19) RAID LED コネクタ 

(20) リチウムバッテリ 

(21) スピーカ 

(22) PCI ライザーカードス□ット 

に 3) 夕 I 部接続コネクタ/が部か5の操作スイッチ 
(24) DIMM ソケット（下か51、2, 3, 4) 
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ランプ表示 


本体前面には8つ、背面には3つのランプがあります。ランプの表示とその意巧は次のとおり 
です。 

POWER ランプ（ず） 

本体前面に1個あります。本体の電源が ON の圍，ランプが緑色に点なしています。 

省電力機能をサポートしている 0 S で、省電カモードに切り营えるとランプが点滅します。 


STATUS ランプ (A) 

本体前面にありまず。八ードウエアが正常に動作している聞は STATUS ランプは緑色に点灯 
します。 STATUS ランプが消なしているときや、緑色に点滅、またはアンバー色に点灯/点 
滅しているときは八ードウエアになん6かの異常が起きたことを示しまず。 

次に STATUS ランプの表示の状態とその意巧、対処ち法を示します。 



• ESMPRO やオフライン保守ユーティリティ等を使ってシステムイベン 
卜□グ （ SEL ) を参照ずることで故障の原因を確認ずることびで壬ま 
ず。 

• し、 ったん電源を OFF にして再起動ずるときに、 0 S か5シャットダウン 
処理びできる場合はシャットダウン処理をして再起動してください。 
シャットダウン処理びでさない場合はリセット、強制電源 OFF をずる 
か、一度電源コードを巧き差しして再起動さだてください。 


5下 ATUS ランプの 
：!犬態 

意味 

巧処方ま 

緑をに点な 

正常に動作していまず。 

— 

緑をじ点滅 

メモリが縮退した状態で動作してい 
ます。 

巨 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って縮退しているメ 
モリを確認後、早急に交換ずること 
をお勧めしまず。 

CPU エラーを横化した状態で動作し 
ていまず。 

巨 IOS セットアップユーティリティ 
「 SETUP 」 を使って CPU の状態を確 
詔禮、早急に交換することをお勧め 
します。 

消财 

電源が OFF になっている。 

電源を ON にしてください。 

消财 

POST 中である。 

しば6くお待ちください。 POST を 
完了後、しばらくすると緑色に点财 
しまず。 

CPU でエラーが発生した。 

いったん電源を OFF [こして、電源を 
ON にし直してくださし、。 POST の画 
面で何らかのエラーメッセージが表 
示された場合は、メッセージを記歸 
して保守サービス会社し連絡してく 
ださい。 

CPU 温度の異常を模化した。 

ウォッチドッグタイマタイムアウト 
を発生した。 

メモリで訂正不可能なエラーが核化 
された。 

PCI システムエラーが発生した。 

PCI パリティエラーが発生した。 

PC 1 バスエラーが発生した。 

メモリダンプリクエスト中。 

ダンプを採取し終わるまでお待ちく 
ださい。 
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STATUS ランプの 
状態 

意味 

対処方法 

アンバー色に点な 

温度異常を横化した。 

内部のファンにホコリ节チリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、。また、内部ファンのケーブルが 
確実(こ接続されていることを磕認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス含社に速絡してくださ 
い。 


電圧異常を挨化した。 

保守サービス会なに速絡してくださ 
い。 

アンバー色{こ点滅 

ファンアラームを横化した。 

内部ファンのケーブルが巧実に接続 
されていることを巧認してくださ 
し、それでち表示が変わらない場合 
は.保守サービス会社に連絡してく 
ださい。 


温度警告を横化した。 

内部のファンにホコリやチリが付着 
していないかどうか確認してくださ 
し、。また、内部ファンのケーブルが 
確実(こ接続されていることを磕認し 
てください。 

それでも表示が変わらない場合は、 
保守サービス含社に速總してくださ 
い。 


電圧警告を横化した。 

保守サービス会なに速絡してくださ 
い。 


八ードディスクドライブが故障し 
た。 

八ードディスクドライブを交換して 
<ださい。 


DISK アクセスランプ （ i ) 

本体前面にあるフ□、ソピーディスクドライブと光ディスクドライブのアクセスランプは、それ 
ぞれにセツトされているディスク、 DVD / CD - ROM にアクセスしているときに点灯しまず。 


アクセスランプ 

本体前面にあるフ□、ソピーディスクドライブと光ディスクドライブのアクセスランプは、それ 
ぞれにセツトされているディスク、 DVD / CD - ROM にアクセスしているときに点灯します。 
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UID ランプ ( UID ) 

本体前面と背面に各1個あります。本体前面または背面じある UID スイッチを押すと点灯し、も 
う一度押ずと消灯しまず。ソフトウエアか6のコマンドを受信したときは点滅で表示します。 
複数台の装置げラックに搭載された中か6特定の装置を識別したいときなどに使用すること 
ができまず。特にラック背面か6のメンテナンスのときは、このランプを点好させておくと、 
対象装置を闇違えずに作業ずることができます。 


UNK / ACT ランプ（品1、 品 2) 

本体前面と背面 （LAN コネクタ部分）に各1個あります。本体標準装備のネットワークポー 
卜の状態を表示します。本体と八ブに電力が供給されていて、かつ正常に接続されている場 
合に点灯します （LINK)。 ネットワークポートが送受信を行っているときじ点滅しまず 
(ACT)。 

LINK 状態なのにランプが点灯しない場合は、ネットワークケーブルやケーブルの接続状態を 
殖認してください。それでもランプが点灯しない場合は、ネットワーク （LAN ) コント□ーラ 
が故障している場合があります。お買い求めの販売巧、または保守サービス会せに連絡して< 
ださい。 


SPEED ランプ 

本体背面の LAN コネクタ部分にを1個あります。本体標準装備のネットワークポートの适信 
モードが1000 BASE-T か、100BASE-TX、 10BASE-T のどち6のネットワークインタフエー 
スで動作されているかを示します。 アンバー色に点灯しているときは1000 BASE-T で、緑色 
に点なしているときは10祀 ASE-TX で動作されていることを示します。消灯しているときは、 
10BASE-T で動作していることを示します。 
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J \- ドディスクドライブのランプ 

八ードディスクドライブベイに八ードディスクドライブを3台取り付けることができます。 
搭載ずるホ、ソトプラグ対応の八ードディスクドライブにはランプが1つ付いています。その表 
示と機能は次のとおりです。 



• 緑色に点滅 

八ードディスクドライプにアクセスしていることを示します。 

• アンパー色に点な 

八ードディスクドライブが巧障していることを示します。 



RAID システムで論理ドライブ （ RAID 1、 RAIDS ) を構成している場合は、1台 
のハードディスクドライブが故障しても運用を続けることができます。しか 
し、早急にハードディスクドライブを交換して、再構築（リビルド）を行うこ 
とをお勧めします （ M - ドディスクドライブの交換はホットスワップで行いま 
す）。 


• 緑色とアンパ'-色に交互に点滅 

八ードディスクドライブ内の再構築（リビルド）中であることを示します（巧障ではあ 
りません）。 RAID システムでは，巧障した八ードディスクドライブを交換すると自動的 
にデータのリビルドを行います（オートリビルド機能）。 

リビルドを終了するとランプは消なします。リビルドに失敗するとランプがアンバー色 
に点财します。 

"~〇 リピルド中に本装置の電源を OFF にずると、 U ビルドは中断されまず。再起動 
量3 して占、 6 A - ドディスクドライプをホットスワップで取り付け直して U ビル 
ドをやり直してください。ただし、才ートリビルド機能を使用するとをは次の 
ま意事項を守ってください。 

• 電源を OFF にしないで<ださい（いったん電源を OFF にずると才ートリ 
ビルドは起動しまはん）。 

• A - ドディスクドライプの取り外し/取り付けの間隔は90巧 W 上あけて 
ください。 

• 他にリピルド中の A — ドディスクドライブが巧在ずる場合は、八ード 
ディスクドライブの交換は行わないでください。 
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接続について 

本体にネットワークを接続します。 

ネットワークケーブルを本体に接続してか6添付の電源コードを本体に接続し、電源プラグを 
コンセントにつなげます。 


お停電電源装置や自動電源制御装置への接続やタイムスケジュール運転の設 
■to 定、 サ ー1 (スイッチユニットへの接続-設定などシステム構がに関する要ホび 
ございました6、な守ヴービス会社のな守員（またはシステムエンジニア）に 
お知5せ < ださい。 



A® 


装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• めれた手で電源プラグを持たない 

• アース線をガス管につながない 


A 注意 


装置をを全にお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ jy 降の説 
明をご覧ください。 


• 

指定 L ソ外のコンセントに差し込まない 

AA 

• 

• 

たこ足配線にしない 
中途半端に差し込まない 

• 

指定 W がの電源コードを使わない 


• 

プラグを差し込んだままインタフ王ースケーブルの取り付けや取りがしをしな 
い 

指定 ly がのインタフ王ースケーブルを使用しない 


• 
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シリアルインタ 
フェースを持つ 
管理 PC (保守専 
用ポート） 



□ ° © C 

□叫 1 

D 口 0 


□□ 

置 

( ~~ r~ H II ) > ~1 

1 1 II II 1 ) 1 1(^ 

( 1 II II t y f — ^ 

ロロ c 

□ □こ 

□ □こ 

f で TT TT ) つ Ac _3 

< < II II 'つ ( 

(f II II 1 1 yC —?| 

□ □口 

□ □口 

□ □口 

□ □口 

< ~ r~ H II 1 > hi ~>1 

iM ; り pj 。 

Do 

口。 


LAN 上のネットワークシステム 
シリアルイ（八ブ（マルチポートリピータ） 
ン女フエーを介して接続されます） 

ス機器 （管理専巧） 


最禮に添がの電源コードを 
コンセントに接続する。 
UPS 【こ接統する塌合は 
次ページの説明を参照。 






LAN 上のネットワーク 
システム（八フ（マル 
チポートリピータ）を 
かして接渝されます） 



• 本体および接続ずる周辺機器の電源を OFF にしてか5接続してくださ 
し、。 ON の状態のまま接続ずると誤動作や故障の原因となりまず。 

• ヴードパーティの周辺機器およびインタフェースケーブルを接続ずる場 
合は、お買い求めの販売店でそれ5の装置が本装置で使用でさることを 
あ5かじめ確認してください。サードパーティの装置の中には本装置で 
使用でさないものがありまず。 

• シリアルポートコネクタには専用回線を直接接続ずることはでをませ 
ん /。 

• PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを 
巧くとさは、コネクタのツメが手では巧しにくくなつているため、マイ 
ナスドライバなどを使用してツメを巧して巧いてください。その際に、 
マイナスドライバなどが LAN ボートやその他のポートを破損しないよラ 
十分にま意してください。 
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周辺機器を接続した後は、ラックに搭載している場合は、周辺機器を接続した後、ケーブルタ 
イなどでケーブルが絡まないようにまねて < ださい。 


ケープルがラックのドアや側面のガイドレールなどに当た日ないようフォー 
ミングしてください。 


本体の電源コードを無停電電源装置 ( UPS ) に接続ずる場合は， UPS の背面にある出カコン 
セントに接続しまず。 

詳しくは UPS じ添付の説明書をご覽ください。 


<例> 


コン ピ ユータインターフエースポー トに 0 M ) 



本体の電源〕ードを接続した UPS によって、 UPS か6の電源供給と本体の ON / OFF を連動(リ 
ンク)させるために B の S の設定変更が虫、要となる場合があります。 

B の S セットアップユーティリティの 「 Server 」一「 AC - LINK 」 を選択し、適切なパラメータ 
値に変更してください。詳しくは269ぺージを参照してください。 
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基本的な操作 


基本的な操作のち法じついて説おします。 


フ□ントべゼルの取り付け • 取りかし 


本体の電源の ON / OFF やフ□、ソピーディスクドライブ、光ディスクドライブを取り扱うとき、 
八ードディスクドライブベイへの八ードディスクドライブの取り付け/取り外しを行うときは 
フ□ントべゼルを取り外します。 


W-W フ□ントべゼルは、添付のセキユリテイキーで□ツクを解除しないと開けるこ 
とびでをません。 

フ□ントべゼルの取り付け•取り外し時に POWER スイッチを巧さないようを 
意してください。 


1. キース□ットに添付のセキュ U テイキーを差し込み、キーをフ□ントべゼル側に軽 
く巧しなが S 回して□ックを解除ずる。 



2. フ□ントべゼルのち端を軽く持つ 
て手前に引く。 

3. フ□ントべゼルを左に少しスライ 
ドさせてタブをフレームか6外し 
て本体か5取り外す。 


フ□ントべゼルを取り付けるときは、フロ 
ントべゼルの左端のタブを本体のフレー 
ム じ引っかける ようにしなが6取り付け 
ます。取り付けた後はセキュリティのため 
にもキーで□ックして<ださい。 
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POWER スイツチ■電源の ON / OFF / 再起動- 


本体の電源は前面にある POWER スイ、ソチを押すと ON の状態になります。 

次の順唐で電源を ON にしまず。 

1. フ□ツピーディスクドライブにフ□ツピーディスクをセツトしていないことを確認 
する。 

2. ディスプレイ装置および本体に接続している周辺機器の電源を ON にする。 

^ 無停電電源装置山 PS ) などの電源制御装置じ電源コードをあ続している場合 
If て巧！ は、電源制御装置の電源が ON になっていることをお認してください。 


3. ラックに搭載している場合でフ□ントべゼルを取り付けている場合はべゼルを取り 
外す。 

4. 本体前面にある POWER スイッチを巧ず。 

本体前面および背面の POWER ランプが緑色に点灯し、しば6くするとディスプレ 
イ装置の画面には 「 NEC □ゴ」が表示されます。 


POWER ランプ POWER スイ、ソチ 




電源コードを接続するとハードウエアの初期診断を始めます（約5砂間）。巧期 
診断中は POWER スイッチは機能しません。電源コードの接続直後は、約5秒ほ 
ど時間をおいてから POWER スイッチを巧してくださし、。 


電源 ON の後、自己診断プ□グラム ( POST ) を実行して八ードウエアの診断をし 
ます。 POST を完了ずるとシステムが起動しまず。システムの起動後は 
Management Console から本体の設定や管理ができます。4章をご覧ください。 

本体の電源の OFF やリセット（再起動）は Managemenl : Console を使用しまず。4 
章を参照してください 。 Management Console から電源を OFF できないときは本体 
の POWER スイ、ソチを4秒]:上押し続けてください（強制電源 OFF )。 
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フ□ッピーディスクドライブ 


本体前面にフ□、ソピーディスクを使ったデータの読み化し（リード）'保存（ライト）を巧う 
ことのできる 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライブが搭載されていまず。 

3 .已インチの 2 HD フ日、ソピーディスク a 44 M バイト）と 2 DD フ□、ソピーディスク （720 K バ 
イト）を使用することができまず。 

フ□ッピーディスクのセット/取り出し 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットする前に本体の電源が ON 
( POWER ランプ点灯）になっていることを殖認してください。 

フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブに完全に押し込むと「カチ、ソ」と音がし 
て、フ□、ソピーディスクドライブのイジェクトボタンが少し飛び化しまず。 

イジェクトボタンを押すとセツトしたフ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブか 
6取り化せまず。 


• フォーマットされていないフ□ッピーディスクをセットずると、ディス 

民ェック I クの内容を読めないことをからせるメッセージやフォーマットを要求ず 

るメッセージが表示されます。 0 S じ添付のマニュアルを参照してフ 
□ 'ソピーディスクをフォーマットしてください。 

• フ□、ソピーディスクをセットした後に本体の電源を ON じしたり、再起 
動するとフ□、ソピーディスクから起動します（インストール/巧期導入 
設を用ディスクは餘く）。フ□ッピーディスク内にシステムがないとお 
動できません。 

• フ□ッピーディスクアクセスランプが消なしていることを磕認してから 
フ□、ソピーディスクを取り化してください。アクセスランプが点な中に 
取り化ずとデー女が破壊されるおぞ"れがありまず。 


フ□ツピーディスクの取り扱いについて 

フ□、ソピーディスクは、データを保存する大切なものでず。またその構造は非常にデリケート 
にできていまずので、次の点にを意して取リキ及ってください。 

• フ□、ソピーディスクドライブにはていねいに奥まで挿入してください。 

• ラベルは正しい位置に貼り付けてください。 

• 鉛筆やボールペンで直接フ□、ソピーディスクに書き込んだりしないでください。 

• シャツタを開けないでください。 

• ゴミやほこりのをいところでは使用しないで<ださい。 

• フ□、ソピーディスクの上に物を置かないでください。 

• 直射曰光の当たる場所や暖房器具のお< など温度の高< なる場所には置かないで< ださ 
い。 

• たばこの煙に当たるところには置かないでください。 

• 水などの巧体のぶくや薬品のお< には置かないでください。 

• 磁石など磁気を帯びたわのをおづけないで< ださい。 
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• クリップなどではさんだり、をとしたりしないでください。 

• 磁気やほこりか6保護できる専用の収納ケースに保管してください。 

• フ□、ソピーディスクは、保存している内容を誤って消すことのないようじライトプ□テ 
クト（書き込み禁止）ができるようじなっています。ライトプ□テクトされているフ 
□、ソ ピーディスクは、読み化しはできますが、ディスクのフォーマットやデータの書き 
込みができません。重要なデータの入っているフ□、ソピーディスクは、書き込み時じ(か 
はライトプ□テクトをしておくようお勧めします。 3.5 インチフ□、ソピーディスクのラ 
イトプ□テクトは、デイスク裏面のライトプ□テクトスイ、ソチで巧います。 



• フ□、ソピーディスクは、とてもデリケートな記憶媒体でず。ほこりや温度変化によって 
データが失われることがあります。また、オペレータの操作ミスや装置自身の故障など 
じよってもデータを失う場合がありまず。このような場合を考えて、万一に備えて大切 
なデータはを期的にバックアップをとっておくことをお勧めします。（本体に添付され 
ているフ □、ソ ピーディスクはあずバ 、ソク アップをとってください。） 
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光ディスクドライブ 


本体前面に光ディスクドライブがあります。光ディスクドライブは DVD / CD-ROM (読み化し 
専用のコンパクトディスク）のデータを読むための装置です。 DVD / CD - ROM はフ□、ソピー 
ディスクと比較して、大量のデータを高まに読み化すことができまず。 


A ミち意 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損喜を負ラおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説 
明をご覧ください。 


• 光ディスクドライプのトレーを引き出したまま放置しない 


使用上のミ主意 

本装置を使用するときにを意していただきたいことを次に示します。これ6のを意を無視して 
装置を使用した場合、本装置または資産（データやその他の装置）が®壊されるおそれがあり 
ますので必ず守つて < ださい。 


ファームウエアの !(-ジヨンアップについて 

本装置のファームウエアのバージョンアップについて弊せホームぺージにてご案巧する場合 
があります。 

[NEC 8番街]: http :// nec 8. com / 

蜡社より案内のないファームウエアへのバージョンアップは行わないでください。その場合、 
該当装置は弊社の保証期圍内であってわ保証対象外となりまずのでを意して < ださい。 

ディスクのセット/取り出し 

ディスクは次の手順でセットします。 

1 . ディスクをドライブにセットずる前に本体の電源が ON ( POWER ランプが点な） 
になっていることを確認ずる。 

2. ドライブ前面のトレーイジ I クトボタンを巧す。 

トレーが少し化てきます。 

3. トレーを軽く持って手前に引さ出 
し、トレーが止まるまで引き出 
す。 
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4. ディスクの文字が巧刷されている 
面を上にしてトレーの上に静か 
に、確実に置く。 


已.図のよ5に片方の手でトレーを持 
ちなが5、もラー方の手でトレー 
の中むにある駆動部分にディスク 
の巧がはまるように指で巧して、 
トレーにセツトする。 
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ディスクの取り化しは、ディスクをセットす 
るときと同じようにトレーイジェクトボタ 
ンを押してトレーを引き化しまず。 

アクセスランプが点灯しているときはディ 
スクにアクセスしていることを示します。卜 
レーイジェクトボタンを押す前にアクセス 
ランプが点灯していないことを殖認してく 
ださい。 

ち図のようじ、片方の手でトレーを持ち、も 
う一ちの手でトレーの中ムじある,駆動部分 
を押さえなが6デイスクの端を軽< つまみ 
上げるようにしてトレーか6取り化します。 



ディスクを取り化した6トレーを元に戻し 
てください。 
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取り出せなくなったときの方法 

トレー イジェク ト ボタンを押してもディスクが取り化せない場合は、次の手順に従ってデイス 
クを取り化します。 


1. POWER スイッチを巧して本体の電源を日 FF ( POWER ランプ消灯）にずる。 

2. 直径約 1.2 mm 、 長さ約1日日 mm の 
金属製のピン（太めのゼムクリップ 
を引さ伸ばして代用でさる）を卜 
レーの前面にある強制イジェクト 
ホールに差し込んでトレーが出てく 
るまでゆっくりと押ず。 




3. トレーを持って引さ出ず。 

4. ディスクを取り出す。 

日.トレーを巧して元に房ず。 


• つま楊枝やプラスチックなど巧れやずいものを使用しないでください。 

• 上記の手順を行ってちディスクが取り出せない場合は、保守サービス会 
社に連絡してください。 



強制イジェクト ホール 


ディスクの取り扱いについて 

使用するディスクは次の点にを意して取りあってください。 

• CD 規格に準拠しない「コピーガードがき CD 」 などのディスクにつきましては， CD 再生 
機器における再生の保証はいたしかねます。 

• ディスクををとさないでください。 

• ディスクの上にものを置いたり、巧げたりしないでください。 

• ディスクにラベルなどを目よ6ないでください。 

• 信号面（文字などが印刷されていない面）に手を触れないで<ださい。 

• 文字の書かれている面を上にして、トレーにていねいに置いてください。 

• キズをつけたり、鉛筆やボールペンで文字などを直接ディスクに書き込まないでください。 

• たばこの煙の当たるところには置かないでください。 

• 直射日光の当たる場所や暖房器具のお<など温度の高<なる場所には置かないで<ださい。 

• 指紋やほこりがついたときは、乾いた柔6かい布で、内側から外側に向けてゆっくり、 
ていねいにふいてください。 

• 清掃の際は、専用のクリーナをお使いください。レコード用のスプレー、クリーナ、ベ 
ンジン、シンナーなどは使わないでください。 

• 使用後は、専用の収納ケースに保管して<ださい。 
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サーバのお認 （ UID スイッチ) 


複数の機器を1つのラックに搭載している場合、保守をしようとしている装置がどれである 
かを見分けるために本体の前面および背面には 「UID (ユニット ID ) ランプ」があります。 

<装置前面> 



<装置背面> 


固 


□□□□□□ 

□□□□□□ 


語龍 ^ 

圖©。□目目 □ I □盟盟盟盟匪距距目 □□ 


UID スイ’ソチ/ランプ 


UID (ユニット ID ) スイ、 ソチを押すと UID ランプが点なしまず。もう一度押すとランプは消灯 
します。 

ソフトウエアか6コマンドを受信した場合は点滅表示します。 

ラック背面からの保守は、暗<、获い中での作業となり、正常に動作している機器の電源やイ 
ンタ フエースケー ブルを取り外したりするおそれがあります。 UID スイ、ソチやソフ トウ エアコ 
マンドを使って保守する本装置を殖認してから作業をすることをお勧めします。 
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NEC Express 日日00シリ-ズ 
InterSec 

Express 5800 / CS 30 Of 


システムのセットアップ 


本体を設置し、ケーブルを接続したあと、システムのセットアップをしまず。システムのセッ 
トアップは購入後、初めてセットアップずる場合と再セットアップずる場合に分けて説巧して 
います。 

ネリめてのセットアップ （46 ぺージ） 

システムを使用できるまでのセットアップ手順について説明しています。ここ 
では'必要最低限のセットアップのみを説明しています。お客様のお使いになる 
環境に合わせた詳細なセットアップについては第4章で説 S 月していまず。 

管理 PC のセットアップ（已2ぺージ） 

ネットワーク上のコンピュータからシステムの管理.監視をするバンドルアプ 
リケーシヨンのインストールち法について説明しています。 

再セットアップ （53 ぺージ） 

システムを再セットアップする方法について説 B 月しています。 
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初めてのセットアップ 

購人後> 初めてシステムをセットアップする時の手順について説巧しまず。 


初期導入設定情報の作が 


「インストール/巧期導入設定用ディスク」は本装置を導入するために最低限あ要となる設走情 
報が保をされるセットアップ用のフ□、ソピーディスクです。 

初期導人設定情報は、添付のインストール/初期導入設定用ディスクにある r 初期導人設定ツー 
ル」を使って作成します。初期導人設をツールは 、 Windows XP / 2000 iU 降が動作する〕ン 
ピュータで作成します。 

ネリ期導入設定プ□グラムの実巧と操作の流れ 

Windows マシンを起動して、次の手順に従って初期導入設を情報を作成しまず。 

1. Windows マシンのフ□ッピーディスクドライプに添付のインス I -―ル/巧期導入設 
定用ディスクをセットする。 

2. フ□ッピーディスクドライブ内の「初期導入設定ツール （ CSNConf . exe )」 をエ 
クスプ □— ラなどか5実行する。 

[初期導入設定ツール]が起動します。プ□グラムは、ウィザードおまとなってお 
り、各ページで設定情報を人力して進んでいきます。 

お須情報が入力されていなし1場合や人力情報に誤りがある場合は、次へ進むときに 
警告メッセージが表示されまず。項目を正しく入力し直してください。入力事項に 
ついては、この後の説 B 月を参照してください。 

すべての項目の入力が完了すると、フ□、ソピーディスクじ設を情報を書き込んで終 
了しまず。 

3. インス I ル/ネリ期導入設定用ディスクをフ□ッピーディスクドライブか6取り出 
し、「システムのセットアップ」に進む。 

インス I -ール/初期導入設定用ディスクは巧セットアップの隐にも使用しまず。大切 
に保管してください。 
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各入力項目の設定 

[初期導入設定ツール]で入力する項目について説おします。 


パスワード設定画面 


システムのセットアップ完了後、管理 PC か6 
Web ブラウザを介して、システムに□グイン 
する際のパスワードを設走しまず。この画面 
にある項目はずべて入力してください。 
パスワードは推測されにくく覚えやすいもの 
を用意してください。 



^ パスワードは画面に表示されません。タイプミスをしないようを意してくださ 
区エック ] い。 


管理ちパスワード 

巧めて設定する場合は、同捆の別紙「管理を用パスワード」に記載された化荷時の管理 
者用パスワードを入力してください。以前に設定を行っている場合は、設定されている 
パスワードを入力してください。 

新しいパスワード 

設定するパスワードを入力してください。ここで入力したパスワードは、管理者 ( admin ) 
で□グインずる場合に'必要となります。パスワードを忘れたり，不正に利用されたりし 
ないように、パスワードの管理は厳重に巧ってください。 

なお、パスワードを変更したくない場合は、設定されている管巧をパスワードと同一の 
パスワードを新しいパスワードとして設定してください。 

(確認再入力） 

パ スワー ドの確認用です。新しいパ スワー ドと同一のものを人力してください。 
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ネットワーク設定画面 

ネットワーク設定をします。 

ホスト名 （ FQDN ) 

ホストを ( FQDN ) を人力してください。 

IP アドレス 

ethO に割り振る IP アドレスを指をして 
ください。 

ヴブネットマスク 

e ホ0に割り振るサブネットマスクを指 
をしてください。 

デフオルトゲートウェイ 

デフォルトゲートウェイの IP アドレスを指をしてください。 

プライマ U ネームサーバ 

プライマリネームサーバの IP アドレスを指をしてください。 

セカンダ U ネームサーバ 

セカンダリ ネームサーバ がを在する場合、セカンダリ ネームサーバの IP アドレスを指を 
してください。 
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システムのセツトアツ 


初期導人設定ツールで作成した初期導入設を情報を使用して、短時聞でセットアップできます。 

セットアップの手順 

じ(下手順でセットアップをしまず。 



正しくセットアップできないときは、々ぺージ、および7章を参照してくださ 



1. 本体背面の LAN ポート1にネットワークケープルが接続されていることを確認す 
る。 



2. 前述の「初期導入設定用情報の作成」で作成したインストール/初期導入設定用 
ディスクを3.已インチフ□ッピーディスクドライプにセットする。 

3. POWER スイッチを巧す。 

POWER ランプが点なします。 



しば6<すると、インス I -ール/初期導入設を用ディスクか6設定情報を読み取り、 
自動的にセットアップを進めます。2~3分ほどでセットアップが完了します。 

セットアップが完了したら、4章を参照してシステムの状態殖認や設走変更を行って 
ください。 
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• セットアップの完了が確認できた5セットしたインストール/初期導入 
設定用ディスクをフ□ッピーディスクドライブか5取り出して大切に保 
管してください。再セットアップの時に再利用しまず。 

• LAN ポート1が ethO 、 LAN ポート2が ethl として OS に認識されまず。 


セットアップに失敗した場合 

システムのセットアップに失敗した場合は、自動的に電源が OFF ( POWER ランプ消な）じな 

ります。正常にセットアップが完了しなかった場合は、インストール/巧期導入設定用ディス 

クに化力される□グファイル 「 logging . 权りの内容を確認し> 再度初期導人設定ツールを使用 

して初期導人設定情報を作成し直してか6システムのセットアップを実行してください。 

< まな □ グの出力例 > 

• 「 Info: completed 」 

-正常にセットアップが完了した場合に表示されます。 

• 「 Info: quitting with no change 」 

-初期導入設定情報の再作成を巧わずに、一をセットアップに使用したインストール 
/初期導入設定用ディスクを再使用した場合に表示されます。この場合、システム 
の設定情報は更新されません。 

• 「Cannot get authentication: root 」 

ーインストール/巧期導入設を用ディスク中のパスワードの指をに誤りがある場合に 
表示されまず。 

• 「 Error: invalid file: /mnt/floppy/linux.autj 

- インストール/巧期導入設を用ディスク中にパスワード情報を格納したファイル 
川 nux . aut ) が正しく作成されていない場合じ表示されます。 

• 「 Error: cannot open: /mnt/floppy/linux.autj 

- インス I ル/巧期導入設定用ディスク中にパスワード情報を格納したファイル 
( linux . aut ) が正しく作成されていない場合じ表示されます。 

セットアップや運用時のトラブルについての対処を7章で詳しく説明しています。 


オンラインアップデートの実 


オンラインアップデートは、システムソフトウエアを最ま斤の状態に維持して、最高の機能'性 
能を発揮できるようにするためにあ、要な手続きです。セットアップ後、および、再セットアッ 
プ後にをず実行して < ださい。 

詳細は，82ぺージの「オンラインアップデート」を参照してください。 
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ESMPRO / ServerAeent のセットアップ 


ESMPRO/ServerAgent は化荷時 I こインストール済みですが、固有の設定がされていません。 
t 又下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップをしてください。 

添付のバ、ソクアツプ DVD-ROM:/nec/doc/ 300 /esmp「o.sa/use「s_v42.pdf 


wO シ U アル接続の管理 PC か5設定作業をずる場合は、管理ちとして□グインし 
■ra た後、 設定作業を開おずる前に環境変数 「 LANGJ を 「 CJ に変更してくださ 
し、。デフオルトのシ I ル環境の場合は!•ソ下のコマンドを実行ずることで変更で 
さまず。 

#export LANG=C 



ESMPRO/ServerAgent の化にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）がイ 
ンストール’;るみです。ご利用には別違契約が'必要となります。詳しくはお買い 
ホめの販売店またはイ呆守サービス会社にお問い合わせください。 


システム情報のバックアッ 


システムのセットアップが終了した後、オフライン保守ユーティリティを使って、システム情 
報をバックアップすることをお勧めしまず。 

システム情報のバックアップがないと、修理後にお客様の装置固有の情報や設をを復旧（リス 
トア）できなくなります。次の手順に従ってバックアップをしてください。 


w ~0 「 EXPRESS 曰 UILDER」DVD か6システムを起動して操作しまず。 

邑3 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD た、5起動ずるためには、事前にセットアップが‘ 
必要でず。日章を参照して準隔して<ださい。 


1. 3.已インチフ□ッピーディスクを用意する。 

2. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を本体装置の光ディスクドライブにセットして、再 
起動する。 

EXPRESSBUILDER から起動して 「Boot Selection 」 メニューが表示されます。 

3. 「Tool menu (Normal mode )」一 「Maintenance Utility 」 を還択する。 

4. [システム情報の管理]か6 [退避]を還択する。 

W 降は画面に表示されるメッセージじ従って処理を進めてください。 

続いて管理 PC に本装置を監視.管理するアプリケーションをインストールしまず。次ページ 
を参照してください。 
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管 I1PC のセットアップ 

本装置をネットワーク上のコンピュータ（管理 PC ) から管理•監視ずるためのアプリケーショ 
ンとして、 「 ESMPRO / ServerManager 」 と 「 DianaScope 」 を用意していまず。 

これらのアプリケーションを管理 PC にインス I ''ールずることじよりシステムの管理が容易に 
なるだけでなく、システム全体の信頼性を向上することができます。 

ESMPRO / ServerManager と DianaScope のインストールについては5章、または 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 巧のオンラインドキュメントを参照してください。 
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再セットアップ 

再セットアップとは、システムクラッシュなどの原因でシステムが起動できなくなった場合な 
どじ、添付の「バックアップ DVD - ROM 」 を巧って八ードディスクを化荷時の状態に戻してシ 
ステムを起動できるようにずるものです。 trF の手順で巧セットアップをしてください。 



RAID コントローラの構成を RAID システム構成にを更したり（またはその逆）、 
RAID の再構成（リビルド）が必要な場合は、ディスクアレイのコンフィグレー 
シ ヨンを はじめに行って くださし、。 ディスクアレイのコンフィグレーシヨンに 
ついては6章を参照してください。 


再セットアップモードへの変更 


本装置は、システムの起動が正常に行われたかどうか常に監視をし、起動に失敗した場合はシ 
ステムの再起動を試みる機能が備わっています。再インストール中は、システム起動監視機能 
を無効にする'必要があります。 

本機能の有効/お効は、添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD を使って変更します。 

詳しくは、5章を参照してください。 


irO 

P 朝 

再セットアップが完了した5、システム起動監視機能を有効に戻してくだを 
い。 
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システムの再インス I ル 


"~〇 再インス!ルを行ラと、装置巧の全データが消去され、出巧時の状態に戻り 
Bto まず。必要なデータび装置巧に残っている場合、データをバックアップしてか 
6再インス I ルを実行してください。 


巧インストールには、本体添付の r バックアップ DVD - ROM 」 と「インストール/巧期導乂設 
定用ディスク」が'必要です。まず、「初期導入設を情報の作成」の項を参照して設を情報の作 
成を斤います。その後、設定情報が書き込まれている「インストール/巧期導入設定用ディス 
ク」を 3.5 インチフ□、ソピーディスクドライプに、「バックアップ DVD - ROM 」 を光ディスクド 
ライブにそれぞれ巧人し、 POWER スイ、ソチを押して電源を ON にしまず。 

しば6くずるとインス I ルが完了しまず。インストールが完了した6、 DVD - ROM が自動的 
にイジェクトされ、本体は再起動しまず。再起動中に自動的に初期導入情報を用いたセット 
アップが巧われまず。 


30分 U 上待っても、 DVD - ROM がイジェクトされず、 DVD - ROM へのアクセスも巧われていな 
い場合は再インストールに失敗している可能性があります。本体を再起動して、 DVD - ROM / 
フ□、ソピーディスクをセツトし直して再度インストールを試みてください。それでもインス 
トールできない場合は、保守サービス会社、またはお買い上げの販売店までご連絡ください。 

再インストールの際には、下記の URL をご覧ください。セキュリティ間題などを常に修正/公 
開してお U まず。 

http :// nec 8. com / 

^ケァ ■ サポート 

ーダウン□ー ド 


このとき、前面のシリアルポート B(COM B ) に管理 PC を19,200 bps の転送速度 
で接続すると、管理 PC からログを参照することができます。 


オンラインアップデートの実 


オンラインアップデートは、システムソフトウエアを最ま斤の状態に維持して、最高の機能'性 
能を発揮できるようにするためにお要な手続きでず。セットアップ後、および、再セットアッ 
プ後にをず実行して < ださい。 

詳細は，82ぺージの「オンラインアップデート」を参照してください。 
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ESMPRO / ServerAeent のセットアップ 


r システムの再インストール」で ESMPRO/ServerAgent は自動的1こインストールされまずが、 
固有の設定がされていません。 t (下のオンラインドキュメントを参照し、セットアップをして 
ください。 

添付のバ、ソクアツプ DVD-ROM:/nec/doc/ 300 /esmp 「 o.sa/use 「 s_\/42.pdf 


シ U アル接続の管理 PC か5設定作業をずる場合は、管理ちとして□グインし 
■ra たを、設定作業を開始ずる前に環境変数 「 LANGJ を 「 CJ に変更してくださ 
し、。デフオルト①シ I ル環境の場合は ly 下のコマンドを実行ずることで変更で 
さまず。 

#export LANG=C 



ESMPRO/ServerAgent のイ也にも「エクスプレス通報サービス」 （5 章参照）も自 
動的にインストールされます。 






已巨メモ 
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NEC Express 日日00シリ-ズ 
Intersec 

Express 5800 / CS 30 Of 



システムの管理 


この章では、本装置で提供するサービスと Web ベースの運用管理ツールである 「Management 
Console」 を利用した設走/管理じついて説日月します。この 「Management Console 」 せらィ 
ンターネットサービスにあ要となるプ□キシサーバを容易に管理することができます。 


Management Cons 日 le について（已 8 ぺージ） 

システムの状態を殖認したり、各種設定を行うツールです。クライアントマシ 
ンの Web ブラウザか6装置にアクセスして表示できるまでの手順について説明 
しています。 

バックアップ / リストア （ 90 ベージ） 

システムの故障，設定の誤った変更など思わめトラブルか6スムーズに復旧す 
るために、本項目を参照してを期的にシステムのファイルのバックアップを 
とっておくことを強く推奨しまず。また、リストアの手順についても説明して 
いまず。 
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Management Consolel こ O レ A て 

ネットワーク上のクライアントマシンから Web ブラウザを介して表示されるのが 
「Management Console」 です。 Managernent Console からシステムのさまざまな設定:の変更 
や状態の磕認ができます。 

この章では、「管理者用」の Management Console で利用できるさまざまなサービスの設定や 
磕認、システムの操作方法を中むに説明します。 

Management Console 管理者用トップぺージ 



フラウザ上か 6 項目（アイコン）をクリックずると、それぞれ 
の設定画面に移動ずることができる。 


[Management Console の画面構成】 

■ システム管理者用トップページ 

• プ□キシ 

• サービス 

• パ、ソヶージ 

• システム 

• Helix Administrator 

• Management Console 

















システムの管理 已9 


Management Console のセキユリテイモード 


Management Console では、日常的な運用管理のセキュリティをお保するために、 2 つのセ 
キュリティモードをサポートしています。 

• レベル 1( パスワード） 

パスワード認証による利用をチェックを行います。ただし、パスワードや設を情報は暗 
号化されません。 

• レベル 2 ( バスワード + SSL) 

パ スワー ド認証に力□えて、パ スワー ドや設を情報を SSUSecure Soket Layer) で暗号化 
して送受信します。自己署名証明書を用いているため、「セキュリティ証明書は信賴ずる 
会社か6発行されていません」という内容の警告ダイア□グボックスが表示されます。 


デフォルトの設走では、「レベル2」に設定されています。セキュリティレベルを変更する場 
合は、 Management Console 画面の [Management Console] アイコンをクリックして設定 
を変更してください。また、同画面で操作可能ホストを設走することにより、さ6に高いレべ 
ルのセキュリテイを保つことができます。 


Interne 柜 xplore「7 では、ち図のような エラー 
画面が表示される場合がありまず。 
r このサイトの閲覧を続行する」をクリック 
し、 Management Console 画面を晶いてくだ 
さい。 


Q る - 1 


na 月童Iラー:ナ e ザーシ3ン旺ブ □? ウされました。- 


igiisfl きI ラー ft ザー シ3ン白:フレ正:. 


1^ 


j を-田章-回•ぺ-シが • 3ウ-ル 0- 


この化 b サイト① t キュリテイ f 正日月書には巧語があ巧す。 


:擲寫 i 瓣！ 


^驟證滯帶巧®難說為辭 f 做。 


强ムて.がか纖の〕シピユイかウサ-"掛 S される賺巧み巧るま回げ T 攻され 


このパ-'巧師 ;T- こ® V*b W イトの柏宮夕沒斤しな(■にけ推畳しまず。 

巧 ,7こを〇1かウして;:の化6へ。ーブをなじる。 

留Iこのサイトの巧民空規巧する（巧装され#はん>。 
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アクセス可能待ち受け IP 


本製品に割り当て6れている IP アドレスの中 
から 、 Management Console のアクセスを許 
巧する IP を指をします。例えば□-カル IP と 
グローバル IP が割り当て6れている場合、 
□-カル IP のみでアクセスを許可し、グ□一 
バル IP はアクセスを拒否する事で、本製品の 
セキュリティを高める事が巧能です。リスト 
ボックスが空の場合は、すべての IP でアクセ 
スを受け付けます。 




• lntemetExplorer 7 では、セキュリティ証明書のエラー画面が表示をれ 
る場合びありまず。「このサイトの閲覧を続行ずる J をク U ックし、 
Management Console 画面を開いてください。 

• 各画面のち上にある「ヘルプ」 U ンクをクリックずると、オンラインへ 
ルプび表示されまず。頃目毎の説明、設定例などを記載していまずの 
で、ご覧ください。 
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Manas 色 msnt Consols へのアクセス方法 


システム 管理者は 、 Management Console を利用ずることにより、クライアント側のブラウ 
ザからネットワークを介してあらゆるサービスを簡単な操作で一元的に管理することができ 
まず。じ(下に各セ丰ュリティモードにおけるアクセス手順を示します。 




レベル1の場合 

1. クライアント側のブラウザを起動ずる。 

2. URL 入力欄に 「 http :// く本装置に割り当てた IP ア ドレス または FQDN > :已 日日 9 日/」 
と入力ずる。 

3. 「 Mana 呂 ement Console 」 画面で、[システム管理者□グイン]をクリックする。 

4. ユーザー名とパスワードの入力を要求された5、ユーザー名には 「 admin 」、 パス 
ワードにはセツトアップ時に指定した管理者パスワードを入力する。 


• Management Console へのアクセスには、プ□キシを経由させないで 
ぐださい。 

• インターネット側か 5Mana 旨 ement Console にアクセスずる場合は、 
レベル吕に設定してください。 

• レベル 2 では、 HTTPS プ□トコル、ボート番号已 04 日 3 を使用しまず。 

• Management Console へアクセスずる場合にはブラウザのキヤッシュ 
機能を使用しないよラにしてください。 


レベル2の場合 

1. クライアント側のブラウザを起動ずる。 

2. URL 入力欄に 「 https :// く本装置に割り当てた IP アドレスまたは 
FQDN > :已日4日3/」と入力する。 

3. 警告ダイア□グボックスが表おされた S 、 [はい]をクリックして進む。 

4. 「 Mana 旨 ement Console 」 画面で、[システム管理者□グイン]をクリックずる。 

已.ユーザー名とパスワードの入力を要求された5、ユーザー名には 「 admin 」、 パス 
ワードにはセットアップ時に指定した管理者パスワードを入力する。 

Management Console に□グインできたら、管理者用のトップぺージが表示されまず。 



• InternetExplore 口では、セキュリティ話明書のエラー画面が表示され 
る場合びありまず。「このサイトの閲覧を続行ずる」をクリックし、 
Management Console 画面を開いてください。 

• 各画面のち上にある「ヘルプ J リンクをクリックずると、オンラインへ 
ルプが表示されまず。項目毎の説明、設定例などを記載していまずの 
で、ご覧ください。 
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プ□キシ 


頻繁にアクセスするぺージをキヤツシングず 
ることにより、次回、同じページにアクセス 
した際に、ブラウザの表示時園を短縮しまず。 
管理萄ま 、 Management Console から' 有害 
な Web サイトなどへのアクセスの制限、不正 
なアクセスの制限などを設定ずることができ 
ます。 

また、頻繁に参照される Web ぺージをシステ 
ムに自動的にダウン□-ドさせ、システム内 
に格納しておくための設定もできます。 

これ6の設定により、効率的なインターネツ 
卜へのアクセスを実現します。 



(VltGcopyr か似りに Oorporolion 2000-2007 
1ペ-刘'まモさ ns けこ 冊 


イントネット 


か 0IM • 


プ□キシ サーバ 


プ□キシサーバの起動状態を表示します。[再起動]をクリックするとプ□キシサーバの再起 
動を行います（システムは再起動しません)。 


スケジユールタ’ウン □ ー ド 

コンテンツを走期的にダウン□—ドしてキヤ、ソシュに格納するスケジュールダウン□-ドの 
状態を表示します。スケジュールダウン□—ドの使用を止める場合には、[一時停止]をクリッ 
クしてください。スケジュールダウン□-ドの再晶は[起動]をクリックします。 
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基本設定 

ブラウザなどか6の要巧を受け付ける IP アド 
レスやポート番号など、プ□キシサーバを動 
作させるための基本的な設ををサーバ種別に 
応じて設をします。 



ブ-バ 8 別をち 

Forward v | 

キ*ッシュサーバまち 

XX. XX. XX. XX:8080 

キャッシュクーバ P アドレス1なぶけ XJWv 
キャッシュヴーバボート#を^ ft 00.10巧-的 535] 

| li ¥| («n flW ] 

■ 

FTP ブロキシまち 


FTP ブロキシ IP アドレス|のけX乂)(.な*1 

FTP ブロキシボート#き^ ] に1,1日2日- 65535] 

[1151 fsH ffifl 

テリミさ 

1« '(丰ち文す民大10スす $T> 

抚 FTP プロキシ 

巧 FTP ブ a キシアドレス1 1 

坊 FTP ブロキシボート#号1 [[1-6553S] 

ICP ポート播ち黄を 

KP ボート#号 

|CP 丢巧 S ま!:(■けない v|| 

1 わ02い6巧巧] 

■ 

WCCP 黄を 

(wcpfliffiH の* sm) 


ルー》了ドレス1 j 

[HFi imi fiwi 

キャッシュサーバ IP アドレス 

1 

バージ3ン 

i r' 

マルチキャストで 

巧再しない wi 

IP ァドレス1 1 


1 

r 地巧 

HASH で;ち 

source ip hash v 


國國、 


• キャッシュサーバを登録、変更ずる場合には必ず、[追力日]、[編集]をク 
U ックしてください。 DNS 設定や Web ヴ ー /(設定についても固様でず。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 


基本設定（リバースプ□キシ) 


[プ□キシ]画面の[基本設定]でサーバ種別 
設定を 「 Reverse 」 と選ぶことによって表示 
される画面でず。この画面では、システムを 
リバースモードで運用する際の設定ができま 
す（システムをリバースモードで運用ずるに 
は DNS サーバとの連携が必須です）。 




• キャッシュサーバを登録、変更ずる場合には必ず、[追加]、[編集]をク 
リックしてください。 DNS 設定や Web ヴ ー /(設定についても同様でず。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

• ReverseHTTPS として運用される場合には、 DNS ちは1つしか設定し 
ないでぐださい。 

• HTTPS のポート番号は、443で固定でず。 

• リバースプ□キシが巧応ずるプロトコルは HTTP と HTTPS でず。 
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セキュリティ設定 

クライアント IP アドレス制限と、 CONNECT トラフィック制限を行います。 


• ヴーバ種別に Reverse を設定している場合は、クライアント IP アドレ 
ス制限はお効となりまず。 

• 「クライアント IP アドレス制限」と 「 CONNECT トラフィック制限」、 
「アクセス制御」の制限処理の順をはけ下の通りでず。制限処理の順ま 
によつて設定び無効になる場合びありまずのでま意してください。 

1. クライアント IP アドレス制眼 

2. CONNECT トラフィック制限 

3. アクセス制御 


親プ□キシ設定 

階層構造をお成する場合に親プ□キシを設定ずることができまず。親プ□キシの指走と、親プ 
□キシの選択方法を設ちします。 


隣接プ□キシ設定 

階層構造をお成する場合にシステムの隣接プ□キシを設定ずることができます。 


瞬接プ□キシを設定ずると、指定した隣接ヴーパの設定によっては、 Web 閲覧 
IBa の際にべージや画像が正しく表示されない場合びありまず。指定した隣接サー 
バの設定を確認し、 設定し直ずか、ここでの設定を削除してください （7 章の 
「トラブルシューティング J も併せて参照してください)。 


詳細設定 


[プ□キシ]画面の[詳細設定]でプ□キシサーバとしての詳細な動作設をができます。 
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アクセス制御設定 

[プ□キシ]画面の[アクセス制御設定]で 
は、アクセス許可/禁止やキャッシュ許可/禁 
止、プ□キシの使用許可/禁止というアクセス 
の制御が巧えます。この設をは、最初に条件 
を持つリストを登録し、それぞれのリストに 
対しての動作を件（アクセス制御，非キャ、ソ 
シュ設を，プ□キシ転送、認証スキップ設定、 
NTLM スキップ設定、 URL フイルタスキップ 
設定、 Keep - Alive 接続設定合わせて最大100 
個まで背ほすることが巧能です。）を設定して 
いくという流れになりまず。デフォルトは、 
リスト設をに r リスト名: all ,設定種別: src ，を 
件ま:0.0.0.0/0.0.0.0」、「リストを : cgi ,設走 
種別 : urLpathregex ,を件ま:. eg ほ¥?丄アク 
セス制御設定に rallow / deny:allow ,リストを 
: all 」、 非キャッシュ設をに rallow / deny : deny ， 
リストを: cgi 」 です。 


アクたス制 S 



ちな ll 

リストる 設定 话 か|| ま 件 巧 

沼実 1 肖||陆 1 

xxxxxxxxxxxxx な C 1 な xxxjcxxx.x な/ 255.255 .255.0 

sm | 肖リ栋 ] 

Me 化 odi method |HTTP 


IME^Copyrighl(C) NEC Corporation 2000-2002 
7 クたス ¢1 巧 



川目巧 I allow/deny 


适加 Mil 巧 i 

allofv/deny 

リストぶ 


掛]日 j j 怕巧1 

ちさ爸別 allon/deny 

リストち 1 


NE^CopyrighKC) NEC Corporation 2000-2002 


wO • アクセス制御設定において、リストをまったく設定しない場合、または 
置3 指定した条件のいずれにも該当しないアクセス要ホは、「アクセスを許 

巧ずる」として扱われまず。 

• アクセス制御設定、非キャッシュ設定、プ□キシ輯送設定、認証スキッ 
プ設定、 NTML スキップ設定、 URL フィルタスキップ設定、に AP ポ 
ディ転送スキップ設定、 Keep - Alive 接続設定合わせて最大100個程度 
までを目をに設定してください。 



リストを複数指をする際、 < shm > キーを押しながらクリックすることで範囲選 
巧を、 < Ctrl > キーを巧しながらクリックすることで個別に選がすることができ 
ます。 


リスト設定 

• リストの追加 


リストを登録ずるには、アクセス制御の 
上画面に表示されている[リスト設定] 
画面から、[追力日]をクリックしまず。 



两 • 設定種別で sre 、 dst 、 myip を選択ずる場合、 mask はマスクビット数 
置3 で表わずことびできる最上位 bit か5連続した b けが立つ値を指定してく 

ださい。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 
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• [追加]をクリックすることで、[リスト（追加）設を]画面を開くこと 
ができます。 

• [リスト（追加）設を]画面で入力できるリストをは、半角英数字16文 
字（先頭に数字は不可）内です。 

• 設を種別や条件式の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラ 
インヘルプを参照してください。 


• リストの編集 


リストを編集ずるには、アクセス制御の 
上画面に表示されている[リスト設定] 
画面から編集したいリストをの左横に 
ある[編集]をクリックします。 



两"〇 • 設定種別で src 、 dst 、 myip を選択ずる場合、 mask はマスクビット数 
国互 で表わずことができる最上に b けか5連続した bit が立つ値を指定してく 

ださい。 

• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 



• [編集]をクリックすることで、[リスト（編集）設を]画面を開くこと 
ができます。 

• [リスト（編集）設を]画面には、選巧したリストの情軍民が表示されま 
す。 


• リストの削除 

リストを削除ずるには、アクセス制御の 
上画面に表示されている[リスト設定] 
画面から削除したいリストをの左横に 
ある[削除]をクリックしまず。画面に 
削除するかどうかの確認を求めるダイ 
ア□グボックスが表示されまず。削除ず 
る場合は、 [0 K ] をクリックしてくださ 
い。 
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動作条件の設定 


アクセス制御の下画面では、登録したリストに対して動作条件の設定を巧います。3つの動作 
について設定することができまず。 


• アクセス制御設定 


登録したリストに対して、アクセスの許 
巧/禁止を設定しまず。 



ーアクセス制御の追化 


アクセス制御リストを追力日をする 
には、アクセス制御設定の[追化] 
をクリ 、ソク します。 


アク t ス巧 W ( お加）設を 


allow/deny け allow 广 deny 
アク 12 ス制谢 1 リスト 
※おちしたリストをををみます 


XXXXXXXXXXXXX 

Methodi 




i さち 1 

戻る 






• [設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 



• 

[追加]をクリックすることで、[アクセス制御（追加）設を] 

画面を開 


くことができます。 


• 

アクセス制御したいリストを選巧し、アクセスの許可 ( allow ) 

か禁止 


( deny ) かをみま:します。 


• 

リストを複数指をした場合には AND の処理が斤われます。 
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ー アクセス制御の編集 

アクセス制御リストを編集するに 
は、編集したいリストをの左横にあ 
る[編集]をクリックします。 






• [設定]をクリックしないと、システムに反映をれません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 



• [編集]をクリックすることで、[アクセス制御（編集）設を]画面を開 
〈ことができます。 

• [アクセス制御（編集）設を]画面には、選巧したリストの情報が表示 
されます。 


ー アクセス制御の削除 

アクセス制御リストを削除するに 
は、削除したいリスト名の左横にあ 
る[削除]をクリックしまず。画面 
に削除ずるかどうかの磕認を求め 
るダイア □ グボックスが表示され 
ます。削除ずる場合は、 [0 K ] をク 
リ 、ソク してください。 
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一順序の鼓走 


アクセス制御の順唐を設をするこ 
とができまず。[順を]をクリック 
すると、順库設走画面が表示されま 
す。優先度を変更したいリストを選 
択し、 [ UP ] 、 [ DOWN ] をクリック 
することで設をすることができま 
す。 



两-〇 • 順居は一ま上び優先度が高く、下に行くにつれて優先度がほくなりま 
ず。 

• [実行]をク U ックしないと、システムに反映されません。 


巧キャッシュ設定 

登録したリストに対して、キャッシュし 
てもよい/いけないを設定します。 

一非キャッシュ設定の追化 

非キャッシュ設定リストを追力□を 
するには、非キャッシュ設定の[追 
力！]]をクリックしまず。 


1 ホキャッシュ訪ち 

1 适加1扉巧！ 

allow/deny 

リストる 

1 爲実 1 刖陆 r 

allow 

Method! 





• [設定]をク U ックしないと、システムに反映されません。 

• 設定 I 頁目の詳細については、[ヘルプ]をク U ックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 



• [追加]をクリックすることで、[非キャッシュ（追加）設を]画面を開 
くことができます。 

• キャッシュ制御したいリストを選択し、キャッシュの許可 （ allow ) か禁 
止 ( deny ) かをみま:します。 

• リストを複数指をした場合には AND の処理が斤われます。 
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一非キャッシュ設定の編集 

非キャッシュ設をリストを編集す 
るには、編集したいリスト名の左横 
にある[編集]をクリックします。 


ホキャッシュ （ S ち）記を 


! allow/deny け allow * deny 
アク t スお 1 削リスト 
^指ちしたリストをを含みます 
Ixxxxxxxxxxxxx 


設定 I 戻 5 」 





• [設定]をクリックしないと、システムに反映をれません。 

• 設定項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 



• [編集]をクリックすることで、[非キャッシュ（編集）設を]画面を開 
〈ことができます。 

• [非キャッシュ（編集）設を]画面には、選巧したリストの情報が表示 
されます。 


一 非キャッシュ設定の削除 


非キャ、ソシュ設定リストを削除ず 
る には、削除したいリストをの左横 
にある[削除]をクリックします。 

画面に削餘するかどうかの確認を 
求めるダイア □ グボックスが表示 
されます。削除ずる場合は、 [0 K ] 

をクリックしてください。 

一順唐の設定 

非キャッシュ設定の順唐を設定することができます。[順唐]をクリックすると、順 
唐設定画面が表示されまず。優先度を変更したいリストを選択し、山鬥、 [ DOWN ] 
をクリ、ソクすることで設定することができます。 




• 順序は一番上が優先度が高く、下に行くにつれて優先度がほくなりま 
ず。 

• [実 f 子]をクリックしないと、システムに反映されません。 
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• プ□キシ転送設定 

登録したリストに対して，隣接プ□キシ 
を使巧する/しないを設定します。 

ープ□キシ転を設定の追化 



プ□キシおを設をリストを追力□す 
るには、プ□キシ転送設定の[追 
力！]]をクリックします。 


ブロキシちま（お加）記を 


allow/deny み allow i deny 
まミ送巧别 |Alw が s_direct 二 ] 
アク t スまり削リスト 
X おちしたリストをを含みます 



居さち I 戻5 I 


[設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 



• [追加]をクリックすることで、[プロキシ転送（追加）設定]画面を開 
くことができます。 

• プロキシ転送を也、ず行う （ Always _ direct ) か、斤わない （Neve し direct ) 
を[転送種別]から選がします。 

• それぞれの設をに対して、許巧する （ allow )、 許可しない ( deny ) を設 
ま:します。 

• リストを複数指をした場合には AND の処理が斤われます。 

• 設を項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 
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プ□キシ転を設定の編集 

プ□キシ転送設定リストを追力□す 
るには、プ□キシ転送設定の[編 
集]をクリックしまず。 


ブロキシちを （ S 集）誌ち 


I allow/deny allow t deny 
おを巧が 「Alw が s_direct 三 ] 
アクたス帘1削リスト 
X 指定した U ストをを含みます 


XXXXXXXXXXXXX 


Methodi 


記定 J 戻る I 


"-0 隱赶をク U ックしないと、システムに反映されません。 



• [編集]をクリックすることで、[プロキシ転送（編集）設を]画面を開 
くことができます。 

• [プロキシ転送設を（編集）設赴画面には、選択したリストの情報が 
表示されます。 

• 設を項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 


ー プ□キシ転送設定の削除 

プ□キシ転送設定リストを削除す 
るには、削除したいリストをの左横 
にある[削除]をクリックします。 

画面に削隐するかどうかの確認を 
求めるダイア □ グボックスが表示 
されます。削除する場合は、 [0 K ] 

をクリ 、ソク してください。 

一順唐の設定 

プ□キシ転送設をの順唐を設定することができます。[順阐をクリックすると、順 
唐設定画面が表示されます。優先度を変更したいリストを選択し、 [ UP ]、[ DOWN ] 
をクリ、ソクすることで設定することができまず。 




• 順序は一番上が優先度が高く、下に巧くにつれて優先度がほくなりま 
ず。 

• [実行^をクリックしないと、システムに反映されません。 

• プ□キシ転送設定で 「 Never_direct (転送しない) J を設定ずると、直 
接 Web サーバへ接続しようとしまず。親プ□キシが複数ある場合などは 
ご ミ 主意ください。 
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スケジュールタ'ウン □ ー ド 


スケジュールダウン□-ドとは、指定した 
ページをあ6かじめ指定時刻にダウン□-ド 
し、キャッシュ可能であればキャッシュずる 
磯能です。対まとなる URL 、 ダウン□ー ド周 
期などスケジュールダウン□ー ドの設定がで 
さます。 






• コンテンツの性質とサイズによってはキャッシュされないこともありまず。 

• 巧象コンテンツ （ URL ) びキャッシュ可能である場合は、対象コンテン 
ツ への アクセスびアクセス□グのキャッシュステータス結果で HIT に 
なつていまず。 


スケジュールの新規追加 


スケジュールを追力□するじは、対まとなる URL 、 ダウン□ー ド周期などを設定し[追力日]をク 
リ、ソクします。スケジュールは最大100件まで追力□できます。下に示す図と手順の流れの関係 
は次のとおりです。 


1. 「有効にする」を還択する。 

2. ダウン□—ドする URL を入力す 

る。 

例） http :// nec 8. corn / 

3. [履歴]をクリックずる。 

[ URLUST ] 画面が表示されま 
ず。 

4. [追加]をクリックしてダウン 
□ー ドしたい URL を追加する。 

已.[設定]をクリックずる。 


スヴジュール巧巧 


I'JKl ブロパティ」 一巧刖巧 I 一民|! 


W 下の URL のダウンロードを广ちがこするな * 巧Iこする 


④ 



-③ 


店ぉ I 


胡巧 阿三 ]I 与|〇〇 二 J 饼、ら 「 00 二 J 巧苗口 0 三 ] 好 g さに 「0 J 回ち巧 
ダロンロード利巧 

リンクの巧3い J 括ミけイン W かのリンク巧をダ〇ンロード r する二] _ 

夕‘ウン□-ド容 a 上巧巧町 MByte 


夕’ロンロード3ブジ王クトな上巧な pMO 
ウン□ードけ*か 

广か-ジ 广サウンド 广ビデオ 



1 URL 

7 クたス K 

广卜 "n ： "vvw 五 .Idii 中 C 0 . が 

3 

尸 卜 ffn. けが . n • 尸.尸 n. ぶ / 

3 


③ 


ぷ巧 I 


"~〇 履歴機自目びち効になるのは、[システム]画面の[プ□キシアクセス統計]で 
邑3 プ□キシアクセス統計を r 有効にずる J を設定した時だけでず。 



設を項目の詳細じついては、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘルプを 参 
照してください。 
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スケジュールの変更 


スケジュールを変更するには、[スケジュール 
選択]欄からスケジュールを選択し、変更し 
たい項目を編集します。 



[設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 



• 引き続き別のスケジュールを編集するときは、そのまま一覧から選巧し 
てくださし、。編集内容はウィンドウ内で一時イ呆存されます。 

• 設を項目の詳細については、[ヘルプ]をクリックし、オンラインヘル 
プを参照してください。 


スケジュールの削除 


スケジュールを削除するには、[スケジュール 
選択]欄からスケジュールを選択し、[削除] 
をクリ 、ソク します。 



[設定]をクリックしないと、システムに反映されません。 
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スケジュールの一括削除 

[一括削除]をクリックすることで[一括削除設を]画面を晶くことができます。[一括削除設 
定]画面で、削除したいスケジュールの悄 U 除対象]をチェックし[更新]をクリックする 
と、[スケジュール違が]欄か6削除されまず。 


"~〇 [設定]をク U ックしないと、システムに反映されません。 



スケジュールの一括設定 

[一覧]をクリックすることで[ダウン□-ド設を]画面を晶くことができまず。[ダウン □- 
ド設定]画面で、ダウン□ー ドを実巧したいスケジュールの[ダウン□-ド]をチェックし 
[更新]をクリックすると、[スケジュール還択]欄に反巧されます。 


[設定]をク U ックしないと、システムに反映されません。 


ダウンロードを実行する時は[ダウンロード]にチェックを付け、実行しない 
時はチェックを列■してください。 
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スケジュールの確認 


[プ□パティ]をクリックすると、選択したス 
ケジュールの設定履歴や最新のダウン□ー ド 
結まなどを表示します。 




認話設定 

[プ□キシ]画面の[認証設定]で、システムを使用するユーザを認証するための設定ができ 
ます。 


PaI 特をのアクセスに対して認証機能をスキップさせたい場合は、「特巧アクセス 

ピ^ 制御設を」で設をを斤うことができます。 

NTLM 設定 

NTLM (Windows NT LAN Man 明 e「） を利用して、クライアント情報のチェックと記録が行 
元ます。 

• ドメインコント□ーラとの連携無しで構築巧能です。 

• NTLM に非対応のクライアント AP じついては、許可.拒否. Ldap/Radius 認証を違択 
巧能です。 

• 認証ユーザ名 W 外に、コンピュータを、ドメイン名も□グ化力可能でず。 

• InterSafe/ln 胁 ScanWebManager（ICAP 版）との組み合わせで、ユーザ単位での設定 
やユーザをの□グ出力が可能です 


* 詳細は、 Managemen 杞 onsole のヘルプをご確認ください 
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バイパス設定 

[プ□キシ]画面の[バイパス設定]では、システムを透過型プ□キシとして動作させる隐の、 
静的バイパス-動的バイパスの設をを巧います。 


特殊アクセス制御設定 

認証サービスをスキップさせる「認証スキップ設定」、 URL フィルタリングソフトをスキップ 
させる rURL フィルタスキップ設を」、 Keep - Alive 接続の方法について細かく指をする 「 Keep - 
Alive 設定」などの各種例外設定を巧います。 

設定対まとなるリストは、「アクセス制御設定」と共有します。 


SSL アクセラレータ設定（リバースプ□キシ用） 

リバースプ□キシサーバで SSL アクセラレータ機能を使用する設定を行います。 

本機能は、オプション機能です。使用するためには、ライセンスをインス!ルしてください。 


フィ ルター 選択 

[プ□キシ]画面の[フィルター違択]画面で、使用するフィルタリングソフトを違がするこ 
とができまず。フィルタリングソフト肋 CAP 版 （ InterSafe/InterScan WebManager ） 、また 
は PROXY 版 ( InterSafe/InterScan WebManager ) を使用することができます。 

本システムには、に AP 版 ( InterSafe ) がプリインストールされておりますので、 ICAP 版 
( InterSafe ) は InterSafe のライセンス追力□のみで、そのままご利用巧能です。 

ICAP 版 (InterScan WebManager ). PROX 丫版 （ InterSafe/InterScan WebManager ) をご 
利用の際は、に AP 版 ( InterSafe ) をアンインストールいただいた後、ご利用されるソフトの 
インス I ルとライセンスの追加が必要です。 

フィルタリングソフトの対応バージョンは、随時サポートサイトなどでご磕認ください。 

に AP 版使用時は、アクセス□グへフィルタリングカテゴリをおよびフィルタリング結果を表 
示させることができます。 


InterScan WebManager • InterSafe の□グ□—テート設定 

InterScan WebManager や InterSafe の各管理コンソールで□グ□—テートの設定:をする場 
合、その合計ファイルサイズに注意してください。本システムでは、□グ領域として約 20 G 目 
のディスク容量を設けていまず 。 InterScan WebManager , InterSafe の□グファイルの合計 
が 20 G 目を超えないよう、十分に余裕を持たせた設定にしてください。 

なお、フィルタリングソフトの□グ設定にて、□グの[自動削除]を有効じしていない場合、 
ディスクの空きがなくなる可能性がありまずので、必ず設定を確認してください。 



• フィルタリングソフトの使用を中止ずる場合には「フィルタリングソフ 
卜を使用しない J を設定してください。 

• フィルタリングソフトを使用ずる場合は、各製品の管理コンソールでの 
設定が必要でず。 

• に AP 版 （ InterSafe ) の管理画面を起動させるには、「ヴービス」画面 
の 「 InterSafeJ を起動させる必要がありまず。なお、に AP 版 
( InterSafe ) の利用をやめる場合は、「ヴービス J 画面で InterSafe を 
停止させてください。 
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PROXY 版 (InterSafe/InterScan WebMana 呂 er ) 設定 

[プ□キシ]画面の[フィルター選択]画面の [ URL フィルタ （ PROXY 版）動作設定]で、 
PROXY 版 （ InterSafe/InterScan WebManager ） の設定を行います。この設定は PROXY 版 
( InterSafe/InterScan WebManager ) を本システムで使用するときに必要ですので、必'ず行つ 
てください。 

IP アドレスとポート番号の指茵ま InterSafe/InterScan WebManager で設定する内容に従つ 
て設定してください。なお、この画面で IP アドレスとポート番号を変更しても InterSafe / 
InterScan WebManager には反峡されません。 


wO InterSafe / WebMana 径 er の IP アドレスやポート蚕号を変更した場合には、必 
邑3 ずこの画面の設定も変更してください。 


に AP 版 （ InterSafe/InterScan WebManager ) 設定 

[プ□キシ]画面の[フィルター選択]画面の[に AP サーバ設赶で、に AP 版 On お 「 Safe / 
InterScan WebManager ) の設定を行います。この設定はに AP 版 （ InterSafe/InterScan 
WebManager ) を本システムで使用するときに必要ですので、/必ず行ってください。 

IP アドレスとポート番号などの指定は、「サービス」画面から InterSafe/InterScan 
WebManager 管理コンソールを起動し、表示する内容に従って設定してください。なお、本 
画面で IP アドレスとポート番号を変更しても InterSafe/InterScan WebManager 管理コン 
ソールには反映されません。 


InterSafe / WebMana 呂 er の IP アドレスやポート蚕号を変更した場合には、必 
Bto ずこの画面の設定も変更してください。 



• [フィルター選巧]画面で設をを行った後、[プロキシ]画面に[に AP 
サーノ《設を]の項目が表示されるようになります。 

• InterSafe のマニュアルは、インストール DVD - ROM 内の manual . html から 

閲覧できます。 


InterSafe/InterScan WebManager インストール手順 


本システムには，に AP 版 （ InterSafe ) がプリインストールされていまずが、他のフィルタリ 
ングソフトを使用ずる隐は、に AP 版 （ InterSafe ) をアンインストールした後，インストール 
作業を行いまず。手順の概要を示します。 

なお、 PROXY 版、に AP 版もフィルタリングソフトのインストーラは共通です。インストール 
中に、 PROXY 版、に AP 版を逞択します。 

1. [システム]画面の[保守用パスワード]で mainte ユーザのバスワードを設定する。 

2. [サービス]画面で 「 U モート□グイン （ telnetd )」 を起動ずる。 

3. [サービス]画面の 「 U モート□グイン （ telnetd )」 をク U ックして [ U モート □ 
グイン （ telnetd )] 画面へ遷移し、本システムに U モート□グインできるように 
Telnet を許可するホストを設定する。 

4. Telnet で mainte ユーザで本システムに U モート□グインし、 「 su -」とコマンド 
ラインに巧ち&む。 
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已.バスワードをホめ5れるので、 Mana 有 ement Console に□グインずるためのバ 
スワード （ admin のバスワード）を指定し、管理をユーザになる。 

6. InterSafe/InterScan WebMana 目 er のマニュアルに基づきインストールをずる。 

インストール中にインストールディレクトリを聞かれるので、 「/ usr / locaU を指を 
します。 

また、インストール中に、 PROXY 版（スタンドア□ン版）、に AP 版のいずれかをイ 
ンストールするか聞かれるので、達択します。 

7. インス!ル後、[プ□キシ]画面の[フィルター選択]画面の設定を行う。 

8. [システム]画面にて[システムの再起動]を実行ずる。 



フィルタリングソフトをスレーブサーバ設をとしてご利用いただく場合には 
再インストールが必、要です。インストール中に Master Server/Slave Server を閒 
かれるので選がします。 
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サービス 


管理者は 、 Management Console か下の 
サービスの設定を簡単に行うことができま 
ず。 

• InterSafe 

• 時刻調整 ( ntpd ) 

• ネットワーク管理エージェント 
( snmpd ) 

• リモート□グイン （ telnetd ) 

• WPAD サーバ ( wpad - httpd ) 

サービス画面では各機能の停止-起動を 
指示可能で、現在の稼動状ミ兄を表示しま 
す。さ6にここか6、各機能ごとの詳細 
な設定を行う画面に移ります。 



0 S 起動時の状態: システムが起動した隐に、このサービスを自動的に有効にする 
かどうかを指をします。 

現在の状態: 現在、このサービスが動作しているかどうかを表示します。 

(巧）起動: このサービスが停止している場合に起動します。動作中の場合 

には、停止させてか6再起動します。 

停止： このサービスが動作中であれば、停止します。 


Int 白 rgaf 白 


CAP (Internet Content Adaptation Protocol ) による URL フィルタリングを巧えまず 
( InterSafe 对 CAP サーバとして使用）。 

フィルタリングソフトウエアでのプ□キシ動作が不要となるため、処理性能が向上します。 
初めて利用する際は、ち側の 「 InterSafe 」 のリンクをクリックし、使用承諾契約書の内容を 
よく読んで「同意ずる」ボタンをクリックしてください。 



• 本画面では、 InterSafe 管理用 コンソー ルの起動/停止を設定ずることが 
できまず。 InterSafe を利用ずるには、「プ□キシ J 一「フィルター設 
定」画面でも InterSafe の設定び行われている必要がありまず。 

• InterSafe の使用をやめる場合は、「プ□キシ J 一「フィルター設定」画 
面で変更を巧い、「ヴービス」一 「 InterSafe 」 画面で InterSafe を停止 
してぐださい。 
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時刻調整 ( ntpd ) 

NTP (Network Time Protocol ) は、ネットワークで接続された〕ンピュータ同±が連絡を取 
り合い、時計のずれを自動的に調整する仕組みです。本システムはこの仕組みを利用して、じ ( 
下の機能を提供しています。 

• インターネットの標準時刻サーバに、本システムの時計を合わせる。 

• 他の PC が時計を本システムに合わせるのにあ要な情報を提供する。 


ネットワーク管理工ージエト ( snmpd ) 

SNMP (SimpleNetwork Management Protocol ) は、ネットワークに接続された機器の稼動 
状況を、ネットワークを适じて取得するための仕組みでず。本システムは、ネットワークに接 
続された機器（エージェント)の側として、'必要な情報をネットワークに発信する機能を提供 
しています。 


リモート□グイン （ telnetd ) 

他のコンピュータ（ホスト）から本システムに接続することを可能にする機能です。 
Management Console では対応できない特別な操作を行いたい場合にだけこの機能を有効に 
します。通常の運用時に有巧にするあ要はありません。有効にしている圍はセキュリティのレ 
ベルが低下しまずので、通常は無タカにしておくことをお勤めします。 

「 Telnet □グインを許可するホスト」画面にて、□グイン可能なホストをを種おまで指定しま 
す。カンマで区切って複数のホストを指を巧能です。 IP アドレスやホストを iU 外にもを種指を 
おまをサポートしています。指をおまの詳細については画面ち上のオンラインヘルプを参照し 
てください。 


WPAD ヴーバ ( wpad - httpd ) 

本システムをフォワードプ□キシとして利用している際に、ブラウザ側でのプ□キシ設定を自 
動化ずるための機能でず 。 Internet Explorer 5 W 降で対応しています。本機能を利用するため 
には、ブラウザの参照している DNS サーバおよび DHCP サーバを適切に設をするを要がありま 
す。 

[プ□キシサーバ自動設をファイル]画面で本システムに接続する隐に使用するホストをと 
ポート番号を設走します。本システムを通さないで接続ずべきマシンがあれば、ネットワーク 
アドレス単位で指をすることが巧能です。 


WPAD ヴーバは本システムのヴーバ種別を 「 Forward 」 に設定した時にご利 
用いただけまず。 
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パツケ—ジ 


本システムにインストールされているアプリ 
ケーシヨンなどのソフトウェア パ、 ソケージの 
アップデートやインストール、インストール 
されているパッケージの一覧を殖認する画面 
です。 



オンラインアップデート 

オンラインアップデートを利用すると 、 Management Console か6簡単にアップデートモ 
ジュールをインストールすることができます。 

アップデートモジュールとは，本システムに追力□インストール（アップデート）可能なソフト 
ウェアで、製社で基本的な動作確認を行って公開しているものです。内容は，既存ソフトウェ 
アの出荷後に発見された不具合修正や機能追力□などが主ですが、新規ソフトウ I アがを在する 
こともあります。オンラインアップデートでは、現在公開されている本システム向けのアップ 
デートモジュールの一覧を参照し、巧全にモジュールをインストールすることができます。 


• アップデートモジュールを適用をも適巧が態び「未」と表示される場合 
は、モジュールの適用に失敗したか、システムの再起動を行っていない 
可能性びありまず。 

• オンラインアップデート時は、本サーバびクライアントとなり、アップ 
デート Web 用ヴーバへ接病しまず。 r 取得用 proxy アドレス」に本サー 
バを設定している場合、 事前に W 下の画面で自身か6のアクセスを夏付 
ける設定にしておいてください。 

-[プロキシ]一[アクセス制御設定]画面 
-[プ□キシ]一[セキュリティ設定]画面 


手動インス I -ール 

□-カルディレクトリのファイルを、または URL 、 PROXY 、 PORT を指定して RPM パ、ソケー 
ジをインストールすることができます。 


パッケージの一覧 

現在本システムにインストールされている RPM パ、ソケージの一覧を確認ずることができま 
ず。また、アンインス!ル作業を巧うこともできまず。 
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システム 


Management Console 画面左の[システム] 
アイコンをクリックずると「システム」画面 
が表示されます。 


か.’お 小, llxl f __ _ _ 1 

な-因 g ，囚•パ-り必 -3 ツ-化© 


A み I ま Manwm’n, 0。〜。1, | :な-因 を，囚 •パ-ジ必 • ijj ッ-化©-。 

•Information 

システム Kii づ 1 






こ） NEC OirDoralion 2000 -2007 


レ-別'*モがました 


システムの停止 

[システムの停止]をクリ、ソクするとシステムを停止します。 


システムの再起動 

[システムの再起動」をクリックするとシステムを再起動します。 


CPU/ メモリ使用状況 

メモリの使用状況と CPU の使用状況をグラフと数値で表示します。お10秒ごとに最巧の情報 
に表示が更ま斤されます。また、 CPU 使用率と負荷じついて、調をを行うことができます（上 
級を向け）。設をを変更する場合は、環境や使用状況にあわせて適当な値をチューニングして 
ください。 


ディスク使用が況 

ディスクの使用状況ををファイルシステムごとに数値とグラフで表示します。空き容量、使用 
率じを意してください。空き容量が足りなくなるとシステムが正常に動作しなくなる可能性が 
あります。 


プ□セス実巧状況 

現在実行中のプ□セスの一覧を表示しまず。プ□セス実行状況の表の最上行の項目ををクリッ 
クすると、を項目で表示をソートすることができまず。表示項目の詳細じついては、[ヘルプ] 
をクリックし、オンラインヘルプを参照してください。 
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名前解ミ夫彭断 

ネットワーク設定で登録されている DNS サーバの動作を殖認することができます。 

「ホスト:」に適当なホストをを人力して[診断]をクリックすると診断結まが表示されます。 
ホストをに対して正しく 「 Name :」 と fAddress : J が表示されれば DNS サーバは正常に機能 
していまず。 


ネットワーク利用状況 

ネットワーク利用状況を表示します。 

[約已秒毎に画面をリフレッシュする]チェックボックスをチェックすると自動的に表示が最 
新状ミ兄に更新されます。 


ネットワーク接続状況 

各ポートごとの接続状ミ兄を表示しまず。 

[約己秒毎に画面をリフレッシュする]チェックボックスをチェックずると自動的に表示げ最 
新状ミ兄に更新されます。 


プ□キシアクセス統計 

アクセスの統計情報を表示します。[プ□キシアクセス統計表示]画面のに ummaryby 
Month 」 の表の [ Month ] の項目のリンクをクリックするとその月の詳細な統計情報を表示 
します。 

プ□キシアクセス動作設をはプ□キシアクセス統計を有効にして動作させるかどうか設走し 
ます。 

動作させる隐には優先度を設をして<ださい。優先度は1か620まで設を可能であり，値げ大 
きいほど優先度がほくなります。優先度をほくすることによリプ□キシアクセス統計の動作に 
よる CPU の負荷を;咸6すことができます。 

Webalizer 表示設走では、 sites はサイト別上位を 、 sites By KBytes はサイト別キ□バイト上 
位を、 URL ' s は URL 上位を、 URL's By KBytes はサイト別キ□バイト上位を Entry P 明 es は 
入り□上位を 、 Exit Pages は化□別上位をいくつまで表示するか設定することができます。 


ww • プロキシアクセス統計を無効にずるを還巧ずるとそれまで作成されてい 
た統計情報は削除されまず。 

• プロキシアクセス統計を動作さだると性能ほ下びおこる可能性びありま 
ず。 

• 優先度は慎重に決定してください。ほい優先度を設定ずるとシステムの 
負荷状況によっては正常に統計情報が作成されない可能性がありまず。 

• プロキシアクセス統計情報を動作させると、キャッシュサーバのアクセ 
スログのログ出力お式は Squid に、□ーテート巧げ数は riJ に固定さ 
れ、□—テートサイズはいったん 100 MB に設定されまず。 

• プロキシアクセス統計を動作させている時、□ーテートサイズの扱いに 
は注意してください。システムの性能およびプ□キシアクセス統計の動 
作に影響を与えまず。 
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• [お]期値]をクリックすると、それぞれのテキストボックスに初期値が 
入ります。 

• をテキストボックスは〇〜99まで入力することができます。 

• 統計情軍民はシステムのアクセスログが口ーテートされたときに作成され 
ます。 

• システムのアクセスログの口ーテートの設をは[システム]画面の[口 
グ設を]画面の[キャッシュサーバアクセスログ]の[設を]をクリッ 
クすることで表示される[キャッシュサーバアクセスログ設を]画面に 
て行えます D 


経路情報 

「柜手ホスト:」にホストをを人力して[表示]をクリックすると、そのホストまでの経路情報 
を表示します。 


システム情報 

装置に割り当てたホストを、および OS に関する情報を表示します。 


AFT/ALB 設定 

AFT (Adapter Fault Tolerance)/ALB (Adaptive Load Balancing ) モードの設定を行います。 


ネットワーク 

ネットワークの基本的な設をやネットワークインタフエース、ルーティングの設をを行いま 
す。 


AFT / AL 己の設定を行っているときは、 ethl に対する設定はできまだん。 


バックアップ/リストア 

ファイルのバックアップおよびリストアの設をを行います。詳細はこの後に説日月する「バック 
アップ/リストア」を参照してください。 


管理者パスワード 

管理者 ( admin ) のパスワードを変更します。をパスワードは6文字 t (上8文字と J 下の半ち英数 
文字（半ち記号を含む）を指をしてください。省略すると、パスワードは変更されません。空 
のパスワードを指をすることはできません。 

また、管理を巧のメールを転をする先を設をできます。管理者巧メールの転を先は正し<を信 
できるアドレスを指定してください。 
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アクセス□グ取得 

キヤ 、ソシ ユサーパアクセス□グを Samba または FTP で指定したホストを利用して転送しま 
す。 


□グ管理 

□グの表示、□グの□ーテートの設定を巧います。 

□グの表示は表示したい□グの[表示]をクリ、ソクすると□-テートされた□グの一覧が表示 
され、その中か6表示したい□グを還択して表示します。 

□グの□—テートの設をは、□ーテートを行うタイミングを周期またはファイルサイズで指を 
し、何世代まで□グを残すかを設定しまず。 


"~〇 • □グの□-テートは毎日0:00とシステム起動時にチェックし、条件び 

邑3 あつているをのを□-テートしまず。 

• □グの□-テートのタイミングでシステムの停止および再起動を行ラ場 
合にはご注意ください。 

• キャッシュヴーバアクセス□グの設定は他の□グと異なりまず。詳細は 
巧に説巧ずる「キャッシュヴーバアクセス□グ J を参照してください。 


ログを表示したとき、ログのダウンロードを斤うことも可能です。 


— キャッシュサーバアクセス□グ 


キャッシュサーバアクセス □グの [ 
設定]をクリ 、ソク すると、 [キャ、ソ 
シュサーバアクセス □グ設を]画面 
が表示されます。この画面は、 
キャ、ソシュサーバアクセス □グの 
化力お式> □ーテート（条件、サイ 
ズ、時聞、時刻）、何世代まで□グ 
を残ずかなどを設走ずることがで 
きます。化力おまが拡張おまであつ 
たとき、化張おまでチエックボック 
スにチエツクを入れた項目が□グ 
止!力されまず。 



アクセス□グ取得、プ□キシアクセス統計情報を動作させている時は□-テー 
ito トサイズの扱いにミ主意してください。システムの性能に該響をちえまず。 
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保守用パスワード 

保守巧ユーザ （ mainte ) のパスワードを設定します。 



本システムに telnetig 由でログイン（コマンドライン）する場合は]<ソ下の手順 
となります。 

1. [システム]画面の[保巧用バスワード]で mainte ユーザ 
のバスワードを設定ずる。 

2. [ヴービス]画面で 「 U モート□グイン （ telnet )」 を起動 
する。 

3. [ヴービス]画面の「リモート□グイン （ telnet )」 をク 

1」ックして[1」モート□グイン （ telnet )] 画面へ遷移し、 
本システムに I 」モート□グインでさるよ5に Telnet を許可 
するホストを設定する。 

4. Telnet か Smainte ユーヴで本システムに U モート□グイ 
ンずる。 

已.管理者権限 （ root ユーザ権限）が必要な場合は、この後、 
rsu - J とコマンドラインに巧ち込む。バスワードをホめ S 
れるので 、 Management Console に□グインするための 
バスワード （ admin のバスワード）を指定し、管理ちユー 
ザになる。 


キャッシュデータ 削除 


キャッシュされているデータの削除を行います。 
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プ□キシサーバ状態表示 

本システムに関する様々な情報を表示させ、お認可ることができます。 

• 一般情報 

バージョン情報や運用時圍等を表示します。 

• キャッシュ概要 

現在の動作状況等を表示します。 

• キャッシュ情報 

一を時圍あたりの本システムへの接続数や、リク エス ト数等を表示します。 

• クライアント要巧 

起動開始から現時点までに処理した様々な情報を表示します。 

• に P 情報 

隣接キャッシュサーバに関連する情報を表示します。 

• CERN 情報 

親プ□キシサーバに圉連ずる情報を表示します。 

• FTP 情報 

HTTP 経由でのド了ドプ〇トコルに圉連する情報を表示します。 

なお、 W 下の情報を表示しており、親プ□キシ経由でリクエストを処埋したリクエスト 
についてはカウントの対象となりません。 

一 FTP サーバと直接通信を行ったリクエストに関する情報 

ーキャッシュから応答をあ巧したリクエストに関する情報 
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システム冗長化設定 

システムの冗長化のシステム運用状況の表示、および各種情報設定を行います。 

• システム冗長化 

システム冗長化する/しないを指をしまず。 

• 本サーバ-種別 

システム冗長化する場合，本サーバ運用方法について稼働系/待機系を指をします。 

• 巧手サーバ実 IP アドレス 

システム冗長化する場合、サーバ種別で稼働あを指をした場合は待機系の、待機系を指 
定した場合は稼働系の実 IP アドレスを指をします。 

• 監視用ポート番号 

システム冗長化する場合，稼働系〜待機系聞の死活監視用适信ポート番号を指をします。 

• 監視園隔 

システム冗長化する場合、稼働系〜待機系闇の死活監視闇隔を指をします。 

• 監視回数 

システム冗長化する場合、稼働系〜待機系聞のフェイルオーバーを開始するまでの試行 
回数を指をします。 



監ネ見用ポート番号は、通常はを更する必要はありません。化アプリケーシヨン 
とポート番号が競合する場合などに変更します。 
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バックアップ/リストア 


システムの故障、設定の誤った変更など思わめトラブルからスムーズに復旧ずるために、定期 
的にシステムのファイルのバックアップをとっておくことを強く推奨します。 

バックアップしておいたファイルを「リストア」ずることじよってバックアップを作成した時 
点の状態へシステムを復元することができるようになります。 

本装置では、システム内のファイルを下の5つのグループに分類して、ぞの各グループごと 
にファイルのバックアップのとり方を制御することができます。 

それぞれのグループのバックアップ対象ディレクトリおよび作成されるファイルのを称は W 
下の通りです。 


• システムの設をファイル 

対象ディレクトリ ： /etc 配下 

(□ 一力 J レ） ： backup—conf— 中. tg 之 

圧縮 (Samba) : backup_smb_con し*. tgz 


プ□キシ サーバの 設定ファイル 


対象ディレクトリ 

圧縮（□一カル) 
圧縮 (Samba) 

各種□グファイル 
対象ディレクトリ 

圧縮 （□ ーカル) 
圧縮 (Samba) 


: /etc/crontab 

/opt/nec/catfish 、「 oma、smartfilter 配下 
: backup_p 「 oxy_ ホ .tg 之 
: backup_smb_p 「 oxy_ ホ .tgz 


: /var/lib/logrotate.status var 四ピ下 
/var/log 国日下 
: backup_log_*.tg 之 
: backup_smb_log_*.tgz 


プ□キシアクセス統計情報 


対象ディレクトリ 
圧縮（□一カル) 
圧縮 (Samba) 


ディレクトリ指定 
対象ディレクトリ 


圧縮 （□ ー カル) 
圧縮 (Samba) 


: /home/webaiizer/ 配下 
: backup— 却 izer_ ホ .tgz 
: backup_smb—sli 之 er— ホ .tgz 

:任意のディレクトリ 

※例えば、フィルタリングソフト (InterSafe) 関連のファイル 
を指定する場合、 /usr/local/intersafe/ を指定しまず。 

: backup_di 「 info_ ホ .tg 之 
: backup_smb_di 「 info_ ホ .tg 之 



システムの管理 91 


巧巧巧態では、いずれのグループも「バックアップしない」設定になっています。お客様の環 
境にあわせてをグループのファイルのバックアップを設定してください。 

本装置ではをグループに対して「□-カルディスク」とに amba 」 の2種類のバックアップち 
法を指走することができます。 

をち法には、それぞれ W 下のよラな特徴があります。 

• □-カルディスク 

内蔵八ードディスクの別の場所にバックアップをとります。 

• Samba 

LAN に接続されている Windows マシンのディスクにバックアップをとります。 

バックアップち式に□一カルディスクを指走する場合、ディスクフルを起こさないようを意し 
てください。ディスクフルになると、プ□キシサービスが停止します。使用可能なディスク容 
量は、システムのディスク使用状ミ兄画面でマウントポイント「/」で表示されている容量でず。 
標準構成の場合、 t (下の合計が使用可能なディスク容量を超えないよう、余裕を持たせた設定 
にしてください。 

• 万一の障害発生時のメモリダンプ探取用の空き領域（搭載メモリ分） 

• InterScan WebMan 明 er 、 InterSafe のインストール用領域（約100 MB ) 

• InterScan WebMan 明 er 、 InterSafe の□グファイル 

• バックアップファイル 

• システムの□グ管理画面で設をできる各種□グファイル 


"~〇 • システムの設定ファイル、およびプ□キシサーパの設定ファイルは必ず 

置 3 バックアップを設定してください。 

• □-カルディスクへのバックアップは、他の方まに比べてリストアでき 
ない可能性が高くなりまず。なるべく Samba を使巧して、別マシンへ 
バックアップをとるようにしてください。 

• Samba でのバックアップは、内蔵 A - ドディスクびクラッシュしてら 
復元を行うことびできまずび、あ6かじめ、 Windows マシンに巧ちの 
設定をしておく必要びありまずので注意してください。 

• キャッシュサーバアクセス□グおよびキャッシュ□グは、「各種□グ 
ファイル J のバックアップでの対象列となりまずので、ミち意してくださ 
し、。 
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rsambaj によるバックアップ設定の例 


ここでは 「 Samba 」 を使用したバックアップの方法について説明します。 

例として 「 workgroup 」 内に所属するマシン名 fwinpcj という Windows マシンの 「 C : ドライ 
ブ」にバックアップのためのフォルダ rcachebackup 」 を作成して「システムの設定ファイ 
ル」グループのファイルのバックアップを行う場合の操作手順を説明します。 

バックアップファイルを置くマシン ( winpc ) でのバックアップ作業のためのユーザーを 
fwinpcj 上にあらかじめ用意してください。 


W -0 パックアップファイルの中にはシステムのセキユリティに関ずる情報などが 
Bto 含まれるため、バックアップのためのフォルダ ( cachebackup ) の読み取り、 
変更の権限などのセキユリティの設定には十分ま意してくださし1 。 (Windows 
Me / 日 S /9 已ではセキュリティの設定ができません。そのためお客様の情報が 
第云ちに瓷まれる可能性がありまず。） 


バックアップ作業のためのユーザーは既存のユーザーでもかまいませんが、 W 下の説明では 
fcacheadminj というユーザーをあらかじめ用意したという前提で説明します。 

次の順唐で設ちします。じ(降、順に設定例を説明していきます。 

1 . Windows マシンの共有フォルダの作成 

2. システムのバックアップファイルグループの設定 

3. バックアップの実行 


バックアップ用に作成した共有フォルダの設定を不用意に変更ずるとシステ 
Bto ムのバックアップおよび復元の機能が正甫に動作しなくなるのでを意してく 
ださい。 
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Windows マシンの共有フオルダの作成 

まず、バックアップファイルを置いておくための共有フォルダを Windows マシンに作成しま 
す。ここでは、例として Windows 2000 .Windows XP の2種の OS での作成方法を説 s 月します。 


操作例： winpc の OS が Windows XP の場合 


1 . マシン 「 winpc 」 の[マイコンピュータ]画面を開く。 

2. 開いた[マイコンピュータ]ウインドウのに：ドライプ]のアイコンをダブルクリツ 
クずる。 


3. [ファイル]メニューの時斤規作成]一 
[フォルダ]をク U ックする。 



M ) ク-ルのヘルプ(ぶ 



0ブリ-フトス 
む卜7ウプイゴ-ジ 
前 Microsoft Word 文き 

.をじを(鸣_ 前 Microsoft Access アプリケーンヨン 

する I 節 Microsoft PowerPoint プレだンテーシヨン 

なブ□ヴラムの這加と肖 I 巧のテキスト文ま 


4. [新しいフォルダ]の名前に [ cachebackup ] とキーボードか5入力し < Enter > キー 
を巧す。 

已.上記の手順で作成した [巳 achebackup ] フォルダをク U ックして選択ずる。 

6. [ファイル]メニューの[共有とセキュリティ ] をク U ックずる。 

[ cachebackup のプ□パティ ] ウインドウの[共有]シートが表示されます。 

7. [ネットワーク上での共有とセキュ 
1」テイ]メ ニュー で、[ネット ワー 
ク上でこのフォルダを共ちする] の 
チェックボックスと[ネットワーク 
ユーヴによるファイルの変更を許 
巧ずる]にチェックをつける。 


cachebackup のブ□パティ 



8 . 

9. 


[ OK ] をクリックして [ cachebackup のプ□パテイ ] のウインドウを閉じる。 


[ cachebackup ] フォルダのアイコンが変わったことを確認ずる。 


ぉ] 

cachebackup 


U 上で WindowsXP 上の共有フォルダの設定は完了でず。 
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操作例： winpc の 0S が Windows 2000 の場合 

1. マシン 「 winpc 」 のデスクトップ上にある[マイコンピュータ]をダブルクリック 
する。 

2. 開いた[マイコンピュータ]ウィンドウの [ C : ドライブ]のアイコンをダブルク 
リックずる。 

3. [ファイル]メニューの[新規作 
成]一[フォルダ]をク U ックす 
る 0 


4. [新しいフォルダ]の名前に [ cachebackup ] とキーボードか S 入力し < Enter > 
キーを巧す。 

已.上記の手順で作成した [ cachebackup ] フォルダをク U ックし 

て選択ずる。 ' ~I 

6. [ファイル]メニューの[共有]をク1」ックずる。 

[ cachebackup のプ□パティ]ウィンドウの[共有]シートが表示されます。 

ス[このフォルダを共有ずる]をク 
リックする。 

8. [アクセス許可]をク U ックする。 

9. [共ちアクセス許可]を設定する。 





「ファイルの漏集 ( E ) まぶ 


の \)ツ-ルのヘルプお） 


ショートカウ ND 巧巧ら 
肖I蹄您 
をおの规鄉 
ブ□パティ喊 


閉じる(な 


过プリ-フケ-ス 
タピットマップイブ-ジ 
學 ] Microsoft Word でま 
占ま巧ファイル azH 柜巧） 

み"! Microsoft Access テ''—夕へ、、—ス 


オブジェクトを进巧すると、その因 Office ドキュメントの一度... 
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共ちアウセス i 午巧 I 


をお 


アクセス I 巧(り： 


胤0屯)…」 

刖陈(お」 


i キ巧 


お否 


ここでは W 下のように設定しまず。 

(1) [名前]—覧から [ Everyone ] 

を削除する。 

に）[追力日]をクリックして[ユー 
ザー、コンピューター、また 
はグループの選択]ウィンド 
ウでユーサー [ cacheadmin ] 

を追加して [0 K ] をクリック 
する。 

(3) [共有アクセス許可]の[アク 
セス許巧]一覧の[フルコン 
卜□ール]の許巧のチェック 
ボックスにチェックをつける。 

1日.にのをクリックして [ cachebackup のアクセス許吼のウインドウを閉じる。 

11. にのをクリックして [ cachebackup のプ□パテイ]のウインドウを閉じる。 


12. [ cachebackup ] フォルダのアイコンが変わったことを確認す 
る。 


三 

cachebackup 


W 上で Windows 2000上の共有フォルダの設定は完了です。 


システム①バックアップファイルグループの設定 

ここでは例として[システムの設をファイル]グループのバックアップの設定手順を説巧しま 
す（他のグループも操作方法は同じです）。 


1 . Management Console 画面左の 
[システム]アイコンをクリックず 
る。 

[システム]画面が表示されます。 

2. [システム]画面の[その他] 一覧 
の[バックアップ/リストア]をク 
1」ックずる。 

[バックアップ/リストアー覧]画面 
が表示されます。 


A & I ^ Management Console 


陌論 - 

システム Kl け1 





菅巧をパスワード 
アク tz ス□ヴ R 冉 


NE レ 0D … か，に ) NEC OirDwalion 2000-2007 


I ベ—刘嗦モ讯まは： 



Everyone 


cachebackup のアク t ス許巧 
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3. 


-覧の[システムの設定フアイ 
ル]の左側の[編集]をクリツ 
クする。 

バックアップ設をの[編集]画面 
が表示されます。 



4. [編集]画面のバックアップち式 
の [ Samba ] をク U ックして 選 
択する。 

已. 「 Windows マシンの共有フオル 
ダの作成」で行った設定に従っ 
て L ソ下の項目を入力する。 

- ワークグルー プ ( NT ドメイ 
ンを )： workgroup 

— [ Windows マシン名]: 
winpc 

—[共有を ]: cachebackup 
—[ユー ザ 召 J : cacheadmin 
-[パスワード]:ユー ザ 
cacheadmin のパスワード 

6. 正しく設定されていることを確 
認するため[即実行]をクリッ 
クしてバックアップを実行する。 

正し<実行された場合はちの操 
作結ま通知が表示されます。 




^ 正しく操作結果通巧が表示されない場合は Windows マシンの共有の設をと 
医!^ バックアップ方まの設をび正しいかどうか確認してください。 



このほ P 実行]を使うことで、任意のタイミングで手動でバックアップを巧う 
ことができます。 


7. 


[戻る]をクリックする。 
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定期的に自動的にバックアップを行うには次の設定を続けて行って<ださい。 

8. [編集]画面で[世代]、[スケ 
ジュール]、[時刻]を指定する。 

ち図の例では[毎週月曜日の朝9:00 
にバックアップをとる。バックアッ 
プファイルは3世代分残す]設定を 
行う場合を示しています。 

世代 

バックアップファイルをいくつ残 
すかを指定します。バックアップ 
ファイルを保管するディスクの容 
量と、あ要性に応じて指走して<だ 
さし、世代を1じずると、パックアッ 
プを実巧するたびに前回のバック 
アップ内容を上書きすることにな 
ります。 

スケジュール 

バックアップを実行する日を指をします。[毎日]、[毎卸，[毎月 L および[バッ 
クアップしない]から選択します。 

[毎週]を指をする場合はち側の匯日も選がしてください。 

[毎月]を指をする場合はち側のテキストボックスに日付を入力してください 

いずれの場合も指走した日がに本体の電源とバックアツプ先のマシンの電源が入っ 
ていない場合はバックアップできないのでを意してください。 



時刻 


[スケジュール]で指定した日付の何時何分にバックアップを行うかを指定しまず。 
指定した時刻に本体の電源とバックアップ先のマシンの電源が ON になっていない 
場合はノ ^’ックアツプできないのでを意してください。 


9. [編集]画面下の[設定]をクリッ 
クずる。 


£集 


説巧： 

世巧： 

スケジュール： 


巧别： 


システムの設定コァイル 

广 

广ち日 

(* 苗■巧！ [^昭日こ] 

广巧ち r 日 
广パックアッブしない 
|9 ■寺护 みにバックアッブ 


バックアッブ方巧： 

厂口ーカルディスクデイレクトり： 


P Samba 


ワークグルーブさ!: 
( NT ドイインを） 

Windows マシンる： 


みちる： 


/var/backup 


workgroup 


win pc 


cschebsckuD 



W 上で、定期的に自動的にバックアップを行う設定は完了です。 
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バックアップの実行 

バックアップの処理は「システムのバックアップファイルグループの設定」で指走した日時に 
本体の電源とノ \‘ックアップ先のマシンの電源が人っていない場合は、パックアップされません 
のでを意してください。 


■ J ストア 


バックアップファイルは4つの各バックアップファイルグループごとにシステムにリストア 
ずることができまず。 

ここでは例として[バックアップ手順の例]で設定を行った[システム設定のファイル]グ 
ループのファイルのバックアップファイルをシステムにリストアする隐の操作手順の例を説 
おしまず。 


1 . Management Console 画面左の 

[システム]画面が表示されまず。 

2. [システム]画面の[その他]一覧 
の[バックアップ/リストア]をク 
リックする。 

[バックアップ/リストアー覧]画面 
が表示されます。 

3. -覧の[システムの設定ファイル] 

の左側の[リストア]をクリック 
する。 

[リストア]画面が表示されます。 


アイコンをクリックする。 


■その他 1 

システム巧が 

ロヴ昔巧 


AHVALB モ-ド i きち 

巧別記ち 


ネット9—ク 

巧ず用パスワード 


バックアッブルストア 

キャッシ a デー5刖除 


宫巧をバスワード 

ブロキシサーバが巧ま示 


アク它スロヴ巧巧 1 

システム巧長化 i をを 





■ バブウア9ブ/リストアー長 

! 巧3^ 1 

1 或 afl 

世代巧 

タイ まシヴ 

1 バッ^^バ で 
'! 漏 ま f リストア 1 

> ステムの設定ファイル 

5 

"ッウアリプしない 

\ パ 与 

漏集 1》ち 1 

プ□キシサー"の試ちファイル 

5 

ルタウアリブしない 

バックァッブ 1 

mm 1 U スト 7 1 

き桂□ヴファイル 

5 

バッウアリプしない 

バックァッブ 1 

福を 1 U スト 7 1 

ブ□キシアウたス統計 1 博報 

5 

がタウアジブしない 
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4. 


[リストア]画面で[バックアップ 
の U ストア先]、[バックアップ方 
式]、 [ U ストアずるバックアップ 
ファイル]を指定し、[リストア] 
をク IJ ックずる。 

通常は、デフォルトで最もま斤しい 
バックア 、ソプ ファイルが違択され 
ていまず。そのまま実行ずれば、最 
新のバックア 、ソプ ファイルがリス 
トアされます。 


バックアッブのリストアホ 

广 元のディレクトリにリストアする 
P 則のディレクトリにリストアする 


ディレクトリる : |/tmp 


バックアッブホ巧： I ローカルディスクニ! 

透巧したパックアッブファイルからリストアタ行うディレクトり 


」 


リストアするパック アツブススイ ル 

表示ライン閒:ド"〇〇 



ファイル皂 

パックアッブ日巧 

サイズ 

( kB ) 

1 广 

backup _ confJ . tg2 12002/10/27 07:18:56 

670.4 

k 

bacl < up _ conf_].lgz 2002/10/27 07:20:22 

669.9 

广 | backup _ conf _2 . tg2 

2002/10/16 22:51:11 

683.5 

1 广 

backuP - Conf — 3 .tgz 

2002/10/17 14:12:08 

870.4 

广 

backup _ conf _4. ts 之 

2002/10/27 07:10:04 

669.9 


ま示 


2ド002/10/27 07:10:04 I 669.9 

9 — 


[元のディレクトリにリストアずる]を選択した場合、現在のファイルの内容が 
邑3 バックアップしておいた内容で上書さされまずのでま意してください。 


已. 「 U ストアしまず。よろしいですか？」といラダイア□グボックスが表示されます。 
U ストアする場合は [ OK ] をク U ックする。 

リストアをしない場合は、[キャンセル]をクリックしてください。 



選択したバックアップファイルの内容を参照したい場合は、[表示]をクリッ 
クしてください。 
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NEC Express 日日00シリ-ズ 
InterSec 

Express 日日日日/ CS 30 Of 


巧巧•管理ソフトウェア 


システムを監視.管理するための専用ソフトウエアじついて説巧します。 

EXPRESSBUILDER ( 102ぺージ） 

添付の 「 EXPRES 雄 ULDER 」 DVD か6の起動ち法と EXPRESSBUILDER が提 
供する機能について説 S 月しています。 

ディスクアレイコンフイグレーシヨン （107 ぺージ） 

RAID システムを構築している場合のその構築ちまについて説明します。 



Universal RAID Utility り09ぺージ） 

本装置の RAID コント□-ラの管理、監視を巧うアプリケーションについて説 
S 月しています。 

巧守ツール （1 10ぺージ） 

専用の保守ユーティリティの使いちじついて説 B 月しています。 

システム診断 （1 14ぺージ） 

専用の診断ユーティリティの使い方について説巧しています。 

DianaScope (11 7ぺージ） 

ネットワークやシリアルポートを使って装置をリモートで保守することができ 
るアプリケーション 「 DianaScope 」 について説明しています。 

ESMPR 0 (11 8ベージ） 

添付の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD および「バックアップ DVD - ROM 」 にバン 
ドルされている Inte 记 ec シリーズ統合管理アプリケーション 「 ESMPRO 」 に 
ついて説 S 月しています。 

エクスプレス通報サービス （11 9ぺージ） 

本装置に何6かの障害が発生したときに自動で保守サービスセンターへ通報す 
るアプリケーション（別途契約がお要でず）について説巧しています。 
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EXPRESSBUILDER 


EXPRESSBUILDER は、本装置を保守-管理ずるための統合ソフトウ: c アでず。 


起動方法 


本体の光ディスクドライブに EXPRESS 目 UILDER をセツトして、電源を ON にすると起動しま 
す。 


W "0 BIOS の設定を間違えると 、 DVD か5起動しない場合がありまず。 
置3 EXPRESSBUILDER を起動できない場合は 、 BIOS SETUP ユーティリティ 
で光ディスクドライプが最初に起動ずるよラ順序を変更してください。 

確認ずるメニュ ー ： 「 Boot 」 


V 《こ Windows マシンに 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットすると管理アプリケー 

シヨンのインストールやドキユメントの閲覧ができる「才ートランで起動する 
メニュ ー 」が表示されます。 


起動方法には管理 PC と本体の接続の状態により、次の3つの方法がありまず。 

本体にコンソールを接続しての起動 

次の手順に従って起動して<ださい。 

1. 本体にキーボードとディスプレイ装置を接続ずる。 

2. 本体の光ディスクドライブに 「 EXPRESS 日 UILDER 」 DVD をセットする。 

3. 本体の電源を OFF / ON してシステムを再起動する。 


リブート後 > 管理 PC の画面上にトップメニューが表示され、各種保守•管理ツールを管理 PC 
か6実行できるようじなります。 


LAN 接続された管理 PC か5①起動 

DianaScope を使用しまず。詳しくは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内の 「 DianaScope オンラ 
インドキュメント」を参照してください。 


ダイレクト接続 （ COMB ) された管理 PC からの起動 

DianaScope を使用しまず。詳しくは 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 内の 「 DianaScope オンラ 
インドキュメント」を参照してください。 
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各メニューの起動について 


rEXPRESSBUILDERJ DVD を本装置の光ディスクドライブにセットして起動すると、下 
のようなメニューが起動しまず。 


Boot selection 


Os instaLlation***defauLt***. ① 

Too し menuCNormal mode ). ③ 

Too し menu ( Red i rec t i on mode ). ③ 


wO 本ツールは Configuration Tool であり 、 Windows PE 2.0を使用していま 
邑3 ず。72時間継続して使用ずると自動のに再起動されまずのでごま意ください。 


① Os installation 

本項目を選択すると、 EXPRESS 目 UILDER トップメニューが表示されます。 


NEC 


EXPRESS 目 UILDER 


step I 挡 -I 今 

ニュ ー5 出 R して， W へ J ポタンち巧してがみ k 

•RAI 口度窝ゃ0巧インストールするみ含は， r シームレス它ットアッブ巧!巧する J を注柄__てくだみ、 
•巧実な?了す5々さII 「E ぴ肚だ BUILD 口巧が了する jsa 巧してがみ k 


巧シームレスたツトア•ノブ SH 行する 

广 WiniOTo 用 OEM-KA そ巧巧する 
广' LiBlX 用ドライバディスク S 巧巧す5 

广 Limi R«ovity) :ーティシ a ンを化なすな L 山 xtf— ビス tZ ット用） 
广 RAID® コンフィグレーシ a ソ苗巧ミごーブローける 
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⑤ Tool menu(Normal mode ) 

本項目を達がすると、ツールメニューが起動します。 





巧ず/設ミ。のユーティリティです 
— Maintenance Utility ではシステム巧巧の表を、ち巧、||左などを斤います。 

- BIOS/FW Updating では日 IOS やを在 ファー ムウエアの巧巧を斤います， 

- ROM-DOS Startup FD では ROM — DOS をお巧でさの□ッビーディスクを巧巧します。 

- Test and diagnostics では装置の試篇や診断が'^ます， 

- System Management では BMC 巧巧の表示、巧定などを巧います。 （ BMC サポート時のみ） 


このメニューから、 W 下のような保守/設定用の機能を起動することができます。各 
機能の詳細については、保守ツールの章を参照して<ださい。 

a ) Maintenance Utility 

オフライン保守ユーティリティを起動しまず。 

b ) BIOS/FW Updating 

システム BIOS をアップデートします0 

C) R 0 M - D 0 S Startup FD 

ROM-DOS 起動のを作成しまず。 

d ) Test and diagnostics 
システム診断を起動しまず。 

e ) system Management 

システムマネージ;< ント機能を起動しまず。 
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③ Tool menu (Redirection mode ) 

本項目は、目 lOS コンソールリダイレクシヨン機能を使用して、コンソールレスにて 
操作ずる場合 I このみ選択して<ださい。 





このメニューから起動できる機能は、®のメニューから起動できるものと同等です。 


リモート KVM 機能を使巧しているときは、本項目ではなく®の項目を選択して 
ください。 
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才ートランで起動するメニ 


Windows 2000 + E 6.0、 WindowsXP 、 Vista または Windows Server 2003が動作している〕 
ンピュータ上で添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD をセットすると、オートラン機能により 
自動的にメニューが起動します。 



VVi セットしたタイミングによっては、自動的に起動しない場合があります。その 
irETTi ような場合は、エクスプローラから「マイコンピュータ」を選巧し、セットし 
たホディスクドライブのアイコンをダブルクリックしてくださし、。 


メニューか6は、 Windows 上で動作ずるを種バンドルソフトウエアのインストールやオンラ 
インド丰ュメントを参照することができます。 



オンラインドキュメントの中には、 PDF 形まの文書で提供されているものもあ 
ります。このファイルを参照するには、あらかじめ Adobe システムズ社賀の 
Adobe Reader がインストールされている'必、要があります 。 Adobe Reader がイ 
ンストールされていないときは、あらかじめ Adobe システムれのインターネッ 
トサイトより Adobe Reader をインストールしておいてください。 


メニューの操作は、ウィンドウに表示されているそれぞれの項目をクリックするか、ちクリッ 
クして現れるシヨートカットメニューを使用してください。また、一部のメニュー項目は，メ 
ニューが動作しているシステム•権限で実行できないとき、グレイアウト表示され選択できま 
せん。適切なシステム-権限で実行して<ださい。 


DVD を光ディスクドライブか5取り出ず前に、メニューおよびメニューか5 
■to 起動したオンラインドキュメント、各種ツールは終了させておいてください。 
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ディスクアレイコンフィ グレーシヨ ン 

ディスクアレイコンフィグレーシヨンは RAID コント□—ラに接続されている八ードディスク 
数に応じて自動的に論理ドライブ(□ジカルドライブ)を作成するユーティリティです。 

RAID コント□ーラに八ードディスクを接続して RAID のま斤規設を '再設をを巧う場合に使用し 
ます。 


使用上の注意 


ディスクアレイコンフィグレーションを実行する前にお読みください。 

• コン フィ グレーション済みの RAID コント□-ラを使用する場合、新規に論理ドライブ 
を作成する前に，既存のコンフィグレーション情報をクリアするを要があります。コン 
フィ グレーション情報をクリアすると、既をのデータは失われますのでごを意くださ 
い。 

• 本ユーティリティで RAID の設をを巧う場合、 RAID コント□—ラに接続する八ードディ 
スクの容量はすべて同じで、かつ READY 状態であるか要があります。 

• 本ユーティリティでは、指をされた八ードディスクドライブ構成で割り当て可能な最大 
容量を使用し、単一の論理ドライブを作成することができます。 

• RAID の設走を行ラ場合は、本装置がサポートしている RAID システム構成を指をしてく 
ださい。指をされた八ードディスクドライブ構成で割り当て可能な最大容量を使用し、 
単一の論理ドライブを作成します。 

• RAID の新規設定、再設定を行った場合、コンフィグレーション情報をフ□、ソピーディ 
スクに保存してください。 
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使用方法 


下の手順でディスクアレイコンフィグレーシヨンを起動し、操作しまず。 

1. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD か6システムを起動ずる。 

EXPRESSBUILDER の起動ち法は、102ぺージの fEXPRESSBUILDERJ を参照し 
てください。 

管理 PC の画面にトップメニューが表示されまず。 

2. 「ツールメニュー」を表示ずる。 

3. ツールメニューか S 「ディスクアレイコンフィグレーシヨン」を選がする。 

ユーティリティが起動し 、 RAID コント□-ラに接続された八ードディスクドライブ 
の状態と論理ドライブの状態をチェックします。 

4. 設定したい RAID システム構成を選択し、ま号を入力する。 

作成する論理ドライブの各種パラメータが表示され、お認メッセージが表示される 
場合があります。 

一表示された内容で論理ドライブを作成する場合 

「1」を逞択します。自動的に論理ドライブの作成，および初期化を開始します。 
ーユーティリティを終了ずる場合 

「9」を逞択します。ユーティリテイは終了します。 


と J 上で、ディスクアレイコンフィグレーシヨンは終了です。 
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Universal RAID Utility 

Universal RAID Utility は、 trF の RAID コント□—ラの管理、監視を行うアプリケーションで 
ず。 

• N 8 103-1 1目 RAID コント□-ラ （128 MB，RAID 0/1) 

• N 8 103-1 17 RAID コント□ーラ （128 MB，RAID 0/ 1/5/6) 

Universal RAID Utility のインストールおよび操作方法、機能じついては、添付の 
EXPRESS 巨 UILDER に収録している [Universal RAID Utility ( Linux 版）ューザーズガイド」 
を参照してください。 

ユーザーズガイドのインス I -ール、アンインス I -ールに関ずる 
記載について 


「 EXPRESS 巨 UILDER 」 DVDI こ収録している 「Universal RAID Utility ( Linux 版）ユーザーズガ 
イド」には、 Unive に al RAID Utility のインストール、アンインストールについて記載してい 
まず。これらの記述は InterSec シリーズには該当しないので注意してください。 InterSec シ 
リーズでは 、 Universal RAID Utility は工場化荷時にインス I ルした状態で化荷しています。 
特にインストールする必要はありません。また 、 Universal RAID Utility は、 InterSec シリーズ 
の RAID システムを管理ずるために必須のユーティリティです。アンインストールしないでく 
ださい。もし、誤ってアンインス!ルしてしまった場合、 InterSec シリーズのバックアッ 
プ DVD - ROM を使用してシステムごと再インストールする必要があります。 


ネットワーク経由での管理 

Universal RAID Utility は、管理対象 RAID コント□—ラを搭載するコンピュータをネ、ソトワー 
ク経由で管理する機能をサポートしていません。ネッ トワーク経由で管理するには、 
Windows のリモートデスクトップなど、リモートコンソール機能を使用してください。 
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保守ツール 

保守ツールは、本製品の予防保守，障害解が、設を等を行うためのツールです。 


巧巧ツールの起動方法 


次の手順に従って保守ツールを起動しまず。 


1. 周辺機器、本装置の順に電源を ON にする。 

2. 本装置の光ディスクドライプへ 「 EXPRESS 目 UILDERJ DVD をセットする。 

3. DVD をセットした5、リセットする （く Ctrl 〉 + く Alt > + く Delete 〉 キーを巧す) 
か、電源を日 FF /0 N して Express サーバを再起動する。 

DVD から W 下のようなメニューが起動します。 


Tool menu (Normal mode): 

□一カルコンソールで、ソールを 
使巧ずる場合に選択します。 


Tool menu (Redirection mode): 

コンソールレスでツールを使巧する 
場合に選択します。 


Boot selection i 

1 ,ホ — ■[_ Os installation *»* 


"~〇 メニューの巧期還択は rOs installation 」 となつていまず。 

Bto Boot selection メニュー表示を、10巧間操作が行われない場合は 、 「OS 
installation 」 が自動で起動しまず。 


4. □—カル〕ンソールを使用ずる場ちは 「Tool menu (Normal mode )」 を、コン 

ソールレスで使用する場合は 「Tool menu (Redirection mode )」 を選択する。 
(コンソールレスについてはこの後の「コンソールレス」を参照してください。） 

下に示すツールメニューを表示しまず。 



日.各ツールを選択し、起動する。 
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巧巧ツールの機能 


保守ツールでは W 下の機能を実行できまず。 

• Maintenance Utility 

Maintenance Utility ではオフライン保守ユーティリティを起動します。オフライン保守 
ユーティリティは、本製品のモ防保ず、障害解析を行ラためのユーティリティです。 
ESMPRO が起動できないような障害が本製品に起きた場合は、オフライン保守ユーティ 
リティを使って障害原因の殖認ができまず。 


オフラインな守ユーティ U ティは通常、な守員び使用ずるプログラムでず。才 
■to フラインな守ユーティ U ティを起動ずるとメニュー中にヘルプ（機能や操作方 
まを示ず説明）びありまずが、お理な操作をせずにオフラインな守ユーティ U 
ティの操作を熟知しているな守ヴービス会社に連経して、保牙員の指示に従つ 
て操作してください。 


オフライン保守ユーティリティを起動すると、じ(下の機能を実巧できまず。 


一 IPMI 情報の表示 


IPMKIntelligent Platform Man 明 ement Interface ) におけるシステムイベント□グ 
CEL ), センサ装置情報に DR )、 保守交換部品情報 ( FRU ) の表示や IPMI 情報のバック 
アップをします。 

本機能により、本製品で起こつた障害や各種イベントを調査し，交換部品を特定す 
ることができまず。 

一 B の S セットアップ情報の表示 

BIOS の現在の設を値をテキストファイルへ化力します。 

ーシステム情報の表示 

プ□セ、ソサ ( CPU ) や B の S などに関する情報を表示したり、テキストファイルへ化力 
したおします。 

ーシステム情報の管理 

お客様の装置固有情報や設定のバックアップ（退避）をします。バックアップを行 
うことで、ボードの修理や巧換の際に装置固有情報や設をを復旧できます。 

- システムマネージメント機能 

BMC ( Baseboa「d Management Controller ) による适報機能や管理 PC か6のリモー 
卜 制御機能を使用するための設定を行いまず。 
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• BIOS/FW Updating 

8番街で函巧される「各種团 OS / FW のアップデートモジュール」を使用して、本装置の 
B 10 S/FW (ファームウエア）をアップデートすることができます。「を種团 OS / FW の 
アップデートモジュール」については次のホームページに詳しい説明がありまず。 

『 8 ま街』： http//nec8.com/ 

各種 B の S / FW のアップデートを巧う手順は、函布される「各種 B の S / FW のアップデー 
トモジュール」に含まれる 「 README . TXT 」 に記載されています。記載内容に従って 
アップデートを行ってください。 rREADME . TXT 」 は Windows のメモ帳などで読むこと 
ができます。 

BIOS / FW のアップデートプ□グラムの動作中は本体の電源を OFF にしない 
でください。アップデート作業び途中で中断されるとシステムび起動で走なく 
な0まず。 


• ROM-DOS Startup FD 

ROM - DOS システムの起動用サポートディスクを作成しまず。 

• Test and 曰旧呂 nostics 

Test and diagnostics (システム診断）では本体上で各種テストを実行し、本体の磯能 
および本体と拡張ボードなどとの接続を横査します。システム診断を実行ずると、本体 
に応じてシステムチェック用プ□グラムが起動しまず。114ページを参照してシステム 
チェック用プ□グラムを操作してください。 

• System Management 

目 MC ( Baseboa「d Management Controller ) による通報機能や管理 PC からのリモート制 
御機能を使用ずるための設定を行いまず。 

このメニューから起動する磯能は 、 Maintenance Utility のシステムマネージ^ント磯能 
から起動ずるちのと同じでず。 
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ンソールレス 


保守ツールは、本体にキーボードなどのコンソールが接続されていなくてもを種セットアッ 
プを管理用コンピュータ借理 PC ) か6遠隔操作することができる「コンソールレス」機能 
を持っていまず。 


两 ■'J • 本装置 W 巧のコンピュータおよび他の Express 日800シリーズに使用し 

置3 ないでください。故障の原因となりまず。 

• コンソールレスでは 、 「Boot SelectionJ メニュー中の [Tool menu 
(Redirection mode )] を選択して下さい。その他を選択しても管理 
PC には表示しません。 


起動方法 

次の2通りの方法がありまず。 

• LAN 接続された管理 PC から実行ずる 

• ダイレクト接続 （ COM 目）された管理 PC から実行する 

起動方法の手順 I こついては、 「 DianaScope 」 オンラインドキュメントを参照してください。 





• BIOS セットアップユーティリティの Boot メニューで起動順岳を変えな 
いでください。光ディスクドライプが最初に起動ずるよラになっていな 
いと使用できません。 

• LAN 接続は標準 LAN ポートのみ使用可能でず。 

• ダイレクト接続はシリアルポート B のみ使用可能でず。 

• コンソールレスで本装置を遠隔操作ずるためには、操作ずる管理 PC と 
の通信ち法や詳細な設定を保存した r 設定情報ファイル J を格納したフ 
□ッピーディスクを必ず FD ドライプに挿入しておく必要がありまず。 

r 設定情報ファイル J はツールメニューのシステムマネージメント機能 
や、 DianaScope Confi 呂 uration で作成ずることびできまず。「設定情 
報ファイル」はフロッピーディスクのルートディレクトリにがずな下の 
ファイルるで作成してください。 

<設定情報ファイルる>: CSL _ LESS.CFG 

• BIOS セットアップユーティリティを通常の 絵 了方法 ly がの手段 （電源 
OFF やリセット）で終了ずるとリダイレクションが正常にできない場合 
びありまず。設定ファイルで再度設定を巧ってください。 



BIOS 設を情報はじ TF の値にセットされます。 

• LAN Controller : [ Enabled ] 

• Serial Port A : [ Enabled ] 

• Serial Port A I/O Address : [3 F 8] 

• Serial Port A Interrupt : [IRQ 4] 

• Serial Port B : [ Enabled ] 

• Serial Port B I/O Address : [2 F 8] 

• Serial Port B Interrupt : [IRQ 3] 

• BIOS Redirection Port : [Serial Port B ] 

• Baud Rate : [19.2 K ] 

• Flow Control : [ CTS / RTS ] 

• Console Type : [PC ANSI ] 
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システム診断 

システム診断は装置に対して各種テストを行います。 

「 EXPRESS 巨 UILDER 」 の 「Tool menu 」 から 「Test and diagnostics 」 を選択して診断して 
ください。 


システム診断の内容 


システム診断には、次の項目があります D 

• 本体 I こ取り付けられているメモリのチェック 

• CPU キヤ、ソシュ^モリのチェック 

• システムとして使用されている八ードディスクドライブのチェック 


システム診断を行う時は、必ず本体に接続している LAN ケーブルを列してくだ 
さい。接続したままシステム診断を行うと、ネットワークに該響をおよぼずお 
それがありまず。 



n - ドディスクドライブのチェックでは、ディスクへの書き込みは行いませ 
ん。 


システム診断の起動と終了 


システム診断には、本体に直接接続されたコンソール（キーボード）を使用する方法と、シ 
リアルポート経由で接続されている管理 PC のコンソールを使用する方法（コンソールレス） 
がありまず。 

それぞれの起動ちまは次のとおりです。 


r 保守ツール J では、コンソールレスでの通信方まに LAN と COM ポートの2つ 
のち ミ 去を記載していまずび、コンソールレスでのシステム診断では COM ポー 
卜のみを使用ずることびできまず。 


1. シャットダウン処理を行った後、本体の電源を OFF にし、電源コードをコンセント 
か5巧く。 

2. 本体に接続している LAN ケープルをすべて取り外す。 

3. 電源コードをコンセントに接続し、本体の電源を ON にする。 

4. 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD を使ってシステムを起動ずる。 
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已.本体の〕ンソールを使用して起動ずる場合は 「Tool menu (Normal mode )」 を、 
コンソールレスで起動する場合は 「Tool menu (Redirection mode ) J を選択ず 
る。 

システムじよっては ， Language selection メニューが表示される場合がありま 
If エック I す 。 Language selection メニューが表示された場合は fJapaneseJ を還択し 
まず。 


6. TOOL MENU の 「Test and dia 呂 nostics 」 を還択する。 

Test and di 明 nostics の 「 End - Use 「 Mode 」 を還択してシステム診断を開始しま 
す。約3分で診断は終了します。 

診断を終了ずるとディスプレイ装置の画面が次のような表示に変わります。 



試験タイトル 

診断ツールのを称およびバージョン情報を表示しまず。 

試験ウインドウタイトル 

診断状態を表示しまず。試験終了時には Test End と表示します。 

試験結果 

診断開始.終了.経過時圍および終了時の状態を表示します。 

ガイドライン 

ウィンドウを操作するキーの説明を表示します。 

試験簡易ウィンドウ 

診断を実行したを試験の結果を表示します。カーソル巧で < Ente 「> キーを押すと試 
験の詳細を表示します。 

システム診断でエラーをお化した場合は試験簡易ウィンドウの該当する試験結果が 
赤く反転表示し、ち側の結果に 「Abnormal End 」 を表示します。 

エラーを検化した試験に力ーソルを移動し < Enter > キーを押し、試験詳細表示に化 
力されたエラーメッセージを記録してお買い求めの目反売店、または保守サービス会 
社に連給してください。 
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1 . 画面最下段の「ガイドライン」に従い < Esc > キーを巧す。 
じ(下のエンドユーザーメニューを表示しまず。 

TeDoLi (TEst& Diagnosis On Linux) VerOOl.OO (BuildO 20901.1 .Im) 

I — Enduser Menu — i 


<Test Result> 


《Device List> 

<Log lnfo> 

<Option> 

<Reboot> 

Please choose a function by the arrow key and push Enter key. 


<Test Result > 

前述の診断終了時の画面を表示します。 

< Devic 已し ist > 

接続されているデバイスー覧情報を表示します。 

<し〇呂 lnfo > 

試,験□グを表示します。試，験□グをフ□、ソピーディスクへ保をすることができま 
す。フ□、ソピーディスクへ記歸する場合は、フォーマット済みのフ□、ソピーディス 
クをフ□、ソピーディスクドライブにセットし、く Sa \/ e ( F )> を選択してください。 

< Option > 

オプション機能が利用できまず。 

く Reboot > 

システムを再起動します。 

8. 上記エンドユーザーメニューでく Reboot 〉 を選択ずる。 

再起動し、システムが EXPRESS 目 UILDER から起動します。 

9. EXPRESSBUILDER を終了し、光ディスクドライブか 6 DVD を取り出す。 

10. 本体の電源を日 FF にし、電源コードをコンセントか S 抜く。 

11. 手順2.で取り外した LAN ケーブルを接続し直す。 

12. 電源コードをコンセントに接続ずる。 

W 上でシステム診断は終了でず。 
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DianaScope 

DianaScope は Express 5800シリーズをリモート管理するためのソフトウェアでず。 
DianaScope の機能やインストール方法についての詳細はオンラインドキュメントを参照し 
てください。 


フ 7 •(ルの度 * (E) まモ M fe 昇こ大が A) ツールの AJl ■ツ H) 

K| 

み戻る • * • 1 さ 固な ’ る巧宝互お员こ M 9 斤ィ 7 31 覃 • 团 

下 ドレスの ） 1 を ! h け D"1 9216814151 如 SO/diatiascoDe/p が es/cotnmotu/toDisD 

-1 ク 6 防 1 リンゥ》 


Empowered by Innovation 




ヴル - プ - 臣 > B 加 "> Blueberrv 


] I 苗 fi 防 J PC-AUSI !■ SHIFT-JIS J EUC-JP I UTF-S I a[Biosl 



曲 ; の : 29] 

System Date: [07/09/2004] 

Legacy 円 仰 y か [1,44/1.25 MB 3.5"] 

Leaacy hiqDpy B: DDisabled] 

Hard 折 sk Pre-Delay: [Disabled] 

> Primany ICE Master [CD-ROM] 

> Ph 帕町 I 庄 Slave 的 one] 

> Processor Settings 

Language: [English 山巧 ] 

Item Specific Help 

<TaD>, <Shirt-TaD>, or 
<Entet> selects field. 

Help Select Item Chaige Valtes Setup Defaults 

Exit Sel ect Menu Sel ect > S 止 - Menu Save and Exit . 




mmi I 

1 3 さ.灯 
>D なン 


^ 本製品において DianaScope を使巧するためじはオプションのサーバライセン 
医!^ ス ( UL 1198-001 または UL 1198-011) が必要でず。本製品には W 下のサーバラ 
イセンスが添付されています。 

• UL 1 1 98-001 SystemGlobe DianaScope Additional Server Licensed ) 
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ESMPRO 


ESMPRO / ServerMan 明 er、Server Agent は > システムの安定稼動と効率的なシステム運用を 
目的とした管理ソフトウ I アです。構成情報や稼動状ミ兄を管理し、システムの異常をお化した 
際にシステム管理をへ届報することにより、システム障害のモ防や障害に対する迅まな対処を 
巧能にします。 

添付の「バックアップ DVD - ROM 」 じは、本体を管理するアプリケーシヨン 「 ESMPRO / 
ServerAgentJ が格納されています。 ESMPRO / ServerAgent と适信を行いネットワーク上の 
管理 PC から本装置を監視するアプリケーシヨン 「 ESMPRO / ServerMan 明 e 「」 は 
「 EXPRES 犯 UILDER 」 DVD に格納されています。 

• ESMPRO/ServerManager 

ESMPRO / ServerManager の動作環境やインストール方法、アンインストール方法およ 
び運用時のを意事項については rEXPRESSBUILDERJ DVD にある 「 ESMPRO / 
ServerManager インストレーシヨンガイド」を参照してください。 

• ESMPRO/ServerAgent 

ESMPRO / ServerAgent は本装置に自動でインストールされる監視アプリケーシヨンで 
す。 ESMPRO / ServerAgent に関する詳細な説明は本体に添付の「バックア、ソプ DVD - 
ROM 」 巧にあるオンラインマニュアル （ PDF ファイル）を参照してください。 

添付のノ 、ソクアツプ DVD-ROM:/nec/doc/ 300 /esmp「o.sa/users_v42.pdf 

ESMPRO / ServerAgent は化荷時の八ードディスクにインストールミ斉みです。また、再イ 
ンストールの時も自動的にインストールされまず。 
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エクスプレス通報サービス 

エクスプレス届報サービスは，システムに発生する障害情報（予防保守情報含む）を保守センターに 
自動届報するソフトウェアです。 

本サービスを使用ずることにより、システムの障害を事前に察巧したり、障害発生時に迅速に保守を 
行ったりすることができまず。 

エクスプレス届報サービスは化荷時の八ードディスクにインストールミ斉みです。また、再インストー 
ルの時も自動的にインス トールされます。 

エクスプレス届報サービスを利巧するためには，別途契約があ要となります。詳しくは、お買いホめ 
の販売店または保守サービス会社にお問い合わせください。 



120 メモ 
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NEC Express 日日 00 シリ-ズ 
Intersec 

Express 5800 /CS 30 Of 



システムの巧張とコンフイグレーシヨン 


本装置用に用意されている各種オプションの取り付け'取りかしの手順や作業を巧う際のを意 
事項について説明しまず。システムのお張後にシステム B の S の設定を変更する'必要がある場 
合があります。この章でシステム B の S のユーティリティについて操作方法やを意事項を説巧 
しまず。 


内蔵オプションの取り付け （12 吕ぺージ） 

オプションデバイスの取り付け（または取り外し）の準備ができるまでの手順 
およびオプションデバイスの取り付け（または取りかし）の手順について説明 
しています。 

システム BIOS コンフイ グレーショ ン （ SETUP ) (147 ぺ ージ） 

BIOS SETUP ユーティリティを使った本体の入化力に関ずるコンフィグレー 
シ ョンについて説明しています。 

リセットとクリア （177 ぺージ） 

リセ、ソトする方法と内部メモリに M 0 S ) のクリアちまについて説明します。 

割り込みライン （181 ぺージ） 

割り込み設をについて説明していまず。 
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内蔵オプションの取り付け 

本体に取り付けられるオプションの取り付け方法および注意事項について記載しています。 


W -0 • オプションの取り付け/取り列し はユー ザー個人でも巧えまずが、この 

国当 場合の本体および部品の破損または運用した結果の影響についてはその 

責任を負いかねまずのでご了承ください。本装置について詳しく、専門 
のな知識を持った保守サービス会社の保守員に取り付け/取り列しを巧 
わせるよ5お動めしまず。 

• オプションおよびケーブルは弾社が指定ずる部品を使用してください。 
指定むがの部品を取り付けた結果起さた装置の誤動作または故障-破損 
についての修理は有料となりまず 


安を上の注意 


安全に正しくオプションの取りがけ/取り外しをするためじ次のを意事項を必、ず守ってくださ 
い。 



AA 

A® 

(g)® 

(S 處 

装置をを全にお使いいただくために次の注意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ W 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリやニッカドバッテリ、ニッケル水素バッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 

A\A\ 

A A 

Q 

装置をを全にお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説 
明をご覧ください。 

参 沪下ま写 

• 装置を弓1き出したげ態にしない 

• 中途半端に取り付けない 

• カバーをがしたまま取り付けない 

• 指を挟まない 

• 高温ミち意 
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静電気が策について 


本体内部の部品は静電気に弱い電子部品で構成されています。取り付け/取りかしの隐は静電 
気による製品の S な障に十分を意して<ださい。 

• U ストストラップ（アームバンドや静電気防止手袋など）の着用 

リスト接地ストラップを手首に巻き付けて<ださい。手に入らない場合は部品を触る前 
に崖体の塗装されていない金属表面に触れて身体に蓄積された静電気を放電しまず。 

また、作業中は定期的に金属表面に触れて静電気を放電するようにして<ださい。 

• 作業場所の確認 

一静電気防止処理が施された床、またはコンクリートの上で作業を巧います。 

ーカーペットなど静電気の発生しやずい場所で作業を行う場合は、静電気防止処理を 
行った上で作業を行って < ださい。 

• 作業台の使用 

静電気防止マットの上に本体を置き、その上で作業を斤って<ださい。 

• 着巧 

ーウールや化学繊維でできた服を身につけて作業を行わないで<ださい。 

一静電気防止靴を履いて作業を行ってください。 

- 取り付け前に貴金属脂輪や腕輪、時計など）を外してください。 

• 部品の取り扱い 

一取り付ける部品は本体に組み込むまで静電気防止用の袋に入れておいてください。 
一を部品の縁の部分を持ち、端子や実装部品に触れないで<ださい。 

一部品を保管'運搬する場合は、静電気防止用の袋などじ入れて<ださい。 





124 内蔵オプシヨ ンの玻 り付け 


取り付け/取りかしの準備 


部品の取り付け/取り外しの作業をずる前に準備をします。ラックからの取り外しは1人でも 
できますが、なるぺ<複数をで巧うことをお勧めします。 


A ま意 

合 (S 

装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページ jy 降の説 
明をご覧ください。 

• 

落下ミち意 

• 

装置を引を出した状態にしない 


• 

カバーをがしたまま取り付けない 


• 

指を巧まない 





• トップカバーを取り列して準備びできた後、本体を持つときに PCI ライ 

ザーを持たないでください。 



• 電源コードを本体か5取り外した後、約日柳まど待ってか6作業を続け 
てください。電源コードを取り列してか53〜4秒ほどの間、マザー 
ボード上の部品は動作を続けている場合がありまず。動作び完全に停止 
してか5作業を続けてください。 


1 . フ□ントベセルを取り付けている場合はフ□ントベセルを取り外す （3 已ページ参 
照)。 

2. 14ぺージの「取り付け/取り外しの手順」を参照して本体をラックか S 取り外し、 
じよラぶで平 S な机の上に置く。 


W -0 本体を引き出したまま放置しないでください。必ずラックか5取りがしてくだ 
さい。 
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3. トップカバーを取り外す。 

くぼみの部分に指をかけて背面へ 
向けてスライドさせてか6持ち上 
げてください。 



トップカバーを取り付けるときは、トップカバーにあるフックと本体のフレームにある穴を 
あわせてていねいに本体に置いた後、前面へ向けてスライドさせてください。 


- 


- 

前面 

1 

==^4 欄 


s め e < 1 日 

e G 1 0 



カバーの先端をシヤーシ巧 
に差し込む 


中央 











12 巨 内蔵オプションの取り付け 


取0付け/取 D かし後のお認 


オプシヨンの増設や部品の取り外しをした後は、次の点について確認してください。 

• 取りがした部品を元どおりに取り付ける 

増設や取りかしの際に取りかした部品やケーブルは元どおりに取り付けて< ださい。取 
り付けを忘れたり、ケーブルを引き抜いたままにして組みなてると誤動作の原因となり 
ます。また、部品やケーブルは中途半端に取り付けず、確美に取りがけてください。 

• 装置内部に部品やネジを置き忘れていないか確認ずる 

特にネジなどの導電性の部品を置き忘れていないことを殖認してください。導電性の部 
品がマザーボード上やケーブル端子部分に置かれたまま電源を ON にすると誤動作の原 
因とな U ます。 

• 装置内部のを却効果について確認ずる 

内部に函線したケーブルがち巧用の穴をふさいでいないことをお認してください。ち巧 
効果を失うと装置内部の温度の上昇じより誤動作を引き起こしまず。 

• ツールを使って動作の巧認をずる 

増設したデバイスじよっては、診断ユー ティ リ ティ や B の S セットアップユー ティ リ ティ 
などのツールを使って正しく取り付け6れていることを殖認しなければいけないものが 
ありまず。それぞれのデバイスの増設手順で詳しく説明しています。参照してください。 
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(f II II T つ AcZZ) 

(( II II ) ) ( <ZZ) 

( < II * * II 1 )y < 1 

ディスクベイ1 
2台目の八ードディスク 
ドライブ巧（オプション） 


ディスクベイ0 
1台目のハードディスク 
ドライブ用（オプション） 


ディスクベイ2 
3台目の八ードディスク 
ドライブ巧（オプション） 


標準装備の八 ー ドディスクドライブはシリアル ATA 2 を操庙した、1606目の容量を持ってぃ 
まず。 


mm 


□□□ 

□□□ 

□□□ 

□□□ 


• 醉社で指定していない八ードディスクドライブを使用しないでくださ 
し、。ヴードパーティの八ードディスクドライプなどを取り付けると、 
A - ドディスクドライブだけでなく本体び故障ずるおそれがありまず。 

• 異なるインターフェースの八ードディスクドライブを混在して搭載ずる 
ことはでさません。 

• 搭載ずる八ードディスクドライブの種類によって、バックプレーンボー 
ド上のジャンパの設定を変更ずる必要がありまず。下図を参考にジャン 
パの設定を変更してください。設定が異なりまずと正しくノ V — ドディス 
クドライブが動作しなくなりまず。 

* N 8 103-1 1白/117についてはジャンパの設定を変更ずる必要はあり 
ません 。 SATA HDD LED 搭載時の設定のままとしてください。 




取り付け/取りかしの手順 


次の手順に従つて部品の取り付け/取り外しをします。 

八ードディスクドライブ 

本体には、最大3台の八ードディスクドライブを搭載することができます。 


□□^^>圖圖お§5 ◎◎□日 □[ 。こ!。 I 


吕吕 

吕吕 

吕吕 
























































128 内蔵オプシヨ ンの玻 り付け 


取り付け 

次に示す手順で八ードディスクドライブを取り付けます。 


"~〇 RAID システム構成にずる場合、容量などの仕様び同じ A - ドディスクドライ 
圍3 ブを使巧して、ディスクアレイを作成してください。 


/、ードディスクドライブは、フロントべゼルを取り外すだけで取り巧け/取りか 
しを斤うことができます。 


1 . 124ページを参照して準備をする。 

2. A — ドディスクドライブを取り付けるス□ットを確認ずる。 


ス □、ソトは本装置に3つあります。左の ス □、ソトか6順に取り付けてください。 


3. 八ードディスクドライブベイ1,2 
に取り付ける場合は、ダミート 
レーを取りがす。 


ダ5— トレーは八ードディスクド 
ライブベイ1,2に人っていまず。 



ダ =- トレーは大切に保管しておいてくださし、。 
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已.ドライブキヤ1」アと八ンドルを 
しっかりと持ってス□ットへ挿入 
する。 






• 八ンドルのフックがフレームに当たるまで巧し込んでください。 

• ドライブキヤリアは両手でしっかりとていねいに持ってください。 


^ 八ードディスクドライブベイ0と POWER スイッチはお接していまず。八ード 
ディスクドライプの取り付け/取りかしの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないようじを意してください。誤って POWER スイ、ソチを巧してしまうと 
シャットダウン化 S をされてしまいます。 

6. 八ンドルをゆっくりと閉じる。 

「カチ、ソ」と音がして□ツクされます。 


"ンドルとトレーに指を巧まないようにを意して<ださい。 


^ 押し込むときに八ンドルのフックがフレームに引つかかつていることを確認 
医て巧] してください。 


1 . 本装置の電源を ON にして、 DianaScope を使しぶ ETUP ユーティ U ティを起動し 
て 「 Boot 」 メニュー （174 ぺージ）で起動順位の設定をする。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

8. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 

フ□ントべゼル左側のタブが本体のフレームに引つかかるようにしてから取り付け 
てセキュリティキーで□ックします。 






















130 内蔵オプションの取りがけ 


取り外し 


次の手順で八ードディスクドライブを取り外します。 





• A- ドディスクドライプ巧のデータについて 

取り巧した八ードディスクドライブに保存されている大切なデータ（例 
えば顧客情報やを業の経理情報など）が第兰ちへ漏洩ずることのないよ 
ラにお客様の責任において確実に処分してください。 

Windows の「ゴミ箱を空にずる J 操作やオペレーティングシステムの 
「フォーマット」コマンドでは見た目は消去されたよラに見えますが、実 
際のデータは八ードディスクドライプに書を込まれたままの状態にあり 
まず。完全に消去されていないデータは、特殊なソフトウェアにより復 
元され、予期せめ用送に転用されるおそれがありまず。 

このよラなトラプルを回避ずるために市販の消去用ソフトウェア（有償） 
またはヴービス馆償）を利用し、確実にデータを処分ずることを強く 
お勧めしまず。データの消去についての詳細は、お買いホめの販売店ま 
たは保守サービス会社にお問い合わせください。 

• 電源ケープルを取り列ずときは、次のま意を守ってください。 

- ケーブルをねじ5ない。 

- ケーブル部分を持って引っ張5ない。 

- コネクタ部分を持ってまっすぐに引き巧く。 





八ードディスクドライプび故障したためじディスクを取り外ず場合は、八ード 
ディスクドライブの DISK ランプがアンバー色に点なしているス□、ソトをあら 
かじめ磕認してください。 



1. 124ページを参照して準備をする。 
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^ 八ードディスクドライブベイ1と POWER スイッチはおあしています。八ード 
区ち巧 ディスクドライプの取り付け/取りかしの際に誤って POWER スイッチを押さ 
ないようじを意してください。誤って POWER スイ、ソチを押してしまうと 
シャツトダウン処理をされてしまいます。 


3. 八ンドルとドライブキヤリアを 
しっかりと持って手前に引き出 
す。 



4. 八ードディスクドライブを取り外したまま本装置を使用ずる場合は、空いているス 
□ットにダミートレーを取り付ける。 

已.本装置の電源を ON にして、 DianaScope を使しぶ ETUP ユーティリティを起動し 
て 「 Boot 」 メニューで起動順位の設定をずる。 

八ードディスクドライブを増設するとそれまで記憶されていた起動順位の設定がク 
リアされるためです。 

6. 取り外したフ□ントべゼルを取り付ける。 






132 内蔵オプションの巧 u 付け 


DIMM 

DIMM (Dual Inline Memory Module ) は、本体のマザーボード上の DIMM ソケットじ取り付 
けまず。 

マザーボード上には DIMM を取り付けるソケットが4個ありまず。 

モリは最大 4 G 目まで増設できます。 


W"0 • DIMM は大変静電気に弱い電子部品でず。装置の金属フレーム部分など 

na に触れて身体の静電気を逃がしてか5ボードを取り扱ってください。ま 

た、ボードの端子部分や部品を素手で触ったり、ボードを直接机の上に 
置いたりしないでください。静電気に関ずる説明は123ページで詳しく 
説明していまず。 

• 興なで指定していない DIMM を使用しないでください。ヴードパーティ 
の DIMM などを取り付けると、 DIMM だけでなくマザーボードが故障ず 
るおそれがありまず。また、これ5の製品が原因となった故障や破損に 
ついての修理は保証期間中でも有料となりまず。 


また、本装置ではメモリの Dual Channel メモリモードをサポートしています。 

Dual Channel メモリモードで動作させるとメモリのデータ転送速度が2倍となります。 
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DIMM の増設順序 

DIMM は 、 Dual Channel メモリモードを使用する場合と使用しない場合で増設順库や増設単 
位が異なります。 

• Dual Channel メモリモードを使用しない場合 

増設単位および増設順唐に制限はありません。 

• Dual Channel メモリモードを使用ずる場合 

次のを件を守って < ださい。 

一 2枚単位で取り付けてください。 

一取り付ける2枚のメモリは同じ容量で同じ仕様のものを使ってください。 

一取り付けるス□、ソトはス□ット1と3、または2と4を一組としてください（使用す 
る組に順をはありません)。 

次に搭載例を示します。 


搭載例 

Dual Channel 

メモ U モード 

ス□ット1 

ス□ット吕 

ス□ット 3 

ス□ット 4 

例1 

動作する 

1 G 巨 

DIMM { 標準） 

(ホ搭載） 

1 GB 

DIMM 

(ホ搭載） 

例2 

動作する 

1 G 巨 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

1 GB 

DIMM 

1郎 

DIMM 

例3 

動作しない 

1 G 巨 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

1 GB 

DIMM 

(ホ搭載） 

例4 

動作しない 

1 G 巨 

DIMM (標準） 

1 GB 

DIMM 

(未搭載） 

1 GB 

DIMM 














134 巧蔚オプションの吸りがけ 


取り付け 


次の手順に従って DIMM を取り付けます。 

1. 124ぺージを参照して準備をする。 

2. 取り付ける DIMM ソケットの両端 
にあるレバーを左ちに広げ、 

DIMM をソケットにまつずぐ巧し 
込む。 



DIMM が DIMM ソケットじ差し込まれるとレバーが自動的に閉じます。 

3. 手順1で取りかした部品を取り付ける。 

4. DianaScope を使って管理 PC か5本装置の BIOS セットアップユーティ U ティを 
起動して rAdvancedJ メニューの 「Memory Configuration 」 で増設した 
DIMM が BIOS か5認識されていること（画面に表示されていること）を確認する 
(2 目1ぺージ参照)。 

「 DianaScope 」 については FEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインドキュメン 
卜を参照してください。 

己 . rAdvancedJ メニューの 「Reset Confi 吕 uration Data 」 を 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは260ページをご覧ください。 

6. DianaScope を終了する。 


DIMM の向きにま意してください。 DIMM の端す側には誤挿人を防止するため 
の切りかきがありまず。 
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取り外し 

次の手順に従って DIMM を取り外しまず。 


^ • 巧障した DIMM を取り外す場合は. POST や ESMPRO で表示されるエ 

区て巧！ ラーメッセージをお認して，取り付けている DIMM ソケットをお認して 

<ださい。 

• Dual Channel メモリモードを使用する場合， DIMM は最低;2枚1組搭載さ 

れていないと本装置は動作しません。 


1. 124ぺージを参照して準備をする。 

2. 取り外ず DIMM のソケットの両側 
にあるレバーを左ちにひろげる。 

□ックが紹除され DIMM を取り外 
せます。 



3. 手順1で取り外した部品を取り付ける。 

4. DianaScope を使って管理 PC か S 本装置の BIOS セットアップユーティリティを 
起動して 「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 で増設した 
DIMM が BIOS か S 認識されていること（画面に表示されていること）を確認する 
(2 巨1ぺージ参照)。 

「 DianaScope 」 については fEXPRESSBUILDERJ DVD 内のオンラインドキュメン 
卜を参照してください。 

已. 「 Advanced 」 メニューの FReset Configuration DataJ ^ 「 Yes 」 にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは260ページをご覧ください。 

6. 故障した DIMM を交換した場合は、 BIOS セットアップユーティリティを起動して、 
「 Advanced 」 メニューの 「Memory Configuration 」 で 、 「Memory Retest 」 

を rvesj にして再起動する。 

エラー情報をクリアずるためです。詳し<は2日1ページをご覧ください。 

7. BIOS セットアップユーティリティの設定を保存して終了ずる。 

8. DianaScope を終了する。 







136 内蔵オプションの取りがけ 


PCI ボード 

本体のマザーボード上にはライザーカードが搭載されています。ライザーカードじは 、 PCI 
EXPRESS ボードを取り付けることのできるス□、ソトが2個あります。 


wO PCI ボードおよびライヴーカードは大変静電気に弱い電子部品でず。ヴーパの 
置3 金属フレーム部分などに軸れて身体の静電気を逃がしてか目 PCI ボードを取 
り扱ってください。また、 PCI ボードおよびライヴーカードの端子部分や部品 
を素手で邮ったり、 PCI ボードおよびライザーカードを直接机の上に置いたり 
しないでください。静電気に関ずる説明は123ページで詳しく説明していま 
ず。 



PCI #1 側 
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オプションデバイスと取り付けス□ッ I 覧 



ライザーカード 

標準 





ス□ット 
{バス A ) 

ス□ット 
いくス B ) 





PCie #1 

PCle #2 


型名 

製品名 

PCI ス□ット性能*1 

xl レーン 

x8 レーン 

備考 


PCI ス □ツ トサイズ 

Low 

Profile 





PCI ボードタイプ 

x8 ソケット 




搭載可能なボードサイズ 

200 mm LU 下 


N 8103 -11 目 

RAID コント□ーラ* 2 
(128MB,RAID1) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

〇 


N 8103 -117 

RAID コント□-ラ*3 
(128MB，RAIDS) 

(力ー ド性能： PCI EXPRESS(x8)) 

- 

〇 


N8 104- 122 

1000 臣 ASE-T 接続ボードに ch) 

(力ード性能： PCI EXPRESS(x4)) 

〇 

〇 

10 巨 ASE-T はホサポー 
ho 


〇搭載可能 一搭載不可 

*1 レーン：起送性能（転送帯域）を示ず。く例>1レーン=2.日郎 PS 、 4レーン =10(3 bps 
ソケット：コネクタサイズを示ず。ソケット数 U 下のカードが接続巧能。 

く例>乂4ソケ、ソト^パカード、 x 4 カードは搭載巧能。 x 8 カードは搭載不可。 

* をカードの機能詳細についてはテクニカルガイドを参照ください。 

* 同ーバス巧に異なるカードを実装した場合はほい方の周波数で動作します。 

* 製品をのカッコ巧に記載されたカード性能とはカード自身が持つ最高動作性能です。 

* 本体 PCI ス□、ソトよりも PCI 力ードの動作性能のほうが高い塌含は、本体 PCI ス□、ソト性能で動作します。 

*2 N 8103-116 RAID コント□-ラで構襲可能な構成は RAID 1 のみとなります。 

*3 N 8103-117 RAID コント□-ラで構襲可能な構成は RAID 日のみとなります。 

標準ネッ ト ワークについて 

* 標準ネットワーク（オンボード）で AFT / AL 己の Teaming を組むことが可能。 

ただし.標準ネットワークとオプション LAN ボードで同一の AFT / AL 巨の Teaming を組むことは不可。 

搭載可能なボードのサイズ 
* 日 V 力ード/ FullHeight 力ードは実装不可。 

* Low Profile 力ードの場合：奥行き 131 mm まで、幅 64.4 mm まで 
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取り付け 


次の手順に従ってライザーカードにボードを取りがけます。 


✓ • PCI ボードを取リイ寸けるときは，ボードの巧続部のお:！犬と PCI ボードス 

□ットのコネクタお状が合っていることをお認してください。 

• オプションの RAID コント□ーラはお状に圉係なく，ライザーカードの 
フル八イト側 ( PCIe #2) じ取り付けて<ださい。 


两"〇 本装置に取り付けることのできる PCI ボードはシヨートタイプのみでず。□ン 
置 3 グタイプは取り付けることびできません。 


1. 124ぺージを参照して準備をする。 

2. ライヴーカードを固定しているネ 
ジ2個を外して、ライヴーカード 
の両端を持ってまっすぐ持ち上げ 
て本体か S 取り外す。 


窗 




"~〇 取り外した増設スロットカバーは、大切に保置しておいてください。 
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4. ライヴーカードに PCI ボードを取 
り付ける。 

ライザーカードの ス□、ソ ト部分と 
PCI ボードの端子部分を合わせ 
て、痛実に差し込みます。 



wO • ライザーカードや PCI ポードの端モ部分およびボードに実装されている 
ra 司 電子部品の信号ピンには触れないでください。ミちれや油び巧いた状態で 

取り付けると誤動作の原因となりまず。 

• うまくボードを取り付け6れないときは、ボードをいったん取り外して 
か6取り付け直してください。ボードに過度の力を加えると PCI ボード 
やライザーカードを破損ずるおそれびありまずのでを意してください。 


PCI ボードのブラケットの端が、ライザーカードのフレーム巧に差し込まれて 
医て巧！ いることをお認してください。 


已. PCI ボードを手順3でがしたネジで固定する。 



6. 手順2で取り外したネジ1個で固 
定して、ライヴーカードをマヴー 
ボードのス□ットに接続ずる。 

ライザーカードの端す部分とマ 
ザーボード上のス□、ソト部分を合 
わせて、確実に差し込みます。 



差し込む際にライザーカードのフレームじある.匿体フレームに引っかけるた 
巨て巧] めのツメが正しく勘合していることをお認して<ださい。また，差し込んだ後， 
図のようじライザーカードのフレームを指で巧し，ライザーカードの端子部分 
が完全に見えなくなるまで押し込んでく ださい。 
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ス取り外した部品を取り付ける 

8. DianaScope を使って管理 PC か5本装置の BIOS セットアップユーティ U ティを 
起動して 「 Advanced 」 メニューの [ResetConfiguration Data 」 を fYesJ 
にする。 

八ードウエアの構成情報を更新するためです。詳しくは158ページをご覧ください。 
また、お要に応じて搭載したボードが持つオプション ROM の展開をするかどラかを 
確認してください。 


取り外し 

ボードの取り外しは，取り付けの逆の手順を巧ってください。 

ボードをしっかりと持って取り外してください。また、取りかしの際に本体が動かないよう 
別の人に本体を押さえても6いながら取りかしを巧ってください。 


PCI ス□ットに搭載したオプションの LAN ボードに接続したケーブルを巧く 
Bto ときは、コネクタのツメが手では巧しにくくなつているため、マイナスドライ 
バなどを使用してツメを巧して巧いてください。その際に、マイナスドライバ 
などび LAN ポートやその他①ポートを破損しないよ5十分•にま意してくださ 
し、。 


ボードを取り外したまま運巧する場合は、ライザーカードに取り付けられていた増設ス□、ソ 
ト カバーををず取り付けてください。増設ス □、ソ ト カバーはネジで固をしてください。 


ボードの取り外しや交換-取り付けス□ットの変更をした場合は团 0 S セット 
アップユーティリティを起動して 、 rAdvancedJ メニューの [Reset Con ¬ 
figuration Data 」 を rvesj にして、 A - ドウ:！:アの構成眉報を更新してく 
ださい。 
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N 8 103-1 16/117 RAID コント□-ラ 

オプションの N 8103 -1 16および N 8103 -1 17 RA にコント日ーラを取りがけると、本体内蔵 
の八ードディスクドライブやオプションの八ードディスクドライブベイに搭載した八ード 
ディスクドライブを 「 RAID システム構成」で使用することができまず。 


，■〇 • RAID コント□-ラは大変静電気に弱い電子部品でず。本体の金属フ 

レーム部分などに触れて身体の静電気を逃びしてか 6 RAID コント □- 
ラを取り巧ってください。また、 RAI □コント□-ラの端子部分や部品 
を素手で邮ったり、 RAID コント□-ラを直接机の上に置いたりしない 
でください。静電気に関ずる説明は123ぺージで詳しく説0月していま 
ず。 

• RAID システム構成に変更ずる場合や、 RAID を変更ずる場合は、バー 
ドディスク ドライブを初期化しまず。 RAID システムとして使用ずる 
八ードディスクドライブに大切なデータがある場合は、バックアップを 
別のノ V — ドディスクドライブにとってか5ボードの取り付けや RAID シ 
ステムの構築を行ってください。 

• RAID システムを構築ずるには2台 W 上の八ードディスクドライプび必 
要でず。 

• J \- ドディスクドライブはパックごとに同じ容量-性能を持ったものに 
してぐださい。 


RAID コント□-ラを取り付ける攝合は、 DianaScope を使って己 I 0 S セット 
臣エック I アップユーティリティの 「 Advanced 」 メニューの 「PCI Configuration 」 で 
「PCI Slot n Option ROM」（n : ス□、ソト番号)のパラメータが 「 Enabled 」 じ 
なっていることをお認して<ださい。 



RAID 1 の RAID システム構成にすると、ディスクの信頼性が向上するかわりに 
RAID システムを構成するハードディスクドライブの総容量に比べ、実際に使 
用できる容量が小さくなります。 


本体内蔵型の八ードディスクドライブでサポートしている RAID レベルとその説明は W 下のと 
おりとなります。 

• RAID 1 (ミラーリング） 

2台の八ードディスクドライブに対して同じデータを記録する方法です。この方法を「ミ 
ラーリング」と呼びます。データを記録するときに同時に2台の八ードディスクドライブ 
に記録するため、使用中に一ちの八ードディスクドライブげ巧障しても，もう一方の正 
常な八ードデイスクドライブを使用してシステムダウンずることなく継続して運用ずる 
ことができます。 



• データを2台の A - ドディスクドライブへ同時に U - ド/ライトしている 
ため、を体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣りまず。 

• アレイの論理容量は、接続されたけードディスクドライブ1台と同じと 
な0まず。 
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• RAID 己（ストライピング+パリティ） 

ストライピングにより3台の八ードディスクドライブに分散してデータを記録します。ま 
たストライピングされたデータのパリティ情報も各八ードディスクドライブに分散して 
記録されまず。ディスクは冗長性を持っていまず。 


• データを3台の八ードディスクドライブへ同時にリード/ライトしている 
ため、単体ディスクに比べてディスクアクセス性能は劣りまず。 

• パリティデータを保をずるため、3台の八ードディスクドライブの総客 
量より若干容量が少なくなりまず。 


ケーブルのルーティング 

オプションの RAID コント□-ラにインタフエースケーブルを取りがける場合、ケーブルの 
ルーティングが必要です。以下の國を参考にケーブルをルーティングしてください。 


ケーブルの1番ピン （ A マークのあるピン）をバックプレーン 
ボード上の J 11ピンの1番ピン（太線マーキング側）に接続して 
ください。 



取り付け 


RAID コント□-ラの取り付けは 「 PCI ボード」を参照してください。 SAS 八ードディスクド 
ライブを RAID システム構成じする場合は、別売の内蔵 SAS ケーブルがを要です。 


取りがし 

ボードの取り外しは、取り付けの逆の手順を巧ってください。 

その際、」11ピンとマザーボード上の SG 円01コネクタを、インタフエースケーブルで接続し 
直してください。また、ボードを取り外したまま運巧する場合は、ライザーカードに取り付け 
6れていた増設ス □、ソ トカバーををず取り付けてください。増設ス □、ソ トカバーはネジで固を 
してください。 
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RAID システム構築時のを意事項 


RAID コント□-ラを取り付けて内蔵の八ードディスクドライブを RAID システム構成にする 
場合は、次の点じついて殖認してください。 

• ( N 8103 -1 16 RAID コント□-ラをごネ拥の場合)同じ容量を持つ SATA タイプの八ード 
ディスクドライブを2台じ(上搭載していること。 

• ( N 8103 -1 17 RAID コント□-ラをご利用の場合)同じ容量を持つ SATA タイプの八ード 
ディスクドライブを3台搭載していること。 

• RAID システム構成の RAID(Redundant Arrays of lnexpensive [ lndep 飢 dent ] Disks ) レ 
ベルの 「 RAID 1」 または 「 RAIDS 」 の RAID レベルを違択.設定すること。 

内蔵の八ードディスクドライブにシステムをインストールする場合は、ボード上のチップに搭 
載されている 「 WebB の S 」 を使用します。 WebB の S は本体の電源を ON にした直後に起動す 
る POST の途中で起動ずることができます。詳し<は、各 RAID コント□ーラに添付の説明書 
を参照してください。 
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冗長フアン 

本装置標準装備のファンとオプションのファンを交換ずることにより、冷却ファンの冗長化 
をすることができます。 

[標準装備時] 


装置前面側 装置背面側 



[オプションフアン接続時] 

装置前面側 装置背面側 



コネクタ3、5、7、9、11じはシングルファンのケーフル（ホ、黄、黒、茶）を接続、 
コネクク4、6、8、10、12にはダブルファンのケーブル（白.グレー、オレンジ、紫) 
を接続してください。 
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交換 


1. 124ぺージを参照して準備をする。 


2. フアンケープルを取り外ず。 



3. フアン上部のプラスチック部分を 
軽く内側に巧しなが S つまみ、 
まっすぐ上に持ち上げ、取り外 
す。 



4. オプションフアン上部のプラス 
チック部分を軽く内側に巧しなが 
6装着ずる。 
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已.フアンケーブルを接続ずる。 

ファンケーブルはあ6かじめツイ 
ストしておき> ケーブルがトップ 
カバーとファンまたはシャーシに 
巧まれないようにルーテイングし 
てか6コネクタに接続してくださ 
し'! 



ファンケーブルをあ続するコネクタをよくお認してください。 


6. バックプレーンボード上の J 14ジャンバピンを変更ずる。 

下図を参照して変更してください。 



マザーボード 


TH 


〇 〇 〇 
〇 〇 〇 




□I 


シングル時 

J14 
」16 
」18 
J20 

ダプルファン時 
」14 
J16 
」18 
J20 


バックプレーンボード 


その他のジャン/くの設定は変更しないでください。本装置の故障や誤動作の原 
BE 因となりまず。 



オプシヨンファンから標準装備のファンに交換する場合もコネクタの位置に 
'ま意しながら手順2〜手順5を参照して斤ってくださし、。 
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システム BIOS コンフイグレーシヨン （ SETUP ) 

Basic Input Output System ( BIOS ) の設を方法について説日月します。 

本装置を導入したときやオプションの増設/取り外しをするときはここで説明する内容をよく 
理解して、正しく設定して<ださい。 

SETUP は八ードウエアの基本設定をするためのユーティリティツールです。このユーティリ 
ティは本体巧のフラッシュメモリに標準でインストールされているため、専用のユーティリ 
ティなどがな < ても実行できまず。 

SETUP で設定される内容は，化荷時に最も標準で最適な状態に設をしていますのでほとんど 
の場合において SETUP を使用する必要はありませんが、この後に説明ずるような場合などを 
要に応じて使用してください。 


• SETUP の操作は、システム管理ちヴドミニストレータ）び行ってく 

置3 ださい。 

• SETUP では、 A •スワードを設定ずることびでをまず。パスワードには、 
「 SupervisorJ と fUserJ の2つのレベルびありまず 。 「SupervisorJ 
レベルのパスワードで SETUP を起動した場合、ずべての項目の変更が 
できまず。 「 Supervisor 」 のパスワードが設定されている場合、 

「 Used レベルのパスワードでは、設定内容を変更できる項目び限6れ 
まず。 

• 0 S (オペレーティングシステム）をインス!ルする前にパスワード 
を設定しないでください。 

• SETUP は、最新の八’ージョンがインス!ルをれています。このため 
設定画面が本書で説明している内容と異なる場合がありまず。設定項目 
については、オンラインヘルプを参照ずるか、保守サービス会社に問い 
合わせてください。 

• SETUP は Exit メニューまたは < Esc >、 く F10〉 キーで必ず後了してく 
ださい。 SETUP を起動した状態でパワーオフ、リセットを巧った場合 
には SETUP の設定が正しく更新されないことがありまず。 
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起動は DianaScope を使って本装置に接続されたリモートコンソールから行います。 

本体の電源を ON にするとディスプレイ装置の画面に POST (Power On Self - Test ) の実行巧 
容が表示されます。 

しば6くずると、次のメッセージが画面左下に表示されます。 

Press < F 2> to enter SETUP 


ここで < F 2> キーを押ずと、 S 口 UP が起動して Main メニュー画面を表示します。 


W 前に S 口 UP を起動してパスワードを設定している場合は、パスワードを入力する画面が表 
示されまず。パスワードを人力してください。 


Enter password L J 

パスワードの入力は，3回まで行えます。3回とわ誤ったパスワードを入力すると、本装置は 
動作を停止します（これより先の操作を巧えません)。電源を OFF にしてください。 



バスワードには、 「 Supervisor 」 と 「 User 」 の2種類のバスワードがあります。 
「 Supervisor 」 では、 SETUP でのすベての設をのが態を確認したり、それらを 
変更したりすることができます。 「 User 」 では、確認できる設をや、変更でき 
る設をに制限があります。 
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キーと画面の説明 


キーボード上の次のキーを使って SETUP を操作しまず（キーの機能については、画面下にも 
表示されていまず）。 


現在表示しているメニューを示す 


サブメニューが， 
あることを示す 


PhoenixBIOS Setup Uti 


► System P 



設定項目 


► Console Redirection 

► BMC LAN Configuration 

» Event Log Configuration 

Assert NMI on 5ERR: 

FRB-2 Policy: 

■ Boot Monitoring: 

Boot Monitoring Policy: 
Thermal Sensor: 

BMC IRQ: 

Post Error Pause: 

AC-LINK: 

Power ON Delay Time: 
Platform Event FiLtering; 


[Enabled] 
[Disable BSP] 
[Disabled] 
[Retry 3times] 
[Enabled] 

[IRQ 11] 
[Enabled] 

[Last State] 

[ 20] 

[Enabled] 


Item Specific Help 


Additional setup 
menus to view server 
management features. 


オンライン 

ヘルプ 

ウインドウ 


FI Help 
Esc Exit 


Select Item 
Select Menu 


• /+ Change Values 
、 Enter Select ► Sub-Menu 


F9 Setup Defaults 
F10 Save and Exit 


キーの 機能説明 


パラメータ（選択すると文字が反転する*) 

* き動的にコンフィグレーションされたものや横化されたもの、情 
報の表示のみやパスワードの設定により蛮更が許可されていない 
項目はグレーアウトされた表示になります。 


□ カーソルキー（す、 1) 

画面に表示されている項目を選択します。文字の表示が反転している項目が現在選 
択されています。 


□ 力ーソルキー^卜、一） 

Main や Advanced 、 Security 、 Server . Boot、Exit などのメニューを選択します。 

□ く一 >キー / <十>キー 

選択している項目の値（パラ^-夕）を変更しまず。サブメニュー（項目の前に 
「►」がついているもの）を選択している場合、このキーは無効です。 

□ く Ente「> キー 

選択したパラメータの決定を巧うときに押します。 


□ < Esc > キー 

ひとつ前の画面に戻ります。また値を保存せずに SETUP を終了します。 

□ く 巧> キー 

現在表示している項目のパラ六ータをデフォルトのパラ六ータに戻します（化荷時 
のパラータと異なる場合があります)。 

□ く F10> キー 

SETUP の設定内容を保ちし、 SETUP を終了します。 
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設定例 


次にソフトウエアと連携した機能节、システムとして運用ずるときじ必要となる機能の設定例 
を TT： しまず。 


日付-時刻関連 


「M 却 n」 一 「System iime」、「System Date」 



「 ESMPRO / ServerMana 呂 er 」 を使ってネットワーク経由で本体の電源を制御ずる 

「Advanced」 一 fAdvanced Chipset Control」 一 「Wake On Ring」 一 「Enabled」 


UPS 関連 


UPS と電源連動（リンク）させる 

一 UPS から電源が供給されたら常Iこ電源を ON させる 
「Server」 ^ 「AC-LINK」 一 「Power On」 

- POWER スイッチを使って OFR こしたときは、 UPS から電源が供給されても電源を 
OFF のままにする 

「Server」 ^ 「AC-LINK」 一 [Last State」 

一 UPS から電源が供給されても電源を OFF のままにずる 
「Server」 ^ 「AC-UNK」 一 「Stay Off」 


起動関連 


本体に接続している起動デバイスの順番を変える 

「Boot」 ^起動順唐を設をする 

POST の実行内容を表示ずる 

「Advanced」 一 「Boot-time Diagnostic Screen」 一 「Enabled」 

リモートウェイクアップ機能を利用ずる 

モデムから： 「Advanced」 一 「Advanced Chipset Control」 

一 「Wake on Ring」 一 「Enabled」 

RTC のアラームから： 「Advanced」fAdvanced Chipset Control」 

一 「Wake on RTC Alarm」 一 「Enabled」 


HW コンソール端末か 5 制御ずる 

「Server」 ^ 「Console Redire は ion」 ^それぞれの設定をする 
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メモリ関連 


搭載しているメモリ （ DIMM ) のが態を確認ずる 

「Advanced」 ^ 「Memory Configuration」 一 [DIMM Group #n Status」 一表示を確 
調する (n: 1 〜 4) 

画面に表示されている DIMM グループとマザーボード上のソケットの位置は下図のよう 
に対応しています。 


本体背面 



DIMM #4 
DIMM #3 
DIMM #2 
DIMM#1 


メモリ （ DIMM ) のエラー情報をクリアずる 

「Advanced」 ^ 「Memory Configuration」 一 「Memory Retest」 一 「Yes」 ^再起動 
するとクリアされる 


CPU 関連 


搭載している CPU の状態を確認ずる 

「Main」 ^ 「Processor Settings」 一表示を fit 認する 

画面に表示されている CPU 番号とマザーボード上のソケットの位置は上國のように対応 
していまず。 

CPU のエラー情報をクリアする 

「Main」 ^ 「Processor Settings」 一 [Processor Retest」 一 「Yes」 一再起動すると 
クリアされる 


キーボー ド関連 


Numlock を設定ずる 

「Advanced」 ^ 「NumLock」 一 fOnJ 谓効）/ 「Off」 （無効：初期値) 


イベント□グ関連 


イベント□グをクリアずる 

「Server」 一 「Event Log Configuration」 ^ 「Clear All Event Logs」^「Enter」 一 「Yes」 
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BIOS レベルでのパスワードを設定ずる 

["Security」 一 ["Set Supervisor Password」 ^ パスワードを入力ずる 

管理者パスワード （Supervisor）、 ユーザーパスワード (User) の順に設定:します。 


が付けデバイス関連 


I / O ポートに対する設定をずる 

rAdvancedJ ^ [Peripheral Configuration」 一ぞれぞれの I/O ポートに対して設定をずる 


内蔵デバイス関連 


本装置内蔵の PCI デバイスに巧ずる設定をずる 

rAdvancedJ ^ 「PCI Configuration」 一それぞれのデバイスに対して設定:をする 

オプションの PCI ボードの ROM を展開させる 

「Advanced」 一 「PCI Configuration」 一 「PCI Slot n Option ROM」^「Enabled」 
n: PCI ス□ットの番号 

A - ドウエアの構成情報をクリアずる（内蔵デバイスの取り付け/取りがしの後） 

「Advanced」 一 [Reset Configuration DataJ 「Yes」 一再起動するとクリアされる 

— "〇 「 Advanced 」 メニユーの 「Peripheral Confi 呂 uration 」 一 fSATA 
H 丰 3 Controller Mode Option 」 を 「 Enhanced 」 に設定し 、 「AdvanceclJ メニユ ー 
の 「Peripheral Confi 良 urationj 一 「SATARAIDJ を |"Enabled 」 に設定 
してください。ネ刃期値 （「 Disabled 」） のまま起動ずるとバードディスクドラ 
イブのデータが壊れる場合がありまず。 
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設定内容のセーブ関連 


BIOS の設定内容を保巧ずる 

「Exit」 一 「Exit saving Changes」 

変更した BIOS の設定を破棄ずる 

「Exit」 一 「Exit Discanding Changes」 または 「Discard Changes」 

BIOS の設定をデフオルトの設定に戻ず（出荷時の設定とは異なる場合びありまず) 

「Exit」 一 「Load Setup Defaults」 

現在の設定内容を保をずる 

「Exit」 一 「Save Changes」 

現在の設定内容をカスタムデフオルト値として保存ずる 

「Exit」 一 「Save Custom Defaults」 

カスタムデフオルト値を□ー ドずる 

「Exit」 一 「Load Custom Defaults」 
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パラメー タと説明 


SETUP には大きく目種類の^ニューがあります。 

参 Main メニユー（一 1 已 5 ぺージ） 

• Advanced メニユー（一 1 已 8 ぺージ） 

• Security メニユー（一 1 色 4 ぺージ） 

• Server メニユー（ -67 ぺージ） 

• Boot メニユー ( 一 174 ぺージ） 

参 Exit メニユー（一 17 已ぺージ） 

このメニューの中からサブメニューを選択することによって、さらに詳細な機能の設定ができ 
ます。次に画面1こ表示されるメニュー別に設定できる機能やパラメータ、化荷時の設定を説明 
しまず。 
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Main 

SETUP を起動ずると、はじめに Main メニューが表示されまず。項目の前に「►」がついてい 
るメニューは、選択してく Eriter> キーを押すとサブメニューが表示されまず。 



Main メニューの画面上で設定できる項目とその機能を示しまず。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Time 

HH:MM:SS 

時刻の設ををしまず。 

System Date 

MM/DD/YYYY 

日付の設ををしまず。 

Hard Disk Pre-Delay 

[Disabled] 

3 Seconds 

6 Seconds 

9 Seconds 

12 Seconds 

15 Seconds 

21 Seconds 

30 Seconds 

POST 中に初めて IDE デバイスへアクセスす 
る時に設をされた時間だけ待ち含わせを行 
いまず。 

SATA Port 1-3 


それぞれのチャネルじ接続されているデパ 
イスの情報をサブメニューで表示しまず。 

一部設定を変更できる項目がありますが、 

化荷時の設をのままじしておいてください。 

Processor Settings 

— 

プ□セ、ソサに PU) に関する情報や設ををする 
画面を表示しまず （1 日目ページ参照)。 

Language 

[English (US)] 

Fran が is (FR) 

Deutsch (DE) 

Espanol (SP) 

Italiano (IT) 

SETUP で表示ずる言語を選択しまず。 


[]： 化荷時の設定 
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w "0 BIOS のパラメータで時刻や日付の設定が正しく設定されているか必ず確認し 
てください。次の条件に当てはまる場含は、運巧の前にシステム時計の確認- 
調整をしてください。 

• 装置の輸送後 

• 装置の保管後 

• 装置の動作を保証ずる環境条件（温度：10で〜3己で-湿度： 20%〜 
80%)か6外れた条件下で休止が態にした後 

システム時計は毎月1回程度の割合で確認してください。また、高い時刻の精 
度を要ホずるよラなシステムに組み込む場合は、タイムヴーバ （ NTP サーバ） 
などを利巧して運用ずることをお勧めしまず。 

システム時計を調碧しても時間の経過と共に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買いホめの販売店、または保守ヴービス会社に保守を依頼してください。 


Processor Settings ヴブメニユー 

Main^ ニューで 「Processor Settings」 を選択すると、 W 下の画面が表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Main 


Processor Settings 


Item Specific HeLp 

Processor Retest : 


Select 'Yes' , BIOS 
wiLL clear historical 

Processor Speed Setting: 

1860 MHz 

processor status and 
retest aL し processors 

Processor 1 CPUID: 

06F6 

on next boot. 

Processor 1 L2 Cache: 

4096 KB 


Execute Disable Bit: 

[Enabled] 


Intel SpeedStep(R) Technology; 

[Enabled] 


Cl Enhanced Mode: 

[Enabled] 


Virtualization Technology: 

[Enabled] 


Hardware Prefetcher: 

[Enabled] 


Adjacent Cache Line Prefetch: 

[Enabled] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Processor Retest 

[No] 

Yes 

プ□セ、 ソサの エラー 情報をクリアし、次回 
起動時じずベてのプ □セ ッサに対してテス 
卜を巧います。このオプションは次◎起動 
褚じ自動的 [ こ 「 No 」 に切り替わりまず。 

Processor Speed Setting 


搭載しているプ □ セ、ソサのク□ック速度を 
表示します。 

Processor 1 CPU ID 

数値 (Oxxx) 

Disabled 

Not Installed 

数値の場合はプ □ セ、ソサ 1 の ID を示します。 
「 Disabled 」 はプ □ セ、ソサの故 P 章 、 「Not 
Installed 」 は取りかけられていないことを示 
します（表示のみ)。 

Processor11-2 Cache 


プ □ セ、ソサ 1 の二次キャッシュサイズを表示 
します（表示のみ)。 

Execute Disable Bit 

Disabled 

[Enabled] 

Execute Disable 巨 it 磯能をサポートしている 
CPU のみ表示されます。この機能を使用す 
るかどうかを設ちしまず。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Intel SpeedStep(R) 
Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ □ セ、ソサーが提供する 
「SpeedStep ( 省電力 ) 」の機能の有効/無効 
を設走します。この機能をサポートしてい 
る CPU のみ表示されまず 0 

C1 Enhanced Mode 

Disabled 

[Enabled] 

C1Enhanced モードの有効/無効を設定しま 
ず。 

Virtualization Technology 

Disabled 

[Enabled] 

インテルプ □ セ、ソサーが提供する「仮想化 
技術」の機能の有効 / 無効を設定しまず。こ 
の機能をサポートしている CPU のみ表示さ 
れまず。 

Hardware Prefetcher 

Disabled 

[Enabled] 

ハードウェアのプリフェッチャの有効 / 

無効を設をしまず。 

Adjacent Cache Line 
Prefetch 

Disabled 

[Enabled] 

メモリからキャッシュへのアクセスの最適 
化の有効 / 無効を設をします。 


[]： 出荷時の設定 
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Advanced 

力ーソルを 「Advanced」 の位置1こ移動させると、 Advanced メニユーが表示されます。 

項目の前に「►」がついているメニューは、選択してく Enter> キーを押ずとサブメニューが表 
示されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Advanced 




Item Specific HeLp 

► Memory Configuration 

► PCI Configuration 

► Peripheral Conriguraion 

► Advanced Chipset Control 


Additional setup 
menus to configure 

Memory devices. 

Boot-time Diagnostic Screen: 

[DisabLed] 


Reset Configuration Data: 

[No] 


NumLock: 

[Off] 


Memory/Processor Error: 

[Boot] 



F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit « Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目 I こついては次の表を参照してください。 


項目 

バラメータ 

説明 

Boot-time Diagnostic 

Screen 

岡 sabled] 

Enabled 

「 Enabled 」 じ設をずると， POST の内容を 
画面に表示します。 「 Disabled 」 に設をサる 
と NEC □ ゴで POST の表示を隱しまず。 
Console Redirection 中は 「 Disabled 」 に設 
をできません。 

Reset Configuration Data 

[No] 

Yes 

Configuration Data(POST で記憶している 
システム情報 ) をクリアずるときは 「 Yes 」 

じ設定します。装置の起動後じこのパラ 
メーなは 「 No 」 じ切り替わりまず。 

NumLock 

On 

[OffJ 

システム起動時に Numlock の有効/無効を設 
をします。 

Memory/Processor Error 

[Boot] 

Halt 

POST でメモリまたはプ□セツサに異常を横化 
した際の POST 終了後の動作を選択します。 
「 Boot 」 でオペレーティングシステムをそのま 
ま起動します。 「 Halt 」 で動作を停止します。 


[]： 出荷時の設走 


wO Reset Configuration Data を fYesJ に設定ずると、ブートデバイスの情報 
もクリアされまず。 Reset Configuration Data^ fYesJ に設定ずる前に、 
必ず設定されているプートデバイスの順番を言己録し、 Exit Savin 居 Changes 
で再起動後、 BIOS セットアップメニューを起動して、ブートデバイスの順番 
を設定し直してください。 
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Memory Configuration ヴブメニユー 


Advanced メニューで 「MemoryConfiguration」 を選択すると、以下の画面が表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit *- Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

System Memory 

— 

基本メモリの容量を表示しまず。 

Extended Memory 

— 

化張メモリの容量を表示しまず。 

DIMM Group #1-#4 

Normal 

メモリの現在の状態を表示しまず。 

Status 

Disabled 

Not Installed 

Error 

「 Normal 」 は;モリが正常であることを示し 
まず。 「 Disabled 」 は故障していることを、 
「Not Installed 」 はメモリが取り付けられて 
いないことを、 「 Error 」 はメモリの強制起動 
を示します（表示のみ)。 

表示と DIMM ソケットは次のようじ対応して 
いまず。 

Group #1: DIMM #1 

Group #2: DIMM #2 

Group #3: DIMM #3 

Group #4: DIMM #4 

Memory Retest 

[No] 

Yes 

メモリのエラー情報をクリアし、次回起動 
時にずべての DIMM に対してテストを巧いま 
ず。このオプションは次 ◎ 起動後[こ自動的 
に 「 No 」 に切り替わりまず。 

Extended RAM Step 

1MB 

1KB 

Every Location 
[DisablecO 

riMB 」 は 1 M 単位にメモリテストを巧いま 
ず。 riK 目」は 1 K 単位に六モリテストを巧い 
ます 。 「Every Location 」 はずべてにメモリ 
テストを行います。メモリテスト中はス 
ぺースキーのみ有効となりく F 2>、 く F 4>、 
< F 12>, く Esc> キーは無視されます。 


[]： 化荷時の設定 
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PCI Configuration サブメニユ ー 

Advanced メニューで [PCI Configuration」 を選択ずると、下の画面が表示されます。項 
目の前に「►」がついているメニューは、違択して <Ente「> キーを押すとサブメニューが表示 
されます。 


PhoenixBIOS Setup UtiLity 

Advanced 


PCI Configuration 

Item Specific HeLp 

► Onboard LAN 1 

► Onboard LAN 2 

► Onboard Video ControLLer 

PCI Slot 1Option ROM: [Enabled] 

PCI Slot 2 Option ROM: [Enabled] 

Additional setup 
menus to configure 
onboard Video 

controLLer. 


F1 Help T i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照してください。 


項目 

バ ラメータ 

説明 

PCI Slot 1-2 Option ROM 

[Enabled] 

Disabled 

PCI ス □ 、ソトに接続している PCI ボード上の才 
プシヨン ROM の展開を有効にするか無効にす 
るかを設をします。 


[]： 出荷時の設定 


wO RAID コント□-ラやし AN ボード(ネットワークブート)、円 breChanne ロン 
邑3 卜□ーラで、 0 S がインストールをれたノ v — ドディスクドライブを接続しない 
場合は、その PCI ス□ットのオプション ROM 展開を disabled 」 に設定して 
ぐださい。 


Onboard LAN 1-2 サブメニュ ー 


頂 目 

バ ラメータ 

説明 

LAN Cont 「 olleM-S 

Disabled 

オンボード上の LAN コント □- ラ 1-2 の有交力 


[Enabled] 

/ 無タカを設ちしまず。 

Option ROM Scan 

[Enabled] 

オンボード上の LAN コント □ ーラ 1-2 の 


Disabled 

团 0S の展晶の有効 / おタカを設をします。 


〔 ]: 出荷時の設定 


Onboard Video Controller サブメニュー 


項 目 

バ ラメータ 

説明 

VGA Controller 

Disabled 

オンボード上のビデオコント□ー ラの有タカ / 


[Enabled] 

お交力を設をしまず。 

Onboard VGA Option ROM 

[Auto] 

オンボード上のビデオコント □ ーラの ROM 

Scan 

Force 

展開を自動にするか強制的じずるかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設走 
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Peripheral Configuration ヴブメニユー 

Advanced メニューで 「Peripheral Configuration」 を選択すると、 W 下の画面が表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 

Advanced 



F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - Select Menu Enter Select ►Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


"~〇 害 IJ り込みべ一刀のアドレスび他と重複しないようにミ主意してください。設定 
Ifai した値び他の U ソースで使巧されてし巧場合は黄色の「*」び表示されまず。 
黄色の 「* j び表示されている項目は設定し直してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Serial Port A 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート A の有効 / 無巧を設をしまず。 

Base I/O address 

[3F8h] 

2F8 

3E8 

2E8 

シリアルポート A のためのベース I/O アドレ 
スを設をしまず。 

Interrupt 

IRQ 3 
[IRQ 4] 

シリアルポート A のための割り込みを設走し 
まず。 

Serial Port 巳 

Disabled 

[Enabled] 

シリアルポート巳の有効 / 無タカを設ちします。 

Base I/O address 

3F8 
に F8h] 

3E8 

2E8 

シリアルポート巨のためのベース I/O アドレ 
スを設定しまず。 

Interrupt 

[IRQ 3] 

IRQ 4 

シリアルポート己のための割り込みを設をし 
ます。 

USB Controller 

Disabled 

[Enabled] 

US 巨コント□ー ラの有効/無効を設定しま 
す。 

USB 2.0 Controller 

Disabled 

[Enabled] 

US 己 2.0 の有効 / お巧を設をしまず。 

Parallel AT A 

Disabled 

[Enabled] 

マザーボード上のパラレル ATA コント □- 
ラの有タカ / 無巧を設をしまず。 

Serial AT A 

Disabled 

[Enabled] 

マザーボード上の SATA コント□ーラの有交力 
/ お巧を設ちしまず。 

Native Mode Operation 

AUTO 
に erial ATA] 
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項目 

バ ラメータ 

説明 

SATA Controller Mode 

[Compatible] 

「Serial AT A 」 の設をを有効じしている場合 

Option 

Enhanced 

に機能しまず。 

マザーボード上の SATA コント□ー ラの動作 
モードオプションを選択します。 

「 Compatible 」 を選択ずると、 SATA 八ード 
ディスクドライプを自動的に横化後、一般 
の八ードディスクドライブとして制御しま 
す。 

忙 nhanced 」 を選択すると、 SATA 八ード 
ディスクドライプを自動的に横化後、ネイ 
ティブ IDE モードで八ードディスクドライブ 
を制御します。 

SATA AHCI 

岡 sabled] 

SATA のネイティブインタフェース仕様であ 


Enabled 

る AHCI (Advanced Host Controller 

Interface) の有効 / 無劾を設定しまず。 

SATA Transfer Rate 

1.5GB 

[3.0GB] 

SATA の転送レートを設定します。 


[]: 出荷時の設定 
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Advanced Chipset Control ヴブメニユー 

Advanced メニューで fAdvanced Chipset Control」 を選択すると、と又下の画面が表示され 
まず。 



項目については次の表を参照して<ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

Multimedia Timer 

Disabled 

マルチメディアじ巧応ずるためのタイマー 


[Enabled] 

の有効 / 無効を設をします。 

Wake On LAN/PME 

Disabled 

ネットワークをかしたリモートパワーオン 


[Enabled] 

機能の有効 / お巧を設をしまず。 

Wake On Ring 

[Disabled] 

シリアルポート（モデム）をかしたリモー 


Enabled 

トパワーオン磯能の有効/無効を設をしま 
ず。 

Wake On RTC Alarm 

[Disabled] 

リアルクイムク□ックのアラーム機能を 


Enabled 

使ったリモートパワーオン機能の有タカ/無交力 
を設をします。 


[]： 化荷時の設定 


W -0 Wake On Ring 機能のご即用環境において、本体への AC 電源の供給を停止し 
た場合、 AC 電源の供給後の最初のシステム起動には Wake On Rin 旨機能を利 
用ずることはできません。 Power スイッチを f 甲下してシステムを起動してくだ 
さい。 AC 電源の供給を停止した場合、時下の DC 電源の供給までは電源管理 
チップ上の Wake On Rin 居機能が有効となりません。 
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Security 

力ーソルを 「Security」 の位置に移動させると、 Security メニューが表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Security 


User Password Is: 

Supervisor Password Is: 

Clear 

Clear 

Item Specific HeLp 


Set User Password 


Supervisor Password 
controls access to the 

Set Supervisor Password 

[Enter] 

setup utiLity. 

Password on boot: 

[Disabled ： 


Fixed disk boot sector: 

[Norma し ] 


Power Switch Inhibit: 

[Disabled ： 


Disable USB Ports: 

[Disabled ： 


► Security Chip Configuration 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Set Supervisor Password もしくは Set User Password のどちらかでく En1:e「> キーを押すと 
パスワードの登録/変更画面が表示されます。 

ここでパスワードの設定を巧います。 



BTOI 


• OS のインストール前にパスワードを設定しないでください。 

• パスワードを忘れてしまった場合は、お買いホめの販売店または保守 
サービス会社にお問い合わせください。 


Security ニューで設定できる項目とその機能を示しまず。 ["Security Chip Configuration」 
は選択後、く Erite「> キーを押してサブメニューを表示させてから設定します。 


項目 

パラメータ 

説明 

Supervisor Password Is 

Clear 

Set 

スーパーバイザパスワードが設定されてい 
るかどうかを示します（表示のみ)。 

User Password Is 

Clear 

Set 

ユーザーパスワードが設定されているかど 
うかを示します（表示のみ)。 

Set User Password 

8 文字までの奠数字 

< Ente にキーを押すとユーザーのパスワード 
人力画面じなります。このパスワードでは 
SETUP メニューのアクセスじ制限がありま 
ず。この設定は、 SETUP を起動したときの 
パスワードの人力で 「 Supervisor 」 で□グ 
インしたときのみ設定できます。 

Set Supervisor Password 

8 文字までの奠数字 

く Enter > キーを押すとスーパーバイザのパス 
ワード人力画面になりまず。このパスワー 
ドですベての SETUP メニュー(こアクセスで 
きまず。この設をは、 SETUP を起動したと 
きのパスワードの入力で 「 Supervisor 」 で 
□グインしたときのみ設定できまず。 
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項目 

パラメータ 

説明 

Password on boot 

[ Disabled ] 

Enabled 

起動時にパスワードの人力を行う/巧わな 
いの設定をしまず。先じスーパバイザのパ 
スワードを設定する必要があります。もし、 
スーパーパイザのパスワードが設をされて 
いて、このオプションが無効の場合は BIOS 
はユーザーが起動していると判断しまず。 

Fixed disk boot sector 

[ Normal ] 

机 rite Protect 

IDE 八ードディスクドライブに対する書き込 
みを防ぎまず。本装置では IDE 八ードディス 
クドライブをサポートしていません。 

Power Switch Inhibit 

[ Disabled ] 

Enabled 

パワースイッチ巧止機能の有効/無効…を設 
をしまず。 

なお、強制電源 OFF (4 秒押し）は無効にで 
きません。 

Disable USB Ports 

[ Disabled ] 

Front 

Rear 

Front + Rear 

本装置から化ている USB Port の無効につい 
て設走します。 


[]: 化荷時の設を 


Security Chip Configuration サブメニユ ー 

Security メニューで ["Security Chip Configuration」 を選択し、 <Ente「> キーを押すと]; J 下の 
画面が表示されまず。 



項目については次の表を参照して<ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

TPM Supprt 

[DisablecO 

Enabled 

TPM 機能の有タカ/無効を設定します。 

Current TPM State 

- 

現在の TPM 機能のが態を表示しまず。 

Change TPM State 

[No Change ] 

Enable & Activate 
Diactivate & Disable 
Clear 

TPM 機能を変更しまず。 


[]： 出荷時の設を 
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wO 「Change TPM State ] で [No Chan 巨 e ] iy 外のパラメータを還択し 、 TPM 
Bto S ね te の変更を巧う場合、本装置再起動をの POST の,按わりにパスワードの入 
力画面が表示されまず 。 Supervisor Password を入力ずると、な下のメッ 
セージび表示されまず。 

設定変更を巧うためには Execute を選択してください。 

Enable & Activate が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State ： Enable & Activate 

Note; 

This action will switch on the TPM 

Reject 

Execute 


Deactivate & Disable が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State ： Deactivate & Disable 

Note; 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 


Clear が選択された場合： 


Physical Presence operations 

TPM configuration change was requested to 
State ： Deactivate & Disable 

Note; 

This action will switch off the TPM 
WARNING!!! 

Doing so might prevent security applications 
that rely on the TPM from functioning 

as expected 

Reject 

Execute 
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S 白 rv 白广 

カーソルを 「 Server 」 の位置に移動させると、 Server メニューが表示されます。項目の前に 
「 ► 」がついているメニューは、選択してく£が6「>丰一を押すとサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


► System Management 


Item Specific Help 


Additional setup 

► Conso し e Redirection 

► BMC LAN Configuration 

> Event Log Configuration 


menus to view server 
management features. 

Assert NMI on SERR: 

CEnabLed] 


FRB-2 Policy: 

[Disable BSP] 


Boot Monitoring: 

: Disabled] 


Boot Monitoring PoLicy: 

tRetry 3times] 


Thermal Sensor: 

[EnabLed] 


BMC IRQ: 

[IRQ 11] 


Post Error Pause: 

CEnabLed] 


AC-LINK: 

[Last State] 


Power ON Delay Time: 

: 20： 


Platform Event Filtering: 

じ EnabLed] 



FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit - Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


Server メニューで設定できる項目とその機能を示します 。 「System Management 」 と 
「Console Redirection」 、 「BMC LAN Configuration」 、 「Event Log Configuration 」 は選択 
後、く Ente 「> キーを押してサブ; < ニューを表示させてから設定します。 

項目については次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

Assert NMI on SERR 

Disabled 

[Enabled] 

PCI SERR のサポートを設をしまず。 

FRB-2 Policy 

Disable FR 巨 2 Timer 
[Disable BSP] 

Do Not Disable BSP 
Retry 3 Times 

巨 SP で FR 目レベル 2 のエラーが発生したとき 
のプ □ セ、ソサの動作を設走します。 

Boot Monitoring 

[Disabled] 

5 minutes 

10 minutes 

15 minutes 

20 minutes 

25 minutes 

30 minutes 

35 minutes 

40 minutes 

45 minutes 

50 minutes 

55 minutes 

60 minutes 

起動監視禮能の有効/無効と女イムアウトま 
での時間を設をしまず。この磯能を使用す 
る場合は、 ESMPRO/ServerAgent をインス 
トールしていない 0S から起動ずる場合 ( こは、 
この機能を無効じしてください。 
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項目 

バ ラメータ 

説明 

Boot Monitoring Policy 

[Retry 3 times] 

Always Reset 

起動監視時にタイムアウトが発生した場合 
の処理を設定しまず。 

[Retry 3times] ( こ設定ずると、タイムアウト 
の発生禮じシステムをリセットし、 0S 起動 
を 3◎ まで試みます。 

[Always Reset] に設定すると、タイムアウ 
卜発生後に OS 起動を常に試みまず。 

Thermal Sensor 

Disabled 

[Enabled] 

温度センサ監視機能の有効/無効を設ちしま 
す。有効にずると、温度の異常を核化した 
塌合 [ こ POST の終わりでいったん停止しま 
す。 

BMC IRQ 

Disabled 
[IRQ 11] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ ーラ）に割り込みラインを割り当てるか 
どうかを違択します。 

Post Error Pause 

Disabled 

[Enabled] 

POST の実行中にエラーが発生した際に、 
POST の終わりで POST をいったん停止する 
かどうかを設定します。 

AC-LINK 

Stay Off 
[Last State] 

Power On 

AC リンク機能を設走しまず。 AC 電源が再度 
供給されたときのシステムの電源の状態を 
設走します（下表参照)。 

Power ON Delay Time 

[20] - 255 

DC 電源を ON じするディレイ時間を 20 秋か 
ら之 55 秒の間で設定 : します。 AC-LINK で 
[Last StateJ または 「Power On 」 に設定 
している塌合に有効となりまず。 

Platform Event Filtering 

Disabled 

[Enabled] 

BMC (ベースボードマネージメントコント 
□ ーラ）の通報機能の有効/無効を設ちしま 
す。 


[]: 出荷時の設を 


「 AC - LINK 」 の設定と本装置の AC 電源が OFR こなってから再度電源が供給されたときの動作を 
次の表に示します。 


AC 電源 OFF の前の状態 

sni ホ 
巧疋 

Stay Off 

Last State 

Pow 白广 On 

動作中 

Off 

On 

On 

停止中 （ DC 電源も Off のとき） 

Off 

Off 

On 

強制電源 0FP 

Off 

Off 

On 


POWER スイッチを 4 秒 JU 上押し続ける操作でず。強制的に電源を OFF じしまず。 


お信電電源装置 ( UPS ) を利用して自動運転を行う場合は FAC - LINKJ の設定 
を [ PowerOnJ にしてください。 
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System Mana 甚 ement ヴブメ ニュー 

Server メニューで fSystem ManagementJ を違択し、く Ente 「> キーを押ずと、_^下の画面が 
表示されまず。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


System Management 

Item Specific Help 

BIOS Version: xxxx 

Board Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Board Seri a し Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

System Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Part Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Chassis Serial Number: xxxxxxx-xxxxxxxx 

Onboard LAN1 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Onboard LAN2 MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

Management LAN MAC Address: xx-xx-xx-xx-xx-xx 

BMC Device ID: 01 

BMC Device Revision: 01 

BMC Firmware Revision: 01.00 

SDR Revision: 01.00 

▼ 

ALL items on this meenu 

cannot be modified in 

user mode. If any 
items require changes, 
please consuLt your 
system Supervisor. 


FI Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Version 


BIOS のバージョンを表示しまず（表示の 
み)。 

Board Part Number 

— 

本装置のマザーボードの部品番号を表示し 
まず（表示のみ)。 

Board Serial Number 

— 

本装置のマザーボードのシリアル番号を表 
示します（表示のみ)。 

System Part Number 

— 

本装置のシステムの部品番号を表示します 
( 表示のみ)。 

System Serial Number 

— 

本装置のシステムのシリアル番号を表示し 
ます（表示のみ)。 

Chassis Part Number 


本装置の匿体の部品番号を表示します（表 
示のみ）。 

Chassis Serial Number 

— 

本装置の置体のシリアル番号を表示します 
( 表示のみ)。 

Onboard LAN 1 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート 1 の MAC アドレスを 
表示しまず（表示のみ)。 

Onboard LAN2 MAC 
Address 

— 

標準装備の LAN ポート 2 の MAC アドレスを 
表示しまず（表示のみ)。 

Management LAN MAC 
Address 

— 

管理用 LAN ポートの MAC アドレスを表示し 
まず（表示のみ)。 

BMC Device ID 

— 

巨 MC のデバイス ID を表示しまず（表示の 
み)。 

BMC Device Revision 

— 

巨 MC のレビジョンを表示します（表示の 
み)。 

BMC Firmware Revision 

— 

巨 MC のファームウェアレビジョンを表示し 
まず（表示のみ)。 

SDR Revision 

— 

センサデータレコードのレビジョンを表示 
しまず（表示のみ)。 

PIA Revision 

— 

プラットフォームインフォメーションエリ 
アのレビジョンを表示しまず（表示のみ）。 





























170 システム巨! OS コンフィグレーション ( SETUP ) 


Console Redirection ヴブメニユー 

Server^ ニューで 「Console Redirection」 を選択し、く Ente にキーを押すと、 W 下の画面が 
表示されます。 



項目Iこついては次の表を参照してください。 


項目 

パラメータ 

説明 

BIOS Redirection Port 

| ； Disabled] 

Serial Port A 

Serial Port 己 

このメニューで設定したシリアルポートか 
ら DianaScope や八イパーターミナルを使つ 
た管理端末からのダイレクト接続を有効に 
ずるか無効 [ こするかを設定しまず。 

Baud Rate 

9600 

[19.2K] 

38.4K 

57.6K 

115.2 K 

あ続ずる八ードウエアコンソールとのイン 
タフエースに巧用するボーレートを設をし 
ます。 

Flow Control 

None 

XON/XOFF 
に TS/RTS] 

CTS/RTS + CD 

フ □ 一制がのち法を設をします。 

Terminal Type 

PC ANSI 
[VT 100+] 

VT-UTF8 

ターミナル端未の種別を選択します。 

Continue Redirection after 
POST 

Disabled 

[Enabled] 

コンソールリダイレクションを POST 終了後 
じ継続して実ちずる機能の有効/無効を設定 
します。 

Remote Console Reset 

[Disabled] 

Enabled 

接続している八ードウエアコンソールから 
送信されたエスケープコマンド （Esc R) に 
よるリセットを有効じずるかどうかを選択 
します。 


[]： 出荷時の設定 
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BMC LAN Configuration ヴブメニユー 

Server メニューで 「BMC LAN Configuration」 を選択し、 <Ente「> キーを押すと、下の画 
面が表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


BMC LAN 

Configuration 

Item Specific Help 

IP Address 

[因.168.001.001] 

Display IP Address. 

Subnet Mask 

[255.255.255.000] 


Default Gateway 

[000.000.000.000] 


DHCP: 

[Disabled] 


Web Interface 



HTTP: 

[Disabled： 


HTTP Port Number: 

: 80： 


HTTPS: 

[Disabled： 


HTTPS Port Number: 

[ 443： 


Command Line Interface 



TeLnet: 

[Disabled] 


TeLnet Port Number: 

: 233 


SSH: 

[Disabled] 



F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit * Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



項目については次の表を参照して < ださい。 


項目 

パラメータ 

説明 

IP Address 

[192.168.001.001 〕 

管理用 LAN の IP アドレスを設ちしまず。 

Subnet Mask 

に 55.255.255.000] 

管理用 LAN のサブネットマスクを設ちしま 
ず。 

Default Gateway 

[000.000.000.000] 

管理用 LAN のゲートウェイを設定しまず。 

DHCP 

[Disabled] 

Enabled 

[Enabled] [ こ設走 : ずると、 DHCP サーパか 
ら IP アドレスを自動的に取得しまず。 IP アド 
レスを設をずる場合 [ こは、に issbied ] (こ設 
をします。 

Web Interface 

- 

- 

HTTP 

[Disabled] 

Enabled 

机 eb インターフェースの HTTP による通信を 
使用ずる場含には [Enabled ] じ設定してく 
た ’ さい。 

HTTP Port Number 

[80] 

管理用 LAN が HTTP じよる通信の隙に使用ず 
る TCP ポートナンバーを設定しまず。 

HTTPS 

[Disabled] 

Enabled 

Web インターフェースの HTTPS じよる通信 
を使用ずる場合には [Enabled ] に設定して 
ください。 

HTTPS Port Number 

[443] 

管理用 LAN が HTTPS による通信の隙(こ使用 
する TCP ポートナンバーを設定 : します。 

Command Port Number 

— 

- 

Telnet 

[Disabled] 

Enabled 

つマンドラインインクーフェースとして 
Telnet 接続じよる通信を使用ずる場合じは 
[Enabled] に設をしてください。 

Telnet Port Number 

に 3] 

Telnet 接続じよる通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設をしまず 0 

SSH 

[Disabled] 

Enabled 

つマンドラインインクーフェースとして 

SSH 接続じよる通信を使用する場合には 
[Enabled] に設をしてください。 

SSH Port Number 

に 2 〕 

SSH 接続じよる通信の際に使用する TCP 
ポートナンバーを設定しまず 0 
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項目 

バ ラメータ 

説明 

Clear BMC Configuration 

[Enter] 

[Enter] を押し、 [Yes] を選択すると、 

BMC Configuration を初期化します。 


[]： 出荷時の設を 


Ev 飢 tLog Configuration サブメ ニユー 

Server^ ニューで [Event Log Configuration」 を選択し、く Enter> キーを押すと、 W 下の画 
面が表示されます D 項目の前じ「►」がついているメニューは、選択してく Eri1:e「> キーを押す 
とサブメニューが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


Event Log Configuration 

Item Specific Help 

Setup Notice 

If you seLect "System Event Log" menu beLow, it 
may take a few minutes to display. 

► System Event Log 

Clear ALL Event Logs: [Enter] 

Display the System 

Event Log 


F1 Help t i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 


項目については次の表を参照してください。 


頂 目 

パラメータ 

説明 

Clear All Event Logs 

Enter 

<Enter> キーを押ずと確認画面が表示され， 
「 Yes 」 を逞ぶと保をされている エラー □グ 
をネリ期化しまず。 


〔 ]： 出荷時の設定 
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System Event Lo 呂サブメニュ ー 

Servers ニューの [Event Log Configuration」 で 「System Event Log」 を選択すると、 J：i 
下の画面が表示されます。 

以下はシステムイベント□グの例でず。 

記録されているシステムイベント□グはく i >キー/く t >キー、く+ >キー/く->キー、く 
Home >キー/< End >キーを押ずことで表示できます D 


PhoenixBIOS Setup Utility 
Server 


System Event Log 


SEL Entry Number = 
SEL Record ID = 

SEL Record Type = 
Timestamp = 
Generator ID = 

SEL Message Rev = 
Sensor Type = 

Sensor Number = 

SEL Event Type = 
Event Description = 
SEL Event Data = 


1/121 

0904 

02 - System Event Record 
2007/08/05 10:58:28 
20 00 
04 

12 - System Event 
87 - System Event 
6F - Sensor specific 
OEM System Boot Event 
418F FF 


Item Specific Help 


This is an entry 
The System Event Log. 

Eyes used to view. 

Up arrow : Newer SEL 
Down arrow :0 し der SEL 

<-> : Newer SEL 
<+>:0Lder SEL 

Home:Newer SEL 
End :0Lder SEL 


FI Help T i Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit < Select Menu Enter Select ► Sub-Menu F10 Save and Exit 



登録されているシステムイベントログが多い場合、表示されるまでに最大2分 
程度の時間がかかります。 



Clear BMC Confi 色 uration のミち意事項 

• BMC のマネージメント LAN 関連の本設定については己 IOS セットアッ 
プユーテイリテイの Load Setup De ね ult を実行してもデフオルトに戻 
りません（デフオルトに戻ずには Clear BMC Confi 居 uration を実行し 
てください)。 

• Clear BMC Confi 邑 uration 実行惟の初期化が完了ずるまでには数十秒 
程度かかりまず。 

• 本体装置にバンドルされている管理ソフト 「 DianaScope 」 をご使巧の 
場合は、 DianaScope で設定された項目も Clear BMC Configuration 
の操作にてクリアされまず。 DianaScope をご使用の場含には、本操作 
を行う前に DianaScope の設定情報のバックアップを行ってください。 
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Boot 

力ーソルを 「Boot」 の位置に移動させると、起動順位を設をする Boot メニューが表示されます。 



起動デパイスとして登録されていないデバイス 


起動デ J '(イスとして登録されたデバイスとその優先順位 


表示項目 

デバイス 

USB CDROM 

USB CD-ROM ドライブ 

IDE CD 

ATAPI の CD-ROM ドライブ（本体標準装備の光ディスクドライプなども含む） 

USB FDC 

US 己フ□ッピーディスクドライブ 

USB KEY 

US 巨フラッシュメモリなど 

IDE HDD 

IDE 八ードディスクドライブ 

PCI SCSI 

— 

PCI 巨 EV 

IBA GE Slot XXXX : 本体標準装備の LAN。「Slot OCOOJ が LAN1 、 「Slot 0C01 」 

が LAN2 を表します。 

その他の表示： 本体のライザーカードに接続されているオプションの PCI ボー 

ド。 


1. BIOS は起動可能なデバイスをお化すると、該当する表示項目にそのデバイスの情 
報を表示します。 

メニューに表示されている任意のデバイスか6起動させるためにはそのデバイスを 
起動デノ'(イスとして登録する必要があります（最大8台まで)。 

2. デパイスを選択後して <X> キーを押すと，還択したデバイスを起動デバイスとして 
登録/解除することができまず。 

最大8台の起動デバイスを登録巧みの場合は <X> キーを押しても登録することはで 
きません。現在の登録済みのデバイスか6起動しないものを解除してか6登録して 
ください。 

また選が後に <Shift> キーを押しなが6、< レキーを押すと選択したデバイスを有 
タカ/無タカにすることができまず。 

3. <t >キー/< i >キーと <十>キ ー/<-> キーで登録した起動デパイスの優先順位 
(1 位か68位）を変更できます。 

をデバイスの位置へ< t >キー/<1 >キーで移動させ、<十>キー/<一>キーで優先 
順位を変更できます。 
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Exit 

力ーソルを 「 Exit 」 の位置に移動させると、 Exit メニユーが表示されます。 


PhoenixBIOS Setup Utility 



Item Specific Help 

Exit Saving Changes 


Exit Discaraing Changes 


Load Setup Defaults 

Exit System Setup and 

Load Custom Defaults [Enter] 

save your changes to 

Save Custom Defaults [Enter] 

CMOS. 

Disacard Changes 


Save Changes 



FI Help t 1 Select Item - /+ Change Values F9 Setup Defaults 

Esc Exit ■• Select Menu Enter Execute Command F10 Save and Exit 


このメニューの各オプションじついて W 下に説 s 月しまず。 

Exit Saving Changes 

新たに逞択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）巧に保存して SETUP を終わ6せる時 
に、この項目を選択します 。 Exit Saving Changes を違択すると、お認画面が表示されます。 
ここで、 「 Yes 」 を選ぶとま斤たじ選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保存し 
て SETUP を終了し、自動的にシステムを巧起動します。 

Exit Discarding Changes 

新たに逞択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）巧に保存しないで SETUP を終わ6せ 
たい時に、この項目を選択します。 

次じ Rave before exiting ?」 の確認画面が表示され、ここで、 「 No 」 を選がすると、変更し 
た内容を CMOS メモリ内に保有しないで S 口 UP を終了し、ブートへと進みます。 rVesJ を選 
択すると変更した内容を CMOS メモリ内に保ちして SETUP を終了し、自動的にシステムを再 
起動します。 


Load Setup Defaults 

SETUP のすベての値をデフォルト値に戻したい時に、この項目を選択します 。 Load Setup 
Defaults を還択すると、確認画面が表示されまず。 

ここで、 「 Yes 」 を選択すると、 S 口 UP のずベての値をデフォルト値に戻して Exit メニューに 
房ります。 「 No 」 を還択すると Exit メニューに戻りまず。 


"~〇 モデルによっては、出荷時の設定とデフォルト値び異なる場合びありまず。こ 
の項で説巧している設定一覧を参照して使用ずる環境に合わはた設定に直ず 
必要びありまず。 
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Load Custom Defaults 

このメニューを達択して <Ente「> キーを押すと，保をしているカスタムデフォルト値を□—ド 
します。カスタムデフォルト値を保存していない場合は，表示されません。 


Save Custom Deraults 

このメニューを達択して <Ente「> キーを押すと，現在の設定値をカスタムデフォルト値として 
保ちしまず。保をずると 「Load Cus め m Defaults」 メニューが表示されます。 


Discard Changes 

CMOS メモリに値を保をする前に今回の変更を W 前の値に房したい場合は、この項目を選択し 
ます。口 scard Changes を選択すると確認画面が表示されます。 

ここで、 「Yes」 を達ぶと新たに選択した内容が巧棄されて，と J 前の内容に戻ります。 


Save Changes 

新たに違択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）内に保をする時に、この項目を選択し 
ます。 Saving Changes を選択ずると、確認画面が表示されまず。 

ここで、 「Yes」 を違ぶと新たに選択した内容を CMOS メモリ（不揮発性メモリ）巧に保存し 
ます。 
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■ J セットとク IJ ア 


本装置が動作しなくなつたときに参照してください。 



0S が起動する前に動作しなくなったときは、 <Ct「l> キーと <AI わキーを押しながら， <Delete> 
キーを押してください。リセットを実行します。 


"~〇 リセットは、本体の DIMM 巧のメモ U や処理中のデータをすべてク U アしてし 
置3 まいまず。 A ングアップしたときな巧でリセットを行うときは、本装置びなに 
も処理していないことを確認してください。 


強制電源 OFF 


os か 6 シャツトダウンできなくなったときや、 POWER スイ、ソチを押しても電源を OFF にで 
きなくなったとき、リセ、ソトが機能しないときなどじ使用します。 

本体の POWER スイ、ソチを4秒ほど押し続けてください。電源が強制的に 0FF1 こなります。履 
源を巧び ON じずるときは、電源 OFF か6が]30秒ほど待ってか6電源を ON にしてください。） 


リモートパワーオン機能を使巧してし巧場 S ホ、一度、電源を ON にし直して、 
OS を起動させ、正常な方まで電源を OF 円こしてください。 
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CMOS メモリ•パスワードのクリア 


本装置が持つセットアップユーティリティ 「SETUP」 では、本装置内部のデータを第兰者か 
6保畫するために独自のパスワードを設定することができます。 

万一、パ スワー ドを忘れてしまったときなどは、ここで説明ずるち法でパ スワー ドをクリアす 
ることができます。 

また、本装置の CMOS メモリに保存されている内容をクリアする場合わ同様の手順で巧いま 
ず。 


P-0 CMOS メモ U ①内容をクリアずると SETUP の設定内容ぴずベてデフオルト 
IBa の設定に戻りまず。 


パスワード/ CMOS メモリのクリアはマザーボード上のコンフィグレーシヨンジヤンパスイツ 
チを操作して巧います。ジャンパスイツチは下図の位置にあります。 


wO その他のジャンバの設定は変更しないでください。本装置の巧障や誤動作の原 
圍3 因となります。 



左か 62 を目の 
ジャンパスイッチ 


左側の 

ジャンパスイッチ 
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それぞれの内容をクリアするち法を次じ示します。 


警告 


AA 

A® 

( g )' 

会 


装置を安全にお使いいただくために;欠のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 iii ぺージ則璋の説明をご覧くださし、。 

• 自分で分解-修理*改造はしない 

• リチウムバッテリを取りがさない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


A 注意 


AA 

A A 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。义傷やけが 
などを負ラおそれや物的損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iii ページな降の説 
明をご覧ください。 


1人で持ち上げない 
中途半端に取り付けない 
カバーをがしたまま取り付けない 


Q 


指を巧まない 

戸旧:モ音 

ラックび不安定な状態でデ J (イスをラックか6引走出さない 
複数台のデバイスをラックか5引き出した状態にしない 


• CMOS のクリア 


1. 124ぺージを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか己引さ出ず。 

3. トップカバーを取り外す。 

4. CMOS ク U ア用のジャンバピンの位置を確認ずる。 

已.ジャンバスイッチの設定を r 保掛 から 「クリア」に変更する。 


6. 已砂ほど待ってジャンバスイッチの設定を元に戻す。 

1. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを巧す。 

8. POST 中に < F 2> キーを巧して BIOS セツトアップユーティ U テイを起動して設定 
し直す。 


• 本体のジャンパピン吕 -3 に付いているクリップを使庙してください。 

• ク U ップをなくさないよ5ま意してください。 
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• パスワードのクリア 

1 . 124ぺージを参照して準備をする。 

2. 本体をラックか5引き出す。 

3. トップカバーを取り外ず。 

4. バスワードク U ア用のジャンバピンの位置を確認ずる。 

已.ジャンバスイッチの設定を r 保掛 から 「クリア」に変更ずる。 


6. 本体を元どおりに組み立てて POWER スイッチを巧ず。 

1. POST 中に < F 2> キーを巧して BIOS セットアップユーテイ1」テイを起動してバス 
ワード設定し直ず。 

8. 手順1、手順2を再度行ってレフトサイドカバーを取り外し、ジャンバスイッチ元 
に戻す。 


• 本体のジャンバピン 2-3 に付いているクリップを使用してください。 

• クリップをなくさないよラ注意してください。 
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割り込みライン 

割り込みラインは、化荷時に次のように割り当て6れています。オプションを増設するときな 
どじ参考にしてください。 


IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

IRQ 

周辺機器（コント□ーラ） 

0 

システムタイマ 

12 

— 

1 

— 

13 

数値演算プ □ セ、ソサ 

2 

— 

14 

— 

3 

COM 2 シリアルポート 

15 

— 

4 

COM 1 シリアルポート 

16 

LAN1 、 LAN2 

5 

— 

17 

AHCI 

6 

— 

18 

PCI、VGA 

7 

PCI 

19 

PCI、IDE 

8 

リアルタイムク□ック 

20 

USB 

9 

ACPI Compliant System 

21 

USB 

10 

— 

22 

US 巨 

11 

SMBUS 

— 

— 
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NEC Express 日日 00 シリ-ズ 
InterSec 

Express 日日日日 / CS 30 Of 


脚璋かな？とおつたとをは 


r 故障かな？」と思ったときは、修理を化頼する前にここで説明する内容について確認してく 
ださい。また、この章では、修理を化頼ずる際の殖認事項や NEC、 および NEC が認定する保 
守サービス会社が提供するさまざまなサービスについても説明があります。 

曰常の保守 （184 ページ） 

日常使う上で殖認しなければな6ない点やファイルの管理、クリーニングの方 
まについて説明しています。 

障害時の対処 （187 ぺージ） 

故障かな？と思ったときに参照して<ださい。トラブルの原因のお認方法やそ 
の対処方法について説 S 月しています。 

移動と保管 （198 ページ） 

本体を移動' 保管する際の手順やを意事項について説明しています。 

ユーザ'ーサポート （200 ぺージ） 

本装置に関するさまざまなサービスについて説巧しています。サービスは弊社 
および弊社が認定した保守サービス会社から提供されるものでず。ぜひご利巧 
ください。 






184 日常の保守 


曰常の保守 

本装置を常にベストな状態でお使いになるために、ここで説 B 月する殖認や保守を走期的に行っ 
て<ださい。万一、異常が見6れた場合は、無理な操作をせずに保守サービス会社に保守を化 
頼してください。 


アラートのお認 


システムの運用中は、 ESMPRO で障害状況を監視してください。 

管理 PC 上の ESMPR0/Se 「 ve 「 Manage 「 l ：； 75- 卜が通報されていないか、常にを意するよう 
もがけてください。 ESMPRO/ServerManager の「統合ビユーア」、「データビユーア」、「ア 
ラートビユーア」でアラートが届報されていないか チェ、ソク してください。 


ESMPRO でチェックする画面 



つ)川の巧6のわのリ -1 の 11 げ炒 
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—1 R ER J * A 叫 1 可 E MFR —M 

IB 1 ER ER 4 00 f E J R 

が , It 苗 , 》 11.11由 的 ■ 

アラー 

トビューア 


ステータスランプの巧認 


本体の電源を 0N1 こした後、およびシャットダウンをして電源を OFF にする前に、本体前面に 
あるランプの表示を確認してください。ランプの機能と表示の内容については2章をご覧くだ 
さい。万一、装置の異常を示す表示が殖認された場合は、保守サービス会社に連絡して保守を 
化頼してください。 



走:期的に本体に巧蔵されている八ードディスク内の大切なデータをバックアップすることを 
お勧めします。 Management Console を使ったバックアップについては4章をご覧くださし、 
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ク IJ — ニング 


本装置を良い状態に保つためじ定期的にクリーニングしてください。 



警告 


AA 


装置をを全にお使いいただくために;夕のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負うおそれがありまず。詳しくは、 Ni ページ ly 降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理*改造はしない 

• プラグを差し込んだまま取り扱わない 


本体のクリーニング 

本体の外観の汚れは、柔6かい乾いた布で汚れを拭き取って<ださい。ミちれが落ちに<いとき 
は、次のようなち法できれいじなります。 


• シンナー、ベンジンなどの揮発性の溶剤は使わないでください。材質の 
いたみや変色の原因になりまず。 

• コンセント、ケープル、本体背面のコネクタ、本体内部はお巧に水など 
でめ5さないで<ださい。 


1. 本体の電源が OFF ( POWER ランプ消口）になっていることを確認ずる。 

2. 本体の電源コードをコンセントか S 巧く。 

3. 電源コードの電源プラグ部分についているほこりを乾いた巧でふき取る。 

4. 中性洗剤をめるま湯または水で薄めて柔5かい巧を浸し、よく絞る。 

已.ミちれた部分を手順4の巧で少し強めにこすってミちれを取る。 

6. 真水でめ5してよく絞った巧でもう一度ふく。 

7. 乾いた巧でふく。 

8. 乾いた巧で背面にある排気□に付着しているほこりをふさ取る。 
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ディスクのクリーニング 

CD-ROM などの光ディスクにほこりがついていたり、トレーじほこりがたまっていたりする 
とデータを正しく読み取れません。次の手順に従って定期的にトレー、ディスクのクリーニン 
グを巧います。 


1. 本体の電源が ON ( POWER ランプ点打）になっていることを確認する。 

2. 光ディスクドライブ前面のトレーイジェクトボタンを巧す。 

トレーが光ディスクドライブか6化てきます。 

3. ディスクを軽く持ちなが6トレーか6取り出ず。 

ディスクの信号面に手び触れないようを意してください。 


4. トレー上のほこりを乾いた柔5かい巧でふき取る。 

光ディスクドライブのレンズをク U - ニングしないでください。レンズび傷つ 
いて誤動作の原因となりまず。 

已.トレーを軽く巧してトレーを光ディスクドライブに戻ず。 

6. ディスクの信号面を乾いた柔5かい巧でふ<。 


ディスクは、中むか5外側に向けてふいてください。ク U - ナをお使いになる 
Bto ときは、専用のクリーナであることをお確かめください。レコード巧のスプ 
レー、ク U - ナ、ベンジン、シンナーを植巧ずると、ディスクの内容び読めな 
くなったり、装置にそのディスクをセツトしたおま、故障したりずるおそれび 
あ0まず。 
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障害時の巧処 

「古徘章かな？」と思ったときは、ここで説明ずる内容について磕認してください。該当するこ 
とが6がある場合は、説明に従って正しく対処してください。 


障害箇所の切り分け 


万一、障害が発生した場合は、ESMPRO/Se「ve「Manage「を使って障害の発生箇所をお認し、 
障害が八ードウエアによるものかソフトウエアによるものかを半！!断します。 

障害発生個所や内容の確認ができた6、巧障した部品の交換やシステム復旧などの処置を巧い 
まず。障害が八ードウエア要因によるわのかソフトウエア要因によるわのかを判断するには、 
ESMPRO/ServerManager が便利です。八ードウエアによる障害をさ6に切り分けるじは、 
「EXPRESSBUILDER」 の「システム診断」をご利用ください。システム診断については5章 
をご覧ください。 
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エラーメッセージ〜電源 ON 後のビープ音〜 


電源 ON 直後に始まる Power On Self-Test (POST) 中にエラーをお化ずると一連のビープ音 
でエラーが発生したことを通知します。エラーはビープ音のいくつかの音の組み合わせでその 
内容を通®します。 

たとえば、ビープ音が1回、連続して3回，1回、1回の組み合わせで鳴った（ビープコード： 1- 
3-1-1) ときは DRAM リフレッシュテストエラーが起きたことを示します。 

次にビープコードとその意巧を示します。エラーが起きたときは、お買い求めの販売店または 
保守サービス会社に連絡して保守を化精してください。 


ビープコード 

意味 

対処方法 

3-3-( 繰り返し） 

ROM チェックサムエラー 

保守サービス会社に連總してマザーボード 
を交換して<ださい。 

1-2-2-3 

ROM チェックサムエラー 

1-3-1- 1 

DRAM リフレッシュテストエラー 

DIMM の取リイ寸け状態を磕認してください。 
それでも直6ない場合は保守サービス会社 
に連絡して DIMM またはマザーボードを交 
換してください。 

1-3-1-3 

キーポードコント□ーラテストエラー 

キーボードを接続し直してください。それ 
でも直らない場合は保守サービス会社に連 
總してマザーボードを交颠してください。 

1 -3-3-1 

メモリを檢化できない 
メモリの容量チェック中のエラー 

DIMM の取りがけ状態を確認してください。 
それでも直6ない場合は保守サービス会社 
し連絡して DIMM 、 またはマザーボードを 
交撰してください。 

1 -3-4-1 

DRAM アドレスエラー 

1 -3-4-3 

DRAM テスト Low 巨 yte エラー 

1-4-1-1 

DRAM テスト High Byte エラー 

1-5-1-1 

CPU の起動エラー 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換してください。 

1 -5-2-2 

CPU が搭載されていない 

保守サービス会社に連縮して CPU またはマ 
ザーボードを巧換してください。 

1- 己- 4-2 

AC 電源の供給が遮断された 

停電サ瞬断などにより AC 電源の供給が遮断 
され、システムの再起動が行われたことを通 
知するものです。異常ではありません。 

1- 己- 4-4 

電源異常 

保守サービス会社に連絡してマザーボード 
を交換して<ださい。 

2-1-2-3 

BIOS ROM コピーライトテストエラー 

2-2-3- 1 

不正割り込みテストエラー 

1-2 

オプション ROM 初期化エラー 

SETUP の設をを磕認してください。 

また、増設した PCI ボードのオプション 

ROM の展開が表示されない場合は 、 PCI 
ボードの取リイ寸け状態を確認して<ださい。 
それでも直6ない場合は保守サービス会社に 
連絡して、増設した PCI ボード、またはマ 
ザーボードを交撰してください。 
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装置が思うようじ動作しない場合は修理に化す前に次のチェックリストの内容に従って本装 
置をチェックしてください。リストにあるを状に当てはまる項目があるときは、その後の確 
認、処理に従ってください。 

それでも正常に動作しない場合は、保守サービス会社に連給してください。 

ネリ期導入時 

巧 システム起動直をに、システムが停止 

- インス!ル/初期導入設定用ディスクに化力された□グファイルを、テキス 
トエディタなどで確認してください。ログファイルは， elsetup . log ( Linux 巧）、 
または logging . txt ( Windows 風です。ほとんどの原因は> パスワードの人力 
ミスで、この場合は 、 "Cannot get authentication : root " の文字列が□グファ 
イルに出力されます。 


[?] Management Console び使用できない1(初期導入時) 


- システムの起動には、数分かかります。念のため 5 分位経過してから、もう一 
度アクセスしてみてください。 

- 初期導入後に，インストール/巧巧導入設定用ディスクに□グファイルが作成 
されていることをお認してください。□グファイルがない場合，正しいイン 
ストール/巧期導入設定用ディスクを使用していないか、もしくはインストー 
ル/巧 期導入設定用 ディスクが壊れて います。 （を： インストール/巧期導入設 
定巧ディスクは書き込み巧の状態で使用してください。） 

- インストール/巧期導入設定用ディスクが壊れている場合は、インストール/ 
初期導入設定用ディスクを再作成する'必要があります。再作成の手順は、と J 
下のとおりです。 

1. Windows マシンで MS-DOS ぼたは、コマンドプ□ンプト)を起動する。 

2. バックアップ DVD-ROM とフォーマット済みのフ□ッピーディスクを 
セットする。（しソ下、光ディスクドライブを D 、 フ□ッピーディスクドラ 
イブを A とします） 

3. " D :¥ Dosutils¥Rawrite -f D :¥ nec ¥ Windows ¥ initFD . im 巨 -d A " を実 
巧する。 

4. 完了。 

ーインス!'―ル/巧期導入設を用ディスクの□グファイルに、 " completed ." の文 
字列が化力されていることを磕認してください。 

" Info : quitting with no change ." の文字列が化力されている場合、巧期導人設定 
でパスワードが人力されていないか、すでに使用ミ斉みのインストール/初期導 
入設定用ディスクを再を使用しています。（セキュリティ保畫のため、一度使用 
したインストール/初巧導入設定用ディスクからは、パスワードなどの情報は 
削除されまず） 

- すでに使用巧みのインス I 'ール/初期導人設定用ディスクを巧度使用する場合 
は、初期導入の手順か6やり直してください。 
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一 LAN ポート1にネットワークケーブルが接続されていることを殖認してくださ 
し、 LAN ポート1が ethO 、 LAN ポート2が ethi として OS に認識されます。ま 
た、オプション LAN ボードを増設した場合、増設した LAN ボードが ethO とし 
て認識されます（内蔵の LAN ボードは ethi と eth 2 になりまず）。 


運用時 

[?] Management Console び使用できなし )2 湖期導入完了紛 

-回線がネットワークに接続されていることを確認してください。 

- 本装置に設走したアドレスが圍違っていないことを殖認してください。 

- URL ウィンドウで https :// または http :// を指定していることを確認してくださ 
し、 https :// または http :// を付けずにアドレスを人力すると動作しません。 

一 Microsoft Internet Explorer 6 (日本語版）<推奨>でのアクセスを試してく 
ださい。 

一 Management Console をアクセスする URL が圍違っていないことを確認して 
ください。特に 、 Management Console のセキュリティモードを変更した場 
合、アクセスする URL が変更されますのでを意してください。 

セキュリティモードのレベルげ1のときは， 

" https ://< 本装置の IP アドレスまたは FQDN > :已0090"、 

レベルが2のときは、 

" https ://< 本装置の IP アドレスまたは FQDN > :已04巳 3" 

を指をしてください。 

一 URL にドメイン名の代わりに、 IP アドレスを巧用してアクセスしてみてくだ 
さい。 

IP アドレスを使用したアクセスが成功する場合は、 DNS によるを前解まが正し 
く行われていないおそれがあります 。 Management Console の[システム]— 
[ネットワ—ク] 設をから、 DNS 設定 （ IP アドレス）に正しい DNS サーバが設 
定されているかをお認してください。 

正しい DNS サーバが設定されているときは 、 Management Console の[システ 
ム]一[を前解ま診断]か6、指定されたホスト名のる前解まができるかどう 
かの診断を行ってください。を前解決ができない場合は、指定したホストをが 
DNS サーバに登録されていないおそれがあります。 
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一 W 上で聞題がお決しない場合は、と J 下の手順で、本装置へのネットワーク接 
続を確認してください。 

1 . Windows マシンで MS - DOS ぼたは〕マンドプ□ンプト)を起動ずる。 

2. " pin 呂 ip - address "〕 マンドを実行ずる。 （ ip - address は、本装置に割り 
当てた IP アドレスです。） 

3. "Replyfrom ..." と表おされる場合、ネットワークは正常です。この場合、 
本体にある POWER スイッチを巧すことで、システムの停止処理を実行 
してください。しば6くするとシステムが停止します。10砂程待ってか 
5、電源を再度 ON にして、システムの起動後にもラー度アクセスしてみ 
て < ださい。 

4. "Request timed 〇山"と表おされる場合、接続の確認は失敗です。続け 
て、他のマシンか5ち pin 呂コマンドを実行してみてください。 

一一部のマシンか 6 ping コマンドが失敗する場合は、失敗するマシンの設走の 
誤り > または故障でず。 

一すべてのマシンか 6 ping コマンドが失敗する場合は、 HUB などのネットワー 
ク機器の設定を殖認して < ださい。 ケーブルがかれていたり、電源が人って 
いなかったりすることがよくあります。ネットワーク機器の設定が誤ってい 
ない場合は、ネットワーク障害の可能性があります。 


[?] Management Console び使用できない3 


□ 認証に失敗する (Authorization Required ) 

ーユーザ ID をお認してください。管理者権限で Management Console を巧用す 
る時のユーザ ID は、 admin (すべてル文字)です。 

-初期導入設定において設をしたパスワードをお認してください。パスワード 
の大文字とル文字は区別されるのでを意して<ださい。 

□ 管理をパスワードを忘れてしまった 

- セキュリティの観点か6、管理者用パスワードを無効にするようなスーパー 
コマンドは届意されていませんので、システムの再インストールが必要です。 
再インストールについては、3章を参照してください。 

巧] ずべてのサービスの応答が巧常に遅し、 

一 Management Console の[プ□キシ]画面の[詳細設赶で、[デバッグ□グ 
止!力]が rOFF 」 になっていることを確認してください。本機能は、ネット 
ワーク障害等が発生した場合のお析のた めの 磯能です。 「 ON 」 になっている 
と、応答が遅くなる場合がありまずので，届常時は rOFFJ に設定してくだ 
さい。 

一 Management Console を使用して、ネットワーク利用巧ミ兄を殖認してくださ 
し、正常の値に対して、異常/玻棄/超過のいずれかが10%を超える場合は、 
対処がお要です。 

一 Management Console の「システム」^ 「 CPU / メモリ使用状況」画面で、 
CacheBlast のスケジューリングパラメータの値を，いちど既を値に戻してく 
ださい。 
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[?] ブラウザアプ U ケーシヨン (Management Console ) か5設定した変更内容に更新さ 

れていない 

一 設定を変更した6、[設定]をクリックして、変更を有効にしてください。 
システムの再起動があ要になる場合がありまず。 

[?] ウィンドウのサイズを変更したり、リ □- ドしたりずるとトップ画面に戻ってしまう 

一 Netscape をブラウザとして使用している場合、 Netscape の設走によっては、 
ウィンドウのサイズを変えたり、リ□ー ドしたりするとトップ画面に戻るこ 
とがあります。 

[?] 0 S のシステムエラーび凳生した場合 

ーシステムにアクセスできず、本体のディスクアクセスが長く続く場合はシス 
テムエラー(パニック)が発生している可能性があります。パニック発生時には 
ダンプが揉取され、その後自動的にシステムが再起動されます。また、システ 
ム再起動時にシステムエラーの発生が ESMPRO / ServerAgent によりお化され 
ます。 

システム エラーの 障害調査には/ va 「/ c 「 ash 函下のファイルすべてと Azar / log / 
messages ファイル、および ksyms - a コマンドを実行して> その結まをファイ 
ルに化力したものをな取するか要があります。な取のち法は、管理 PC (コン 
ソール）か6障害発生サーバに□グインし、障害発生サーバか 6 FTP で情報 
を S 取します。情報の探取後は A / ar / c 「 ash 函下のファイルはずべて削除可能 
です。削除しない場合、システム エラー (パニック）が発生するたび、ダンプ 
ファイルは自動的に削除されます。 

[?] スケジュールダウン□ー ド機能が正常に動作しない 

ー ダウン□ー ドされた結まを「プ□パティ」で参照した際に設定エラーが表示 
された場合は、不正な設定がされた可能性があります。設をを見直ずか、一 
度すベて削除してか6設定し直して<ださい。それでもエラーが表示される 
場合は、保ずサービス会社に連絡してください。 

-時圍になってもスケジュールが実行されない場合、同一時刻に複数のスケ 
ジュールが重なりずぎて、別のスケジュールが終わるのを待っている場合が 
あります。特に大きなページなどをダウン□ー ドずる場合にはあまり時聞を 
重ねない方が良いでしょう。また、あまりじ実行時闇を重ねすぎるとプ□キ 
シ機能に影響をちえて処埋が遅くなってしまうことも考えられます。 

- ダウン□ー ドされた結まを「プ□パティ」で参照した際に「ページが見つか 
りませんでした。」とエラーが化る場合があります。これは本当にぺージが存 
在しない場合 W 外に、ページ中の1画像が無かった場合などにわ表示されるこ 
とがあります。 

[?] 本体の電源が自動のに OFF になった 

- 装置の温度げ高<なりずぎた可能性があります。适気が巧げ6れていないか 
お認し、装置の温度が下がってか6再起動して<ださい。それでも電源が 
OFF になる場合は、保守サービス会社に連絡してください。 

[?] 起動完了ビープ音び定期のに何度ち鳴る 

一 一を電源を OFF にして、再起動してみてください。それでも，起動完了ビー 
プ音が定期的に鳴る場合は保ずサービス会社に連絡して < ださい。 
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[?] 管理 PC に画面び表示されない 

□ ケーブルは正しく接続されていまずか？ 

ーケーブルが接続されていることを殖認してください。また、ケーブルが巧損 
していないかどうかお認してください。 

□ DianaScope で正しく設定していますか？ 

一添付の rEXPRESSBUILDERJ DVD にある DianaScope オンラインドキュメン 
卜を参照して正しく設をしてください。それでも表示できない場合は、保守 
サービス会社に連絡してください。 

口] フ□ッピーディスクにアクセス（読み込 i み、または書を込みび）でをなし、 

□ フ□、ソピーディスクをフ□、ソピーディスクドライブにセットしていますか？ 

ーフ□、ソピーディスクドライブに「カチ、ソ」と音がするまで確実に差し込んで 
ください。 

□ 書き込み禁止じしていませんか？ 

ーフ□、ソピーディスクのライトプ□テクトスイ、ソチを「書き込み巧」にセット 
してください。 

[?] 内蔵デバイスやが付けデバイスにアクセスできない（または正しく動作しない) 

□ ケーブルは正しく接続されていまずか？ 

- インタフェースケーブルや電源ケーブル（コード）がお実に接続されている 
ことを確認してください。また接続順唐が正しいかどうかお認してください。 

□ 電源 ON の順番を聞達っていませんか？ 

- 外付けデバイスを接続している場合は、外付けデバイス、本体の順に電源を 
ON にします。 

□ ドライバをインストールしていまずか？ 

一接続したオプションのデバイスによっては専用のデバイスドライバがあ要な 
ものがあります。デバイスじ添付のマニュアルを参照してドライバをインス 
トールしてくださし、。 

巧] DVD / CD-ROM にアクセスでさない 

□ 光ディスクドライブのトレーに殖実にセットしていますか？ 

ートレーに確実にセットされていることをお認してください。 

[?] 光ディスクドライブの回転音び大きし、 

一いったん， DVD / CD - ROM を取り化し，再度 DVD / CD - ROM をセットし直して 
ください。光ディスクドライブのオートバランス機構を再度機能させること 
で、回転音をおさえます。 
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インス I -ール/ネリ期導入設定用ディスクの作成について 

何6かのエラーによりインストール/巧期導入設定用ディスクを作成できない場合の殖認事項 
と対処方法について説 S 月します。 

阿 巧のページに進めない 

一 を入力項目が正し<ないと次のページに進めません。必要な項目が正し<乂 
力されていることを磕認してください。 

[?] 「パスワードの項目が入力されていません」と表示される 

□ 変更前の管理者パ スワー ドをパ スワー ドの項目に入力していますか？ 

-がしい管理をパ スワ ードを入力する場合は変更前の管理者パ スワ ードをパス 
ワードの項目に入力するを要があります。出荷状態では、同捆の別紙「管理 
をパスワード」じ記載してある値に設走されています。 

[?] r ヴブネットマスクの値び正しくありません」と表示される 

□ 入力した数値に誤りがありませんか？ 

-サブネットマスクは2進数で現した時に、例えば、 

11111111 . 11111111 . 11111111.11110000 

のように1が続いてその後に0が続<ような値でなければなりません。（この例 
の場合は、255.255 .255.240) 

[?] ホスト名び設定できない 

□ 入力規則を守っていますか？ 

一 英数ル文字「-」、「」のいずれかで、最初の一文字目は英数小文字のみ。ホス 
卜をは最大63文字まで、ドメインをは255文字まででなければなりません。 
また、「」がみず含まれる省略のないドメイン名を指定してください。 


EXPRESSBUILDER に〇し、て 

EXPRESSBUILDER か6起動できない場合は、次の点について殖認してください。 

の 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD か5本装置巧紀副でホない 

ー システム己の S の起動デバイスが正しく設をされていない可能性があります。 
正しく設定できているか殖認してみてください。 


POST を実行中に 「 EXPRESSBUILDER 」 DVD をセットし、再起動しないと 
エラーメ、ソセージが表示されたり、 0 S が起動したりしまず。 
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才ートランで起動ずるメニューについて 

[?] オンラインドキュメントび読めない 

□ Adobe Reader が正しくインストールされていまずか？ 

ーオンラインドキュメントの文書の一部は， PDF ファイルお式で提供されてい 
まず。あ6かじめ Adobe Reader をインストールしておいてください。 

□ 使用している 0 S は 、 Windows XP SP 2 ですか？ 

一 SP 2 にてオンラインド丰ュメントを表示しようとすると、ブラウザ上にじ(下 
のような情報バーが表示されることがあります。 

「セキュリティ保畫のため、コンピュータにアクセスできるアクティブコンテ 
ンツは表示されないよう 、 Internet Explorer で制限されています。オプション 
を表示ずるには、ここをクリ、ソクしてください...」 

この場合、下の手順にてドキュメントを表示させてください。 

(1) 情報八‘一をクリックする。 

ショー トカットメ ニューが 現れます。 

(2) ショートカットメニューか「ブ□ックされているコンテンツを許可」 
を選がする。 

「セキュリティの警告」ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

(3) ダイア□グボックスにて「はい」を還択。 

[?] メニューが表示されなし、 

□ ご使用の 0 S は 、 Windows Vista ですか？ 

一 Windows Vista で実行した場合、じ(下のようなメッセージが表示されるとき 
があ U ます。 

「認識できないプ□グラムがこのコンピュータへアクセスを要巧しています。 
dispatcher ' exe 」 

この場合，「許可ずる」をクリックして先へ進んでください。 

□ ご使用の 0 S は 、 Windows XPJ ; J 降、または Windows 2003降ですか？ 

一本プ□グラムは、 WindowsXPt (降または Windows 2003降のオペレー 
ティ ングシステム にて動作させて ください。 

一 Windows 2000の場合は、あ6かじめ E 6.0 をインストールしてください。 

□ < Shift > キーを押していませんか？ 

一 < Shif わキーを押しながらディスクをセットすると、オートラン機能がキャン 
セルされます。 

□ OS の状態は問題ありませんか？ 

ーレジストリ設をやディスクをセットするタイミングによっては，メニューが 
起動しない場合があります。そのような場合は、エクスプ□ーラから「マイ 
コンピュータ」を違択し、セットした光ディスクドライブのアイコンをダブ 
ルクリ 、ソク してくださし、。 
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[?] メニュー頂目がグレイアウトされている 

□ ご使用の環境は正しいですか？ 

-実行するソフトウてアによっては、管理を権限が企、要だったり、本装置上で 
動作することが必、要だったりします。適切な環境にて実行ずるようにしてく 
ださい。 

[?] メニューび星語で壺击される 


□ ご使用の環境は正しいですか？ 

ーオペレーティングシステムが英語バージョンの場合、メニューは英語で表示 
されます。日本語メニューを起動させたい場合は、日本語バージョンのオペ 
レーティングシステムにて動作させてください。 


システム彭断.保守ツールについて 

システム診断や保ずツールの実行中にエラーメ 、ソ セージや警告メッセージが表示された場合 
は，まやかに保守サービス会社までエラーやメッセージの内容を連絡し、保守を依頼してくだ 
さい。 


ESMPRO について 

[?] 画面び文字化けしている 

ー シリアル接続の管理クライアントから設を作業をする場合は、管理者として 
□グインした後、設走作業を開始する前に環境変数 「 LANG 」 を 「 C 」 に変更 
してください。デフォルトのシェル環境の場合はじ(下のコマンドを実行する 
ことで変更できます。 

#export LANG=C 

の ESMPRO で思うように監視でをない-動作しなし、 

- 本体に添付の DVD - ROM にあるオンラインドキュメントを参照してください。 
本体にインス I ルされている ESMPRO / ServerAgent については> 添付の 
「バックアップ DVD - ROM :/ nec / doc / 300 / esnnp 「 o . sa / use 「 s _ v 42. pdf 」 を参 
照してください。 ESMPRO / ServerManager については、 
「 EXPRESSBUILDER 」 DVD 巧にあ U ます。 「 EXPRESS 己 UILDER 」 DVD を 
Windows マシンにセットすると自動的にメニューが表示されます。メニュ ー 
か6オンラインドキュメントを選択してください。 
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システム情報の巧認 


システムの情報をチェックしてみてください。 

システムのパフォーマンスや負荷状況は、クライアントマシンの Web ブラウザか6チェック 
することができます。詳しくは4章を参照してください。 

さ6に詳しいチェックをする場合は、 ESMPRO / SererManager 、 ServerAgnet を使巧します。 
詳し < は5章を参照してください。 
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装置を安をにお使いいただくために次のま意事項を必ずお守りください。人が死こず 
る、または重傷を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説明をご覧くだ 
さい。 

• 自分で分解-修理-改造はしない 

• リチウムバッテリを取り列さない 

• プラグを差し込んだまま取り巧わない 


移動と保管 


本体を移動' 保管ずるときは次の手順に従ってください C 



A 注意 


装置を安をにお使いいただくために次のミち意事項を必ずお守りください。义傷やけが 


などを負ラおそれや物の損害を負ラおそれがありまず。詳しくは、 iN ページむ降の説 


明をご覧ください。 

A 

参 

1人で持ち上げない 

• 

中を半端に取り付けない 

• 

指を巧まない 


• 

局;皿ま思 


• フロアのレイアウト変更など大掛かりな作業の場合はお買い上げの販売 

■to 店またはな守ヴービス会社に連経して < ださい。 

• A - ドディスクドライプになをされている大切なデータはバックアップ 
をとつておいてください。 

• A - ドディスクドライプを内聞している場合は A - ドディスクドライプ 
に衝撃を与えないよラにを意して本体を移動させてください。 

• 再度、運用ずる際、内蔵機器や本体を正しく動作をせるためにらき温を 
なてる場巧にな管ずることをお勧めしまず。 

装置をな管ずる場合は、な管環境条件（ミ品度：-10で一已已で、湿度： 
20%〜80%)を守って保管してください（ただし、結露しないこと)。 


1. 本体にディスクやフ□ッピーディスクをセットしている場合は取り出す。 

2. クライアントマシンの Web ブラウザか5システムのシャットダウン処理をして電 
源を OFF ( POWER ランプ消な）にする。 

3. 本体に接続している電源コードをコンセントか5抜く。 

4. 本体に接続しているケーブルをずベて取り外ず。 

已.本体をラックに搭載している場合は、2章を参照して本体をラックか5取り出す。 

なるベ < 複数をで行うことをお勧めします。 


八® 戀 
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6. 本体に傷がついたり、衝撃や振動を受けたりしないよラしっかりと個包する。 


，"〇 輸送後や保管後、装置を再び運用ずる場合は、運用の前にシステム時計の確 
詔-調整をしてください。 

システム時計を調碧しても時間の経過と巧に著しい遅れや進みが生じる場合 
は、お買いホめの販売店、またはな守サービス会社に保守を®頼してください。 
本装置および、内蔵型のオプション機器は、寒い場所か5暖かい場所に急に持 
ち込むと結露が発生し、そのまま使巧ずると誤作動や故障の原因となりまず。 
装置の移動後や保管後、再び運用ずる場台は、使用環境に十分なじませてか5 
お使いください。 
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ユーザーサポート 

アフターサービスをお受けになる前に、保証およびサービスの内容について確認してくださ 
い。 


巧証について 


本装置には『保証書 J が添付されています。『保証書 J は販売店で所定事項を記人しておミ度し 
しまずので、記載内容を殖認のうえ、大切に保管してください。保証期聞中に故障が発生した 
場合は、『保証書 J の記載内容にもとづき無償修理いたしまず。詳し<は『保証書』およびこ 
の後の「保守サービスについて」をご覧ください。 

保証期間後の修理についてはお買い求めの販売店、最寄りの弊社または保守サービス会社に連 
絡してください。 


"~〇 • 轉社製む列けードバーティ）の聲品、または脾社が認定していない装 
置 3 置やインタフエースケーブルを使巧したために起きた装置の故障につい 

ては、その責任を負いかねまずのでご了承ください。 

• 本做こ、幫品のお式 、 SERIAL No . (号機を号)、定格、製造業ちち、 
聲造国び明記されたお板び目占ってありまず。販売店にお巧い合わだずる 
際にこの内容をお后えください。また銘板の裂造を号と保証書のな罰を 
号が一致していまだんと、な証期間内に故障した場合でち、な証を夏け 
6れないことびありまずのでご確認ください。万一違ラ場合は、販売店 
にご連結ください。 


銘板 
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修理に出される前に 


r 故障かな？」と思った6、 W 下の手順を行ってください。 

1. 電源コードおよび化の装置と接続しているケーブルが正しく接続されていることを 
確認します。 

2. 「障害時の対処 （187 ぺージ)」を参照してください。該当する症状があれば記載 
されている処理を行ってください。 

3. 本装置を操作するためにを、要となるソフトウエアが正しくインス I ルされている 
ことを確認しまず。 

W 上の処理を行ってもなお異常があるときは、無理な操作をせず、お買い巧めの販売店、最寄 
りの蜡社または保守サービス会社にご連給ください。その隐にサーバのランプの表示やディス 
プレイ装置のアラーム表示もご確認ください。故障時のランプやディスプレイによるアラーム 
表示は修理の際の有用な情報となることがありまず。保守サービス会社の連給先については、 
付録 B 「保守サービス会社網一覧」をご覧<ださい。 

なお、保証巧圍中の修理は必ず保証書を添えてお申し込み<ださい。 


この装置は日本国内仕様のため、醉社のミ毎列拠点で修理ずることはできませ 
ん。ご了をください。 


修理に出される時は 


修理に化される時は次のちのを用意して<ださい。 

□ 保証書 

□ クライアントマシンの Web ブラウザに表示されたメッセージのメモ 
□ 障害情報（ネットワークの接続形態や障害が起きたときの状ミ兄） 

□ 本体'周辺機器の記録 


補修用部品について 


本装置の巧修用部品の最低保有期圍は、製造打ち切り後5年です。 
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巧巧サービスにごいて 


保守サービスは NEC の保守サービス会社、および弊社が認をした保守サービス会社によっての 
み実施されまずので、純正部品の使用はもちろんのこと、技術力においてわご巧ふ、の上、ご都 
合に合わせてご利用いただけまず。 

なお、お客様が保守サービスをお受けになる際のごち談は、弊社営業担当または代理店でをっ 
ておりますのでご利用ください。保守サービスは，お客様に合わせて2種類用意しております。 

巧守ヴービスメニュー 


契約保守サービス 

お客様の障害コールにより優先的に巧術者を派遣し、修理にあたります。この保守方まは、 
装置に応じた一定料金で保守サービスを実施させていただ<もので、お客様との闇に維持 
保守契約を結ばせていただきます。さまざまな保守サービスを用意していまず。詳しくは 
この後の説明をご覧ください。 

未契約修理 

お客様の障害コールにより、技術者を派遣し、修理にあたります。保守または修理料金は 
その都度精算するちまで、作業の内容によって異なります。 


弊社では、お客様に合わせてさまざまな契約保守サービスを用意しております。 


• ヴービスを受けるためには事前の契約び必要でず。 

• ヴービス料金は賀約ずる曰数/時間帯により異なりまず。 


ノ V — ドウエアメンテナンスサービス 

維持保守 

定期的な点検により障害を予防しまず。（を期モ防保守） 

また、万一障害発生時には保守技術をがすみやかに修復します。（緊急障害復旧) 


出張修理 

障害発生時，保ず技術をが化張して修理しまず。（緊急障害復旧) 


エクスプレス通報ヴービス 

ご契約の期間中、お客様の本体を監視し、障害（アレイディスク縮退、メモリ縮退、温度異常 
等）が発生した隐に保守拠点か6お客様に連絡します。お客様への連絡時聞帯は、月曜日〜金 
曜日午前9:00〜午後5:00です。 

「八ードウエアメンテナンスサービス」または「マルチベンダ H / W 統括サービス」を契約され 
たお客様は無償でこの保守サービスをご利用ずることができます。 

(お申し&みには「申込書」び別を必要です。販売店、当社営業担当にお申し付けください。） 
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オプションサービス 

下記のオプションサービスもございますのでご利用ください。 


基本サポートサービス 

Express 5800シリーズの InterSec シリーズを対まじ、運用する中で生じる疑問やトラブル対 
応といったニーズにお応えするために、 tTF のサービスを提化しまず。 

• インストールされているソフトウェアに関する電話 . FAX . 電子メールによる問合せ対 
応(運用支援、障害解ま支援） 

• FAQ などの情報提供（間い合わせをする回数によってソフトウェアサポートサービス 
巧 h または (20) をお求め<ださい。） 

W 下のサービスは提供する NEC 目反売店により、名称、内容が異なる場合がございまずので、お 
確かめの上、ご巧命ください。なお、 W 下のサービスは NEC フィールディング（株）が提供す 
るちのです0 


マルチベンダ H / W 統括ヴービス 

マルチベンダ製品（本製品 + SI 仕入製品*)で構成されるクライアント-サーバ-システムに対 
し、下記のお態による修理を行いまず。 


維持な巧お 態 

定期予防保守と、障害発生磯器の切りかけ、緊急障害復旧を巧います。 

出張保守お 態 

障害発生機器の切り分け.緊急障害覆旧を行います。 

引取り保守お 態 

障害発生機器の切りかけ.取外し、引取り、持帰り.調査、修理をし、完了體に取がけ、 

動作拖認.修理内容報告.引ミ度しを行います。 

預り保守お 態 

お客様が送がされた故障品を修理し.完了禮にご返送しまず。 


* SI 仕人製品とは 

NEC が他社か6仕人れ.責任をちってお客様に納入させていただ<化せ製品のことです。 


LAN マルチベンダ保守ヴービス 

他社製品を含むマルチベンダで構成される LAN 機器（ルータ - HUB • ブリッジなど）につい 
て、障害原因の切り分けとお客様が逞んだ保守方式による障害修復を巧います。クライアント 
およびサーバは、本メニュー対まかです。 

NEC 製の LAN 機器は化張修理を行います。 

他社製品の LAN 機器じついても、シングルウインドウでその障害修復（センドバック、予備磯 
保守など、お客様が違んだ保守方まによる）までをフォ□一します。 


LAN • ネットワーク監視サービス 

お客様が準備した LAN •ネットワーク監視装置を使用し、 INS 回線経由で監視します。サービ 
ス内容はネットワークノー ドの障害監視か6、性能監視、構成監視までありまず。サービス日 
樹ホ、24時聞'365日まで9パターンから違択できまず。監視の結果は毎月報告書を発行しま 
す。修理は八ードウ エア メンテナンスサービスで対応しまず。 
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情さ良サービスについて 


本製品に関するご質問-ご巧談は「ファーストコンタクトセンター」でお受けしています。 

《電話番号のかけまちがいが増えておりまず。番号をよくおおかめの上、おかけください。 

ファーストコンタクトセンター 
TEL . 03-34 已已-已800りで表） 

受イ寸時園/9:00〜12:00、13:00〜17:00月匿日〜金曜日（祝祭日を除く） 

お客様の装置本体を監視し、障害が発生した際に保守拠点か6お客様に連絡する「エクスプレ 
ス通報サービス」の申し込みに圉するご質問-ごち談は「エクスプレス受付センター」でお受 
けしていまず。 

《電話番号のかけまちがいが増えておりまず。番号をよくおおかめの上、おかけください。 

エクスプレス受付センター 
TEL 0120-22-3042 

受イ寸時聞/9:00〜17:00月匯日〜金匯日（祝祭日を除く） 

インターネットでも情報を提供しています。 

http :// nec 8. com / 

『8番街』；製品情報， Q & A など最お Express 情報満載！ 

http :// club . express . nec . co . jp / 

『Club Express] : 『Club Express 会員』への登録をご案巧しています。 Express 巳800 
シリーズをご利巧になる上で役立つ情報サービスの詳細をご紹介していまず。 

http :// www.fieldin 有. co . jp / 

NEC フイールデイング（株）ホームぺージ：メンテナンス、ソリューシヨン、用品、 
施設工事などの情報をご紹介していまず。 
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付録 A 



型名 

Express 已800 / CS 30 Of 

N 8100-1462 

CPU 

每イプ 

Intel ® Pentium ® デュアルコアプ□セ、ソサー E 2160 

ク□ック/キャッシュ 

1.80 GHZ /800 MHZ /1 M 

標準 

1 個 

最大 

1 個 

チップセット 

Intel 3200 (800/1333 MHz ) 

メモリ 

標準 

1 GB (1 G 巨 X 1 ) 

最大 

4 GB (1 GB X 4) 

増設単位 

1 枚単位 

増設機会 

3回 

メ刊モグュ-ル 

DDR 2-800 

Check 方ま 

ECC 

表示磯能 

グラフィ、ソクアクセ 
フレータ 

Server Engines ™ 2 nd Gen Server Management Controller 巧蔵 

ビデオ RAM 

SMB 

グラフィ、ソク表示 

640 X 480 撮大1,677万色）、800 X 600撮大1,677万色）， 

1,024 x %8 慮大1,677万色)、1,280 X 1,024慮大1,677万色） 

補助入力装置 

フ□、ソピーディスク 
ドライブ 

3.5 インチ XI (1.44 M 巨1720 K 巨対応） 

八ードディスクドラ 
イブ（標準） 

SATA 2 16006 X 1 

八ードディスクドラ 
イブ（最大） 

RAID 1 SATA 2 16006 X 2 

RAID 1+スペア SATA 2160 GBX 3 

RAID 己 SATA 2 16006 X 3 (320 GB ) 

八ードディスクドラ 
イブ（ホ、ソトプラグ） 

H 加 Plug SATA HDD X 3 

光ディスクドライブ 
(標載 

CD - RW / DVD-ROM ドライプ X 1 

DVD : 3倍速 U 上最大8倍速 . CD :1日倍速 U 上最大24倍速 

拡張スロット 

PCI 

PCI Express ( x 8) x 1 , PCI Express (4) x 1 

ディスクアレイ 

オプション 

N 8103 -11 目 （ RADI ) 

N 8103 -117 ( RAIDS ) 

巧部インクフェース 

SATA 

3 チヤネル 

外部インタフェース 

キーボード 

MINI DIN 6 -pin CPS /2) x 1 

マクス 

MINI DIN 6 -pin CPS /2) x 1 

シリアル 

前面： D-sub 9 -pin ( RS -232 C 規格準拠 ） x 1 
背面： D-sub 9 -pin ( RS -232 C 規格準拠 ） x 1 

ネットワーク 

1000巨 ASE - T (100 巨 ASE - TX /10 巨 ASE - T 対応 )LAN コネクタ （ RJ 4 己） xS 、 

マネージメント用 LAN (10 日巨 ASE - TX /10 巨 ASE - T ) コネクタ （ RJ -45) x 1 

ディスプレイ 

D-sub 1 5 -pin x 1 

USB 

4- phn コネクク（前面 x 2、 背面 x 2) バージョン 2. 日対応 

屋体デザイン 

ラックマウントモデル (1 U ) 

外形寸法 

フ□ントべゼル/ 
突起物含まず 

428 mm (幅 ） x 579 mm (奥巧き ） x 43 mm (高さ） 

フ□ントべゼル/ 
突起物含む 

485 mm (幅） x 6 日 1 mm 懊巧き） x 43 mm 搞さ） 









































20 巨 付録 


型名 

Express 已800 / CS 300 f 

N 8100-1462 

質量（最大） 

12.1 kg (14.2 kg ) 

電源 

AC 100 V + 1096、 50/60 HZ + 1% 

消費電力 

21 OVA 、20 己 W 

環境藥件 

動作時 

温度： 1 日〜 3 日 T ：、 湿度ぶ〇〜80% (ただし、結露しないこと） 

保管時 

温度：-10〜5日で、湿度:20〜80% (ただし.結露しないこと） 

標準添が品 

電源コード 、 FEXPRESSBUILDERJ DVD 、 スタートアップガイド、使巧上のごミ主 
意、保証書、ユーザサポートのご案内 

標準添付ソフトウェア 

なし 
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付録已巧巧サービスを社網一覽 


NEC Express 5800シリーズ、および関連製品のアフターサービスは、お買い上げの弊社販売 
店、最寄りの蜡社または NEC フィールディング株式会社までお問い合わせください。下記に 
NEC フィールディングのサービス拠点所在巧一覧を示します。 

设イ寸時圍： AM 9:00 〜 PM 5:00 ±喔日、日曜日、祝祭日を除く） 

次のホームページにわ最新の情報が記載されています。 

http :// www . fielding . co . jp / 


このほか、弊社販売店のサービス網がございまず。お買い上げの販売店にお聞い合わせくださ 
い。 

トラブルなどについてのお問い合わせは下記までご連絡ください（電話番号のおかけ圍違いに 
ごを意ください）。その他のお聞い合わせについては、下表を参照してください。 

【 IT 機器の修理窓、□】 

修理受付センター(全国共通） 0120-536-1 11(フリーダイヤル） 

携帯電話をご利用のお客様 0570-064-21 1(通話料お客さま負担） 


2008年1月現在 


都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵便番号 

所在地 

北海道 

札幌支店 

日 11- の 1-3705 

060-0042 

ネし幌市中央区大通西 4-1 が大通ビル 9 F 

東ホし幌営業所 

011-833-8640 

003-0001 

ネし幌市白石区東ホし暢1条1了目6番33号 

訓路営業所 

0154-32-7100 

08己-0816 

卸1路市歸巧 5-3 兰ッ輪ピル 2 F 

旭川ち店 

0166-24-2098 

070-0033 

旭川市兰集通9 了目左1号明治安田生命旭川ビル 1 F 

オホーツク 

営業所 

0157-25-7520 

090-0024 

北見市北四条東 3-1-1 富±义雖:!ヒ見ピル 3 F 

ちル牧営業所 

日 144-3 目-3846 

053-0022 

ちか牧市王子巧3-2ぶ3朝日生命笠ル牧ピル 2 F 

室蘭営業所 

0143-46-3180 

050-0083 

室蘭市東巧 2-24-4 石井第日ビル 3 F 

函館ま店 

0138-54-5642 

040-0001 

函龍市五穆郭巧 1-14 五懐郭114ビル 3 F 

道東支店 

0155-25-4892 

080-0013 

帯広市西兰お南 10-32 日本生命帯広歇前ビル 5 F 

か博営業所 

0134-24-5685 

047-0 の6 

ル樽市長橋 3-4-14 

青森 

青森ま店 

017-735-8501 

030-0802 

青森市本巧 1-2-20 住ち生命青森柳巧ビル3 F 

八戸営業所 

0178-44-4354 

031-0081 

八戸市柏崎 1-10 ぶ八戸第一生命ビル 1 F 

弘前営業所 

0172-34-9083 

0；36-8002 

弘前市,歇前2ぶ-2弘前第一生命ピル 1 F 

岩手 

盛岡ま店 

日19-目3日-3011 

020-0866 

盛岡市本宮 3-13-20 

一関営業所 

0191-25-6531 

021-0041 

一関市赤获字月巧2 18-2 

宮城 

仙台支店 

022-292-1900 

983-0852 

仙台市宮城野区權岡 3-4-18 クカノボル22ビル 4 F 

が田 

秋旧支店 

018-863-7938 

010-0951 

秋田市山王 1-3-29 

山形 

山お支店 

023-631-3502 

990-2445 

山お市南采巧 3-6-34 

鶴岡営業所 

0235-25-8386 

997-0013 

鶴岡市道お巧 23-31 山庄ビル1階 

米お営業所 

0238-24-1418 

992-0027 

米お市,駅前3-日 -22 かなつビル 1 F 

お島 

報山支店 

024-938-5209 

963-8022 

涨山市西ノ巧 22- 13 

福島支店 

024-536-3703 

960-8074 

福島市西中央五 T 目6番1号 

いわき営業所 

0246-28-8371 

970-8034 

いわき市平上荒川字桜巧 34- 1 

会建若松営業所 

0242-28-7624 

965-0818 

会ま若松巿東千石 2-1-4 巳 

巧城 

鹿島営業所 

0299-82-4860 

314-0014 

鹿嶋市光3住お金属構内 

つくばち店 

029-860-2000 

305-0821 

つ < ば市春日 3-22-8 

水戸支店 

029-257-1860 

310-0911 

水戸市見和3-日7日-3 

お木 

宇都宮ま店 

028-632-8140 

321-0954 

宇都宮市元今泉 2-7 -目 

小山営業所 

0285-21-1495 

323-0807 

ル山市が東 1-14-12 ウェルストン1ピル 1 F 
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都道府県名 

拠点名 

電話蚕号 

郵便蚕号 

所在地 

群馬 

群馬支店 

027-255-5461 

371-0855 

前橋市問屋巧 2-4-3 NF 3 ビル 4 F 

太田営業所 

0276-45-0666 

373-0853 

太田市お巧日 8-24 

埼玉 

さいたま:!ヒち店 

048-660-1881 

331-0812 

さいたま市化区宮原巧 2-85-5 

熊谷営業所 

048-527-0597 

360-0036 

熊谷市桜木巧 1-1-1 秩父鉄道熊谷ビル 4 F 

さいたま南ち店 

048-859-7360 

338-0832 

さいたま市桜区西堀 8-21-35 カク中マビル 3 F 

J II 越支店 

04-2955-7695 

350-1331 

狭山市新狭山 2-11-10 

越谷営業所 

048-978-9 己00 

343-0042 

越谷市千間台東 1-7-2 日エムケーピル 1 F 

千葉 

千葉支店 

043-221-7660 

260-0843 

千葉市中央区末広 1-12-15 

成田営業所 

0476-22-5390 

28目-0044 

成田市不動ヶ岡21日 2-2 成田姐ビル 1 F 

君ま営業所 

0439-55-7278 

299-1144 

君津市東坂田 1-3-2 京葉君津ビル 3 F 

船橋支店 

047-434-1611 

273-0012 

船橋市巧巧 2-1-1 66ぽ一と^井ビル 7 F 

柏支店 

04-7135-2400 

277-0827 

お市お葉巧 2-5-1 

印!西営業所 

0476-46-4250 

270-1352 

巧西市大塚 1-9 

千葉ニュー女ウンエネルギーセン女一 T 階 

東京 

東京中央ま店 

日 3-3431-9191 

105-0012 

港区ち大門 2-5 -日住ちち大門ピル 3 F 

大森支店 

03-3764-0007 

140-0013 

品川区南大井目-2日-3ピリーヴ大森ピル 8 F 

^田支店 

03-3452-6168 

108-0073 

港区王旧 1-4-28 兰旧国際ビル TF 

渋谷支店 

03-5458-3341 

150-0032 

渋谷区駕谷巧2番3号 COMS (コムス） 2 F 

新宿ま店 

03-5155-7810 

169-0072 

新直医大久保 1-3-21 酣窗 TX ビル 6 F 

日本橋支店 

03-3297-0783 

104-0032 

中央区八 T 堀 4-5-8 KDX 八了堀ビル2 ■ 3 F 

ミエ東ま店 

日3-；3649-3230 

13己-0016 

江東区東陽 2-2-20 住友不敦産東陽献前ビル TF 

秋葉原ち店 

03-5821-2474 

111-0052 

台東区柳橋 2-19-6 秀巧柳橋ビル 8 F 

足立営業所 

03-3888-7151 

120-0034 

足立区千住 1-11-2 カーニープレイス千住 7 F 

巧田支店 

03-3233-241 1 

101-0064 

千代田区猿築巧 2-7-8 住友水道橋ビル 8 F 

東京流通サービ 
ス部 

03-5459-6051 

150-0032 

渋谷区駕谷巧2番3号 COMS (コムス） 2 F 

立川支店 

042-527-2527 

190-0022 

立 J II 市歸巧 2-4-6 住ち生命立川ビル 3 F 

ル金井支店 

042-385-7666 

184-0013 

小金井巿前原巧日- 9-7 

巧奈 JII 

神奈川支店 

045-314-7625 

220-0004 

横浜市西区化幸 2-8-4 横お西 □ KN ビル1 1 F 

橫須賀営業所 

046-827-3188 

238-0004 

横須賀市ル川巧 14-1 二、ソセイ橫須賀センタービル 1 F 

川崎営業所 

044-244-1083 

210-0011 

川崎市川崎区富±見 1-6-3 TOK に0事務棟ビル 3 F 

柜模支店 

042-746-6111 

228-0803 

相模原巿相模大野 7-1 -目相模大野第一生命ビル 4 F 

厚木支店 

046-225-041 1 

243-0018 

厚木市中巧四了目 16-21 プ□ミティあつぎビル己階 

平輝支店 

0463-21-4777 

254-0035 

平塌市宮の前 1-2 あいおい損保平塚第ービル 2 F 

藤沢営業所 

0466-22-0204 

251-0055 

藤お市南藤沢 17-1 日コア湘南田巧ビル1 F 

玉川支店 

044-814-1551 

213-0002 

川崎市高津区二子日- 1-1 高津パークプラザビル 4 F 

山梨 

甲府支店 

055-226-7564 

400-0858 

甲府市相生 2-3-16 兰井住ち海上甲府ピル 3 F 

富±吉田営業所 

0555-23-9515 

403-0005 

富±吉旧市上吉田3726ヤマナシ文具センクービル TF 

長野 

ネ公本支店 

0263-27-7070 

399-0033 

お本市喧賀目日 96-1 

岡谷営業所 

0266-24-4870 

394-0031 

岡谷市旧中巧 2-8-5 岡谷サンプラザビル4階 

長野支店 

026-224-0050 

380-0824 

長野市南石堂巧1293長栄南石堂ピル 1 F 

上田営業所 

0268-27-6336 

386-0032 

上田市諷訪お 5-1 豊成ビル己 F 

飯田営業所 

0265-53-7043 

39己-0815 

飯田市が尾常盤台 73-10 

新渴 

新瀉支店 

025-243-2315 

9已 0-0986 

巧湯市中央区神道寺南 2-4-1 己 

長岡営業所 

0258-35-5217 

940-0034 

長岡市福住 2-3-6 ル巧石なピル 

富山 

富山支店 

076-442-2605 

930-0004 

富山市桜橋通り 1-18 住ち生命富山ビル 1 F 

黒部営業所 

0765-54-0447 

938-0031 

黒部市兰日市字新光寺 1880-1 

高岡営業所 

0766-25-4212 

933-0912 

高岡市丸の巧 1-4 日高岡商エピル 8 F 

石川 

金沢支店 

076-223-3188 

920-0864 

金お市高岡巧 1-39 住ち生命金お高岡巧ピル TF 

ルネ公営業所 

0761-24-3782 

923-0926 

か松:市竜助巧3目ル松東京海上日動ピルディング 3 F 

■ t 尾営業所 

0767-54-0298 

926-0801 

■ t 尾市昭和巧5 1-2 

福井 

福井支店 

0776-54-6637 

918-8206 

福井市化四ツ居巧己18 

岐阜 

東灌営業所 

0572-55-4578 

509-5132 

±岐市泉巧大富 261-8 

岐阜支店 

058-275-8801 

500-8367 

吸阜市宇佐南 3-4-7 
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都道府県名 

拠点名 

電話番号 

郵语番号 

所在地 

静岡 

静岡支店 

054-202-6120 

422-8061 

静岡市廳河区森下町 1-3 日静岡 MY タワー 2 F 

富±営業所 

0545-64-6735 

416-0944 

富±市横割1 -17-24 FC ビル 2 F 

沼建支店 

055-973-6001 

411-0906 

驢東報清水巧八幡 88-1 

おお支店 

053-466-0205 

43己-0047 

おの市原島巧111 

掛川営業所 

0537-23-2181 

436-00 己6 

お川市中央 1-4-2 クウンビル 3 F 

愛知 

を古屋中央支店 

052-264-7525 

460-0007 

を古屋市中区が栄 2-28-22 NEC を古屋ビル 5 F 

を古屋東支店 

052-264-7581 

460-0007 

を古屋市中区新栄 2-28-22 NEC を古屋ビル 5 F 

を古屋西支店 

052-264-7561 

460-0007 

を古屋市中区巧栄 2-28-22 NEC を古屋ビル 5 F 

を古屋南支店 

052-694-1031 

457-0862 

を古屋市南区巧田橋 1-8-5 アートライフ-タケセイ 1 F 

半旧営業所 

0569-22-2762 

475-0903 

半田市化□巧 1-130-1 森田ビル 4 F 

ル牧支店 

0568-75-5594 

48己-0029 

ル牧市中央 1- Z 71 大垣共立銀行ル牧支店ピル 4 F 

岡崎営業戸斤 

0564-23-5020 

444-0044 

岡崎市康を通南 3-5 住友生命岡崎第ニビル TF 

豊橋営業所 

日日 32-5 日-3063 

440-0084 

豊橋市下地巧瀬上83 

三河支店 

0565-34-1168 

471-0034 

豊田市か坂本巧 1-5-3 朝日生命巧豊田ビル 3 F 

兰重 

兰重支店 

059-227-1622 

514-0042 

ま市お巧 3-2-1 

四日市営業所 

0593-51-0425 

己 10-007 己 

四日市市安島 1-5-1 日 KOSC 日四日市西浦ビル 2 F 

滋賀 

溢費支店 

077-525-3156 

520-0043 

大津市中央4-己 -4 巨 K ビル 

彦根営業所 

0749-24-1784 

522-0073 

彥根市姐巧8ぶ0 

東あ江営業所 

0748-25-0680 

己の-0022 

東近江市八日市上さ巧 2-7 ウイング八日市 3 F 

京都 

京都支店 

日7日-8に-5800 

604-8804 

京都市中京区壬生巧が巧 24-1 古川勘ビル 4 F 

福知山営業所 

0773-23-6287 

620-0942 

福知山市就南巧 3-6 か下,駅南ビル 2 F 

亀岡営業所 

0771-25-7320 

621-0805 

亀岡市安巧中皇 1-2 スカイビル 7 F 

大販 

本巧支店 

06-6264-2810 

541-0053 

大販市中央区本巧 2-1-6 巧筋本巧センターピル 6 F 

大阪支店 

06-6264-2828 

己4 1-00 己3 

大販市中央区本巧 2-1-6 巧筋本巧センタービル 6 F 

淀川支店 

06-63 日日-日444 

532-0011 

大販市滿川区西中島 1-11-16 住ち商事活リ1ビル 3 F 

千里支店 

0目-683日-日017 

560-0083 

豊中市新千里西巧 1-2-2 住ち商事千里ビル南館 2 F 

東大販支店 

0729-24-6780 

581-0803 

八尾市光巧 1-61 鳴野-住ち生命ピル 7 F 

南大販支店 

072-223-8595 

590-0075 

踢市巧区南花田□巧 2-3-20 
住ち生命巧東ビル南館 4 F 

お庫 

豊岡営業所 

0796-24-0331 

668-0043 

豊岡市桜巧1日-1幸栄ピル 1 F 

巧戸支店 

078-332-5431 

目日 0-0031 

神戸市中央区東巧12目巧戸シルクセンクービル 3 F 

姫路支店 

079-289-2684 

670-0948 

姫路市：)ヒ集宮の巧113 

奈を 

奈良支店 

0742-36-1161 

630-8001 

奈良市ま華寺巧2 19-1 

糧原営業所 

0744-23-6240 

634-0813 

糧原市四集巧 277- 1シエ-ホーム-ヤマ 2 F 

和歌山 

和歌山支店 

073-428-3222 

640-8154 

和歌山市六番 T 日和歌山第一生命ビル 

鳥取 

鳥取営業所 

0857-25-6322 

680-0845 

鳥取市富安 2-1 日9な本ビル 4 F 

米子営業所 

0859-22-8280 

683-0805 

米子市西福原 2-1-1 YNT 第10ビル2階 

島根 

山陰支店 

0852-21-0988 

目 90-0049 

松江市巧師巧 2-38 NKT ビル 7 F 

お旧営業所 

0855-22-6092 

697-0033 

浜田市朝日巧7日-日朝日第2ビル ^F 

岡山 

岡山支店 

086-246-9606 

700-0976 

岡山市辰巨 19-102 

倉敷営業所 

086-426-1371 

710-0057 

倉敷市昭和 2-4 -目住ち生命倉敷ピル 2 F 

津山営業所 

0868-31-2821 

708-0023 

ま山市大手巧 6-8 城南ピル 4 F 

広島 

広島支店 

082-248-4222 

730-0042 

広島市中区国泰寺巧 2-5-1 1西橋屋ビル 4 F 

吳営業所 

0823-21-5129 

737-0051 

吳市中央 1-6-9 センクービル吳，駅前 6 F 

東広島営業所 

0824-22-6411 

739-0015 

東広島市西お栄巧1日ぶ7栄巧ビル 2 F 

福山営業所 

084-931-8907 

720-0973 

福山市延広巧 1-2 明治を田生命福山駅前ビル 8 F 

山 □ 

山□支店 

083-973- 18己8 

7己 4-0011 

山□市ル涨御幸巧 4-9 山陽ビルル涨 1 F 

山□周防営業所 

0833-44-1621 

744-0011 

下松市西豊井137己-3 

岩国営業所 

0827-22-9534 

740-0018 

岩国市麻里布巧 1-5-26 岩国通運ビル 2 F 

下閱営業戸斤 

0832-57-2939 

7己 1-0877 

下閱市秋根東巧 8-1 日トワムールエクスビル 3 F 

徳島 

徳島支店 

088-622-1270 

770-0852 

徳島市徳島巧 2-19-1 あいおい損保徳島第ービル 4 F 

罰 II 

高ネ公支店 

087-833-1708 

760-0008 

高松市中野巧 29-2 住ち生命高松パークビル 7 F 

丸重営業所 

0877-23-8563 

763-0034 

丸亀市大手巧 3-5-18 ジブラルタ生命丸亀ビル 7 F 
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都道府県名 

拠点名 

電話蚕号 

郵便蚕号 

麻地 

愛媛 

松山支店 

日 89-94 己-414己 

790-0878 

松山市聴山巧 1-19-3 青木第ービル日 F 

八幡お営業所 

0894-23-0173 

79目-0010 

八幡お巿江戸岡1了目 4-6 ミ I 戸岡ビル 2 F 

宇和島営業所 

0895-24-1471 

798-0032 

宇和島巿恵美須巧 2-4-14 井上ビル 

今お営業所 

0898 -31-5741 

794-0063 

今治市片山 1-2-20 

新居お営業所 

0897-34-4772 

792-0003 

新居お巿新田巧 3-2 新居おビル己 F 

J II さ江営業所 

0896-58-6208 

799-0113 

四国中央市妻鳥巧1010番地8共巧ピル102号室 

高知 

高知支店 

088-873-8851 

780-0870 

高知市本巧 4-2-4 日ニッセイ高知ピル3階 

福岡 

福岡支店 

092-472-2853 

812-0004 

福岡市博を区優田 2-3-27 STS 第ニビル 3 F 

化九州ち店 

093-522-0581 

802-0014 

北九州巿ル急：]ヒ区砂津 1-5-34 ル倉興産の号館 4 F 

飯塚営業所 

0948 -24-09 19 

820-0066 

飯塌市大字幸棠日 26-1 福岡ソフトウェアセンター 2 F 

义留米営業所 

0942-44-5298 

839-0809 

久留米巿東合り 12-4-29 

大牟田営業所 

0944-51-2655 

の目-0843 

大牟田巿不知义巧 2-7-1 中島物産ビル己 F 

佐費 

佐賀ま店 

0952 -31-9301 

849-0937 

佐賀市調島 3-2-19 

佐賀西営業所 

0954-22-6567 

843-0022 

武雄市武雄巧大字武雖 5014-1 東洋リーセントピル己 F 

唐ま営業所 

0955-75-0745 

847-0861 

唐津市二夕す 1-17 -目サンライズピル 1-2 号室 

長崎 

長崎ま店 

095-820-0525 

850-0032 

長崎市興善巧目-日興善イーストピル4階 

佐世保営業所 

0956-34-3811 

857-1161 

佐世保巿大塔巧 1266-24 

諫早営業所 

0957-23-0471 

8己 4-00 16 

諫早市高城巧己-10諫早商工会館己 F 

五島営業所 

09閱 -75-0876 

853-0033 

五島市木場巧252番地8 F ビル1 F 

熊本 

熊本支店 

096-383-6777 

862-0925 

熊本市保田蓮本巧 1-4 日 

大分 

大分支店 

097-503-2555 

870-0921 

大分市软原 4-9-65 

中ま営業所 

0979-23-1182 

871-0058 

中津市豊田巧 2-423-10 6 BILL 5 F 

宮崎 

宮崎支店 

0985-27-4477 

88日-0806 

宮崎市広島 1-18-7 大同生命宮崎ビル 9 F 

延岡営業所 

0982 -3 日-7己4己 

882-0847 

延岡市祀巧 3-1-1 

旭化成ネットワークス（巧）本社棟 1 F 

都城営業所 

0986-23-4821 

885-0021 

都が市平江巧13街区1日富±义楽お上保険ビル 3 F 

鹿お島 

鹿お島ち店 

099-285-2266 

890-0062 

鹿児島巿与次郎 2-4-35 KSC 鴨池ピル T F 

出水営業所 

0996-62-8922 

899-0202 

化水市昭和巧1 3- 1第二丸久ビル 2 F 

ミ中縄 

沖縄支店 

098-876-2788 

901-2132 

浦添市が祖 2-7-11 
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用語解説 


本装置に関する用語じついて解説します。 

AFT (Adapter Fault Tolerance) モード 

ethO と eth 1 を 1 つの仮想アダプタとし 
て機能させることじより、プライマリ 
ポートが故障した場合、即座にバック 
アップポートに切り替え運用を継続さ 
せることができる。 

ALB(Adaptive Load Balancin 巨 ) モード 

ethO と eth 1 を1つの仮想アダプタ 
( bondO ) として機能させることにより、 
各ポートに通信を分散し、スループッ 
卜を向上させることができる。 

anonymous FTP 

FTP (File Transfer Protocol ) の利用 
方法のひとつで、 FTP サーバをイン 
ターネット上で公開し、詰でち使巧で 
きるようにしたもの。利用をは特をの 
アカウントを持たない置をでちサーバ 
にアクセスすることができる。 

BIOS(Basic Input Output System) 

基本的な入化力を行うプ□グラムのこ 
と。 

CGI (Common Gateway interface) 

Web サーバの HTML 文書か6外部プロ 
グラムを呼び出ずための仕掛け 。 Web 
サーバ機能をさまざまな用途に化おで 
ぎる。 

DHCP (Dynamic Host Configuration 
Protocol) 

ネットワークに接続されたを端ホは IP 
アドレス、 DNS サーバなど、各種の設 
定を巧ク必要がある。 

これ6に関する情報を DHCP サーバに 
登録しておくと、 LAN ポートに接続さ 
れた機器の設定を DHCP サーバげ自動 
的に巧う。 

DNS(Domain Name System) 

ネットワーク上のマシンの名前と IP ア 
ドレスを巧互に変換するシステム。 

覚えじくい IP アドレスを使わずに、マ 
シンをであるドメインる （ 例えば 
www . nec . co . jp ) を使つて通信を巧能に 
ずる。 


DNS ソフトウエアはネームサーバとリ 
ソルバと呼ばれる二つの機能を持つ。 
ネームサーバは、ドメインネームと IP 
アドレスを管埋するデータべースにア 
クセスし、マシンをと IP アドレスを変 
換する機能を持つ。 

リソルバはクライアントの要求に応じ 
て、ネームサーバ[こ聞い合わせを巧う 
機能である。代表的な DNS ソフトウエ 
アに、 BIND がある。 

Ethernet ( 一「イーサネット」） 

FQDN (Fully Qualified Domain Name) 

TCP / IP ネットワーク上で、ドメインを 
やサブドメインを、ホストをを省略せ 
ずにずべて指定した記述おまのこと。 

FTP (File Transfer Protocol) 

TCP / IP ネットワークでファイルを転 
送するために使われるプ□トコル、ま 
たはプ□グラムを指す。 FTP でファイ 
ルを転送するには、通常はユーザーを 
とパスワードがあ要であるが、 
anonymous (匿名の意巧）というユー 
ザるで，誰でち使用できる FTP サーバ 
もあんこれは 、 anonymous FTP サー 
バと 巧ばれる。 

HTML(Hyper Text Markup Language) 

Web サーバで公晶する情報を記述ずる 
ための言語。文字や画像を結び合わせ 
た八イパーテキスト文書を作成でき 

る。 

HTML を記述するには、文書の論理構 
造を、タグと呼ぶ記号を使つて示さな 
ければな6ないが、現在は HTML を簡 
単に作成ずるツールが数をくを在して 
いる。 Web ブラウザは、 Web サーバ上 
にある HTML ファイルを実際に表示す 
るソフトウエアである。 Web サーバに 
アクセスするには 、 URL (Uniform 
Resource Locator ） 、例えば 「 http :// 
www . nec . co . jp /」 を指をする。 
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HTTP(Hyper Text Transfer Protocol) 

Web サーバと Web ブラウザがファイル 
などの情報をかり取りずるためのプ □ 
トコル。 

に AP(lnternet Content Adaptation 
Protocol) 

インターネット上を流れるデータの変 
要やスキャニングを可能 I こずるオープ 
ンプ□トコル。本製品では、 URL フィ 
ルタリングソフト 「 InterSafe 」 のに AP 
版に対応していまず。 

に P(lntemet Cache Protocol) 

キャッシュサーバが他サーバへキャ、ソ 
シュデータの有無を磕認ずるためのプ 
□トコル。隣接プ□キシがを在する場 
合に使われまず。 

IP(lnternet Protocol) 

ネットワーク闇でのデータの中継経路 
をミ夫定ずるためのプ□トコル。通信プ 
□トコルの体系において、 TCP と IP は 
非常に重要なので、これら二つを合わ 
せて TCP / IP とも呼ばれる。 

IP (Internet Protocol ) アドレス 

TCP / IP 通信においてネットワーク上 
の各端ホの位置を特定するために使用 
される32ビットのアドレス。通常は8 
ビットずつ4つに区切って日〜255.0〜 
255.0〜255.0〜255という10進数の 
数字列で表される。ルータは IP アドレ 
スを複数持つ。 

例）130.1日8.60.己 

LAN (Local Area Network) 

同ーフ□アーや敷地内の比較的ルさな 
規模のネ 、ソ トワークのことをいう。 

Lciap(Lightweight Directory Access 
Protocol) 

ディレクトリデータベースにアクセス 
ずるためのプロトコル。本製品では、 
Ldap 認証サービスを使用可能です。 

Linux 

Linus Torvalds 氏を中ム1こ、世界中の 
開発者がインターネットを利用して、 
相互に協力しながら開発-保守してい 
る UNIX 互換 0 S 。 


Management Console 

キャ、ソシングシステムで使用する Web 
ブラウザによる運用管理（システムの 
各種設定および状態磕認）ツールのを 
称。 Web-based Management 

Console の略称として WbMC と表記す 
ることちある。 

MIME (Multipurpose Internet Mail 
Extention) 

インターネットを介してさまざまな 
デー タ を送るための拡張仕様。 

NTLM (Windows NT LAN Manager) 

ネットワーク□グオンのための 
Microsoft リモートアクセスプ□トコ 
ル。本製品では NTLM を使用したクラ 
イアント情報のチエックと記録が行え 
まず。 

PING(Packet InterNet Groper) 

ある端末から他の端末への接続が正常 
に巧えるかどうかを試,験ずるプ□グラ 
ム。 

POP (Post Office Protocol) 

TCP / IP のアプリケーシヨンプ□トコ 
ルの一つで、クライアントがサーバか 
らメールを取得するときじ用いられる 
プ〇トコル。 

Radius (Remote Authentication Dial In 
User Service) 

ダイヤルアップユーザの認証システ 
ム。アクセスサーバとの闇で認証用の 
ユーザ ID やパスワードをやり取りずる 
際には MD 5 を使った独自の方式を用い 
る。本製品では、 Radius 認証サービス 
を使用可能でず。 

SMTP(Simple Mail Transfer Protocol) 

TCP / IP のアプリケーシヨンプ□トコ 
ルの一つで、電子メールの配送のため 
のプ〇トコル。 
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SS し (Secure Socket し ayerj 

Web サーバが信頼できるちのかの認証 
を行ったり， Web ブラウザのフォーム 
か5送信する情報を暗号化するために 
用い6れる技術。 SSL を用いるじは、 
Web サーバに秘密鍵と証明書を設をす 
る必要がある。証明書はベリサインな 
どの認証局に署名しても5うものと、 
自己署名のものがあるが、前をを届い 
るとサーバ認証と暗号化が、後者を用 
いると暗号化のみが有効になる。 

TCP(Transmission Control Protocol) 

事実上インターネット標準となってい 
る TCP / IP プ□トコルの基礎をなすプ 
□トコル。 IP の上位プ□トコルとして 
位置づけ6れ、 IP がコネクションレス 
型の配をサービスだけを提供するのに 
対して， TCP はコネクション型の配送 
サービスを提供す る。 

TCP/IP(Transmission Control 

Protocol/Internet Protocol) 

インターネットの標準通信プ□トコ 
ル。 TCP を IP はそれぞれ固有のプ□卜 
コルをだが、一般に UDP(User 

Datagram Protocol ) などを含めたプ〇 
トコル群を TCP / IP と総称することが 
をい。 

TCP を使う代表的なネットワーク機能 
には、 HTTP 、 FTP などがある 。 UDP 
を使う代表的なネットワーク機能に 
は， DNS などがある。 

Telnet (Telecommunication Network) 

TCP / IP で接続されたコンピュータに 
遠隔地か6□グインするためのサービ 
ス> またはプ□グラムを指ず。 
インターネットに接続された特定のコ 
ンピュータに接続し、そのコンピ ユー 
夕を 遠隔操作す る目的で使われるわ 
の。 


インターネット 

ほぼ全世界にまたがるコンピュータ 
ネットワークの集合体。元々は 、 UNIX 
の LAN を相互接続することでお成され 
たきた。現在ではパソコン LAN とわ接 
続しており、巨大な届信インフラと 
なった。 

インターネットへの接続じは、専届綜 
じよる IP 接続、ダイヤルアップ接続な 
どの方法がある。 

イントラネット 

インターネットの技術を企業内の届信 
基盤に取り入れたお態。 

キャッシュ 

データを高まにアクセスするために、 
直前に利用したデータを一時的に格納 
しておく場所のこと。 

八ードウェアで実現されている場合 
と、ソフトウェアで実現されている場 
合の両方がある。 

クライアント 

ネットワークにおいてサーバに対し、 
情報の提供などの何らかのサービスを 
要求し、その返答を受ける機器または 
アプリケーシヨンの総称。 

サーパ 

ネットワークにおいてクライアントに 
対し、何6かのサービスを提供する機 
器のことをいう。提供するサービスご 
とに、ファイルサーバ、 DNS サーバと 
いった名称で呼ばれる。 

サブネット 

IP アドレスの範囲内で管理をは自分の 
管理するネットワークをサブネットマ 
スクを使用して、いくつかのルネット 
ワークに分割することができる。こう 
してできたかネットワークを> サブ 
ネットと呼ぶ。 


イーサネット (Ethernet) 

米ゼ□、ソクス社、米 DEC 社，米インテ 
ル社の3社が共同開発した LAN の名称。 
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ヴブネットマスク 

IP アドレスにはネットワークの情報と 
端末の情報が含まれているが、 IP アド 
レスのうちどこまでがネットワークの 
情報で、どこか6が端末の情報かを識 
別するために用意されているもの。 

IP アドレス同様に0~255.0~255.0~ 
255.0~ 255という10進数の数字列で 
表される。また、これの値で管理者は 
サブネットを設をすることができる。 
例えば，サブネットマスク 
に55.255.255.0」は，8ビットの 2 S 数では 
11111111 . 11111111 . 11111111.00000000 
となる。 IP アドレス192.168 .60 .已のう 
ち1で覆われている部分がネットワー 
クを、0の部分がネットワーク内の端ホ 
を表す。この場合、192.1日 8.60.0 が 
ネットワークを、5はその中の端末のこ 
とを表す。 

システム運用管理 

構築したシステムが円滑に稼働するよ 
う継続的に保守を行っていくこと。 
八ードやソフトの障害を検化して復旧 
する障害対策，八 ー ドの配置やディス 
クの空き容量を管理する構成管理、卜 
ラフィ、ソクやプ□セスの使用率を管理 
する性能管理> パスワードやアクセス 
権を制御するセキュリティ管理などが 
ある。 

ストング 

サーバにあるサウンドデータや動画 
データをネットワーク経由でダウン 
□ー ドしなが5順次再生することを巧 
能にする技術。 

主なものにリアルネ、ソトワークスの 
RealVideo やマイク□ソフトの 

Windows Media Technology > アップ 
ルの QuickTime などがある。 

デフォルトゲートウェイ 

P パケットを他のネットワークへ転送 
するときにな用する回送先。接続して 
いるネットワーク上にないホスト 
(ルータを超えた他のホスト）とのデー 
夕のを受信をする際に複雑な経路制御 
を特定のホストに任せる方まじおいて 
「特定のホスト」のことをデフオルト 
ゲートウェイと呼ぶ。 


ドメイン 

大規模なネットワークを論理的なグ 
ループに 分割して、個々のコンピ ュー 
夕や ユーザーを 識別. 管理するための 
概念。 

インターネットの世界では、 IP アドレ 
スに対応して付けられるを前の範囲を 
ドメインと呼ぶ。 IP アドレスとドメイ 
ン名は DNS サーバが対応づける。 LAN / 
WAN の世界では、 Windows 2000サー 
バなどのネッ トワーク管理単位をドメ 
インと呼ぶ。 

ネームサーバ 

ネットワーク内でユーザーをやコン 
ピュータ名に関する情報を提供する 
サーバ。代表的なちのとして DNS サー 
バなどがある。 

パケット 

LAN や通信回線を介して、デジタル 
データを伝送する隐じ、データをある 
一を長の固まリじ区切って、宛先など 
の情報を力日えたちの。 

パケットフィルタリング 

パケットに含まれたさ信元などの情報 
を基に、そのパケットを适過させてよ 
いかどラかの達別を行うセキュリティ 
の手段。 

ファイアウォール 

インターネットと LAN との圍に函置す 
ることでデータ通信を管理し、外部か 
6の不正アクセスか6巧部のネット 
ワークを保畫するシステムや役割をさ 
ず。 

ブラウザ 

インターネットの ホー ムぺージを見る 
ためのソフト。 

ネットスケープ-コミュニケーシヨン 
ズ社のネットスケープ-ナビゲーター 
や、マイク□ソフト社のインターネッ 
卜-エクスプ□ーラなど。 
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プ□キシ 

インターネット環境で、クライアント 
か5の要求を受けると、クライアント 
に代わって サーバに アクセスし， サー 
バ か 6 受け取った データをクライアン 
卜に転送するソフトウエア。 
クライアントが気が付かずに動作ずる 
場合を特に> 透過プ□キシと呼ぶ。 
セキュリティの向上と、ネットワーク 
負荷の集中を遇ける（キャッシング機 
能の)ためじ使用される。 

プロトコル 

ネットワークを介してデータを交換す 
るための取リまめ。 B 信規約。 

届信ケーブルの種類などの物理的な規 
定か6、アプリケーションプ□グラム 
へのデータの受け渡し方まの規ちま 
で、さまざまなレベルのプ□トコルが 
ある。 


プ□バイダ 

商用インターネット接続サービス業者 
のこと。正まには，インターネットサー 
ビスプ □バイがに P )。 

ポー ト番号 

TCP や UDP で通信相手を特定するため 
に用いられる識別子。 


ホスト名 

ネットワーク全体の管理、または制御 
を巧うコンピュータに付け5れたを 
前。 

ルータ 

複数のネットワークを柜互に接続ずる 
ための通信装置の一つ。 

インターネットは TCP / IP を使うネッ 
トワーク同±がルータで結ばれた巨大 
なネットワークである。 

□グ 

コンピュータの利用状ミ兄やデータ届信 
の記録を取ること。また> その記録。 
操作やデータのを受信が行われた日時 
と> 巧われた操作の内容やを受信され 
たデータの中身などが記録される。 




21 巨メモ 
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数字 

1000/100/10 ランプ 24 
100/10 ランプ当 

A 

ACT ランプ驾 
AC リンク }68 
AFT/ALB 設定巡 

C 

CMOS コン フィグレーシヨ ン 
ジャンパ 22 
CMOS メモリ 178 
COM A コネクク 24 
CPU 205 

CPU / メモリ使用状況蹈 
CS シリーズ 3 

D 

DianaScope 117 
DIMM 

取り付け 
取り外し 135 
DIMM ソケット 27 
DIMM の増設順唐 133 
DISK ACCESS ランプ £2 
D に K アクセスランプ 23 
Disk 増設ユニットを 
D に K ランプ 22 
DUMP スイ、ソチ 23 

E 

ESMPRO/ServerAgent 51. 
118 

ESMPRO/ServerManager 

118 

EXPRESS 巨 UILDER ] 〇 2 
起動 103 

EXPRESS 巨 UILDER DVD 9 

H 

http 

//club.express.nec.co.jp/ 
204 

//necS.com/ 204 
/ /www.fielding.co.jp/ 

204 


IDE つネクタ芝三 
InterSafe 巡 
Inte 巧 ec シリーズとは 2 
InterSec シリーズについて 
1PM 巨コネクタ芝三 
IP アドレス斗 § 

1P フィルタリング目 


L 

LAN コネクタ ^ 

LB シリーズ 3 
UNK/ACT ランプ ^,30 
LINK ランプ 23 


M 

Management Console 58 
MW シリーズ 3 

N 

NMI スイ、ソチ £2 
NTLM 設を： ZS 
ntpd 81 
Numlock 158 


P 

PCI 205 

PCI ボード 136,160 
取り付け 138 
取り外し m 
PCI ライザーカード 25,26 
PCI ライザーカードス□ット 
27 

POST 

内容を画面じ表示ずる 
158 

POWER スイッチ ^,36 
PO 邮 ER ランプ 23, 28, 36 

R 

RAID LED コネクタ 27 

S 

Samba 92 
SATA 161, 205 
SATA/SAS コネクタ 27 
SETUP 147 


AC-LINK 168 
Adjacent Cache Line 
Prefeth 157 
Advanced 158 
Advanced Chipset 
Control 163 
Assert NMI on SERR 

167 

Base I/O address 161 
Baud Rate 170 
BIOS Redirection Port 

170 

BMC IRQ 168 
BMC LAN Configuration 

171 

Boot 174 

Boot Monitoring 167 
Boot Monitoring Policy 

168 

Boot-time Diagnostic 
Screen 158 
C1 Enhanced Mode 
157 

Change TPM State 
165 

Clear Ail Event Logs 
172 

Clear BMC Configuration 

172 

Command Port Number 

171 

Console Redirection 
170 

Continue Redirection 
after POST 170 
Current TPM State 165 
Default Gateway 171 
DHCP 171 
DIMM Group Status 
159 

Disable USB Ports 165 
Discard Changes 176 
Event Log Configuration 
172 

Execute Disable Bit 156 
Exit 175 

Exit Discarding Changes 
17 己 

Exit Saving Changes 
175 

Extended Memory 159 



218 索引 


Extended RAM Step 
159 

Fixed disk boot sector 
165 

Flow Control 170 
FR 巨 - 2 Policy 167 
Hard Disk Pre-Delay 

15 己 

Hardware Prefetcher 
157 

HTTP 171 

HTTP Port Number 171 
HTTPS 171 
HTTPS Port Number 
171 

IDE CD 174 
IDE HDD 174 
Intel(R) Virtualization 
Tech 157 
Interrupt 161 
IP Address 171 
LAN Controller 160 
Language 155 
Load Custom Defaults 
176 

Load Setup Defaults 
175 

Main 155 

Memory Configuration 
159 

Memory/Processor Error 
158 

Memory Retest 159 
Multimedia Time 163 
Native Mode Operation 
161 

NumLock 158 
Onboard LAN 160 
Onboard VGA Option 
ROM Scan 160 
Onboard Video 
Controller 160 
Option ROM Scan 160 
Parallel AT A 161 
Password on boot 165 
PCI 巨 Ev m 
PCI Configuration 160 
PCI SCSI m 
PCI Slot 旧〜 3B Option 
ROM 160 

Peripheral Configuration 
161 

Platform Event Filtering 
168 


Post Error Pause 168 
Power ON Delay 
Time(Sec)168 
Power Switch Inhibit 
165 

Processor CPU ID 156 
Processor し 2 Cache 
156 

Processor Retest 156 
Processor Settings 
156 

Processor Speed Setting 
156 

Remote Console Reset 

170 

Reset Configuration Data 
158 

SATA AHCI Enable 162 
SATA Controller Mode 
Option 162 
SATA RAID Enable 162 
SATA Transfer Rate 
162 

Save Changes 176 
Save Custom Defaults 
176 

Security 164 
Security Chip 
Configuration 165 
Serial AT A 161 
Serial Port 161 
Server 167 
Set Supervisor 
Password 164 
Set User Password 
164 

SSH 171 

SSH Port Number 171 
Subnet Mask 171 
Supervisor Password Is 
164 

System Date 155 
System Event Log 173 
System Management 
169 

System Memory 159 
System Time 15 己 
Telnet 171 
Telnet port Number 

171 

Terminal Type 170 
Thermal Sensor 168 
TPM Supprt 165 
USB CDROM 174 


USB Controller 161 
USB FDC m 
USB KEY m 
User Password Is 164 
VGA Controller 160 
Wake On LAN/PME 
163 

Wake On Ring 163 
Wake On RTC Alarm 
163 

Web Interface 171 
画面 

キー M 9 
起動 M8 
設定例 m. 

説明 

デフォルト値に戻す 175 
内容を保をしない 175 
破棄 176 
パラメータ 
保存 175 

SGPI01 コネクク 27 

SGPI02 コネクク 27 

SMMP 这 1 

snmpd 81 

SPEED ランプ巡 

SSL アクセラレータ設定 ZZ 

STATUS ランプ 23, 24,28 

T 

telnetd 81 

U 

UID スイッチ 23, 24,43 
UID ランプ 23, 30 
UPS 34. 168 
URL フィルタリング 7 
USB 205 

US 巨コネクタ 23,24, 27 

V 

VC シリーズ 3 

W 

wpad-httpd 81 
WPAD サーパ 

ア 

アクセス巧能待ち受け IP gQ 
アクセス制御設走旦 S 
アクセスランプ £2 
アクセス □ グ取得 8 目 
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新しいパスワード生 Z 
アラートの殖認 1M 
安全上のごま意 Y 
安全じかかわる表示(こついて山 
移動198 

インストール/初期導入設定用 
ディスク9 
インタフェース205 
運用管理機能 g 
エアダクト25, 26 
エクスプレス受付センクー 

204 

エラーメッセージ ms 
オートランで起動するメニュー 
106 

オプシヨンデパイスと取り付け 
ス日ッI覧137 
親プ□キシ設定 M 
温度206 

オンラインアップデート52， 
82 

力 

確認再入力生 Z 
各部のを称と機能22 
管理 PC のセットアップ堅 
管理者パスワード47, 85 
管理端末170 
管理用 LAN 171 
キース □、ソ ト 22 

キーボード205 
丰ーボードコネクタ24 
己己号 ly, 公^ 

起動順位 m 
機能22,4 
基本設定£2 
基本的な操作25 
キャッシュデータ削除置 Z 
キャッシュメモリ205 
強制イジェクトホール卷 
強制電源 OFF iZZ 
グラフ ィ、ソ クアクセラ レータ 

205 

クリーニング185 
ク□ックスピード205 
警告ラベル过 
経路情報25 
言語 155 
コネクタ 

電源コネクタ24, 27 
冷却!ファンコネクク22 
COM A コネクタ24 
IDE つネクタ之 Z 
LAN つネクタ24 


US 巨つネクタ g 斗 
キーボードコネクタ24 
シリアルポート A コネクク 
24 

フ□ントパネルコネクク 
27 

マウスコネクタ 
モニタつネクタ 

ヴ 

サーバ 管理8 
サーバの 磕認祖 
サービス22 
再インス!ル当 
再セットアップ壁 
サブネットマスク斗§ 

時刻調整這！ 

時刻の設定 
システム83 

システム巨 I0S コンフィグレー 
シ3ン (SETUP) 147 
システム冗長化設走89 
システム情報 S5 
システム情報の磕認197 
システム情報のバックアップ 
引 

システム診断 114 
システムの拡張とコンフィグ 
レーシヨン121 
システムの管理置 Z 
システムの再インストール M 
システムの再起動£2 
システムのセットアップ45 
システムの停止 S3 
システムファンコネクタ22 
湿度206 
質量206 
修理201 

手動インス!—ル82 
仕様205 
障害時の対処 J87 
詳細設定 M 
使用上のごま意山 
冗長ファン144 
冗長ファン設定ジャンパ22 
譲渡曲 
消費電力206 
情報サービス204 
初期導入設定情報 4S 
シリアル205 
シリアルポート161 
シリアルポート A コネクタ24 
シリアルポート巨コネクタ22, 
27 


スイ、ソチ 

POWER スイッチ逃 
UID スイ、ソチ 24, ^ 
スーパーバイザのパスワード 
164 

スケジュールダウン□-ドを 
6g 73 

ステークスランプの確認 1M 
スピーカ22 
寸法205 
静電気対策 

セカンダリネームサーバ 
セキュリティキー2& 
セキュリティ設を 
セキュリティモード Sa 
接続じついて 
設置 

セットアップ4& 
セットアップの手順 4a 
ソフトウェアリセット177 

夕 

チップセット205 

ディスクアレイコンフィグレー 

シヨン 107 

ディスク使用が況 

ディスクミラーリングコント 

□-ラ 

ケーブルのルーティング 
142 

ディスプレイ205 
データピューアを 
デフォルトゲートウェイ48 
電源206 

電源コネクタ24,27 
電源ユニット 25.26. 131 
統計情報表示機能を 
動作条件の設走22 
特殊アクセス制御設定 ZZ 
特長4 

トラブルシューティング 189 
ESMPR0 196 
EXPRESS 巨 UILDER 194 
インストール/初期導入設定 
用ディスクの作成について 
194 

運用時190 
オートランで起動ずる;>< 
ニューについて195 
初期導入時189 
取り扱い上のごま意观 
取り付け 

DIMM 134 
PCI ボード138 



220 索引 


ハー ドディスクドライブ 
128 

フ□ントべゼル 
ラック J4 

取り付け/取り外し後の確認 
126 

取り付け/取り外しの準備 に4 
取り付け/取り外しの手順127 
取り外し 

DIMM 遇 
PCI ボード 140 
八ードディスクドライブ 
130 

フ□ントべゼル 
ラック14 


内蔵 US 巨フ □、ソ ピーディスクド 
ライブ£3 

内蔵オプションの取り付け 
122 

名前解ず診断 M 
日常の保守 : m 
認証設走！ 76 
ネットヮーク85,205 
ネットワーク管理 エージエト 

m 

ネットワーク接統状況 M 
ネットワーク設定:画面 4S 
ネットワーク利用状況 M 

JK 

八ードウエアの取り撒いと操作 

11 

八ードディスクドライブ127 
取りがけ128 
取り外し130 
八ードディスクドライブ設定 
ジャンパ22 

八ードディスクドライブのラン 
プ互 L 

八ードディスクドライブベイ 
23, 2^ 26 
廃棄2^ 

バイパス設定 ZZ 
パッケージの一覧22 
パスヮード164.178 
パスワードクリアジャンパ£2 
パスワード設走画面ぶ Z 
バックアップ 90. 184 
バックアップ DVD-ROM 9 
バックアップ/ リストア查 5 
バックプレーンボード25,26 


パッケージ巡 
パラレル ATA 皿 
ヒートシンク 2^ 26 
光ディスクドライブ^ 25, 
26, 39 

非キャッシュ設走 ga 
日がの設定： 

ビデオ RAM 205 
ファーストコンククトセンター 
204 

ファームウェアのバージヨン 
ァップ型 
フィルター選択 ZZ 
フォワードキャッシュを 
付属品 公 地 
プライマリネームサーバ 
フ□一制御170 
プ□キシ 

プ□キシアクセス統計 M 
プ□キシサーパ 
プ□キシ サーバが 態表示 ga 
プ□キシ転送設走 Z1 
プ□セス実行状況§2 
プ□セ、ソサソケット 2^ 

プ□セ、ソサの ID 156 
プ□セ、ソサの エラー 情報 
プ□セ、ソサのキャッシュサイズ 

156 

プ□セ、ソサのク□ック速度 
156 

フ □、ソ ピーディスクドライブ 
2 ^ 26,37 

フ□ントパネルコネクク27 
フ□ントパネルボード2^ 26 
フ□ントパネルボード接続用コ 
ネクタ27 

フ□ントべゼル23, 35 
フ□ントべゼルの取りがけ la 
ボーレート170 
保管198 
保守 サービス 202 
保守 サービス 会社 網一 賣207 
保守 ツール 110 
起動110 
機能 m 
コンソール レス 113 
保守巧パスワード S2 
保守-管理ソフトウェア 101 
保証200 

ホストを CFQDN) 48 
本書[こついて M 
本書の構成 M 
本書の再入手 M 
本体の取り付け12 


7 

マゥス205 
マウスコネクタ24 
マザーボード25, 26,27 
マネージメント専用 LAN ポート 
24 

無停電電源装置 34. 168 
名称些 

モリ25, 26. 132.205 
メモリの容量 
モニクつネクタ24 

ヤ 

ユーザー サポート200 
ユーザーのパスワード 1 M 
ュニット ID £3 
ユニット ID スイ、ソチ23 

巧語解説 m 

ライザーカード136 
ラック 

取り付け M 
取り外し M 
ラックの設置12 
ランプ 

1000/100/10 24 
ACT/UNK ランプ巡 
D に K アクセスランプ23 
POWER ランプ28, 36 
SPEED ランプ 2Q 
STATUS ランプ22 
UID ランプ 3Q 

アクセスランプ 2a 
八ードディスクドライプのラ 
ンプ 

リストア90, 98 
リスト設定 

リセットスイ、 ソチ 23 
リセットとクリア 1ZZ 
リチウム パ、ソ テリ27 
リパースキ ヤッ シュ宜 
リパースプ□キシ£2 
リモート□グイン81 
隣接プ□キシ設定 M 
冷却ファン25, 26 
レール アセンブリ15, J6 
□グ管理 gg 
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The BSD Copyright 


Copyright 贷 1991 ， 1992, 1993, 1994 

The Regents of the University of California. All rights reserved. 

Redistribution and use in source and binary forms, with or without modification, are permitted provided that the fol¬ 
lowing conditions are met: 

1. Redistributions of source code must retain the above copyright notice, this list of conditions and the following dis¬ 
claimer. 

2. Redistributions in binary form must reproduce the above copyright notice, this list of conditions and the following 
disclaimer in the documentation and/or other materials provided with the distribution. 

3. All advertising materials mentioning features or use of this software must display the following acknowledgement: 
This product includes software developed by the University of California, Berkeley and its contributors. 

4. Neither the name of the University nor the names or its contributors may be used to endorse or promote products 
derived from this software without specific prior written permission. 

THIS SOFTWARE IS PROVIDED BY THE REGENTS AND CONTRIBUTORS "AS IS" AND ANY EXPRESS 
OR IMPLIED WARRANTIES, INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MER¬ 
CHANTABILITY AND FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE ARE DISCLAIMED. IN NO EVENT 
SHALL THE REGENTS OR CONTRIBUTORS BE LIABLE FOR ANY DIRECT, INDIRECT, INCIDENTAL, 
SPECIAL, EXEMPLARY, OR CONSEQUENTIAL DAMAGES (INCLUDING, BUT NOT LIMITED TO, PRO¬ 
CUREMENT OF SUBSTITUTE GOODS OR SERVICES; LOSS OF USE, DATA, OR PROFITS; OR BUSINESS 
INTERRUPTION) HOWEVER CAUSED AND ON ANY THEORY OF LIABILITY, WHETHER IN CONTRACT, 
STRICT LIABILITY, OR TORT (INCLUDING NEGLIGENCE OR OTHERWISE) ARISING IN ANY WAY OUT 
OF THE USE OF THIS SOFTWARE, EVEN IF ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGE. 



GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 
Version 2, June 1991 

Copyright (C)1989, 1991 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the 
GNU General Public License is intended to guarantee your freedom to share and change free software—to make sure 
the software is free for all its users. This General Public License applies to most of the Free Software Foundation's 
software and to any other program whose authors commit to using it. (Some other Free Software Foundation software 
is covered by the GNU Library General Public License instead.) You can apply it toyour programs, too. 

When we speak of free software, we are referring to freedom, not price. Our General Public Licenses are designed 
to make sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if you wish), 
that you receive source code or can get it if you want it, that you can change the software or use pieces of it in new 
free programs; and that you know you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid anyone to deny you these rights or to ask you to sur¬ 
render the rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the soft¬ 
ware, or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of such a program, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all 
the rights that you have. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. And you must show 
them these terms so they know their rights. 

We protect your rights with two steps:(l) copyright the software, and (2) offer you this license which gives you legal 
permission to copy, distribute and/or modify the software. 

Also, for each author's protection and ours, we want to make certain that everyone understands that there is no war¬ 
ranty for this free software. If the software is modified by someone else and passed on, we want its recipients to know 
that what they have is not the original, so that any problems introduced by others will not reflect on the original 
authors' reputations. 

Finally, any free program is threatened constantly by software patents. We wish to avoid the danger that redistribu¬ 
tors of a free program will individually obtain patent licenses, in effect making the program proprietary. To prevent 
this, we have made it clear that any patent must be licensed for everyone's free use or not licensed at all. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. 



GNU GENERAL PUBLIC LICENSE 

TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. Tnis License applies to any program or other work which contains a notice placed by the copyright holder saying 
it may be distributed under the terms of this General Public License. The "Program", below, refers to any such pro¬ 
gram or work, and a "work based on the Program" means either the Program or any derivative work under copyright 
law: that is to say, a work containing the Program or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or 
translated into another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) 
Each licensee is addressed as "you". 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its scope. 
The act of running the Program is not restricted, and the output from the Program is covered only if its contents con¬ 
stitute a work based on the Program(independent of having been made by running the Program). Whether that is true 
depends on what the Program does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Program's source code as you receive it, in any medium, pro¬ 
vided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice and disclaimer 
of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; and give any 
other recipients of the Program a copy of tnis License along with the Program. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protection 
in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Program or any portion of it, thus forming a work based on the Pro¬ 
gram, and copy and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also 
meet all of these conditions: 

a) You must cause the modified files to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of 
any change. 

b) You must cause any work that you distribute or publish, that in whole or in part contains or is derived from the 
Program or any part thereof, to be licensed as a whole at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

c) If the modified program normally reads commands interactively when run, you must cause it, when started run¬ 
ning for such interactive use in the most ordinary way, to print or display an announcement including an appropri¬ 
ate copyright notice and a notice that there is no warranty (or else, saying that you provide a warranty) and that 
users may redistribute the program under these conditions, and telling the user how to view a copy of this License. 
(Exception: if the Program itself is interactive but does not normally print such an announcement, your work 
based on the Program is not required to print an announcement.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from 
the Program, and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and 
its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the 
same sections as part of a whole which is a work based on the Program, the distribution of the whole must be on the 
terms of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every 
part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, 
the intent is to exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Program. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Program with the Program(or with a work based on 
the Program) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this 
License. 

3. You may copy and distribute the Program (or a work based on it, under Section 2) in object code or executable 
form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you also do one of the following: 

a) Accompany it with the complete corresponding machine-readable source code, which must be distributed under 
the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for software interchange; or, 

b) Accompany it with a written offer, valid for at least three years, to give any third party, for a charge no more 
than your cost of physically performing source distribution, a complete machine-readable copy of the correspond¬ 
ing source code, to be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium customarily used for 
software interchange; or, 

c) Accompany it with the information you received as to the offer to distribute corresponding source code. (This 
alternative is allowed only for noncommercial distribution and only if you received the program in object code or 
executable form with such an offer, in accord with Subsection b above.) 



The source code for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For an executable 
work, complete source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface defi¬ 
nition files, plus the scripts used to control compilation and installation of the executable. However, as a special 
exception, the source code distributed need not include anything that is normally distributed (in either source or 
binary form) with the major components (compiler, kernel, and so on) of the operating system on which the execut¬ 
able runs, unless that component itself accompanies the executable. 

If distribution of executable or object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering 
equivalent access to copy the source code from the same place counts as distribution of the source code, even though 
third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 


4. You may not copy, modify, sublicense, or distribute the Program except as expressly provided under this License. 
Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense or distribute the Program is void, and will automatically terminate 
your rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you under this License 
will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 

5. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you per¬ 
mission to modify or distribute the Program or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not 
accept this License. Therefore, by modifying or distributing the Program (or any work based on the Program), you 
indicate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modify¬ 
ing the Program or works based on it. 

6. Each time you redistribute the Program (or any work based on the Program), the recipient automatically receives 
a license from the original licensor to copy, distribute or modify the Program subject to these terms and conditions. 
You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not 
responsible for enforcing compliance by third parties to this License. 

7. If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of tnis License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as 
to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a conse¬ 
quence you may not distribute the Program at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free 
redistribution of the Program by 

all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you could satisfy both it and this 
License would be to refrain entirely from distribution of the Program. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the 
section is intended to apply and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribu¬ 
tion system, which is implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to 
the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 


8. If the distribution and/or use of the Program is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the Program under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

9. The Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the General Public License from time 
to time. Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to address new 
problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Program specifies a version number of this License 
which applies to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that 
version or of any later version published by the Free Software Foundation. If the Program does not specify a version 
number of this License, you may choose any version ever published by the Free Software Foundation. 

10. If you wish to incorporate parts of the Program into other free programs whose distribution conditions are differ¬ 
ent, write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software Foundation, 
write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be guided by the 
two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the sharing and reuse of 
software generally. 



NO WARRANTY 


11. BECAUSE THE PROGRAM IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE 
PROGRAM, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED 
IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE PROGRAM "AS IS" 
WITHOUT WARRANTY OF ANY KIND, EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIM¬ 
ITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE PROGRAM IS WITH 
YOU. SHOULD THE PROGRAM PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY 
SERVICING, REPAIR OR CORRECTION. 

12. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE PRO¬ 
GRAM AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, SPE¬ 
CIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO 
USE THE PROGRAM (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED 
INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES OR A FAILURE OF THE PROGRAM 
TO OPERATE WITH ANY OTHER PROGRAMS), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 



How to Apply These Terms to Your New Programs 


If you develop a new program, and you want it to be of the greatest possible use to the public, the best way to 
achieve this is to make it free software which everyone can redistribute and change under these terms. 

To do so, attach the following notices to the program. It is safest to attach them to the start of each source file to 
most effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a pointer 
to where the full notice is found. 

cone line to give the program's name and a brief idea of what it does .〉 

Copyright (C)19yy <name of author 〉 

This program is free software; you can redistribute it and/or modify 
it under the terms of the GNU General Public License as published by 
the Free Software Foundation; either version 2 of the License, or 
(at your option) any later version. 

This program is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE See the 
GNU General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU General Public License 

along with this program; if not, write to the Free Software 

Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 


Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

If the program is interactive, make it output a short notice like this when it starts in an interactive mode: 
Gnomovision version 69, Copyright (C)19yy name of author 

Gnomovision comes with ABSOLUTELY NO WARRANTY; for details type 'show w'. 

This is free software, and you are welcome to redistribute it 
under certain conditions; type 'show c' for details. 

The hypothetical commands 'show w’ and 'show c' should show the appropriate parts of the General Public License. 
Of course, the commands you use may be called something other than 'show w' and 'show c ’； they could even be 
mouse-clicks or menu items—whatever suits your program. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your school, if any, to sign a "copyright dis¬ 
claimer" for the program, if necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the program 
'Gnomovision’ (which makes passes at compilers) written by James Hacker. 

<signature of Ty Coon>,1 April 1989 
Ty Coon, President of Vice 

This General Public License does not permit incorporating your program into proprietary programs. If your program 
is a subroutine library, you may consider it more useful to permit linking proprietary applications with the library. If 
this is what you want to do, use the GNU Library General Public License instead of this License. 



GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
Version 2.1, February 1999 


Copyright (C)1991, 1999 Free Software Foundation, Inc. 

59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 
Everyone is permitted to copy and distribute verbatim copies of this license document, but changing it is not allowed. 

[This is the first released version of the Lesser GPL. It also counts as the successor of the GNU Library Public 
License, version 2, hence the version number 2.1.] 


Preamble 

The licenses for most software are designed to take away your freedom to share and change it. By contrast, the 
GNU General Public Licenses are intended to guarantee your freedom to share and change free software—to make 
sure the software is free for all its users. 

This license, the Lesser General Public License, applies to some specially designated software packages—typically 
libraries—of the Free Software Foundation and other authors who decide to use it. You can use it too, but we suggest 
you first think carefully about whether this license or the ordinary General Public License is the better strategy to use 
in any particular case, based on the explanations below. 

When we speak of free software, we are referring to freedom of use, not price. Our General Public Licenses are 
designed to make sure that you have the freedom to distribute copies of free software (and charge for this service if 
you wish); that you receive source code or can get it if you want it; that you can change the software and use pieces of 
it in new free programs; and that you are informed that you can do these things. 

To protect your rights, we need to make restrictions that forbid distributors to deny you these rights or to ask you to 
surrender these rights. These restrictions translate to certain responsibilities for you if you distribute copies of the 
library or if you modify it. 

For example, if you distribute copies of the library, whether gratis or for a fee, you must give the recipients all the 
rights that we gave you. You must make sure that they, too, receive or can get the source code. If you link other code 
with the library, you must provide complete object files to the recipients, so that they can relink them with the library 
after making changes to the library and recompiling it. And you must show them these terms so they know their 
rights. 

We protect your rights with a two-step method:(1)we copyright the library, and (2) we offer you this license, which 
gives you legal permission to copy, distribute and/or modify the library. 

To protect each distributor, we want to make it very clear that there is no warranty for the free library. Also, if the 
library is 

modified by someone else and passed on, the recipients should know that what they have is not the original version, 
so that the original author's reputation will not be affected by problems that might be introduced by others. 

Finally, software patents pose a constant threat to the existence of any free program. We wish to make sure that a 
company cannot effectively restrict the users of a free program by obtaining a restrictive license from a patent holder. 
Therefore, we insist that any patent license obtained for a version of the library must be consistent with the full free¬ 
dom of use specified in this license. 

Most GNU software, including some libraries, is covered by the ordinary GNU General Public License. This 
license, the GNU Lesser General Public License, applies to certain designated libraries, and is quite different from the 
ordinary General Public License. We use this license for certain libraries in order to permit linking those libraries 
into 打 on-free programs. 

When a program is linked with a library, whether statically or using a shared library, the combination of the two is 
legally speaking a combined work, a derivative of the original library. The ordinary General Public License therefore 
permits such linking only if the entire combination fits its criteria of freedom. The Lesser General Public License 
permits more lax criteria for linking other code with the library. 

We call this license the "Lesser" General Public License because it does Less to protect the user's freedom than the 
ordinary General Public License. It also provides other free software developers Less of an advantage over compet¬ 
ing non-free programs. These disadvantages are the reason we use the ordinary General Public License for many 
libraries. However, the Lesser license provides advantages in certain special circumstances. 

For example, on rare occasions, there may be a special need to encourage the widest possible use of a certain library, 
so that it becomes a de-facto standard, fo achieve this, non-free programs must be allowed to use the library. A more 
frequent case is that a free library does the same job as widely used non-free libraries. In this case, there is little to 
gain by limiting the free library to free software only, so we use the Lesser General Public License. 


In other cases, permission to use a particular library in non-free programs enaoles a greater number of people to use 
a large body of free software. For example, permission to use the GNU C Library in non-free programs enaoles many 
more people to use the whole GNU operating system, as well as its variant, the GNU/Linux operating system. 



Although the Lesser General Public License is Less protective of the users' freedom, it does ensure that the user of a 
program that is linked with the Library has the freedom and the wherewithal to run that program using a modified ver¬ 
sion of the Library. 

The precise terms and conditions for copying, distribution and modification follow. Pay close attention to the differ¬ 
ence between a "work based on the library" and a "work that uses the library". The former contains code derived 
from the library, whereas the latter must be combined with the library in order to run. 



GNU LESSER GENERAL PUBLIC LICENSE 
TERMS AND CONDITIONS FOR COPYING, DISTRIBUTION AND MODIFICATION 

0. This License Agreement applies to any software library or other program which contains a notice placed by the 
copyright holder or other authorized party saying it may be distributed under the terms of this Lesser General Public 
License (also called "this License"). Each licensee is addressed as "you". 

A "library" means a collection of software functions and/or data prepared so as to be conveniently linked with appli¬ 
cation programs (which use some of those functions and data) to form executables. 

The "Library", below, refers to any such software library or work which has been distributed under these terms. A 
"work based on the Library" means either the Library or any derivative work under copyright law: that is to say, a 
work containing the Library or a portion of it, either verbatim or with modifications and/or translated straightfor¬ 
wardly into another language. (Hereinafter, translation is included without limitation in the term "modification".) 

"Source code" for a work means the preferred form of the work for making modifications to it. For a library, com¬ 
plete source code means all the source code for all modules it contains, plus any associated interface definition files, 
plus the scripts used to control compilation and installation of the library. 

Activities other than copying, distribution and modification are not covered by this License; they are outside its 
scope. The act of running a program using the Library is not restricted, and output from such a program is covered 
only if its contents constitute a work based on the Library (independent of the use of the Library in a tool for writing 
it). Whether that is true depends on what the Library does and what the program that uses the Library does. 

1. You may copy and distribute verbatim copies of the Library's complete source code as you receive it, in any 
medium, provided that you conspicuously and appropriately publish on each copy an appropriate copyright notice 
and disclaimer of warranty; keep intact all the notices that refer to this License and to the absence of any warranty; 
and distribute a copy of this License along with the Library. 

You may charge a fee for the physical act of transferring a copy, and you may at your option offer warranty protec¬ 
tion in exchange for a fee. 

2. You may modify your copy or copies of the Library or any portion of it, thus forming a work based on the Library, 
and copy and distribute such modifications or work under the terms of Section 1 above, provided that you also meet 
all of these conditions: 

a) The modified work must itself be a software library. 

b) You must cause the files modified to carry prominent notices stating that you changed the files and the date of 
any change. 

c) You must cause the whole of the work to be licensed at no charge to all third parties under the terms of this 
License. 

d) If a facility in the modified Library refers to a function or a table of data to be supplied by an application pro¬ 
gram that uses the facility, other than as an argument passed when the facility is invoked, then you must make a 
good faith effort to ensure that, in the event an application does not supply such function or table, the facility still 
operates, and performs whatever part of its purpose remains meaningful. 

(For example, a function in a library to compute square roots has a purpose that is entirely well-defined indepen¬ 
dent of the application. Therefore, Subsection 2d requires that any application-supplied function or table used by 
this function must be optional: if the application does not supply it, the square root function must still compute 
square roots.) 

These requirements apply to the modified work as a whole. If identifiable sections of that work are not derived from 
the Library, and can be reasonably considered independent and separate works in themselves, then this License, and 
its terms, do not apply to those sections when you distribute them as separate works. But when you distribute the 
same sections as part of a whole which is a work based on the Library, the distribution of the whole must be on the 
terms of this License, whose permissions for other licensees extend to the entire whole, and thus to each and every 
part regardless of who wrote it. 

Thus, it is not the intent of this section to claim rights or contest your rights to work written entirely by you; rather, 
the intent is to exercise the right to control the distribution of derivative or collective works based on the Library. 

In addition, mere aggregation of another work not based on the Library with the Library (or with a work based on the 
Library) on a volume of a storage or distribution medium does not bring the other work under the scope of this 
License. 



3. You may opt to apply the terms of the ordinary GNU General Public License instead of this License to a given 
copy of the Library. To do this, you must alter all the notices that refer to this License, so that they refer to the ordi¬ 
nary GNU General Public License, version 2, instead of to this License. (If a newer version than version 2 of the ordi¬ 
nary GNU General Public License has appeared, then you can specify that version instead if you wish.) Do not make 
any other change in these notices. 

Once this change is made in a given copy, it is irreversible for that copy, so the ordinary GNU General Public 
License applies to all subsequent copies and derivative works made from that copy. 

This option is useful when you wish to copy part of the code of the Library into a program that is not a library. 

4. You may copy and distribute the Library (or a portion or derivative of it, under Section 2) in object code or execut¬ 
able form under the terms of Sections 1 and 2 above provided that you accompany it with the complete corresponding 
machine-readable source code, which must be distributed under the terms of Sections 1 and 2 above on a medium 
customarily used for software interchange. 

If distribution of object code is made by offering access to copy from a designated place, then offering equivalent 
access to copy the source code from the same place satisfies the requirement to distribute the source code, even 
though third parties are not compelled to copy the source along with the object code. 

5. A program that contains no derivative of any portion of the Library, but is designed to work with the Library by 
being compiled or linked with it, is called a "work that uses the Library". Such a work, in isolation, is not a derivative 
work of the Library, and therefore falls outside the scope of this License. 

However, linking a "work that uses the Library" with the Library creates an executable that is a derivative of the 
Library (because it contains portions of the Library), rather than a "work that uses the library". The executable is 
therefore covered by this License. Section 6 states terms for distribution of such executables. 

When a "work that uses the Library" uses material from a header file that is part of the Library, the object code for 
the work may be a derivative work of the Library even though the source code is not. 

Whether this is true is especially significant if the work can be linked without the Library, or if the work is itself a 
library. The threshold for this to be true is not precisely defined by law. 

If such an object file uses only numerical parameters, data structure layouts and accessors, and small macros and 
small inline functions (ten lines or less in length), then the use of the object file is unrestricted, regardless of whether 
it is legally a derivative work. (Executables containing this object code plus portions of the Library will still fall under 
Section 6.) 

Otherwise, if the work is a derivative of the Library, you may distribute the object code for the work under the terms 
of Section 6. Any executables containing that work also fall under Section 6, whether or not they are linked directly 
with the Library itself. 

6. As an exception to the Sections above, you may also combine or link a "work that uses the Library" with the 
Library to produce a work containing portions of the Library, and distribute that work under terms of your choice, 
provided that the terms permit modification of the work for the customer’s own use and reverse engineering for 
debugging such modifications. 

You must give prominent notice with each copy of the work that the Library is used in it and that the Library and its 
use are covered by this License. You must supply a copy of this License. If the work during execution displays copy¬ 
right notices, you must include the copyright notice for the Library among them, as well as a reference directing the 
user to the copy of this License. Also, you must do one of these things: 

a) Accompany the work with the complete corresponding machine-readable source code for the Library including 
whatever changes were used in the work (which must be distributed under Sections 1 and 2 above); and, if the 
work is an executable linked with the Library, with the complete machine-readable "work that uses the Library", 
as object code and/or source code, so that the user can modify the Library and then relink to produce a modified 
executable containing the modified Library. (It is understood that the user who changes the contents of definitions 
files in the Library will not necessarily be able to recompile the application to use the modified definitions.) 

b) Use a suitable shared library mechanism for linking with the Library. A suitable mechanism is one that (1)uses 
at run time a copy of the library already present on the user's computer system, rather than copying library func¬ 
tions into the executable, and (2) will operate properly with a modified version of the library, if the user installs 
one, as long as the modified version is interface-compatible with the version that the work was made with. 

c) Accompany the work with a written offer, valid for at least three years, to give the same user the materials spec¬ 
ified in Subsection 6a, above, for a charge no more than the cost of performing this distribution. 

d) If distribution of the work is made by offering access to copy from a designated place, offer equivalent access 
to copy the above specified materials from the same place. 


e) Verify that the user has already received a copy of these materials or that you have already sent this user a copy. 



For an executable, the required form of the "work that uses the Library" must include any data and utility programs 
needed for reproducing the executable from it. However, as a special exception, the materials to be distributed need 
not include anything that is normally distributed (in either source or binary form) with the major components (com¬ 
piler, kernel, and so on) of the operating system on which the executable runs, unless that component itself accompa¬ 
nies the executable. 

It may happen that this requirement contradicts the license restrictions of other proprietary libraries that do not nor¬ 
mally accompany the operating system. Such a contradiction means you cannot use both them and the Library 
together in an executable that you distribute. 

7. You may place library facilities that are a work based on the Library side-by-side in a single library together with 
other library facilities not covered by this License, and distribute such a combined library, provided that the separate 
distribution of the work based on the Library and of the other library facilities is otherwise permitted, and provided 
that you do these two things: 

a) Accompany the combined library with a copy of the same work based on the Library, uncombined with any 
other library facilities. This must be distributed under the terms of the Sections above. 

b) Give prominent notice with the combined library of the fact that part of it is a work based on the Library, and 
explaining where to find the accompanying uncombined form of the same work. 

8. You may not copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library except as expressly provided under this 
License. Any attempt otherwise to copy, modify, sublicense, link with, or distribute the Library is void, and will auto¬ 
matically terminate your rights under this License. However, parties who have received copies, or rights, from you 
under this License will not have their licenses terminated so long as such parties remain in full compliance. 

9. You are not required to accept this License, since you have not signed it. However, nothing else grants you per¬ 
mission to modify or distribute the Library or its derivative works. These actions are prohibited by law if you do not 
accept this License. Therefore, by modifying or distributing the Library (or any work based on the Library), you indi¬ 
cate your acceptance of this License to do so, and all its terms and conditions for copying, distributing or modifying 
the Library or works based on it. 

10. Each time you redistribute the Library (or any work based on the Library), the recipient automatically receives a 
license from the original licensor to copy, distribute, link with or modify the Library subject to these terms and condi¬ 
tions. You may not impose any further restrictions on the recipients' exercise of the rights granted herein. You are not 
responsible for enforcing compliance by third parties with this License. 

11.If, as a consequence of a court judgment or allegation of patent infringement or for any other reason (not limited 
to patent issues), conditions are imposed on you (whether by court order, agreement or otherwise) that contradict the 
conditions of tnis License, they do not excuse you from the conditions of this License. If you cannot distribute so as 
to satisfy simultaneously your obligations under this License and any other pertinent obligations, then as a conse¬ 
quence you may not distribute the Library at all. For example, if a patent license would not permit royalty-free redis¬ 
tribution of the Library by all those who receive copies directly or indirectly through you, then the only way you 
could satisfy both it and this License would be to refrain entirely from distribution of the Library. 

If any portion of this section is held invalid or unenforceable under any particular circumstance, the balance of the 
section is intended to apply, and the section as a whole is intended to apply in other circumstances. 

It is not the purpose of this section to induce you to infringe any patents or other property right claims or to contest 
validity of any such claims; this section has the sole purpose of protecting the integrity of the free software distribu¬ 
tion system which is implemented by public license practices. Many people have made generous contributions to the 
wide range of software distributed through that system in reliance on consistent application of that system; it is up to 
the author/donor to decide if he or she is willing to distribute software through any other system and a licensee cannot 
impose that choice. 

This section is intended to make thoroughly clear what is believed to be a consequence of the rest of this License. 

12. If the distribution and/or use of the Library is restricted in certain countries either by patents or by copyrighted 
interfaces, the original copyright holder who places the Library under this License may add an explicit geographical 
distribution limitation excluding those countries, so that distribution is permitted only in or among countries not thus 
excluded. In such case, this License incorporates the limitation as if written in the body of this License. 

i3.ihe Free Software Foundation may publish revised and/or new versions of the Lesser General Public License 
from time to time. Such new versions will be similar in spirit to the present version, but may differ in detail to 
address new problems or concerns. 

Each version is given a distinguishing version number. If the Library specifies a version number of tnis License 
which applies to it and "any later version", you have the option of following the terms and conditions either of that 
version or of any later version published by the Free Software Foundation. If the Library does not specify a license 
version number, you may choose any version ever published by the Free Software Foundation. 



14. If you wish to incorporate parts of the Library into other free programs whose distribution conditions are incom¬ 
patible with these, write to the author to ask for permission. For software which is copyrighted by the Free Software 
Foundation, write to the Free Software Foundation; we sometimes make exceptions for this. Our decision will be 
guided by the two goals of preserving the free status of all derivatives of our free software and of promoting the shar¬ 
ing and reuse of software generally. 


NO WARRANTY 

15. BECAUSE THE LIBRARY IS LICENSED FREE OF CHARGE, THERE IS NO WARRANTY FOR THE 
LIBRARY, TO THE EXTENT PERMITTED BY APPLICABLE LAW. EXCEPT WHEN OTHERWISE STATED 
IN WRITING THE COPYRIGHT HOLDERS AND/OR OTHER PARTIES PROVIDE THE LIBRARY "AS IS" 
WITHOUT WARRANTY OF ANYKIND，EITHER EXPRESSED OR IMPLIED, INCLUDING, BUT NOT LIM¬ 
ITED TO, THE IMPLIED WARRANTIES OF MERCHANTABILITY AND FITNESS FORA PARTICULAR 
PURPOSE. THE ENTIRE RISK AS TO THE QUALITY AND PERFORMANCE OF THE LIBRARY IS WITH 
YOU. SHOULD THE LIBRARY PROVE DEFECTIVE, YOU ASSUME THE COST OF ALL NECESSARY SER¬ 
VICING, REPAIR OR CORRECTION. 

16. IN NO EVENT UNLESS REQUIRED BY APPLICABLE LAW OR AGREED TO IN WRITING WILL ANY 
COPYRIGHT HOLDER, OR ANY OTHER PARTY WHO MAY MODIFY AND/OR REDISTRIBUTE THE 
LIBRARY AS PERMITTED ABOVE, BE LIABLE TO YOU FOR DAMAGES, INCLUDING ANY GENERAL, 
SPECIAL, INCIDENTAL OR CONSEQUENTIAL DAMAGES ARISING OUT OF THE USE OR INABILITY TO 
USE THE LIBRARY (INCLUDING BUT NOT LIMITED TO LOSS OF DATA OR DATA BEING RENDERED 
INACCURATE OR LOSSES SUSTAINED BY YOU OR THIRD PARTIES ORA FAILURE OF THE LIBRARY 
TO OPERATE WITH ANY OTHER SOFTWARE), EVEN IF SUCH HOLDER OR OTHER PARTY HAS BEEN 
ADVISED OF THE POSSIBILITY OF SUCH DAMAGES. 

END OF TERMS AND CONDITIONS 



How to Apply These Terms to Your New Libraries 


If you develop a new library, and you want it to be of the greatest possible use to the public, we recommend making 
it free software that everyone can redistribute and change. You can do so by permitting redistribution under these 
terms (or, alternatively, under the terms of the ordinary General Public License). 

To apply these terms, attach the following notices to the library. It is safest to attach them to the start of each source 
file to most effectively convey the exclusion of warranty; and each file should have at least the "copyright" line and a 
pointer to where the full notice is found. 

cone line to give the library's name and a brief idea of what it does .〉 

Copyright (C) <year> <name of author> 

This library is free software; you can redistribute it and/or 
modify it under the terms of the GNU Lesser General Public 
License as published by the Free Software Foundation; either 
version 2.1of the License, or (at your option) any later version. 

This library is distributed in the hope that it will be useful, 
but WITHOUT ANY WARRANTY; without even the implied warranty of 
MERCHANTABILITY or FITNESS FORA PARTICULAR PURPOSE. See the GNU 
Lesser General Public License for more details. 

You should have received a copy of the GNU Lesser General Public 
License along with this library; if not, write to the Free Software 
Foundation, Inc., 59 Temple Place, Suite 330, Boston, MA 02111-1307 USA 

Also add information on how to contact you by electronic and paper mail. 

You should also get your employer (if you work as a programmer) or your 
school, if any, to sign a "copyright disciaimer" for the library, if 
necessary. Here is a sample; alter the names: 

Yoyodyne, Inc., hereby disclaims all copyright interest in the 

library 'Frob' (a library for tweaking knobs) written by James Random Hacker. 

<signature of Ty Coon>,1 April 1990 
Ty Coon, President of Vice 


That's all there is to it! 
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落了、きし了はお取り替えいたします 
© NEC Corp 饼 ation 2008 

日本電気株式会社の許可なく複製-改変などを行うことはできません。 





< 本装置の利用目的について > 

本製品は、高速処理が可能であるため、高性能コンピュータの平和的利巧に閱する日本政府の指 
導対象になっております。 

ご使巧に際しましては、下記の点につきごを意いただけますよう、よろしくお願いいたします。 

1. 本製品は不法侵入、盗難等の危険がない場所に設置して<ださい。 

2. パスワード等【こより適切なアクセス管理をお願いいたしまず。 

3. 大量破壊み器およびミサイルの開発、な6びに製造等に関わる不正なアクセスが行わ 
れるおそれがある場合には、事前に弊社相談窓□までご連絡ください。 

4. 不正使用が発覚した場合には、速やか【こ弊社相識窓□までご連絡ください。 

弊社相談窓 □ ファーストコンタクトセンター 

電話番号03-%55-5800 


ま意 

この装置は、情報処理装置等電液障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス A 情報巧術装 
置です。この装置を家庭環境で使用すると電液妨害を引き起こすことがあります。この場合には 
使巧者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります。 


高調波適合品 

この装置は、高調波電流規格 JSC 目1000 -3-2 適合品でず。 

:」に C 6100日- 3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波電流発生限度値 （1 相当たりの 
入力電流が20八む下の機器)」じ基づき、商巧電力系統の高調汲環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


回線への接続について 

本体を公衆回線や専用線に接渝する場合は、本体に直接接締せず、巧術基準に適合し認定されたボードまたはモデム等 
の通信端末機器を介して使巧してください。 


電源の瞬時電圧ほ下対策について 

この装置は，落雷等による電源の瞬時電圧ほ下に対し不都合が生じることがあります。電源の瞬時電圧ほ下対策として 
は、交流無停電電源装置 ( UPS ) 等を使用されることをお勤めします。 


レーザま全基華について 

この装置に標準で搭載されている光学ドライブは、レーザに関する安全基準 （ J に C - 6802 、 IEC 60825-1) クラス1に 
適合しています。 


海外でのご使用について 

この装置は，日本国内での使巧を前提としているため、海外各国での安全規格等の適巧を受けておりません。したがっ 
て、この装置を輸化した場合に当誌国での輸人通閱および使用に対し罰金、事故【こよる補償等の問題が発生することが 
あっても、弊社は直接-闇接を問わず一切の責任を免除させていただきまず。 




